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本報告書は、県庁舎建設局からの分任を受け、 1989年度から1990年度にかけて実施した県庁舎議会棟

建設工事に伴う緊急発掘調査の成果をまとめたものであります。

県庁舎の建設は主要施設である行政棟、議会棟、警察棟の 3棟の建設が順次進められ、 1992年度に最

後の贅察棟が完成しております。本地域一帯は琉球王府が編慕した文献「球陽」に記録のある湧田窯があっ

たとされる地域として知られていましたが、確実な場所の特定には至っておりませんでした。

それが1985年度から1986年度にかけて実施された行政棟建設に伴う緊急発掘調査により保存良好な平

窯形式の窯跡、その窯で焼かれたものと考えられる瓦など膠しい巌の遺物や窯場で働く人達の作業場や生

活用品、さらに居住空間を思わせる各種の遺構や井戸など、窯場で作業する人達の息吹が聞こえてきそう

な状態でわたしたちの目の前にその姿を現しました。これらの成果はセンセーショナルな話題として窯業

関係者を中心に多くの県民の関心を集めました。このような状況から同じ敷地内の議会棟地区や警察棟地

区も湧田窯の範疇に入るものと予想され、建設工事前に発掘調査を実施した結果、予想に違わず各種の造

構や多最の遺物などが得られております。

今回報告します議会棟地区では張床土城、瓦敷遺構、砂利敷遺構、ピット群、土取り場跡、瓦列遺構、

溝状遺構などの検出、沖縄産の陶器や陶質 ・瓦質土器それに瓦類などの地元の焼き物を中心に中国産の陶

磁器、タイ産の磁器、タイ産の陶器、肥前系の陶磁器などの追物が出土していると聞いております。今回

の成果は、既に報告されています行政棟地区の成果に新資料を追加し、湧田古窯の全体像の解明に新たな

ーページを記したものと考えます。

本報筈書が文化財保詭思想の普及や地域文化財への関心並びに歴史に対する認識と理解を深め、さらに

学術研究の一助として多方面に御活用願えれば幸いに存じます。

末尾になりましたが、発掘調査および資料整理作業にあたり、多大なる御指導・御協力を頂きました関

係各位に深く感謝いたします。

平成 7年3月

沖縄県教育委員会

教育長嘉陽正幸
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1 . 本報告書は1989年度から1990年度に実施した県庁舎議会棟建設に伴う緊急発掘調査の成果をまとめ

たものである。

2. 発掘調査は県庁舎建設局からの分任事業として県文化課が行った。

3. 第m章で使用した国土基本図 (1/2500)は建設省国土地理院発行のものである。
4. 本書に表した高度値は海抜高である。

5. 出土遣物の鑑定は下記の方々による。記して謝意を表します。

陶磁器類 大橋康二（佐賀県立九州陶磁文化館学芸課長）

獣 ・魚骨類 金子浩昌 （早稲田大学考古学研究室）

貝 類 黒住耐 二 （千葉県立中央博物館動物課技師）

6. 各章の執籠は下記のように分担し、編集は島袋春美の協力を得て、島袋洋が行った。

島袋 洋（第I章第 1-2節、第II章、第V章第 1-8・10・11・20・22・25節）

金城亀信（第V章 9・12-16節）

豊見山 禎（第m章、第W章第 1-2節、第VI章）
島袋春美（第V章第17-19・23・24・27節）

仲間留美 （第V章第21節）

金子浩昌 （第V章第26節）

7. 本書に掲載した遺物の写真撮影および現像 ・焼付などは長田剛、瑞慶翌尚美、立津春枝による。

8. 発掘調査で得られた遺物および実測図や写真類などの記録は、総て県文化課資料室にて保管している。
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第I章調査に至る経緯

第 1節調査に至る経緒

県庁舎建設基本構想の中の主要な建物である行政棟 ・議会棟・笞察棟の建設が順次進められ、 1993年

の警察棟の完成により建物の建設工事は終結をみた。行政棟建設の際には発掘期間中の工事ストップなど

工事浩手前の詳細な協議調整がなされなかったことに起因して大幅な遅れがでた。そのことが大きな教訓

となり以後は建設局と文化課の間で協議調整が密に行われ、発掘調査の後に工事培手と建設計画の進行に

支障のないスムーズな対応がとられた。

行政棟建設に伴う発掘調査により 一大窯業地であった湧田の窯場の息遣いが聞こえてくるような成果が
（註 II

得られている
11£21 

。このことから本地域一帯はすでに知られているとおり、湧田窯が展開 していた地域である

ことが判明した。そのことは議会棟 ・警察棟の建設予定地内においても当然のこととして予想された。

行政棟建設が一段落し、議会棟予定地内にあった武徳殿の解体撤去がなされた後の確認調査により 、本

予定地内も湧田窯の窯場の一角をなしていることが判った。それを受けて文化課と県庁舎建設局は協議調

整を行った結果、建設局からの分任事業として文化課が発掘調査を1989年11月から実施することになっ

註

註1. 「湧田古窯跡 (I)一県庁舎行政棟建設に係る発掘調査ー」 「沖縄県文化財調査報告書第111媒J 沖縄県教育委員会

1993年 3月

註 2. 「圏録沖縄の古窯 やちむん会10周年記念特別号」 「やちむん」 やちむん会 1979年

第2節調査体制

発掘調査 （平成元年度）から資料整理および報告書の刊行 （平成 6年度）まで、下記の体制で実施した。

調査主体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..…・ ・・・・・・沖縄県教育委員会

教育長・・・・・・・・..….... …• …...... …高良 清敏 （平成元年度～平成 2年度）
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文化課課長補佐…………………平田 輿進 （平成元年度）

❖ •• …・ …..... ……• …..... …•上江洲 均 （平成元年度～平成2年度）

ク ・・・・・・・..….. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・伊佐 真一 （平成 2年度～平成 3年度）

ク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・知念 勇 （平成 3年度～平成 6年度）

ク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・JII満 一成 （平成 4年度～平成 5年度）
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ケ •…•••…………… ••山田 史子 （東京大学史料絹纂所 文部教官助手）

発掘調査作業員

平良ツル子、鳩間利恵子、多和田順子、渡慶次賀三、仲間末子、山川トシ子、島袋文子、上原美枝、

大城ひとみ、宮国恵子、中塚末子、中田邦子、与那嶺勢津子、外間喜久枝、新里造ー、浦添栄一、

平良百合子、金城由美子、安田春子、平良典子、津覇八重子、山畑キミ、金城ツネ子、島尻三郎、

大城豊子、新垣直美、諸見里幸子、金城一美、比嘉すが子、並里富子、赤嶺春美、平良貴子、安次

富マサ子、辺土名キヨ子、森田良子、金城春江、喜屋武和子、兼城光子、諸見里農子、具志常子、

幸地マサ子、根保康史、 末吉敏恭、熱田和則、 赤嶺和美、上原美智子、西銘パトロシニア、宮城サ

ダ子、金城敬子、川上益子、与倍恵子、比嘉まり子、大村由美子
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資料整理作業員

安次富智子、安西いずみ、安和千代子、伊礼章子、岡村綾子、我那覇悠子、外間瞳、外間峰子、吉

田昌子、宮城サダ子、宮城成子、宮平優子、玉寄智恵子、玉城初子、金城敬子、金城克子、金城美

祈、金城礼子、金武雅子、源河秀子、呉屋恵子、高良三千代、座間味美津子、崎原美智子、手嶋永

子、小嶺稔子、照屋美智子、照屋利子、上原固子、上原博美、上原美智子、城間悦子、城間桂子、

城間千鶴子、新垣ゆかり、新垣千恵子、新垣由美子、新城さゆり 、新城礼子、新里マサ、神村英樹、

神村英世、瑞慶覧尚美、杉山知寿子、西銘パトロシニア、西銘定子、石橋朝子、石嶺さゆり、石嶺

真由美、川上益子、川満美賀子、大城淳子、大城勝江、大城聖子、大城茂美、大村由美子、池原直

美、池田悦子、中村美江子、仲宗根三枝子、仲村恒子、長嶺初子、津覇園枝、津波古好子、田中睦

美、知念純子、豊見山ゆかり、当山慶子、鳩間利恵子、比嘉まり子、比嘉昌子、比嘉優子、備瀬枝

美子、浜元春江、普天間直也、譜久村郁子、平良貴子、農見山小百合、木佐貫るみ子、与儀恵子、

与儀清美、又吉純子、仲間留美、田中ゆきの、新城恵、島袋里美、島京美、島袋春美

遺物洗浄作業員

上原美穂子、中村昌子、嘉数キミエ、饒平名安子、真境名百合子、吉田トヨ子、牧志珠代、大城好

明、大城敏子、小沢紀美子、岡村綾子、伊志嶺ひとみ、上原涼子、親泊貞子、新垣かおり、山城淳

子、上原菊枝、新垣直美、中嘉夏樹、平良加代
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第II章位置と環境

湧田古窯跡は那覇市泉崎一丁目 ・ニ丁目および壺川の一部を含む広大な範囲に展開した一大窯業地であ
(11 J J 

り、瓦を焼く窯、荒焼（無釉陶器）を焼く窯、上焼（施釉陶器）を焼く窯に分かれていたことなどが知ら

れている。

県庁所在地である那覇市は沖縄本島の南西側、東シナ海に面して位置し、中部から南部の方へ 「く」の

字状に東シナ海へ突出した周辺一帯に占地する。北側に浦添市と接し、東から南にかけて西原町、南風原

町、農見城村の各町村と接している。上部（西側）が若干M字状になる略台形状を呈している。地形的に

は西側（海側）に低地が展開し、それを囲むように東側（内陸側）に台地や丘陵が発達している。地質を

みると島尻層群（砂岩、泥岩）が基盤をなし、内陸側は琉球石灰岩がそれを覆い、さらにその風化土であ

る赤褐色粘土（島尻マージ）が分布する。海側は沖積層の堆積がみられる。

那覇市はもともと海上に浮かぶ大小の島々からなり、尚巴志王代のころに貿易港としてにぎわいをみせ、

それとともに周辺の村落も繁栄し、西・東・泉崎・若狭町が那覇四町と呼ばれる商業の中心地とな った。

1451年、尚金福王が国相壊機に命じて築造させた長虹堤により首里地区との行き来が便利になり、また、

中国からの冊封使を迎える宿舎の建設や寺社などの建立が増加していったことなどが文献から知られる。

湧田古窯は識名丘陵がゆるやかに傾斜してくる北西部に位置し、海側の低地部に接している。南側に久

茂地川、北側を国場川がそれぞれ略東西方向に流れており、両方の川を利用できる位置にあることが判る。

つまり、これまでに収集された追物や県庁舎建設に伴う調査 （第1次～第 3次）などから国場川に近い南

側の傾斜に上焼の窯場、中央付近の西側斜面に荒焼の窯場、久茂地川に近い北側の場所に瓦を焼く窯場が
（註 l)

あったようである。 1970年に壺川の工事現場から多屈の灰釉碗などが出土したようである。

湧田窯の開始時期については判然と しないが、1616年に薩摩から一六 ・一官 ・三官を招聘して焼き物

の技術指導を行うことが文献にみえる。このことからも湧田の地にはそのような素地があったとされる。

1682年の壺屋統合まで窯業の中心地として活気を呈し、陶業史をかざる名陶エ、仲村渠致元や平田典通

なども作陶にはげんだといわれている。また、壺屋への統合は順次行われたようで、その後も窯業地とし

て営まれたとされる。

湧田と呼ばれた地域一帯は、現在、県庁や警察署、小学校や住宅などが立ち並び、当時の面影はまった
（註2)

くといっていいほど残ってない。ただ、那覇市歴史地図をみると当時の地名やその名残が点々とみられる

だけである。 （第 3図）

註

註 1、 「図録 沖縄の古窯」 やちむん会10周年記念 やちむん特別号 やちむん会 1979年

註2、 「那覇市歴史地図ー文化遺産悉皆調査報告内一」 那覇市教育委員会 1986年3月
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第 1図 沖縄本島及び那覇市の位置と湧田古窯跡の位置
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第3図 湧田古窯の範囲 （推定）とその周辺 （那覇市歴史地図より）
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第III章 調 査 経過

調査は1989年11月8日-1990年 7月14日までの約 9カ月に亘り実施した。調査対象地域は議会棟建設

予定地内の南側地域で、県庁敷地の北端部分（旧第4庁舎一帯）および一段低くなった旧武徳殿前である。

しかし、調査開始当初は行政棟建設工事が進行中であり 、それに伴う作業用地として行政棟側に近い地域

が使用されていたため、工事に支障のない北側地域から調査を始めることになった。

グリット設定は行政棟地区の発掘調査の際の基準に合わせて行ったほうが理解しやすいかと考えたが、

その時の基準杭は撤去されたのか確認できず、仕方なく大体の方向あわせを行ない任意に基準点を設けた。

調査区のほぼ中央にみられる井戸から西側へ流れる排水溝のラインに沿うように東西の基準ラインを決め、

このラインに直交するように南北のラインを設け、調査区一帯に4mX4mを単位とする方眼枠を組んだ

（第 5図）。北東隅の杭を示準し、東西方向へ50音、南北方向へ算用数字で表した。グリットの呼称は井

戸の際をハー30とし、ヒー30、フー31などとした。

発掘調査は対象区域の北側、29・30ラインから開始した。ただ、この地区は海抜 3m前後の低地であ

り、 1 m程度掘り下げると水が湧き出してくるため、ポンプを使用しながらの発掘調査となった。また、

1990年 1月には行政棟建設に伴い作業用地になっていた区域の調査が可能になり、 29・30ライン発掘調

査と並行してバックホーによる表土剥ぎを行った。しかし、この年の 1・2月は雨が多く、しばしば現場

の作業が中断され、表土剥ぎが終了したのは 2月中旬となった。

先に実施していた29・ 30ラインの発掘調査の状況から、この部分は未攪乱の迫物包含層がなく 、水の

湧き出してくる深さまで攪乱されていることが判明した。そのためこのライン以北については調査の対象

から除外してもよいと考えられ、以後は30ライン以南の調査に全力を注いだ。

表土剥ぎの終了した30ライン以南は発掘調蒼の進行に伴い、瓦敷追構 （第17・18図）、ピット群 （第

15・16図）、土取り場跡（第11・12凶）、張床土堀（第13・14図）など当初の予想を大きく上回る遺構

が検出された。このような未攪乱の堆積層の確認に伴い、出土遺物も質 ・盈とも増加してきた。本地区の

このような状況は既に調査の終了している29・30ラインの状況と大きく異なっていることから、この地

区をA区、30ライ ン以北を B区とした。

発掘調査の進行とともに季節も夏に向かい、春先とはうって変わった晴天続きの中、小十字を振りおろ

すと火花を散らすほど堅く締まった土との悪戦苦闘を強いられ、また、次々に顔を出す種々の遺構の実測

作業に追われる日々が続いた。冬場から夏場まで約 9カ月間という長期に亘る発掘調査も、 1990年 7月

14日の実測作業および全体の完掘写真の撮影を終了し、県庁舎議会棟建設予定地の発掘調査業務を完了し
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第W章層序と遺構

第 1節層序

本地区の堆積層は、調査区全体では、東西方向はほぽ水平に堆積し、南北方向では遺跡の立地する微丘

陵の傾斜に沿って堆積するという状況を示している。次に各層の平面分布をみると、微丘陵上の調査区を

ノー30ラインで東西に分けると、西半部南側では、表土下はすぐ地山となり、遺物包含層の堆積は見ら

れず、地山まで旧庁舎の建物碁礎部分が入り込み攪乱を受けている。西半部北側では、表土下に第 2層、

第3層が堆積し、第3層下に土取り場追構が地山を掘り込んでいる。東半部は第2層は調資区前面を被覆

するが、第3層の堆積は見られず、第4層が全面に分布し、次いで第 5層が堆積し、地山となっている。

この第4層は、焼土や灰混じりの土層が薄く幾重に も堆積しているが、分布はいずれも部分的で、 全面を

覆うものではない。この層より各種の追構が検出されている。同層は、 土層断面観察から上部は削平され

ており、この面より迫構が検出され始めることから、第4層上面が本地区の最終期の生活面と考えられる。

また、この面より下部でも薄い砂利層などの間層を挟んでいくつもの遺構が検出されている。地山は西半

部は第3紀砂岩（ニービ）で、東半部は青灰色粘土 （クチャ）となっている。

以下、各層の状況について略述する。

表 土 一旧庁舎の基礎及びコーラル ・青灰色粘土からなる整地層である。層厚は調査区南側で最大 1

mを越える。

第2層 ー赤褐色土層で、調査区のほぼ全面を覆う。本来は近世期に属する と思われるが明i台時代以降、

この地に県庁舎が建設される前後に整地されたとみられ、かなり樅乱を受けている。遺物は1

7世紀後半以降に属する中国産陶磁器および沖縄産陶器が多く、他に青磁 ・明染付等、近現代

の遺物が混在している。

第3層 ー黄褐色土層で、調査区の西半部を覆う層である。上層からの掘り込みによるほかは攪乱は受

けていない。この層は土取り場跡、張床土城を被覆している。追物は近世期の陶磁器類が混在

するが、明代の青磁・白磁 ・染付が岳的には多い。灰色瓦類の出土もこの層から目立ってくる。

第4層 ー焼土や灰、窯滓等が混入する土層で、本調査区の東半部を覆うものである。この層は単一層

ではなく、前述の混入層が痺く部分的に幾重にも堆積し、平面的にも部分的にしか分布しない

ため全体としての把握が困難なため、これらの層をまとめて第 4層とした。この層の上面は前

述したように人為的に削平されているようで、張床土城はこの面から掘り込んでいる。またピッ

ト群や砂利面、瓦列遺構もこの面から検出されている。またいくつかの間層を挟んで方形瓦敷

迫構も検出されるなど、本地区の生活層を形成しているものと推定される。造構は明代の陶磁

器類、灰色瓦類、瓦質土器が出土している。

第5層 ー地山への移行層で、後述する如く地山の土質の反映して、調査区西半部では黄褐色粘質土、

東半部では灰色粘質土となっている。明代の陶磁器類、灰色瓦類、瓦質土器が出土するが量的

には少ない。

地 山 一本地区の基盤をなす。東半部は青灰色粘土層 （クチャ）、西半部は第3紀砂岩 （ニービ）と

なっている。
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第2節 遺 構

1. 土取り場跡 （第11・12図）

ハ ・ヒ・フー32-34に位置する。平面観は直径約 8m、短径約 5mを測る楕円形を呈し、第 5層を

掘り込み、地山 （ニービ）に達する土堀である。土城内は第 3層が被毅している。側面及び底面には土

を採取したと見られるような小さな掘り込みがいくつもある。採取の対象となった土は地山直上の黄色
（耽I)

～黄褐色土のようである。

註

註1 陶芸家の松島朝義氏の御教示による。なお、同氏に同遺構内の土をサンプルとして焼成してもらったところ、同遺構の土

は荒焼及び瓦の焼成には適してるとの見解を頂いた。
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第11図土取り場跡 （平面）
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2. 張床土壌 （第13・14図）

ネ ・ノ ー33・34に位置する。直径約 3mを測り、ほぼ円形を呈する。土城は第 4層を掘り込んでお

り、土堀内の側壁から床面にかけて厚さ数cmの灰色粘土が覆っている。土城内は赤褐色の焼土が埋土と

なっており、この上面を第3層が覆っている。この土城の北半部を瓦列が巡る。瓦列は最下列にレンガ

を配し、この上に平瓦を交互に重ねる形で、 4段確認されている。本来はこの土城全体を取り巻いてい

たと推定されるが、南半部は残存していない。また、この瓦列は検出された土城の縁辺を外れて取り巻

いている。さらに、この瓦列の後方には石灰岩の土留め石積みが一部残存している。

以上の状況から、数回にわたって作り直された可能性がある。
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第13図張床土墳 （平面）
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3. 井戸 （第14図）

ハー30-ホー30にかけて検出されている。井戸は最近まで信仰の対象となっていたが、本調査の結

果この井戸に接続して排水溝が検出された。

4. ピット群と砂利敷遺構 （第15・16図）

第4層上面で検出されている。ピット群は調査区東半部で多数確認されており、同じくこの面に、サ

ンゴ宵の砂利敷が「口」字状に広がっている。この砂利敷はピット群と関わりで、何らかの施設を取り

巻いていたものと考えられる。このうち遺構として可能性のあるものを図示した。第16医は柱間が4

間X3間である。また、このピット群の検出中にネー32では、携目銭がまとまって出土している

10図）。
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第15図 ピット群
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5. 瓦敷遺構 （第17• 18図）

第4層中で検出されている。残存部はほぼ2m四方で、このうち 1辺を瓦列が巡り、内部を瓦・碑で

埋めている。この追構の周辺にも砂利敷が取り巻いており 、何らかの施設の跡と思われるが性格は不明

である。内部の瓦 ・碑の中には丸に大のスタンプを付したものがいくつか出土している。
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第V章出土遺物

第 1節青磁

総数で500点近く得られているが （第 1表）、破片のものが多く復元して全形の窺える資料には恵まれ

なかった。時期的には14-16世紀頃のものを中心に、 18世紀頃のものが若干みられる。器種的に明確な

ものは碗・小碗．鉢・皿・盤 ・瓶 ・壺・香炉・小杯とバラエティに富んでいる。量的には碗が圧倒的に多

く、皿、盤と続き、この 3器種で全体の約88%を占める。巌的に少ないものは壺 ・小杯で、それぞれ 3

点、 2点となっている。
ほEI)

大枠としては行政棟地区のものとおなじような内容として把握される。特徴的なものを第19図～第25

図に示した。以下、器種別に略述する。

a. 碗

最も多く得られている器種であるが、先述したとおり全形の窺える資科はあまり得られていない。第19

図11、第20図17、第21図22に示した 3点が全形の窺える査料である。時期的な面からみると 14世紀後半

-16世紀頃の所産と考えられるものが大半で、特に15世紀後半-16世紀前半頃の所産と考えられるもの

が中心のようである。

これらの資料の中で口縁部について、文様や器形に注目し下記の様に分類した。

第 1種ー外体面にヘラ描き文を配するもので、口縁部が外反するもの

第2種一無文のもので、口縁部は外反するもの

第3種一無文のもので、口縁部は直口を呈すもの

第4種一外面の口縁近くに圏線を 1本廻らし、口縁部が直口状を呈すもの

第 5種一雷文帯を配すもので、直ロ口縁のもの

第6種一蓮弁文を配し、直ロロ縁のもの

第7種ー外面に横位沈線と格子目状の文様を配し、直ロロ縁のもの

以上の 7種で、羅的には第6種が圧倒的に多く得られており、他の資料はいずれもそれほど多くない。

第 7種は第21図27に示す 1点だけである。

• 第 1種

特徴的なもの3点を第19図 1-3に示した。 1・2は外体面にヘラ描き文を配すもので口縁部は無文

のままのようである。 2はヘラ描き文と無文部との間に 1本の圏線を廻らしている。内面は無文。 3はロ

縁部直下からヘラ描き文を外面に配し、内面には青海波文が認められる。口唇部は 1・3が舌状をなし、

2はやや丸味を持って仕上げている。 1・2は腰部がやや脹らみかげんになる。 1は推算口径の算出がで

き、約20cmを測る。

釉は 1・3が青緑色を呈し、 2が暗緑色である。 2は内外面に、 3は外面に荒い貫入が認められる。素

地は 1が乳白色でやや粗く、 2・3は灰白色でやや細かい。

• 第2種

1点だけを第19図4に示した。口縁部は折り曲げるように外反させ、口唇部は舌状につくる。青緑色

の透明釉が施釉され、内外面に荒い貰入がみられる。素地は灰白色のやや租いものである。

• 第 3種

第19図5に示したものである。腰部はあまり脹らまず、口縁部の方へやや開き気味に向かう 。口唇部
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第 1表青磁出土状況
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はやや丸くつくる。推算口径は約14cmを測る。釉は発色が悪く、暗茶褐色を呈す。内面の口縁部には釉

垂れが見受けられ、内外面とも細かな貰入が密にみられる。素地は赤味のある灰褐色を呈し、やや細かい。

釉 ・素地の状況からすると焼成不良の資料と考えられる。

• 第4種

3点を第19図6-8に示した。6・8は口縁部上端に、 7はやや口縁部の下方に 1本の圏線を廻らす。

6・8は口縁がやや直方向になるもので、 7は若干内轡気味になる。6・8は口唇部が舌状になり 、7は

比較的丸くつくる。8は推算口径が約14cmである。6は青緑色、 8は暗緑色の失透性の釉で、 7は淡緑

色の透明釉である。6は内外面に細かく密な貫入が走る。素地はいずれも灰白色のやや祖いものである。

• 第 5種

雷文帯を配すもので、第19図9-11に示した。9・10は小破片であるが、 11は全形の示せる資料であ

る。9はヘラ描き、 10・11はスタンプによるものである。

全形の判明する11をみると腰部の脹らみがほとんどなく、ゆるやかなカーブを描きながら口縁部に向

かうもので、口唇部は丸く仕上げている。口縁部は胴部よりも若干厚くなっている。高台は厚く安定感が

あり 、僅付の両側を斜位に面取りしている。そのため畳付は狭くなっている。外側の削りよりも内側の方

が大きく面取りしており、高台が外側へ開く感じになっている。

推算口径が約16cm、高さ9.1cm、底径6.6cmを測る。比較的大振りの碗で、行政棟地区出土のものや尻川
(It 2) 

原遺跡出土のものと大体同じような大きさである。文様は内外面の口縁部上端にスタンプの雷文帯を廻ら

し、内側面に唐草文を描く 。内底面には印花文を配すが、判然としない。釉は暗緑色の失透性のものであ

る。素地は灰白色でやや細かいが、赤味を帯びた部分も見受けられる。

10は文様や口縁部の形状などが11と同じものであるが、内面の文様は口唇下約1.5cmの所に配されてい

る。釉は淡緑色でわりあいに透明度があり、内外面に細かく密な貫入が認められる。素地は乳白色のやや

粗いものである。

9は外面にヘラ描きの雷文帯を廻らすものである。口縁部がやや開き気味になり、胴部から口縁部へほ

ぽ同じ厚みである。口唇部は舌状を呈す。灰緑色の比較的透明度のある釉を施す。内外面に細かく密な貫

入がみられる。素地は灰白色のやや粗いものである。

• 第 6種

最も多く得られているものである （第20図および第21図22-26)。ほとんど破片の資料であるが、第

20図17・第21図22の2点は全形の窺えるものである。ラマ式蓮弁文を配すものと、剣先蓮弁文を施すも

のが確認でき、前者は第20図12に示す 1点だけで、他は後者の査料である。

ラマ式蓮弁文

底部の資料が1点だけみられ、第20図12に示した。高台脇にラマ式蓮弁文の弁尻が認められるもので、

推算底径は約 7cmである。見込にヘラ彫り文が認められるが、破片のため全体的な様子はつかめない。腰

部の膨らみはあまりみられず、高台は方柱状につくる。畳付は斜めに整形しており、内側だけが地につく。

釉は青緑色の失透性のもので、全釉のあと外底を蛇ノ目釉剥ぎしている。素地は灰白色のやや細かなもの

である。

剣先蓮弁文

本種のほとんどがこの形状の蓮弁文を施すもので、特徴的なものを第20図13-21・ 第21図22-26に示

した。この種の蓮弁文は①弁幅が狭く、剣頭と蓮弁文がほぼ一致するもの、 ②弁幅が広くなり、剣頭と蓮

弁文が一致しないもの、 ③弁幅が広くなり 、剣頭がなくなるものの 3種に細分されることが知られている。

得られた資料をみるとほとんどが①のグループに属すもののようで、 ② ・③の資料はあまりみられない。
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第20図13-20に示したものは①に属すものである。器形的には腰部がほとんど張らずに高台際からゆ

るやかなカープを描きながら口縁部に向かうもので、口唇部は舌状を呈すものが主流のようである。ただ、

20に示した推定図は腰部がやや丸味を帯びている。高台は比較的しっかりとつくるが、19は17・18に比

ベ高台が低い。17・19は畳付の外面を面取りするもので、 18は儀付を斜めに仕上げている。また、 17・

18は内底面をほぼ平坦にするが、 19は窪む感じに整形されている。19は17・ 18に比べ高台が低くつくら

れている。

大きさについては全形の推定できる17をみると、推算口径が約14cm、高さが約 8cm、高台径は5.6cmで

ある。この資料以外に推算口径の算出できた14-16・20や高台径の判明する18・19をみると 14-16・20

はそれぞれ約13cm、約15cm、約11cm、約13cmを測り、18・19はそれぞれ約5.5cm、約5.8cmとなっている。

これらの推算口径や推算底径の状況や行政棟地区のものをみても、 17は本種では普通の大きさのものの

ようである。

文様をみると剣頭の配される位置が13・14・17・20は口唇部に近く、 15・16は口唇部から若干下がる。

特に13は剣頭が鋭角的になり、口唇部までおよんでいる。14・20は剣頭が弧状を呈 し、 15-17は波状を

呈す。多くの蓮弁文は比較的深い線彫りによるが、 14は非常に浅く施文されている。また、 20は他の資

料に比べ細線になっており、異なる印象をあたえるものである。弁尻は裔台際までのものが普通であるが、

19は高台外面までおよんだのか斜位の短線が廻っている。

15・17-19からすると内底面の周囲には捻花文が施されるものが多いようで、 15・19は線描きで描か

れ、 17・18は櫛描きにより施文されている。また、内底面には17・18のよう に字を印刻するものも割り

とみられるようである。釉は深緑色のやや透明度のあるものを厚めに施釉するものがほとんどである。14・

20は割りと薄く施釉しており、 14が青緑色の透明度のあるもの、 20が黄緑色の失透性のものである。17

-19の底部は 3点とも外底面を蛇ノ目釉剥ぎしている。また、内外面に貰入の認められるものが多い。

素地は灰白色のやや粗いものが主流のようであるが、14は灰白色の粗いもの、 20は黄白色のやや粗い

ものである。

第20図21は蓮弁の幅がやや広めになっているが、剣頭と蓮弁文が一致していること、推算口径が13cm

台であること、施釉の状況や素地は14と似ていることなどから上記のグループのなかで捉えてもよいか

と考えられる。釉は青緑色の失透性のものである。

第21図22・23は鉤状に蓮弁文を描いていくもので、蓮弁文は連続せず剣頭の左側部分が一旦途切れる

形になっている。形としては剣頭と蓮弁文が一致するのでここに示した。22は全形の窺えるもので、高

台際からスムーズな曲線で口縁部に向かう。胴部から口縁部の方へ厚さを減じ、口唇部は舌状につくる。

商台は低くつくりだされ、畳付外面を斜めに面取りしている。推算口径は約13.6cm、高さが6.8cm、高台

径の推算が約5.8cmを測る。

釉は青緑色で失透性のものを比較的厚めに施釉しており、高台際まで施される蓮弁文が胴下半部で見え

なくなっているところが多い。高台から外底面は露胎のようであるが、高台外面には釉垂れがかな りみら

れる。鐙付まで釉垂れする部分がみられ、そこでは砂粒の熔着も見受けられる。素地は灰白色の粗いもの

であるが、外底面の近くは黄白色になっている。また、高台内面や外底面の仕上げは雑で、ざらついた部

分や空洞の部分などが見受けられる。それぞれの特徴が①とはかなり異なっている。

23も22と同じような蓮弁文を配すが、他の特徴は①とほぽ同じようである。胴部から口縁部へ同じよ

うな厚さで至り、口唇部は舌状に整形する。推算口径は約14cm。釉は青緑色の失透釉で、内外面に細か

な貰入が密にみられる。素地は灰褐色で根い。

24は剣頭がみられず、蓮弁文だけのものである。焼成不良なのか釉が白濁色になっており、表面には
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気泡も散見される。胴部から口縁部へほぽ直方向にむかうもので、口唇部は舌状を呈す。器形的には第20

図20と似たような感じになるかと考えられる。推算口径は約14cm。素地は白濁色のやや祖いものである。

25・26は剣先蓮弁文の底部資料である。2点とも腰部が張らずに、高台際からスムーズな曲線で口縁

部に向かうもののようである。高台は方柱状につくり、畳付の外側を斜めに面取 りしている。25は高台

際に溝状のものを廻らしている。高台径は25が5.4cm、26が5.2cmを測る。25は高台際まで、 26は高台内

側まで施釉するが、 25は高台外面まで釉垂れしている。 2点とも薄めの施釉で、 25は灰緑色の失透釉、

26は焼成が不良なのかt蜀った感じの色合になっている。素地は灰褐色の粗いものであるが、 26は橙褐色

を呈す部分も見受けられる。

• 第7種

第21図27に示す 1点だけである。口縁部が外側へ開き気味になり、腰部がやや丸くなる器形が想定さ

れる。直口口縁で、口唇部は舌状を呈す。推算口径は約12cmで、比較的小振りの碗である。文様は外面

の口縁部と胴部および内面の口縁部に 3本の圏線を廻らし、外面の口縁部と胴部に廻らされた圏線間には

ラフな格子目様の文様が配される。釉は暗緑色の比較的透明度のあるもので、内外面には貰入が多くみら

れる。素地は灰白色の粗いものである。

第21図28-32は底部の資料で、 32だけが内底面に印花文を配さない。いずれも畳付外面を斜めに面取

りするものであるが、 28・31・32は削り出しが雑で高台外面に段差ができている。32は腰部がやや丸味

を帯び、口縁部の方へ直方向に向かうもののようである。他は高台際で破損してお り、腰部の状況などは

不明。

高台径は28が5.8cm、29・31が5.4cm、30・32が5.6cmを測る。釉は28が深緑色、 29が暗緑色、 30-32が

青緑色を呈す。30は比較的透明度のあるもので、他は失透性のものである。28・'.iO・'.i2は外底面は露胎

で、 29は外底面を蛇ノ目釉剥ぎしている。31は嵩台無釉である。30・32は内外面に細かく密な貫入が認

められる。素地は28・29が灰白色のやや細かなもので、 30-32は灰白色の粗めのものである。

第21図33・34は内面に印花文を配す胴部の小破片で、器形や大きさなどは窺えない。 2点とも暗緑色

の失透性の釉を施し、素地は灰白色の粗いものである。

b. 小碗

総数9点と羅的には多くなく、内訳は口縁部が2点、胴部が6点、底部が1点である。時期的な面から

みると14-16世紀頃のものと、 18-19世紀頃のものが得られてお り、大半が後者に属すもののようであ

る。この中から特徴的な 1点を第21図35に示した。剣先蓮弁文を外体面に施すもので、器形的には剣先

蓮弁文の碗と同様である。推算口径は約 8cm。施文はヘラ彫りで、剣頭は波状に連続的に施され、剣頭と

蓮弁は一致している。釉は深緑色で失透性のものを比較的薄めに施釉している。内外面に細かな貰入が密

に認められる。素地は灰白色のやや粗いものである。15世紀後半-16世紀前半頃のものである。

c. 皿

総数82点と碗に次いで多く得られている。 しかし、ほとんどが破片の資料で、全形の窺えるものは 4

点 （第22図3・4・7・8)だけである。時期的な面からすると 14-16世紀頃に属すようである。特徴

的なものを第22図3-14に示した。以下に略述する。

ロ縁部の形状からすると下記のように大別できるかと考えられる。

第1種ーロ縁部上端が若干肥厚するように仕上げるもの (3)

第2種一直口口縁を呈すもの (4・5)

第 3種一口縁部上端が折れ曲がるように外反するもの (6)

第4種一口縁部が外反し、口唇部が波状を呈す、いわゆる稜花皿のもの (7-11) 

-27-



ヽ ，， 
L----"'" 

2 

｀ーら-ff v『
I I 4 

3 

6 

ヽ ／ 

8 

尋］日ーこけI I 
I 10 

11 

， 
゜

10cm 

- - - I 

第19図青磁 1 (碗）

ー 28-



｀
 

[
/
 lJ□ 冒13（

 ）
 

鼻
／

15 

〗冒丁―〗]
16 

｀ 
第20図青磁 2 (碗）

18 

19 

□雷 〗

ニロ
20 

¥W!7  
21 

17 

一゚
10cm 

- - I 

-29-



三
22 

□▽l 
23 

］
／
 

' ~\\\\ 
I I 

,
4
 
2
 

胃
／
ダ

27 

s~::i 

こI 
ヽ

忍りこ戸
I 

ェニニJ-
31 

ヽ

ロシ
34

2
 
3
 

[
 

I I 

鴫
〗ージク

33 

゜

¥Vr7 
35 

0cm 

- - - I 

第21図青磁 3 (碗）

-30-



以上の4種である。拭的には第4種がほとんどで、他の種は僅少である。以下、種別に簡記する。

• 第 1種

特徴的なものを第22図3に示した。接合してほぼ完形の示せる資料で、口径が10.1cm、裔さ2.7cm、高

台径が5.5cmを測る。高台は畳付の方へ細くなるようにつくり 、饉付は平坦に仕上げている。高台脇から

口縁部の方へ直線的に開きながら向かい、口縁上端部を若干肥厚させる。口唇部は丸味を帯びるように整

形している。また、内底面と内体部の境目に段差がみられ、両者を区切っているようである。文様は見受

けられない。

釉は深緑色の失透釉で、内体部下半から内底面は露胎となっている。内体部上半から外面および外底面

は全釉であるが、畳付部は釉を削り取っている。内外面に祖い貫入が認められる。内底面には重ね焼の際

の熔着痕があり、外底面には練維様のものが付着している。素地は乳白色のやや細かなものである。

• 第2種

4・5に示したものは本種に属すものである。4は全形の窺えるもので、 5は口縁部の資料である。4

は高台をやや外側へ開く感じで方柱状につくり、畳付外面を斜めに面取りする。高台際からゆるやかなカー

ブを描いて□縁部に向かい、口唇部は舌状を呈する。推算口径は約 9cm、高さが3cm、高台径が4.8cmで、
3よりもやや小さめである。文様はみられない。釉は青緑色の失透性のもので、内外面に細かな貫入が認

められる。全釉のあと外底面の釉を削り取っているが、中央部に若干釉の部分が残る。素地は灰白色のや

や粗いものである。

5は口縁部の立ち上がりが4よりも直方向になるもので、口唇部は舌状を呈す。口径の推算が約9cmで、

4と似たような大きさのようである。無文。釉は深緑色の失透釉で、素地は灰白色のやや粗いものである。

• 第3種

6に示したものが本種に属す。胴部からゆるやかなカーブできたものが、口縁部上端で折り曲げるよう

に外反する。口唇部は尖り気味につくる。小破片のため詳細は不明。釉は明緑色のやや透明度のあるもの

であるが、表面が風化のためか白色化している。そのため文様の有無については判然としない。素地は灰

白色のやや祖いものである。

• 第4種

いわゆる稜花皿のグループで、最も多く得られている。特徴的なものから 5点を 7-11に図示した。

7・8は全形の窺えるもので、 9は口縁部の、 10・11は底部の資料である。器形的には高台際から若干

水平方向に向かい、すぐに直方向に立ち上がり 、体部がゆるやかな弧を描いて口縁部に至る。そのため、

高台脇で比較的明瞭な稜をつくる。口唇部は 7-9とも舌状に仕上げており、削りや扶りの配し方はそれ

ぞれ若干異なるようである。高台のつくりをみると、 7・10のように儀付の外面を斜めに面取りし、骨

付を平坦にしあげるものと 8・11のように畳付を斜めにつくるものが見受けられる。

大きさは全形の窺える 7・8をみると、 2点とも口径が約11cm、商さが約 3cm、高台径が約 5cmであ

る。9の推算口径が約11cm、10の推算高台径が約 6cm、11の推算高台径が約 5cmとなっており、 7・8 

の大きさは本種の一般的なサイズであったかと考えられる。文様は 8-10のように内面に唐草文を配す

ものが普通のようであるが、 7は口縁部上端に 2本の平行線を描くだけである。外面は無文。内底面は 7 • 

8が無文で、 10・11は破片のため不明。

釉は 7が深緑色、 8・10が暗緑色、 9・11が青緑色を呈し、いずれも失透性のものである。11以外は

内外面に細かく密な貰入が認められる。施釉の状況をみると 7は高台内無釉で他は全釉、 8は全釉のあと

外底面を蛇ノ目釉剥ぎしている。11は内底面を円形に釉剥ぎし、畳付から外底面にかけても露胎にして

いる。素地はいずれも灰白色のやや粗いものであるが、 8・11は橙褐色を呈す部分も見受けられる。
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第22図12-14に示したのは高台際で破損している底部資料である。12は高台畳付を平坦にし、その外

面を斜めに面取りしているものである。推算高台径は約 6cm。内底面に「惟」の字が認められる。釉は青

緑色で割りと透明度があり、高台内面の中ほどまでの施釉である。そこから外底面にかけては無釉。内外

面に細かく密な貰入がみられる。素地は灰白色の粗いものである。

13は高台が完全に残るもので、畳付を斜めに整形している。高台径は5.6cm。内底面に印花文を施し、

その中央部に「吉」の字が認められる。釉は青緑色のやや失透性のもので、内外面に細かく密な貰入がみ

られる。外底面を蛇ノ目釉剥ぎしている。素地は灰白色の粗いものである。

14は碁笥底の資料であるが、小破片のため全体的な様子は窺い得ない。内底面に七宝つなぎ文の一部

が認められる。また、高台内側には 1本の沈線が廻る。推算底径は約 6cm。釉は深緑色の失透釉で、素地

は黄白色のやや粗いものである。

d. 盤

30点近く得られているものの、ほとんどが小破片である。時期的な面からみるとほとんどが14世紀後

半-15世紀前半頃のもののようである。第23図6だけがある程度全形の窺える資料である。特徴的なも

のを第23図に示した。以下に簡記する。

ロ縁部の形状から下記のように分類してみた。

第 1種一鍔縁口縁で、端部を上方へつまみあげるもの

第2種一鍔縁口縁で、鍔を平坦にして鍔端を稜花形にするもの

第3種ーロ縁部上端を僅かに外反させるもの

の3種に分けられるようである。以下、種別に略述する。

• 第1種

第23図 1に示すもので、推算口径は約27cmを測る。鍔縁部の外面は若干削り込んで段差がつき、また、

口唇外面部は凹面をつくる感じで仕上げている。内面には数本 1組の櫛描きによる蓮弁文が施されるが、

破片のため本数ははっきりしない。釉は深緑色で比較的透明度があり、内外面に粗い貰入が認められる。

素地は灰白色のやや細かなものである。

• 第2種

第23図2-5に示すものが本種に属す。鍔縁部の上面はやや凹面気味に仕上げられており、長さには

若干のばらつきが見受けられる。内面の稜は比較的明瞭なもの (2-4)、はっきりしないもの (5)が

みられる。口唇部は 2・4が平坦に整形し、 3・4はやや丸く仕上げている。また、口唇部の袂りはゆる

やかに配すもの (2-4)と間隔を狭めて配すもの (5)がみられる。

推算口径の算出できるものは 2だけで、約22cmである。文様は 2・3が口唇部の形状に沿う形で鍔縁

部に櫛描き文を施し、 4は1本の沈線が廻る。 5は無文。釉は 3が暗緑色でやや透明度があり、他は青緑

色の失透性のものである。 3は細かく密な、 4は粗い貰入が内外面にみられる。 2は風化のためか釉の表

面が白<i蜀っている。素地はいずれも灰白色のやや細かなものである。

• 第 3種

6に示したものが典型的なものである。底面部の状況を除き、ほぼ全体の形状が窺える資料である。腰

部が若干膨らむようにゆるやかな弧を描いて口縁部へ向かい、上端部を僅かに外反させる。口唇部は丸味

を持って整形している。高台は低く、広くつくりだし、畳付は斜めにしている。内体面の下方では若干の

段差がみられる。

大きさは推算口径が約25cm、高さが約 5cm、高台径が約15cmを測る。残っている資料でみると無文で

全釉。釉は暗緑色の失透性のものであるが、外面には灰黒色の部分が約 1cm幅で半楕円形状に認められる。
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灰黒色のラインで囲まれた箇所には気泡がみられ、内面にも部分的に気泡がみられる。素地は灰白色のや

や細かなものである。

7は皿のようであるが、判然としないのでここに示した。外反口縁の査料で、外面の口縁部に若干の段

差を設けアクセントをつけている。口唇部はやや平坦に仕上げている。釉は風化のためか濁 り、色合いは

判然としない。素地はやや粗いもので、焼成不良のためか橙褐色を呈す。

e. 瓶

頸～胴部片12点、底部 1点の13点確認できた。いずれも小破片のため器形や大きさなどの詳細は不明。

ほとんど14世紀後半-15世紀前半頃のもののようである。特徴的なものを第24図 1-4に示した。 1は

頸部の資料で、 推算の径は約 2cm、残存部は約 4cm。2・3は頸部から肩部にかけての資料で、 2点とも

ナデ肩のものである。3は飾りの一部が残るものの、破損が著しく形状は不明。図は双耳として示した。

2は上部の推算径が約3.4cm、下部の推算径が約7.0cm、3は上部の推算径が約4.4cm、下部の推算径が約6.

4cmである。

3点とも資科の全面に施釉されている。1は内外面とも同じ厚みで施釉されるが、 2・3は外面が内面

より厚く施釉される。 ］は粗い貫入が、 2・3は細かく密な貰入が内外面にみられる。素地はいずれも灰

白色のやや粗いものである。

4は底部の資料で高台径は約 7cmを測る。高台は外側へ開くようにつくられ、岱付は平坦に仕上げ、そ

の外側を斜めに面取りしている。外底面は中央部が下がり、内面は削 り痕を明瞭に残す。釉は暗緑色の失

透性で、本資科からすると全釉のあと畳付とその外面を釉剥ぎしている。貰入は見受けられない。素地は

灰白色のやや細かなものである。

f . 壺

2点だけ確認でき、 1点を第24図5に示した。酒会壺の胴部片で、外面に蓮弁文が施される。小破片

のため詳細は不明。釉は青緑色の失透性のもので、素地は灰白色のやや細かなものである。

第24図6-8は瓶か壺の胴部片である。 （第 1表では壺に含めた。） 6は外面に花文を陽刻し、 7 . 

8は唐草文を施す。8は唐草文の上方に 2本の横線が配される。いずれも内面より外面が厚く施釉されて

いる。釉は 6が深緑色、 7が青緑色、8が黄緑色を呈し、 3点ともやや透明度がある。 8は内外面に細か

＜密な貰入がみられる。素地は6・7が灰白色のやや細かなもので、 8は黄白色のやや細かなものである。

9. 小杯

本器種に属すかと考えられるものが4点得られている。第25図］・ 2に示すもので、 2点とも口縁部

の資料である。両者とも外反口縁で、 1は口縁部上端が僅かに外反し、 2は口縁部がラ ッパ状に大きく外

反するものである。推算口径は 1が約 7cm、2が約 6cmを測る。文様は 1が内外面にヘラ彫りの、 2が外

面に線描きの文様が認められるものの、全体的な様子は判然としない。これらの特徴は行政棟地区から報

告されているものとほぽ似通っている。 2点とも釉は灰緑色の失透釉で、素地は灰白色のやや細かなもの

である。

h. 香炉

6点確認でき、内訳は口縁部 l点、胴部3点、底部2点である。そのうち特徴的な口縁部と底部を第25

図3-5に示した。 3は口縁部の資料で、上端が内側へ鉤状に折れ曲がるものである。推算の口径が約 7

cmを測る。風化のためか釉が白<i蜀り 、器面の状況は判然としない。素地は橙褐色のやや細かなもので、

全体の様子からすると焼成不良のものかと考えられる。

4・5は底部の賓料で、高台径は 4が推算約 5cm、5は3.8cmである。4は腰折れのようで、その部分

の推算径は約7cm。2点とも高台は低く、端部を斜めに面取りし、内奇ljりが非常に浅い。両者とも足の有
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無は不明。釉は 4が暗緑色でやや失透性の、 5がi炎緑色のやや透明度のあるものを施釉している。 4が内

底面・外底面とも露胎で、5は外底面だけが露胎である。 4は外而に粗い貰入が認められ、内底面にば熔

浩痕もみられる。 5は内底面に付着物が数ヶ所に認められる。素地は 2点とも灰白色のやや細かなもので

ある。

第25図6-8は器種不明のものである。6は外面に陽刻による花文が描かれる口縁部の査料であるが、

小破片のため器形や文様など全体的な様子はつかめない。釉は深緑色のやや失透性のもので、素地は灰白

色の細かなものである。 7は外面に縦位の幅広短線を廻らす胴部の小破片で、全体の状況は判然と しない。

裏面に明瞭な指頭痕を残し、下方には無釉の部分も見受けられる。釉は暗緑色の失透釉で、素地は灰白色

の細かなものである。8は上下の部分が欠失した脚台部の資料かと考えられる。上端部の径が約2.5cm、

下端部の径が約 3cmで、下方がやや広くなる感じである。長さは約 6cm。青緑色の失透性の釉を施し、器

面に細かな貰入が密にみられる。素地は灰白色のやや粗いものである。

同図4は巷筍底の資料であるが、小破片のため詳細は不明。器厚が約 2mmとかなり薄手のつくりである。

推算の底径は約 3cmを測る。畳付周辺から外底面にかけては露胎にし、他は全釉のようである。青緑色の

透明釉を薄く施釉し、内外面に細かな貫入がみられる。査付周辺には砂粒の熔着も見受けられる。素地は

灰白色のやや細かなものである。

同図 5はベタ底の査料である。本品も小破片のため詳細は不明。器厚が約 3mmと薄手のつくりで、推算

底径は約 3cm。内面だけ施釉されており、外面は露胎である。青灰緑色の失透気味の釉で、細かな貰入が

認められる。素地は灰白色のやや細かなものである。

第2節白磁

総数660点余り得られているものの、ほとんど小破片で全形の窺える資料には恵まれていない。時期的

な而からみるとほとんどのものは15-19世紀頃に属すようであるが、 12-13世紀頃のものも若干含まれ

るようである。15-16世紀頃のもの、17-18世紀頃のものの 2つの時期が主流のようである。器種別に

みると碗が圧倒的に多く、皿・小杯 ・小碗の順に減少し、小鉢と灯明具がそれぞれ1点づつ得られている。

碗は17-19世紀のものが圧倒的で、皿は15世紀後半-16世紀のものが中心のようである。特徴的なもの

を第26図～第28図に示した。以下、器種別に簡記する。

a. 碗

過半数を越える出土掘であるが、全形の窺えるものは第26図7に示す 1点だけである。17-19世紀頃

のものが中心で、 15世紀後半-17世紀頃のものや12-13世紀頃のものがそれぞれ若干得られている。特

徴的なものを第26図に示した。以下、時期別に節単に述べる。

・12~13世紀頃のもの

第26図1-3に示したもので、いわゆる玉縁口縁の碗である。 1は玉縁部が小さく、口唇部は尖る。

玉縁部直下に約 7mm幅の浅い凹線状のものを廻らしており 、玉縁部を誇張する感じになっている。 2・3

は玉縁部が大きなもので、 2はやや扁平、3は厚みがある。 2点とも口唇部は丸味を帯びる。いずれも口

縁部が直線的に外側へ開くもののようであるが、小破片のため胴部以下の状況は不明。 1は推算口径の算

出ができ、約13cmを測る。

1・3は緑味のある灰白色の釉を施し、 2は乳白色の釉を施釉している。素地は 1が灰白色のやや粗い

もので、 2・3は灰白色の細かなものである。
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第 2表 白磁出土状況
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・15世紀後半~17世紀頃のもの

胴部と底部が得られており、 16-17世紀頃の底部3点を第26図4-6に示した。いずれも高台脇まで

の査料である。4は高台を低くつくり、岱付の外側を斜めに面取りしている。岱付は平坦にし、内側の削

りは外側よりも深く、高台が開く感じで斜めに削られている。 5・6は高台が畳付の方へ細くなっており、

5は6よりも低い。両者とも像付の外側を斜めに面取りしており、畳付は平坦で狭くなっている。5は内

底面の周囲に溝状の凹線を配し、体部との境目を明瞭にしている。高台径は 4が5.4cm、5が5.2cm、 6が

約6cmである。

4は内底面および外面の高台脇から外底部にかけてを露胎にしている。 5は内底面を蛇ノ目釉剥ぎし、

外面は畳付だけを無釉にしている。6は全釉のあと僻付を釉剥ぎしている。5は畳付の周囲および内底面

に重ね焼きの際の熔着痕が認められる。6は畳付の周辺に砂粒の熔浩がみられる。4は白濁色の、 5・6

は乳白色の失透性の釉を施しており、 5は光沢を有す。素地は 4が黄白色のやや祖いもので、 5・6は灰

白色のやや粗いものである。

・17~18世紀頃のもの

第26図7-15に示したものである。7は唯一全形の窺える査料で、 8-12は口縁部の、 13-15は底部

の資料である。7-11をみるとほとんど薄手のものである。

7は口径が13.6cm、高さが4.5cm、高台径が5.8cmを測る。高台径が大きく、高さの低い安定感のある資

料である。高台際から直線的に開いて口縁部に至り、上端部で僅かに外反し、口唇部を水平につくる。高

台は広く、低く削りだし、儀付の外側を斜めに面取りしている。畳付は平坦。外体面には調整の際の削り

痕が明瞭に残る。内底面および高台脇から外底面を露胎にしている。釉は灰白色の失透性のもので、内外

面に細かな貫入が密に認められる。また、露胎にしている内底面や高台の周辺には赤みを帯びる部分も見

受けられる。素地は乳白色のやや粗いものである。

8 -12の口縁部をみると 8-10は体部から口縁部へ直線的に開き、上端部で若干外反ぎみになるもの

である。8・9は口唇部が尖る。10は舌状につくった口唇部の内側を斜めに削っており 、口縁部の内側

に明瞭な稜を有す。 いずれも外面に比較的明瞭な削り痕がみられる。8・9は推尊口径の算出ができ 8が

約13cm、9が約15cmを測る。3点とも破片の全面に施釉され、 8・10は黄白色の、 9は灰白色の失透釉

である。8・10は両面に細かく密な貰入がみられ、9は内外面とも破片の下方に粗い貫入が認められる。

素地は8・10が黄白色のやや粗いもので、 9は灰白色のやや細かなものである。

11・12は外反口縁の究料で、口唇部は11が尖り 、12が丸味を帯びる。12は口唇部の両側を若干削り、

明瞭な稜をつくる。 11の推算口径は約12cm。2点とも破片は全釉で、緑味を帯びた灰白色の失透釉を施

している。素地は灰白色の細かなものである。

13-15は底部の資料である。13は高台を方柱状につくり、外側の中央部から先端部側を階段状に削っ

ている。批付は平坦で、外側を若千斜めに面取りしている。推算の高台径は約5.6cmを測る。施釉される

部分は見受けられない。素地は黄白色のやや粗いものである。14は裔台を逆台形状に低くつくりだす。

内側の削りが斜めになり 、高台が外側へ開く感じになっている。高台の内側は外底面よりも深く削り、儡

付は若干斜めに整形している。外面は高台脇から高台および外底面は露胎にし、内底面は蛇ノ目釉剥ぎし

ている。釉は暗灰色の透明釉で、内底面に重ね焼きの熔恙痕が認められる。素地は灰白色のやや粗いもの

である。15は高台が骨付の方へ若干細くなり、畳付を斜めに整形している。推算高台径は約 6cm。岱付

と外底面、さらに内底面が露胎のようである。黄灰色でガラス質の透明釉を施しており、内外面に細かく

密な貫入が認められる。素地は黄白色のやや細かなものである。

16・17は高台脇で角度をもって折れ曲がり、口縁部の方へ直線的に立ち上がっていくものである。16
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は高台が逆三角形状で、畳付を斜めにしている。17は蛇ノ目高台をつくるもので、僻付の外側を斜めに

面取りしている。推算の志台径は16が約4cm、17が約 5cmであるが、高台脇の折れ曲がり部の推算径は

2点とも約 7cmを測る。16は外面の胴部中央付近に賜刻の細線が1本廻る。16は査付、 17は葺付および

外底面を除き全釉である。16は乳白色の釉で、 17はやや緑味を帯びたガラス質の透明釉を施す。素地は

2点とも乳白色の細かなものである。16の類例資料が行政棟地区から報告されている。

b. 皿

総数170点余りと碗に次いで多く得られているものの、図上復元を試みたものが3点だけであ り、ほと

んどが小破片の資料である。本器種の場合、碗よりもやや古手のものが主体をなしており、注意される点

である。特徴的なものを第27回に示した。 1-15に示したものは15世紀後半-16世紀頃のもの、 16・17

は16世紀頃のもの、 18・19は18-19世紀頃のものである。以下に簡記する。

15世紀後半-16世紀頃のものである 1-15をみると、器形や施釉の状況などから次の 3種に分けられ

るようである。

第 1種ーロ縁部が内樹気味で、方柱状の高台をつくり、外面の胴部以下を露胎にするもの

第2種一口縁部が内窟気味で、切高台をつくり、全釉のもの

第3種一碁笥底のもので、畳付を露胎にし、内底面を蛇ノ目状に釉剥ぎするもの

第4種一口縁部上端が外反し、高台は細くつくり 、岱付を釉剥ぎするもの

第5種一胴部下半からゆるやかに外反し、高台は細くつくり、僻付を釉剥ぎするもの

罷的には第4・5種のものが主流で、全釉のあと儀付部を釉象ljぎするものが多くなるようである。

第 1種に屈すものは 1-3に示すものである。 1は口縁部の、 2・3は底部の査料である。 1は推算の

ロ径が約10cmを測 り、口唇部は舌状になる。口唇部の内側に比較的明瞭な稜が認められる。白濁色の失

透性の釉で、内外面に細かく密な貰入がみられる。素地は乳白色の細かなものである。2は推算高台径が

約4cm、3は推算嵩台径が約 3cmを測る。 2点とも岱付外面を斜めに面取りし、外底面は円錐状に中央部

が盛り上がる。両者とも釉は白i蜀色の失透性のもので、施釉されている部分には細かく密な貰入がみられ

る。 2点とも素地は乳白色の細かなものである。

第2種は4・5に示すものである。4は全形の窺えるもので、口径の推算が約 8cm、嵩さが約1.7cm、

推鉢高台径が約 4cmである。大きさからいえば小皿の部類に入るものである。口唇部は平坦につくる。高

台の付け根まで切り込んでお り、図では 4脚として示した。内底面には重ね焼の際の痕跡が認められる。

釉はやや黄色味をおびた白濁色の失透性のもので、素地は乳白色の細かなものである。5は高台径が約4

cmを測る底部資料で、 5脚をつくる。切り込みは高台の付け根までは及んでない。釉は灰白色のガラス質

のもので、内底面には細かく密な貰入がみられる。また、内底面には 5脚の重ね焼の際の痕が残る。素地

は黄白色の細かなものである。

第 3種は6に示す底部査料で、推算の底径は約 3cmである。白湯色の失透釉で、内外面に細かな貰入が

認められる。素地は黄白色のやや細かなものである。

第4種に属すものは 7-11に示したものである。7は全形の窺えるもので、口径の推算が約 9cm、高

さが2cm、推算高台径は約 5cmを測る。小振りの資料といえる。口唇部はやや丸味を帯び、高台は岱付の

方が内側へ傾く感じでつくられる。昼付の周辺には砂粒の熔着も見受けられる。灰白色の失透性の釉を施

し、素地は灰白色の細かなものである。他は口縁部の査料で、いずれも推算口径の算出ができ、 8・9は

約14cm、10は約19cm、11は約llcmである。比較的バリエーションのある大きさとなっている。11は他の

資料に比べ、深いイメ ージを与える。口唇部の形状は 8がやや丸味を帯び、 9・10は尖り気味、 11は平

坦に仕上げている。釉は 8・11が白濁色の失透性のもの、 9・10が灰白色の失透性のものである。素地
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はいずれも灰白色の細かなものである。

12・13は底部資料である。12は畳付を平坦につくり、その外側を斜めに面取りする もので、 13は畳付

を斜めに整形するものである。推算の裔台径は12が約 6cm、13が約 7cmと、いずれも 7よりもやや大き

めである。畳付の周辺には砂粒の熔培も認められる。釉は 2点とも失透性のものであるが、12は白溺色、

13は灰色味の強い灰白色を呈す。素地は12が乳白色の細かなもので、 13は灰白色のやや粗いものである。

第5種は14・15に示す2点である。 14は口唇部が舌状を呈し、底部は碁笥底状につくる。推算口径が

約11.5cm、高さが2.5cm、推算底径が約6.5cmを測る。他の資料に比べ厚手のつくりである。釉は灰色味の

ある白濁色の失透釉で、素地は灰白色のやや粗いものである。 15は薄手のつくりという点を除けば、ロ

唇部形状や口径、釉 ・素地などの特徴は14とほぼ同様である。

16・17は16世紀頃のものである。 16は上端部が外反する口縁部資料で、口唇部を平坦に仕上げる。ロ

唇部の周辺を釉剥ぎし、鉄釉を塗付している。小破片のため詳細は不明。釉は灰白色の失透性のもので、

素地は灰白色の細かなものである。17は推算高台径が約11cmを測る底部資料である。高台は細く、やや

内傾気味につくる。全釉のあと畳付の両側を斜めに削っており、畳付は尖り気味になる。内底は凹面を形

成するようである。釉は白濁色の失透性のもので、素地は灰白色の細かなものである。

18・19は18-19世紀頃のものである。18は全形の窺えるもので、推算口径は約 9cm、高さは2.5cm、推

算高台径は約6cmを測る。尚台は逆三角形状に低くつくり、腰部が若干膨らみ、口縁部上端で僅かに外反

する。口唇部と僅付は丸味のある仕上げとなっており、両方とも全釉のあと釉剥ぎしている。畳付の内側

には目砂の熔培が見受けられる。釉は乳白色の失透性のもので、素地は乳白色の細かなものである。19は

直ロロ縁の資料で、推算口径は約 9cmである。口唇部は尖り、 18と同様その部分の釉を条ljぎとる。灰白

色の失透性の釉で、素地は乳白色の細かなものである。

c. 小碗

18-19世紀頃のものがほとんどで、型成形で口禿に類するものかと考えられる。特徴的な 4点を第28

図1-6に示した。1-3は口縁部の、 4-6は底部の資料である。 1は口縁部上端で若千外反するもの

で、2・3は直口口縁の資料である。3点とも口唇部が尖りその周辺は釉剥ぎされている。推算口径は 1

が約 9cmで、 2・3は約6cmである。同じ大きさのものが行政棟地区からも出土している。釉は 1が白濁

色の失透性、 2・3は青灰白色の失透性のものである。素地はいずれも乳白色の細かなものである。

4-6は底部資料で、推定の高台径はいずれも 4cm前後である。3点とも高台は逆三角形状で、 4・5

は恐付を釉剥ぎしている。また、 4は外底面を露胎にしており、砂粒の熔培部も見受けられる。釉は 4が

青灰白色の、 5・6が乳白色の失透性のものである。6は風化のためかやや茶色味を帯びる。素地は 3点

とも乳白色の細かなものである。

d. 小杯

15-16世紀頃のもの、 17-18世紀頃のものが得られている。祉的には後者に属すものが多い。特徴的

なものを第28図7-13に示した。以下に略述する。

7・8に示したものは15-16世紀頃のもので、八角小杯の口縁部資料である。口縁の山形部、胴部の

面取り部が認められるもので、 口唇部は平坦に仕上げている。 7は8に比べ薄手である。小破片のため詳

細は不明。2点とも黄灰白色の失透釉で、内外面に細かく密な貰入が認められる。素地は両者とも乳白色

の細かなものである。

9 -13は17-18低紀頃のものである。9は全形の窺えるもので、 10-12は口縁部の、 13は底部の資料

である。9は推算口径が約 3cm、高さが1.8cm、推算嵩台径が約1.4cmである。口縁部上端が若干外反する

もので、口唇部は尖り気味になる。嵩台は逆台形状に低くつくる。乳白色の失透性の釉を全体に施すよう
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である。翌付の周辺には砂粒の熔着が認められる。素地は乳白色の細かなものである。10・11も口縁部

上端が外反するもので、 11は比較的強く折り曲げるものである。11は推算口径の算出ができ約4.6cmを測

る。 2点とも灰白色の失透釉で、素地は乳白色の細かなものである。12は直口口縁の査料で、推算口径

は約 4cmである。口縁部上端の内側を斜めに削っており 、そのため口唇部は尖る。灰白色の失透釉で、素

地は乳白色の細かなものである。

13は底部の資料で、推算高台径は約1.8cmを測る。嵩台は逆台形状に低くつくる。全釉のあと畳付だけ

を釉剥ぎしている。畳付の内側には砂粒の熔着も認められる。釉は灰白色の失透性のもので、素地は灰白

色の細かなものである。

e. 袋物

袋物になるかと考えられる資料が数点得られている。胴部と底部があり、口縁部は含まれてない。唯一

の底部資料を第28図14に示した。高台脇から胴部の方へ直線的に外側へ開きながら向かうも のである。

高台はやや外側へ開き、置付外面を斜めに面取りしている。盗付は平坦に仕上げ、安定感のあるつくりで

ある。尚台際をやや深く削り込み、外底面の削りは浅い。内外面に調整痕が明瞭に残る。高台径は4.8cm

である。

釉は緑味を帯びた灰白色の失透性のもので、本査料では内面にだけ施釉されている。細かく密な貫入が

みられ、内底面には砂粒の熔洛も見受けられる。素地は黄灰白色のやや細かなものである。

f . 灯明具

ヒョウソクの底部が 1点得られている。底径は3.5cmで脚部の高さは1.5cmを測る。底面部の方ヘラッパ

状に開き、縁部を平坦に面を整えている。受け皿部の状況は不明。芯部は上部の方へ若干細くなる筒状に

つくり、 一方側の面を半分削っている。高さは 2cm、上端部の径が0.7cm前後、下端部の径が1.0cm前後を

測る。底面は上げ底状になり、尉縁部が地につく 。中央部は直径0.6cm前後の孔がみられ、脚台部は空洞

になっている。

淡灰白色の失透性の釉が底面部を除き総釉されるようで、底面の縁には釉垂れがみられる。素地は乳白

色の細かなものである。18-19世紀頃のもののようである。
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第 3節染付

総数1350点と輸入陶磁器の中では最も多く得られているものの、ほとんどが小破片の資料であり、全

形の窺える資料は碗や小碗 ・皿などに若干見受けられるだけである。得られた査料を時期的な面からみる

と15世紀後半-19世紀頃までと非常に幅があるものの、量的には17世紀後半以降のものが多いようであ

る。以下、詳細は第 4表の観察ー鹿に示した。

第 3表染付出土状況
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第4表a 染付観察一覧

罰は1ばI闘
L口古
fu 

特徴

単位 ：cm 

年代 1出土地 備考

□ /／ 
: : :~:i::i!m:i:;>:;;;:;ロ□喜；〗：
2 6 :. ；： [ ：＼／； i ／ lll l / 1;［／ i ll :；； i l]； 61l : l ; ：：；；：：：[； ; ; : ：； ; ; ; ； / ／ 
一

0二~ll~i及び内底面には梵字文が配される じ
131碗底I ! 要部のカープが急てある。文様は外而の高台隙に 2本の界線、そ 16C A ~ 灰白色の釉が全面にみられる。内外面に*Illかい
部 の上方に通弁文を配すが朋部の文様は不明。内面は楼部下方に 2

’ •— _j_ I本の界線を配すか、内底面の文様は―;u
11-31 fi人がみられる。呉須の
3 のややいのでる

上がっていくもののようである 16C後 A 青灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉須はや
圏線、その上方に花文を配す。 半~117-32 やはっきりと発色する。紫地は乳白色で細かい。

C 第3陪

て口繰部に至り、上端でややき I明か消；部 淡斉白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発
様は外面の口粒部に界線を廻ら前半 こー33 I色は淡い。紫地は乳白色のやや細かいものである
られる。内面の口緑部には幅広 1 卜 ~-f第

3庖下

二` ニエニ` 三雪丘
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第4表b 染付観察一覧 単位： cm 

／ 

9碗底 楼部か比較的急なカープを描いて立ち上かる。7函~lj(:; /•l- く、 l8C碩寸舟•乱il iii灰白色の釉を総釉のあと畑 とその周辺を釉紺I
部 ''高く、し っ かりとつくる 。 姓付の方へ若伍さを減じる。 Qtt~:1 I'" ~'~ る。呉須の允色はやや淡い。 紫地は乳0
Iヽ阻坦にし、両側を名1位に面取りしている。文様は高台際と内面楼 第 2層色の細かいものである。

図1 ・丁―11叩し笈丘部FJiに2本の界椋。外底面に 1本の界線、外面粗部に仔字 ・梅

IO I碗 □13. 2外反口舷。！要部から直線的に外側に開いて「！緑部に向かい、口粒 l1C木 B 淡占白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発
・ 象込 部上瑞で"'外反する。 外反部は細く、内側に稜を有す。口□_,, 二i色二較的良好。紫地は灰白色のやや細かいもの
図" ]"五詈麟叫ロニニ：二＇：こ：項~:ここ：こ面にみ？れる。気泡か目
版 1 粒 ピ上端でわずかにク成する。口柑部は丸味を加る。 文様は外［刷~ l~-34 立つ。譴IH屯く発色し、黒ずむ部分がある。素

砂 だけで口B塵I騒鱈直~(__?)が施筵れ五~Iii[王ー1組這-~屯仄臼色の細かいものである。
12碗口 II Lilロ咽。I晨部からスムースな曲諒を描いてlJU部に'riる。口唇 l8C~ A 淡青白色の釉が破片の全面にみられる。呉須はや

271 I u I部は1暉につくる。文様は内外面の1J粒部に2本の界線を記し匹il半t-31 や緑色に允色。内iliiは（J.い。素地は灰白色のややr I .Jillii~1.1: 叫匹。 j ~1~、も□
・13碗底 I楼部が行，恨膨 らむのて、，幻台はJj柱状に高めにつくる。曲台の内 l8C~ A 淡占白色の釉が施されるが、伐付及びその外側を
部 5. 2外面とも中央部付近で若干凹み、凹面をなす。丑付は平坦て、そ l9C前半ヘー31 釉剥ぎする。呉須は緑

色っぼい発色で他は淡い免

の外側を合1めに面取りしている 文様は外底部の周囲、ぷj台外面 第2屈色。素地は乳白色の細かいもの。

三 贔尺工立はご竺戸方に界線を2本俎らし、外面の胆t
14碗口 10.4如口叫。！要部から外側へ直線的に開いて叫饂へ吾る。口唇部 l8C~「応― I淡甘白色の釉を施す。口唇部:iili藉和可そご頁頑
舷 は斜めに整形している。文様は外面の口紐部に四方紺文を配す。 l9C >32 の発色は淡い。紫地は白涵色の

やや細かいもので・ " i□H聖 2五直玉部下戸年がみられる..._ I第2/ffある。型成形o 福建系。
151碗,13.4直口叫。！屡部から口緑部へU線的に開くものて、口唇部を舌状 18C~ A 廿灰白色の釉を

施すが、内面は屈部下半は冗胎の

籍 につくる。文様は外iliiの口紺部に幅広の点状の文様を殺つか:Jiocli-34 ようである。呉須の発色は鈍い。索地は灰白色の

["if"・:; 三出心后g芦。口字孟［巴賣［府；五辛五嗜叫は、？悶

i :: 言三塁三言ニ
冒二三；
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第4表 c 染付観察一覧 単位 ：cm 

図番1器部 Uj径

-lil〗：言；；塁□／言三：ばロニ
s I小 LI 9. 6直口口紐。楼部は膨らまずスムーズに口紐に向かうもので、やや 16C前 A 淡内白色の釉を総釉のあと伐付及びその外面を釉
碗- 4内沿気味になる。口唇部は丸味を帯びる。必台は方柱状につくり半~16t. :-31慎,,ぎしている。呉須は淡く発色。紫地は乳白色の
底 5.3、代付外側を斜めに面取りする。:re付は平坦にする。文様は外iliiC中菓 第 5陪細かいものである。
部 の口縁部に 1本、！要部及び和台に 2本の界線、桐部に1暉＃文を 焼土視

虻す。内面は口松部に 1木、見込みに2本の圏線を廻らし、内底 じり

靡〗8 .2f麟心>らゆるやかにカープし、口縁部へ直線的に立ち l6C後 A ―打灰白色の釉を総釉のあと口唇部と代付部を釉仰I
碗- 4上がる。口唇部は丸味を持って仕上げる。麻台は低く逆台形状に半-117-31 ぎする。高台の内外に砂粒の溶行多い。呉頃の発

底 4. 2つく り、丑付は平坦1こする。文様は外面の口縁部に四方料文様の C前半 第 3層色淡く 、黒ずむ部分あり。索地は乳白色の細かい
ものを配 のでる

ー 商台はやや内傾する感じで、割と細くつくられる。丑付は斜めに l6C後 A 淡白白色の釉を施したあと、社付を釉剥ぎする。
3. 6仕上げる。文様は外面の高台脇、麻台際、高台外面に圏線を廻ら 1半 ヘー31 呉頃の発色は淡い。索地は白面色の細かなもの。

ー し、内底面に樹下人物文を配す。 第 3層外底面に字を配すが 「冨→だけが確認できる。

黄褐色

白灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発

色は淡い。索地は白濁色の細かいものてある。

斉灰色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発色

はやや鈍い。紫地は乳白色の細かいものである。

典
底
部

口
縁

部

口

小

碗

小

碗

小

8

-
9

0
 

一
~

•
四
版

2
8

淡青白色の釉を施すが畳付部は釉剥ぎしている。

A 淡白白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発

J-33 色は良好である。素地は乳白色の細かいものであ
第 2/l'lる。娯徳鎮系。

B 淡灰白色の釉を施すが、ロー唇部ば釉影lぎしている
/-28 。呉須の発色はやや淡い。紫地は灰白色のやや*ll

1! 褐色盆認：は゜釉のあと、笠付部を釉船1ぎしてい
ヘー29 る。呉頃の発色は鈍い。索地は白面色の細かいも
明茶 のである。

A il灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発
: -31 I色は淡い。索地は乳白色の細かいものである。
第 3吊

A 淡行白色の釉が破片の全面にみられる。細かな気

こ-34 泡が密にみられる。呉須の発色は比較的良好であ

焼土吊る。紫地は乳白色の細かいものである。

B 胄灰白色の釉を総釉のあと口唇部の釉を剥ぐ。呉
/-30 須はやや緑味を帯びて発色。素地は乳白色の細か
第 2層いものである。福建系。
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第4表d 染付観察一覧 単位 ：cm 

図 番 器 部 口径

版 号 種 位 底昭立径
特徴 年代 出土地 備考

1皿口 口折れの稜花皿。 口折れ部の稜は不明瞭。内面胆部は若干の凹凸 14C後 表採 淡刊白色の釉が破片の全面にみられる。呉頃の発
縁 面を形成。その凸面と口唇部の挟り部が一致するようである。ロ ~15C 色はやや淡く、黒ずむ箇所もみられる。索地は灰
部 一唇部は平坦にする。文様は外面の口折れ部に界線、胴部に唐草文 削 白色のやや細かいものである。

を配す。内面は口折れ部に口唇の形状に沿うように四方禅文、胴
i部の凹面に這弁マを配し ，，，，i!iiに2・iii位を配しつなぐ＾

2皿口 11 外反口縁。腰部が急なカープを描き、直方向に口緑部へ向い、ロ I SC後 A 竹灰白色の釉を施し、伐付およびその外側、外底
～ 6縁部上瑞が若干外反する。高台は外側の面を内側へかなり斜度を 半~1611-32 面の縁部までを釉剥ぎする。呉須の発色は淡く、
底 1.9 もってつくり、内側の面はほぼ直に削る。代・付は狭く、平坦に仕 C中甜 黒ずむ部分あり。索地は淡灰白色のやや細かなも
部 上げる。文様は外面の口縁部、腰部、高台際に昇線を廻らし、胴 のである。

部に妍子文を配す。内面は口縁部に 1本、内底面の縁部に 2本の
宍組を施し 内咤而にも施文する。

3皿 口 11 4 外反口縁。腰部が張らずにゆるやかなカープで口緑部に向かい、 I SC後 A やや緑味を帯びた淡灰白色の釉が破片の全面にみ
縁 ーそのままスムーズに外反する。口唇部は丸味を帯びる。文様は内 半-167-32 られる。呉頃の発色は淡く、緑味を帯びる。紫地
部 一 面の口縁部と腰部下方に界線を配し、外面の口縁部に界線、胴部 C中菜 第3陪 は白濁色の細かなものである。

に宝相華店笙マを施す

4 IIll口 ー 外反□縁。口縁部上端がゆるやかに外反するもので、口唇部は尖 I SC後 A 淡白白色の釉が破片の全面にみられる。呉頃の発
縁 ー る。外反部の外面をやや深く削り、そのため最も薄い部分となっ 半~16t-32 色は淡い。索地は淡灰白色のやや細かなものてあ
部 ーている。文様は外面に界線と唐菜文、内面の口縁部に四方欅文が C中葉 第 311-l る。

みられる。

s rm 底 ー ！唇部がほとんど膨らまずに立ち上がっていくもので、高台は逆ニ I SC後 A やや緑味のある淡肖白色の釉を施し、岱付および
部 6 I 角形状につくる。仕付は挟く 、平坦である。文様は外面の9同部に 半~16)-32 その内側を釉剥ぎする。呉須の発色は鈍い。紫地
一 宝相華唐れ文、高台外面に 2本の界線。内面の腰部下方に2本の C中葉 第3陪 は淡灰白色の細かなものである。
双 位 内立高に干llllllii子文を配す。 l下部

6皿 底 一 高台は：：：：：付の方へ若干細くなるようにつくる。伐付は平坦に仕上 !5C後 A 白灰白色の釉を施し、社付およびその周辺を釉剥
部 63 げる。文様は高台外面に界線を配すが、その部分の釉が厚く不明 半~16,-33 ぎする。高台内側周辺には砂粒の溶行部も見受け
一 瞭。内底面は玉取枇子文である。 C中槃 第 3陪 られる。呉須の発色はやや淡く、黒ずむ箇所もみ

第
下部砂 られる。索地は淡灰白色の細かなものである。

I和1中
1皿 □ l 0. 4 碁笥底。ゆるやかな弧を描いて口縁部へ至る。直口□緑で口唇部 15C末 A 冑灰白色の釉を施し、外面の腰部下方に施釉の切

32 縁 ー は丸く仕上げている。文1策は外面の口縁部に波漬文帯、胴部に蕉 -16C t-3 I れ目がみ られる 。 呉須の発色は淡い。紫地は灰
部 一菜文を配す。内面は口繰部に波濤文くずれ。桐部に人形？を配し 中菜 第 3庖 白色のややtllいものである。

、その下方に 2本の界線を廻らす。 下焼土
図 僻じり
8 ill! 底 一 碁笥底。文様は外而に渦状庖m文を施す。内底而の周辺には間を l5C末 A 甘灰白色の釉を施し、腰部下方から11足部内側半分
部 3.8 あけて界線を廻らし、その中に笠状の小文様を互い迎いに施して -16C t-31 ほどを釉剥ぎする。呉須の発色は鈍い。紫地は乳

図 ， いる 内府而11111の界組は 2本 ，中笈 I第3J1q 1白色の細かいものである。
皿口 8 2 直□口縁。腰部からゆるやかなカープを描いて口緑部に至る。口 I6C前 A 淡灰白色の釉で、細かな気泡が目立つ。破片の全
緑 一 唇部は平坦に仕上げる。文様は内外面の口緑部に界線を 1本廻ら 半-,6t-3 I 面に施釉されている。呉iJjの発色はやや緑味を帝

版 部 ー し、内面の腰部下方には 2本の界線を廻らす。外而胴部には折れ C中菓 第 3陪 びる。索地は灰白色のやや細かなものである。
訟虹ほの女ほを杞す。 I下

29 I 0 11ll□ 一 折れ縁の口縁。！委部はそれほど膨らまず、やや直方向に立ち上が I 6C A 冑灰白色の釉を総釉のあと口唇部を釉鉗lぎする。
緑 ー り、 口緑部を折り曲げるように外反させる。口唇部は舌状に仕上 7-33 口唇部にはさび釉を施す。いわゆる口紅クイプ。
部 一 げている。文様は内面の折れ緑部に四方麻文と 2本の界線、胴部 ト ~,t 呉頃の発色は淡い。素地は灰白色のやや柑いもの

にFif'!;f.文を配す。外面には折れ縁部に3本の界線、桐部に牡丹／且
l'!:i.vを旅すn

である。烈徳鋲系。

11皿 底 ー品台際からスムーズなカープで立ち上がる。高台は細く逆＝角形 I 6C 第3IM 淡灰白色の釉を施しており 、伐付と名5台内側半分
部 66 状につくり、伐付は平坦にする。文様は見受けられない。外底面 下部 を釉剥ぎする。外底面の呉須はやや緑がかって発
ー のほぼ中央に二直線で四角に緑取りされた中に 「福」字を苔いて 焼土混 色。紫地は乳白色のやや細かなものである。
いる。 じり

I 溝状遺

Ii艮
12小 底 一 高台際からゆるやかな弧を描いて胴部へ向う。邸台は：：：：：付の方へ 16C前 A 釉は廿灰白色でやや濁った感じのものである。代
皿部 3 6 細くなる感じであるが、つくりは雑である。伐付は平坦で、その 半~16J-32 付およびその周辺を釉剥ぎする。内外面に細かい
？ ー 外側を斜めに面取りする。文様は外面の胴部に唐痒文、内底面に C中葉 第 3朋 l:'l:人あり。呉須の発色は鈍く、くすんだ感じであ

1本の圏紐とその中に十字芹マを配す。 る。素地は図区臼色のやや祖いbのてある，
13皿 底 ー 在台際からゆるやかな弧を描き、やや外側へ開き気味に立ち上が I SC前 A やや緑味を帯びた行灰白色の釉で、投付の周辺を
部 一つていく。高台は逆三角形状につく り、やや内側へ煩く。文様は 半~16t-31 釉剥ぎする。呉須の発色は鈍い。索地は灰白色の
ー 内底面、外面の胴部に花文を配し、外面の高台際に 1本の界線、 C中菜 第 3府 やや祖いものである。
内底面の周縁に2本の界線を姻らすようである。 下焼土

涅じり

14皿 底 一 高台を逆二角形状に仕付の方へ細くつくる。内側の面はほぽ垂直 l 6C後 A 淡自白色の釉を施し、丑付およびその両側を釉剥
部 64 にし、外側の面は斜めにな っている。そのため店台は内側へ傾斜 半~17ヘー3l ぎしている。呉須の発色はやや淡い。索地は灰白
ー する感じにな っている。伐付は平坦にし、両側を若干斜めに面取 C前半 第3庖 色の細かなものである。穀徳訊系。
りする。文様は外面の胴部に草花文、裔台外面に2本の界線を配 黄褐色
し、内底面に2本の界線と梅竹文が認められる。外底面にも界線 況じり
の一部がみられる。

15皿 底 一 碁笥底。文様は内底面に梅文のような文様がみられる。 16C A 野灰白色の釉を施す。腰部下方から丑付まで釉剥
部 5 4 i-31 ぎする。呉頃の発色は鈍く 、丸点の部分は黒ずん

1第4展 でいる。素地は灰白色のやや細かなものである。
16 IIIl 底 ー 打笥底。文様は内底面にだけみられ、幅広の界線とその中に施文 16~17 A 召灰白色の釉を施し、腰部下方から畳付、外底面
部 42 している。破片のため文様は不明。 n.•. 1 t-32 まで露胎する。呉須の発色は鈍い。索地は貨灰白

i第 3阪iI色のやや細かなものである。
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第4表e 染付観察一覧 単位 ：cm 

図 番 器 部 口径
版 号 種 位昇 特徴 年代9 出土地 備考

1 IIIl 口 13 8 直口口縁。 腰部がほ とんど張らずにやや直方向に口縁部へ至る。 17~18 A 淡白白色の釉で若千面った感じがする。呉須の発

？ 縁部
口唇部は丸味を常びる。文様は内外面の口縁部に 1本の界線がみ C 第 3附 色は淡い。紫地は乳白色の細かなものである。

とれる＾

2皿 口 直□口縁。胴部から□緑部へ直線的に開くもので、口縁部を若干 17C- A 粁灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発
縁 肥匝させる。口唇部は山は水丸文くながる。描文か様は内面にダミ技法による花 18C ヘー31 色は鈍い。索地は灰白色のやや粗いものである。

部 マを配し、外而に ？ れる。 第2展

3皿 底 ＿ 甜台を低い二角形状につくる。岱付は尖る。文様は外面高台際に ¥ 7C後 B 淡斉白色の釉を施すが、社付は釉影lぎしている。
部 8 4 

1 蓮_弁内文印而のはくず草花れ文たがも施のをさ配し、 外底で面あには2本の圏線がみられる 半~18/-30 呉須の発色は比較的良好である。素地は灰白色の

れるよ→ る。 C ＇第 2娼 i細かなとヽのである。最徳鉗系。
4皿 底 一 高台際からゆるやかな弧を描いて直方向に立ち上がるもので、裔 17C後 A ，，，灰白色の釉を施し、内外面に細かな貫入あり。

部 10 2 台は逆三角形状につくる。伐付の両側を斜めに面取りしており、 半-18t-32 丑付の周囲は釉剥ぎする。呉須の発色はわりと良

一 社の付界船は尖、屈る。部文に様も施は高文台、胴外面部にの2本の界線、 内底面の周縁に2本 C 第3陪 好。索地は灰白色の細かなものである。
とヽ のはグミ

5 fill 底 ー 和台際からゆるやかなカープを描き、外側へ開きながら立ち上が 17C- 8 廿灰白色の釉を施し、伐付およびその外側を釉剥
第 部 10.6 る。高台は方柱状に低くつくり、牡付の両側を斜めに面取りする 18C /-29 ぎする。呉頃の発色は比較的良好。索地は灰白色

。と伐高付台際は平に坦界。線文を様配すは内。底面に樹下人物文を配 し、外底面の縁部 灰茶褐 のやや柑い ものである。

33 6 
釦△

皿口 11 2 外反口縁。腰部からゆるやかなカープで口縁部に至り、口縁部上 I 8C頃 A 淡冑白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発

紋 一 端を外反させる。口唇部は尖る。文様は内外の口縁部に 1本の界 ,-33 色は淡い。素地は乳白色の細かなものである。

図 部 一 線を施し，こ下、内方面にのも胴界部線のあ上り。下に界線、その間に渦状唐Q・文を施す 第 2附

い さら9
• 7 皿口 17.3 外反口緑。腰部からゆるやかなカープを描いて口縁部に至り、 上 l 8C頃 A 淡名白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発

図
縁 一 端部が若干外反する。口唇部は丸味を常びる。文様は内外面のロ t-3 l 色はやや淡＜、黒ずむ部分もある。紫地は乳臼色

部 -1縁斥部す^に 1本の界線を廻らし、内面の胴部にダミ技注による花文を 第3陪 のやや細かなものである。

版 8皿底 芯台際から直線的に開くように立ち上が っていく。高台は低く方 I SC頃 A 淡冑白色の釉が施され、伐付とその外面の斜位に

部 7. 7 柱状につくり、伐付の外面を大きく斜めに面取りする。伐付は平 ,-32 面取りした部分は釉剥ぎしている。呉須の発色は

―11由11。I文?様を配は外す面。高台際に 1本のW*泉が俎り、内底面には 「志在苔 第 2附 淡い。紫地は乳白色のやや祖いものである。

30 ト―
9鉢 底 ー ！屡部があまり膨 らまずに立ち上がっていくものである。裔台はや 15-16 表採 白灰白色の釉を施し、笠付およびその両側を釉鉗l
部 7や内側へ傾く感じで方柱状につくり、代付の両側を斜めに面取り C ぎする。呉頃の発色は鈍い。紫地は灰白色のやや

ー している。特に外側を大き<ilii取りする。伐付は狭く平坦。文様 細かなものである。

は内底面に 2本の界今線爪；；；；とそにの界線中をに花配文すを描き、 外面の胴部にれ花
す 忘台際及び臼

10鉢 口 22外反□緑。楼部がゆるやかな丸味をなして口縁部に向い、口舷部 17C- A 廿灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉祠百百「
緑部 ー 上縁端部をに外1反本のさせ る。を侶口唇ら部は平外坦面屈に仕上げる。文様は内外面のロ

18C t-32 色は淡い。紫地は乳白色のややmいものである。
田ぬ し 部に松位文を忙丈g 1'l); 3屈

11鉢 胴 ー ロ舷部上r.;:が欠失しているが、状況からすると外反口緑の咬料か 17C- A 緑色味を沿びた冑灰白色の釉で、破片の企1/Jiにみ
部 ー。 器形的には楼部から直線的に外側へ開いて口紐に至るもののよ 18C n30. 31 られる。呉頃の発色は鈍く 、やや紐味を符びる。

ー なう花で文あ厘る。の文も様のはを外描而く。にだけみ られ、 口縁部に界線、 朋部に大き 第 2陪 索地は乳白色のやや細かなものてある。

12袋 底 一 高台際から腹部ヘスムーズな曲線を描いて向かうものである。高 15-16 /32. 33 淡胄白色の釉て、伐付およびその両側を釉~I] ぎす

物部 11台は逆三角形状に伐付の方へ細くなる感じでつ くり 、邸台内側の C ト ~,f る。呉須の発色はやや鈍い。索地は灰白色の細か

一 頌斜が急で全体に外側へ開くような印象を受ける。n付は平坦で なもの。tJi台内側および外底面に若 しく砂拉が溶

I 、両側を若干斜めに、面楼取部にり渦し文ていを連る。税文的様に施は高す。台際および高台外
柑する部分あ り。

面に界線を徊らし
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第4表 f 染付観察一覧 単位： cm 

図 番器 部 口径

版 号種 位 底径 特徴 年代 出土地 備考

翠濤；

1小口 9 8 短筒型謄折れのもので．外体部の中位に隆1!11線が廻る。口唇部は平坦。 15C- A I膏灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発色
杯縁 文様は外ilii躇圏紺の上方に如意頭繋ぎ文、下方に五花文。内面の口縁 16C前半1ネー311は淡く、黒ずむ部分あり。素地は乳白色の細かいも
部 部に1本の界線を配す。 第3層のである。景徳鎮系。

2小 ロ 9. 8 短筒型膜折れか？。外体部の上位に隆圏線が廻る。口唇部は平坦 !SC後 A 青灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉頃の発

杯縁 ー 。文様は内外iliiの口縁部に 1本の11!1線。外ilii隆11!1線の下方に部分 半~16こー32 色は鈍い。素地は白濁色の紐かいものである。景

部 的に施文。 c後半 第3層 徳鎮系。

3小底 一 短筒型腹折れの底部。 1とは逆に隆圏線の下方に如意頭繋ぎ文を 15C~ A 青灰白色の釉が破片の全面にみられる。高台l;i欠

杯部 ー 配す。高台際に 1本の圏線。内底面は2本の圏線と梅の図が認め 1紀前半 /32. 33 損しており不明。呉須の発色は淡い。素地は乳白

られる。 l11!2b層 色の細かいとヽのである。表徳鎮系

4小 □ 4 6 外反口縁。履部から直線的に開くように口縁部へ向かい、 口縁部 16C- A 斉灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発
杯
1 縁部
ー をゆ口る縁やか部にこ外沢反縞させ1本る。廻口ら唇し部、胴は尖部る。文様は外面にだけみら 17C前半

t-31 色はやや鈍い。素地は乳白色のやや細かなもので

れ 1 を に"'"'""?がみられる。 ,.,. 3虞 ぷ る。

5小 a 7.9 外反口縁。！屡部の方か らはぽ直方向に立ち上がり、口縁部上端を 16C頃 B 由灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発

杯縁 ー 折り曲げるように外反させる。口唇部は尖る。文様は内面の口縁 n-29 色は鈍い。索地は灰白色のやや細かなものである

部 一 部と艘部下方に界線は草を配文をし配、外す面。の口縁部、腰部の下方にも界線 明茶

がみられ胴部に

6小底 一 高台は細く、内側へすぼまるようにつくる。畳付は平坦に（士上げ 16C~ A 淡白白色の釉を施すが、丑付およ びその周囲を釉

杯部 2 3 る。文様は外面の高台際およびその上方に 1本の界線が廻り、胴 17Ci罪杵 7・34 剥ぎする。内底面には釉が器面からはじかれた感

一 部に淳花文の一部がみ られる。内底面の周縁に 1本の界線を廻ら 第3層 じの所がみられる。呉須の発色は鈍い。 索地は淡

し、内底面には 「壽」字を配す。外底面には 「福」字を配してい 灰白色の細かなものである。

る

7小 口 82 直口口縁。腹部か らスムーズに口縁部に至る。口唇部は尖る。文 11C- A 青灰白色の釉が破片の全面にみられるが、焼成不

杯繰 ー 様は外面にだけみ られ、口縁部に波状文と界線、腰部の下方に界 l紀 1131.33 良でやや光沢が失われている。呉頃の発色は熟み

部 一 線と蓮弁文くずれが認め られる。 第4層 を吝び鈍い。紫地は灰白色のやや祖いものである

8小 口 27 外反口縁。形成形か。楼部から直方向に立ち上がり 、口縁部上端 11c- 表採 淡tり白色の釉を施すが、 口唇部は無釉である。呉

杯郡縁 ー を若干外反させる。文9最は口唇下約2.. から胴部にかけてみられ 1紀
須の発色は比較的良好。素地は乳白色の細かなも

ー 釈応埠の文様に立文がみられる。 ・ のである。

9小 底 ー 形成形。高台際からわずかに膨らみ、直方向に立ち上が っていく 17C- B 淡資白色の釉を岱付を除き総釉。呉頃の発色は比

杯部 l.6 。高台は逆三角形状につくり、仕付を平坦にする。文様は外面に 18C k28 較的良好。素地は乳白色の細かなものであ る。 8

ー だけみられ、麻台際に界線を 1本妃らし、胴部に豹皮様の文様に 茶褐色 と同一個体か？

ロ文を配している。畳付部に焼成の際の溶筍痕がみられる部分あ

第 h 

10小 底 ー ！屡部から直方向に立ち上がっていくものである。麻台は逆三角形 ,ac- A 淡灰白色の釉を総釉のあと査付を袖紺1ぎする。呉

34 
面部 2 4 状にやや外側へ開き気味につくる。伐付は斜めにしている。文様 I紀 ,-34 頃の発色はやや淡い。素地は乳白色の細かなもの

あ ー は外面の胴部に店紅文を配し、その下方か ら麻台外面に3本の弄 第3層 である。

る 線を姻らす。外底面には 「月」字を配す。

図
＼ヽ

は

I小I不
図 II在胴 一 腫部がやや忠カープを1ぶし、直方向に立ち上がっていく 。文様は 16Cか A

l'I灰白色の釉が全面にみられる。呉頃の允色は純

I~ 部 ー 内外面の胴部に2~3本の界線がみ られ、内底iliiおよび脚部の際 第ト-333 嗣
い。 索地は灰白色のやや細かなものである。

ー にIdわ文するが不印である。

版 12高脚 ー上方に［全圏線を 1本侶らし、脚部下方か ら底面部ヘラ ッパ状に開 !SC- B 淡胄白色の釉を脚台部に施す。底面部およびその

足部 3 3 くものである。底面際を斜位に成形し、底面部を角度を変えて斜 17C E-29 際、 中空部は無釉。呉頃の発色は淡い。 索地は灰

31 
杯 一 位に成形する。底面側からみると 3頂の1及がみられ、 中央の稜ti 灰色 白色のやや相いものである。

けが地につく。中央部は径8mmの孔があけられている。脚部の高

さは約(c●である本。づ文つ様！は脚部の際、隆ll!I綿の直下、脚部下方に
正広の界線を 1 侶らす。

13 """" 
脚司）卜万の衣平1で、形状やつくりなど12の百科とほぼ同じである 16C~ A l-'il火臼色の袖を脚口ロ,,1こ施し、底面部およひその

足部 3 2 o 底面部に焼成の際の溶'll痕がみられる部分ぁり゜文様は中央剖 17C 1-31 際、中空部は無釉である。釉は白く濁った感じに

杯 ー と下方に幅広の弄線が 1本づつ認められる。 トf1/ なっている。呉頃の発色は半1)然としない。索地は
l応白仏のやや柑い¢ヽので庄る。

14瓶 口 72 外反口籍。口緑部下方からゆるやかに大きく外反する。口唇部は 明 A 胄灰臼色の釉が破片の全面にみられる。呉須の発

か紐 一 舌状を呈す。文様は内面の口縁部に2本の朴線、外面の口絃部を t-31 色はやや淡い。索地は淡灰白色のやや細かなもの

部 - I本の界線を配す。 第3層 である。

下油焼l'.土IJ 

15瓶 口 16 直口口絨。筒状を艮すもので、 口唇部は尖る。文様は外面に渦を 16C- 8 内灰白色の釉が破片の全面にみられる。曳須は緑

~ ー き状の暦虹文を配す。
17C ヘー29 味を帝びて発色。索地は灰白色のやや細かなもの
l:><:ill伍 である。

16瓶 厠 ー 円部の破片か。文様は外面にのみみられる。上方に界線、朋部に llC~ A 
淡惰白色の釉が破）ヤの全面にみられる。呉,uo=;面

か部 ー 牡丹唐立文？を配している。 I紀 11-34 色はやや淡い。素地は乳白色の細かなものである
1笛 3臨

11瓶 口 1.9 直口口縁。筒状を呈すもので、 口唇部は舌状を呈す。文様は外面『＂りか A 
内灰白色の釉を施すが、 口柑部を釉鉗lき＇する。呉

類I! の口縁部に2本の界線を過らす。 ニ笛ー3.l 1111 
1員の発色1が炎い。 索地は乳白色の細かなものであ
る6

18瓶 胴 ー ロ部の破片か。内面にロクロ痕が認められる。文様は外面に草花 清朝か A 
冑灰白色の釉が破片の全面にみられる。呉頃の発

難部 ー 文？がみられる。 l-32 色は飩く、黒ずむ部分あ り。 素地は淡灰白色の細
1箪 3層 かなものである

19瓶 底 一 高台は逆三角形状にやや内側へすぽむ感じでつ くり、畳付の両側 清朝か A 
青灰白色の釉を施すが、全体的に濁った感じであ

頷部 5 8 を斜位に面取りする。畳付は平坦。文様は高台際に 1本の界線が こ-32 る。昼付およびその周囲を釉剥ぎする。呉頃の発

ー みられるだけである。 第3層 色はやや淡い。 素地は淡灰白色の細かなものであ
る。

20壼 愕 140 なだらかな傾斜の甲から水平方向へ鍔が延びるもので、かえしの 16C頃 A 
淡青白色の釉を鍔から甲および甲内面に施し、鍔

の部 一 部分はやや内傾気味である。かえ し部の内面は1!!1面になる感じで /35. 36 下面からかえし部の外iliiは露胎。呉須の発色は淡

蓋 一 斜位に削られ、甲内面との境に稜が認められる。かえし部の底面 東壁 い。 素地は淡灰白色の細かなものである。

はこ丸笠味n=を女帯びる。文様は鍔部の表面に百文帯を描き、甲部の表面
1 を配す

21蛋 つ ー そろばん玉状の宝珠で、最も膨らむ部分は丸みをもってつくられ l&C頃 A 淡斉白色の釉が表面だけにみ られ、裏面は露胎と

の ま ー ている。高さは約 1cmである。内面には宝珠を接合した際のへこ k33 なっている。宝珠部の釉がやや濁る。呉頃の発色

蕊み ー みの部分が見受けられる。文様は外面にだけ認められる。宝珠の 第3庖 はやや淡い。紫地は乳白色の細かなものである。

？部 部分にはうずをき文が施され、甲の部分には宝珠から放射状の線

がみられるn
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第4節褐釉陶器

200点近く得られているものの、ほとんど小破片の査料で全形の窺えるようなものは見受けられない。

時期的には15世紀前後のものが主流のよ うで、器種的にはほとんどが壺形に屈すもののようである。そ

の他に羅的には僅少であるが水瓶、茶入壺、瓶類、すり鉢などの器種が見受けられ、比較的多くの器種が

確認できた。壺形の大きさには大小がみられ、小さいものは口縁部が玉縁状に肥厚するものが多く、大き

いものは口縁部が方形状を呈すものが主体のようである。特徴的なも のを第 35図 • 第36図に示した。以

下、器種別に簡記する。

a. 壺

先述したとおり大きさに大小があり、小型のものを第35図 1-7、大型のものを第36図 3-7に示し

た。破片のものがほとんどで、全形の窺えるものは見受けられない。

第35図 1-7に示したものは、推符口径が10cm前後を測るもので小型壺になると考えられるものであ

る。 1は素地や器面調整などから同一個体と考えられる口縁部と胴部の資料から、全形を推定復元してみ

た。それからすると口径が約 9cm、高さが約17cm、底径が約10cmと想定され、胴部中央のやや上方に最

大径がある。胴部の最大径が謀さよりも若干大きく、寸づまり気味の感じを受ける。口縁部は玉縁状の肥

厚を呈し、頸部は「8」の字状に若下下方へ開く。そこからゆるやかに膨らみ、そのままスムーズな感じ

で底部へ移行する。肩部の上方には 4ヶ所にプリ ッジ状の外耳が付される。薄手のつくりで、釉は現査料

でいえば外而から内面の口縁部に施釉され、内面の頸部以下は露胎となっている。 内而の肩部上方には指

頭痕もみられる。素地は黒色や白色を呈す鉱物の微砂粒を密に含む細かなものである。

2-5は口縁部の夜料であるが、破片のため肩部以下の状況は不明。口縁部の状況はそれぞれ若干呉な

る。2は口縁部上端を極端に折り曲げ肥厚口縁のようにみせるもので、その直下から胴部へ移行していく。

3は口縁部上端が外側へ張りだすように肥匝し、その直下に僅かに頸部をつくり胴部に移行する。この 2

点は口縁部がすぽまるという似たような状況にあり、推算の口径も 2が約10cm、 3が約 9cmと似通って

いる。4は2・3と違い外反口縁の査料で、 口縁部上端の肥原は微弱である。推算の口径は約12cmと前

二者よりやや大きい。 3は口唇部を平坦にするが、 2・4は丸味を帯びる。いずれも黒味の比較的強い釉

を施すが、 4は口縁部の周囲に釉の象ljがれている部分が目立つ。外而から内面の口縁部に施釉される。素

地は灰黒色の細かなものである。

5は直方向に立ち上がる頸部 (7mm前後）が認められるもので、口縁部上端は断而が略台形状の肥厚を

示す。口唇部は平坦にし、外側はわりと角張るが内側は丸味を持って仕上げている。推算口径は約13cm

と最も大きい。釉は黒味の強いもので、 2-4と同様な施釉範囲であるが、外面の頸部の釉を剥いでいる。

素地は灰黒色の細かなものである。

6は底部の査料である。推鉢底径が約10cmであり、ここに示すようなグループの底部になるかと考え

られる。底面からの立ち上がり部の稜は比較的明瞭で、全面に施釉されている。素地は暗灰色を呈す部分

と暗茶褐色を呈す部分がみられる。

7は1-6のグループよりは大きめになるかと考えられる府部の査料である。 10mm近い厚みがあり、

素地は灰白色の精緻なものである。縦横の沈線で区画された中に草花文などを配すようで、本査料では菜

の部分が確認できる。暗緑色の釉を表裏面に施釉するが、裏而は薄く施している。

第36図3-7に示したものは大型の壺になると考えられるもので、 3・4は口縁部の、 5は胴下半部

の、 6・7は底部の行料である。 3・4は似通った器形・ロ径 ・施釉状況・素地の具合を示すものである。

口縁部上端が概ね逆「コ」の字状になり、口唇部が約 2cmと幅広く斜めに整形されている。内而は下端部
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が内側へ突き出し、口縁部内面は凹面を形成する。その直下から「八」の字状に開くように 2cm前後の頸

部があり、そこから外側へ大きく張りだすように肩部へ移行する。頸部外面には 3が2本、 4が1本の稜

が認められる。推算口径は約19cmを測る。表裏面に施釉されており、 3は暗緑褐色、 4は暗黄褐色を呈

す。両者とも表裏面に細かく密な貫入がみられる。4は肩部に大粒の胎士目の熔培が3箇所認められる。

素地は暗灰色のやや粗いもので、大きめの鉱物粒が散見される。

5は胴下半部の資料で、上端部の推算径が約32cm、下端部の推算径が約22cmを測る。表裏面には凹線

様の調整痕がみられ、暗黄褐色の釉が表裏面に施釉されている。素地は暗茶褐色のやや粗いもので、粒の

大きめな白色の鉱物が散見される。

7は底部の資料で、推算底径は約12cmを測る。底面は上げ底状になり、底面からの立ち上がり部は若

干くびれた感じになる。表裏面の底面近くまで凹線様の調整痕がみられる。暗黄褐色の釉が表裏面に施釉

されるが、底面部は無釉である。底面部には胎土目の熔着も認められる。素地は暗灰色のやや祖いもので、

粒の大きめな白色の鉱物が散見される。

5・7は3・4のグループに属す胴部および底部査料かと考えられる。

6は上記4点とは異なるグループの底部査料である。底面からの立ち上がり部が若干くびれ、それから

外側へ開くように胴部へ向かう。底面は縁部の約 1cmを平坦にし、そこから中央部の方へ上げ底状にして

いる。推算底径は約18cmを測る。現資料に施釉される部分は見受けられない。表面は赤褐色を呈し、裏

面は灰褐色を呈す。素地はやや細かく、砂粒を密に含む。

b. 水甕

第36図 1・2に示すものである。口縁部の資料で、 2点とも推算口径が約28cmを測るものである。 1 

は口縁部が横長の長方形状に肥厚するもので、口唇部が2.5cm前後と幅広くなっている。口唇部は水平方

向になり両端に 1本づつ凹線を廻らす。また、肥厚部外面はほぽ中央にやや深めの凹線を廻らし、下端部

を若干間隔を開けて上方に押し上げ、波打つ感じにしている。その直下の頸部には肥厚部の接消痕が比較

的明瞭に残る。内面はやや内均気味になっている。黒味の強い釉を薄く塗付するように施している。素地

は灰黒色のやや細かなもので、白色の微砂粒が密に含まれる。

2は口縁部がT字状に肥厚するもので、口唇部は斜めに平坦にしている。口唇部の両側はやや丸く仕上

げ、内面は内碧気味になっている。内面は滑らかで比較的丁寧な仕上げとなっているが、外面は肥厚部直

下にラフな削り痕がみられるなど仕上げはやや雑な感じを受ける。釉は黒味の強い暗茶褐色のもので、内

外面全釉の後、口唇部を軽く釉剥ぎしている。内外面には釉垂れの部分が見受けられる。素地は灰黒色の

やや粗いものである。本査料は 1に比べ器壁が薄く、鉢の可能性も十分考えられる。

c. 茶入壺

1点だけ確認でき、第35図8に示した。口縁部上端が外側へ張り出し、口唇部が幅広くなる。外側の

縁部は上下から斜めに整形しており、中央部に稜を有す。口縁部の張り出し部下方から内側へゆるやかな

カーブを描くように約15mmの頸部がみられ、そこから肩部が張り出していくもののようである。推算口

径は約12cmを測る。器厚は 3mm前後と薄手のつくりで、素地は暗茶褐色の精緻なものである。 ヌー33第

3層下部から出土。

d. 瓶

第35図 9-11に示すもので、 9は肩部の、 10・11は底部の資料である。 9は3mm前後の薄手のつくり

で、表面にだけ暗黄褐色の釉を施している。裏面は成形の際の調整痕が明瞭に残る。破片の上端部の推算

径が約 6cm、下端部の推算径が約 8cmである。素地はやや粗いもので、赤味を帯びた灰褐色を呈す。10

はベタ底のもので、ゆるやかにカープを描きながら立ち上がっていく。推算底径は約 7cm。現資料では外
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面無釉になっており、裏面に黒味の強い釉が塗付される。素地は灰褐色のやや細かなもので、底面部は橙

褐色を呈し、その上方は赤味を帯びた灰褐色を呈す。11は底面部から約 5mm直方向に立ち上がり、そこ

から外側へ開いて胴部に移行する。底面部には糸切り痕が明瞭に認められる。推算底径は約 4cmである。

暗黄褐色の釉が外面の腰部下方までみられ、そこから底而部にかけては露胎となっている。内面は無釉。

素地は暗茶褐色の細かなもので、粒の粗い砂粒が比較的目につく。 9はハー33南壁、 10はヒー31第 3層、

11はヘー32撹乱部から得られている。

e. 摺鉢

第35図12に示した 1点だけ確認できた。口縁部が烏の嘴状に内側へ飛び出すようにつくられ、外端部

も三角形状に張りだす。口唇部は角度を変えて削り整形しており 、その境目では稜をつくる。特徴的なロ

縁部のつくりで、推算口径は約16cmを測る。釉は黒味の強いもので、外面から口唇部まで施釉するが、

口唇部は釉剥ぎして整形している。口縁部の内側へ飛び出している部分の裏側に釉垂れがみられる。口唇

部の内側縁部に砂粒の熔溶する部分がみられる。内面は無釉で、下方からかきあげられた櫛目が7本認め

られる。素地は灰褐色のやや細かなものである。ヒー33第 3層の出土。

第5表 その他の陶磁器出土状況

＼ 地
A 区 B区

摂 第 第 2 第 第 第 第 焼じ 小 抱 第 第・第 第 小 合
乱 1 b 3 4 5 6 土り 乱 1 2 3 4 

柿類 器種 時期 部位 庖 層 層 屈 層 混 計 層 層 層 屈 計 計

褐
且部

. -- --- 1 ... 3 • ー・・ I ．． 5 ．．．1 ．． 1 6 
+ + •• ..... ．．  . . .. 

釉 壷 1 ．．．I ．． ... 1 . ..1 .. 2 

陶 l 1 2 1 1 3 

器 小壷 口縁部 1 1 〇 1 

すり鉢 口縁部 1 1 〇 1 

小 計 1 〇 2 〇 5 〇 l 1 〇 10 

゜゚
3 

゜゚
3 13 

小杯
塁塁

1 1 2 4 

゜
4 

18C~19C 
... ー・・ー・ --.. ---- ... . . . . ．．．． -----.. -. 

... 

゜
-1 -- 1 1 

完形 1 I 2 

゜
2 

天目 小碗 18C~l9C 底部 I 1 

゜
1 

？ 同部

゜
I 1 I 

？ 14C~16C 胴底.. . 部部. • . . 2 2 

゜
2 ... ... ● 一 ... --.. - ----... . . . ・・・ . . ~. 

I I 1 3 

゜
3 

小 計 2 1 4 

゜
1 3 1 

゜゚
12 l 

゜
I 

゜゚
2 14 

眸瑞 碗 底部 1 1 

゜
I 

中国 同部 2 7 6 I 2 18 2 2 20 

？ 胴口縁部部．． 
1 --. .. ．．． ．．． . . -. l ..... ・・ ・. .... ．．． 

゜
----1 --..... 

1 1 2 

゜
2 

小碗 口縁部 I ．． 1 ... ．． 

゜
1 

召磁 胴部
. . . . . . ---. 

2 3 5 

゜
5 

染付 小碗 口縁部
---.. 2 ．． ... ... ..... ..... > ••• 

2 
----------. -. . . . •-

゜
z 

底部 2 2 

゜
2 

碗 !BC後半
謬部-. -.. ... 

1 ... ... ..... ..... 1 -----..... ---- - .. 

゜
1 

~19C I 1 

゜
1 

同部 2 1 I 4 

゜
~ 

碗か 口縁剖 1 l 〇 1 

次釉 小碗 !8C~19C 口縁部 1 1 〇 1 

染付 小碗 l?C後半 咤阿部部--
I -... ．． -• . . . . . -----..... 1 . . . . I ----..... ---1 2 

~18C 2 1 3 1 1 4 

誓誓 . -- - ----. . -. . ... .... .... ...  

゜
. . . . . ．． 2 . --- 2 2 

l I 

゜
1 

小 計 5 4 15 I 1 

゜゚ ゜゚
26 

゜゚
4 

゜゚
4 30 

ベト 同部 1 I 

゜
1 

ナム 鉢 氏部

゜
1 1 1 

タイ ？ 口緑部 1 ..  ● - . ー・・ . . -. .... ----. 1 2 

゜
2 

..... ● → ...  . -... 
産 底部

゜
1 1 1 

冒7夕物の蓋 口縁部 1 3 4 〇 4 
半練 口縁部 1 2 3 〇 3 

小 計 2 〇 4 〇 3 〇 〇 〇 1 10 

゜゚
2 

゜゚
2 12 
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第35図 褐釉陶器 1 (小型壺 ・茶入壺 ・瓶 ・摺鉢）
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第5節色絵

埜的にはそれほど多くない。ほとんど小破片の資料であるが、第37図 6に示した皿は全形の窺えるも

のである。時期的には16世紀-19世紀頃と比較的幅がみられるものの、 18世紀頃のものが主体のようで

ある。器種的には碗、小碗、皿、小杯、蓋などが認められ、出土益からするとわりとバリエーションに富

んだ内容といえる。全体的に絵付けの色が剥げ落ちており、判然としないものが多い。特徴的なものを第

37図 1-9に示した。以下、器種別に簡記する。

a. 碗

1 -3に示したもので、 1・2は口縁部、 3は胴部である。これからすると胴部から口縁部の方へ開き

気味に至り、口縁部上端で若干外反する器形のようである。口唇部は尖り気味。大きさは不明。文様は 1

が丸文、 2が唐草文が外面に認められ、 1は赤と青、 2は赤と緑の配色のようである。 3は内面に花文が

陽刻されているが、花の内側や周縁部に配された色は退色し判然としない。素地は 1・2が淡灰白色の細

かなもので、 3は淡灰白色の粗いものである。

b. 小碗

4・5に示すもので、 4は口縁部の、 5は底部の資料である。4は胴部の方から開き気味に口縁部に至

り、口縁部上端が若干外反する。口唇部は尖り、その部分の釉を剥ぎ取っている。推算口径は約 8cmを測

る。文様は外而に草花文が配され、内面は点だけが認められる。青 ・赤・緑の色が使用されているようで

ある。 5は型成形と考えられるもので、推算高台径は約 5cmを測る。高台は逆三角形状で低い。低付は平

坦につくるが、内側の縁は丸味を帯びる。翌付から外底面にかけては露胎である。文様は内面に青 ・赤の

色を使い草花文を配している。4・5とも素地は乳白色の細かなものである。

C. 皿

6・7に示したものである。 6は半欠品の査科で、全形の窺えるものである。推算口径が約 7cm、高さ

が2cm、推算底径が約 5cmを測り、小皿の部類に入る。高台は逆三角形状で低く、腰部がやや丸くなり、

外側へ開き気味に口縁部に至る。口縁部上端で僅かに外反し、口唇部は尖る。全釉のあと口唇部だけを釉

剥ぎしている。文様は内面に赤・緑・黄色の配色により花文を描く 。外面は無文。外底面に文字様の凹凸

部が認められるが、判然としない。素地は淡灰白色の細かなものである。7は推算高台径が約 9cmを測る

底部査料である。高台は細く方柱状につくるが、儒付部は破損している。そのため畳付部の状況は不明。

器形的には商台際からかなり外側へ開くもののようである。文様は外面および内底面に草花文が認められ、

外底面に弧状の線が確認できる。赤色の部分だけがかすかにその色を留め、他の色については判然としな

い。素地は淡灰白色の細かなものである。

d. 小杯

8に示す底部資料で、推算裔台径は約 3cmを測る。高台は逆三角形状に低く 、小さくつくる。内面はほ

ぽ垂直になるものの、外面は岱付の方へ斜めになっており、内側へすぽむ感じになっている。畳付は斜め

に整形している。腰部のカーブは急で、そこからやや直方向に立ち上がっていくようである。文様は外面

の高台際に 2本の界線を配し、胴部に草花文？を施す。内底面には蛇ノ目釉剥ぎした部分に蓮弁文くずれ

が認められる。いずれも赤色による絵付けである。また、外底面には呉須による銘の一部が認められるも

のの、判読はできない。全釉のあと儀付と嵩台の内側を釉剥ぎし、内底面も蛇ノ目釉剥ぎしている。素地

は淡灰白色のやや粗いものである。景徳鎮系。

e. 蓋

9に示す 1点だけ確認できた。撮み部および縁部とも破損しており、形状や大きさなどは不明。表裏面
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とも施釉されており、表面にだけ呉須による草花文が施される。染付の草花文をなぞるように色絵付けさ

れるが、完全に剥げ落ちている。呉須の発色は淡い。素地は乳白色の細かなものである。

第6節三彩

屈的には僅少である。総て小破片の査料であり、器種や器形など判然としない部分が多い。特徴的なも

のを第37図10-15に示した。これらを素地や成形および施釉の状況などの特徴をみると 、10・11のよう

に内外面に白化粧し施釉するもの、 12-14のように外面だけ白化粧し施釉するもの、 15のように外面だ

け施釉するが白化粧をしないものの 3種に分けられるかと考えられる。これは器種 ・器形の違いによるも ・

のかと思われる。

10・11は素地が黄白色でやや粗く、ロクロ成形により仕上げており、内外面とも白化粧を施している。

白化粧の施される内外面に施釉される。しかし、両者ともかな り釉が剥げ落ち、特に内面は著しい。ただ、

11の外面は良好に釉が残る。10は外面のほぼ全面に緑釉を施し、破片の右下方の隅に黄色の釉が線状に

認められる。11は外面に黄色の釉を配した花文がみられ、その上方に僅かに緑釉の部分が残る。

12-14は素地が黄白色でやや粗く、内面にわりと指頭痕を有す凹凸面がみられることから型成形のも

のと考えられ、外面にだけ白化粧を施す。白化粧の施される外面だけに施釉しており 、内面は露胎である。

12は無文の部分のようで、緑釉が施される。釉の剥げ落ちている部分が散見される。13は文様の部分の

ようであるが、かなり釉が剥げ落ち判然としない。14は他の 2点に比べ、釉の保存状況が良好である。

葉っば様の文様が陽刻され、その部分に黄色の釉、上下に緑釉が施されている。

15は素地が淡灰白色でやや細かく、磁質である。内面にロクロ成形の際の調整痕が明瞭にみられる。

他の査料に比べ非常に薄手のつくりで、白化粧は施されない。外面に 4本の沈線と線彫りの花文が配され、

緑釉が施釉される。内面は露胎。

第7節瑠璃釉

10点と泣的には僅少である。18世紀-19世紀頃のものがほとんどで、器種的には小杯や小碗・碗 ・瓶

などが見受けられる。得られたものは小破片の資料ばかりであり、全形の示せるものは第38図 1の 1点

だけである。特徴的なものを第38図1-7に示した。全体的な特徴を記すと小杯・小碗は型成形による

もののようである。また、施釉の状況は外面に瑠璃釉、内面に白磁釉のものがほとんどであるが、 6はロ

縁部内面まで瑠璃釉を施す。小杯の場合には 1のように外底面まで瑠璃釉が施釉されるものや 3のように

底面部は露胎にするものなどが見受けられる。素地は淡灰白色の細かなものがほとんどである。以下、個々

のものについて簡記する。

1 -3は小杯である。 1は全形の窺えるもので、口径が約 4cm、高さが2.2cm、底径が約 2cmを測る。

高台は逆三角形状に低くつくり、岱付は丸味を帯びる。腰部が若干カーブし、やや外側へ辟lく感じで口縁

部に至る。直ロロ縁で、口唇部は若干内傾するように仕上げている。また、外底面は平坦であるが、内底

面は中央部が盛り上がる。管付の周囲には熔着物が見受けられる。2は直ロ口縁の査料で、推算口径が約

5 cmを測る。胴部からやや直方向に立ち上がり、口唇部はやや丸味を帯びる。口縁部上端の内面に浅い溝

状の凹部が廻る。外面の瑠璃釉は 1よりも黒味が強い。3は推算底径が約 2cmである。高台はつくらず、
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腰部下方のくびれ部の端を斜めに面取りし、そこから外底面が若干凹むように削っている。瑠璃釉は腰部

下方までの施釉で、底面部は露胎にしている。

4・5は小碗かと考えられるもので、 4は胴部、 5は底部の資料である。4は腰部の推算径が約 6cmを

測り、腰部から直方向に口縁へ向かうもののようである。外面の瑠璃釉は鮮やかな発色である。5は底部

の資料で、推算の高台径は約 5cmを測る。高台は逆三角形状を呈し、儀付は尖り気味になる。瑠璃釉は高

台外面までの施釉のようで、外底面のものは釉垂れの部分と考えられる。全体的に光沢が失われている。

6・7は袋物の資料で、 6は口縁部、 7は胴部である。2点とも小破片のため詳細は不明。6は外反口

縁の資料で、口唇部は平坦に整形している。また、頸部よりも口唇部の方が厚くなっている。

8に示すものは著しく熔変した碗の資科である。釉の状況が判然とせず、畳付および外底面の釉から瑠

璃釉の可能性が闇いと考えられここに示した。破損面もガラス質の釉状のものが覆っている。高台は方柱

状につくり 、畳付の外面を斜めに面取りする。畳付は平坦に仕上げている。推算の高台径は6cm弱である。

第8節 その他の陶磁器

ここで扱うものは翡翠釉、黒釉、青磁染付、鉄釉染付など出土趾が僅少なものをまとめた。前二者は陶

器で、後二者は磁器である。本来的にはそれぞれ項を改めて記述すべきものであるが、今回はとりあえず

ここに一括して記述することにした。それぞれの出土状況は第 5表のとおりで、特徴的なものを第38図

9 -20に示した。

1. 翡翠釉

1点だけ確認でき、 9に示した。 外反口縁の資料で、 口唇部は平坦に整形している。内外面に白化粧を

施したあと翡翠釉が施釉されるが、風化のためか釉の象lj落が目立つ。特に裏面では著しい。素地は橙褐色

のやや細かなものである。ノー31トレンチ出土。

2. 黒釉陶器

14世紀-16世紀頃のいわゆる天目茶碗が得られている。大きめのもの 2点を10・11に示した。10は腰

部の、 11は底部の資料である。10は商台際の水平な削り部の推算径が約 6cmを測り、そこから直線的に

外側へ開きながら立ち上がっていく 。内面は全釉であるが、外面は胴部下半以下は露胎である。内底面は

一段低くなるように削られており、胴部下方と内底面の境に稜が認められる。素地は灰白色のやや粗いも

の。ヒー31第4層の出土。

11は推算の高台径が約4cmを測るものである。割れ面に素地の合わせ目が明瞭に認められ、高台のつ

くりだしも割りと雑である。外底面の削りは浅く、丁寧ではない。外面 2ヶ所に高台まで釉垂れしている

部分がみられ、内底面では図の右側の方に釉が厚くなっている。黒釉の表面の大部分がのぎめ様の茶褐色

を呈す。素地は灰白色のやや粗いもの。ナー32第4層の出土。

3. 青磁染付

ほとんど18世紀-19世紀頃のもので、碗と小碗だけが確認できた。12-17に示した 6点で、 12-14は

口縁部の、15-17は底部の資料である。いずれも第 2層からの出土である。口縁部の 3点をみるといず

れも腰部から口縁部の方へ直線的に開くもののようで、12は直口口縁、13・14は外反口縁である。12は

ロ唇部が舌状を呈し、13・14は口唇部が尖る。13は推算口径の算出ができ、約10cmを測る。また、後者

の2点は前者よりも若干簿手である。施釉の状況は 3点とも外面に淡緑色の青磁釉を施し、口唇部から内

面にかけては淡青白色の透明釉を施釉している。内面には呉須による文様が認められ、いずれも口縁部に
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2本の界線を廻らし、胴部に算木文風の横位文を配す。12は腰部にも施文する。 3点とも呉須の発色は

やや淡く、素地は乳白色の細かなものである。

15-17に示した底部資料は、いずれも腰部のあまり膨らまないもののようである。高台は破損してお

り、形状など不明である。15は高台際の推算径が約4.5cmである。施釉の状況は 3点とも淡緑色の青磁釉

が高台外面まで施され、内底面と外底面に淡青白色の透明釉を配す。内底面に文様を描き、外底面にはス

タンプを押しているものの、破片のため構図など詳細は不明。いずれも呉須の発色はやや淡い。素地は乳

白色の細かなもの (15・16)と淡灰白色の細かなもの (17)が見受けられる。

4. 鉄釉染付

18世紀-19世紀頃のものがほとんどで、碗と小碗が確認できた。18-20に示すもので、18は口縁部の、

19・20は底部の資料である。この 3点をみると外面に茶褐色 (20は黒褐色を呈す）の鉄釉を施し、口唇

部から内面および高台内に青灰白色の透明釉を施釉する。岱付外面を斜めに面取りしており、その部分の

釉は剥ぎ取られている。文様は内底面と外底面が対象になっている。素地は灰白色のやや細かなものであ

る。

18は腰部がゆるやかにカーブして、やや開き気味に口縁部へ向かう直ロロ縁のものである。口唇部は

舌状を呈し、推算口径は約8cmである。ヌー32第 2層の出土。19は高台脇からやや直方向に立ち上がる

もので、高台は逆三角形状につくる。盗付は平坦で、狭い。内底面に 2本の界線と山水文が、外底面に 2

本の界線が認められる。呉須の発色は鈍い。推算高台径は約4cm。ヌー32第 1層の出土。20は腰部から

やや外側へ開き気味に立ち上がっていくもので、高台は逆三角形状につくる。畳付は平坦で、狭い。畳付

の内側には釉溜まりになっている部分も見受けられる。内底面に 2本の界線と文様を施すが、破片のため

構図は不明。呉須の発色は鈍く、内側の文様は黒ずんでいる。推算高台径は約3.5cm。ハー30灰茶褐色の

出土。
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第 9節 東南アジアの陶磁器

東南アジア産の陶磁器として取り扱った資料は、タイの半練 （土器）、タイの鉄絵、タイの褐釉、ベト

ナム産染付 （中国南部を含む）である。以下、タイ産陶磁・ベトナム産染付の順に記述を行なうことにす

る。

1. タイ産陶磁

タイ産陶磁の種類として半練 （土器）の蓋と身、鉄絵合子の蓋と身 ・壺・褐釉陶器壺などである。一応、

半練 （土器）もここに含めた。

a. 半練 （土器）

半練（土器）の蓋の破片が4点得られていて、 4点とも落し蓋である。その他に叩きのある胴部の小破

片が1点出土している。以下にその特徴を記述する。

．蓋

第39図1は蓋の直径が12.4cmを測る。蓋端部を折り曲げて仕上げているが、断面を隅丸の三角形状に箆

で削り出して調整するのが本品の特徴である。内面は折り曲げの先端部分に箆削りを加えている。蓋甲は

箆削りを加えて丸味を出している。色合いは黄褐色を呈し、焼成は脆弱である。胎土は細かく、混入物と

して淡茶色・茶褐色 ・黄白色の鉱物と粗い石英などを多最に含んでいる。ハー33第3層より出土。

同固 2は蓋径が、 11.4cmを測る。蓋端部を折り曲げ、折り曲げた端部を丁寧に仕上げている。断面は三

角形状に箆で削り調整している。蓋甲も箆削りで調整する。色合いは黄白色を帯びている。焼成は良好で

硬い。胎土は細かく、混入物としてi炎灰色 ・茶褐色と、灰褐色の鉱物と粗い石英や白色鉱物を多紐に含ん

でいる。ヘー31攪乱層より出土。

同図 3は蓋径が11.2cmを求めた。蓋端部を折り曲げ、折り曲げた端部を平坦に仕上げた後に端部近くに

削りを入れて窪ませている。同様な手法で蓋甲縁端近くに削りを浅く入れて、窪ませている。他は箆削り

とナデで調整する。 色合いは明黄茶色を帯びる。焼成は良く、硬い。胎土は細かく、混入物として淡茶

色 ・茶色の鉱物と細かい石英を多誠に含んでいる。ヌー32第 3層下部。

同図4は蓋径が、 10.2cmを求めることが出来た。蓋端部の仕上げ方や蓋甲縁端近くに削りを入れて仕上

げる手法は同図3と共通している。蓋甲の調整は箆削りとナデが観察できる。色合いは明黄茶色を呈する。

焼成は堅緻である。胎土は細かく、混入物として淡灰色・茶色・褐色の鉱物と粗い石英が多址に含まれて

いる。同図 3と同一個体である可能性も考えられるが判然としないところである。ヌー32砂利敷層直上よ

り出土。

・身

第39図5は身の破片で全体的に摩滅するが、外面に平行叩きを入れている。内面には当て具の使用に

よる浅い楕円形状の窪みがみられる。色合いは淡灰色を帯びている。焼成は他と比較して良好で硬い。胎

土は精選されているが、粗い石英と白色の物質 ・灰褐色の鉱物を少最ながら含んでいる。ヌー32第 3層。

b. 鉄絵合子

合子の蓋や身 （底部）と壺の底部とみられるものが得られている。その内訳は蓋が4点、身は1点であった。

．蓋

第39図6は蓋の最大径が8.3cmを測る。外面には鉄釉で圏線・縦線 ・斜め ・格子状の文様を描いた後に

灰白色の透明釉を施している。細かい貫入がみられる。素地は淡灰白色の細粒子で、粗い黒色や灰色の鉱

物を少聾含んでいる。フー32第 3層上部より出土。

同図 7は最大径が10cmを測った資料である。外面には鉄釉で重円文 ・縦沈線文 ・斜位の格子文を描いて
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いる。釉色は黄味がかった灰白色の透明釉である。素地は淡灰白色の細粒子である。素地に細かい黒色や

白色の鉱物が僅かに混入している。ハー33第 3層より出土。

同図 8は最大直径が10cmを求めた。外面には鉄釉で重円文・縦沈線文 ・斜め格子文を描いている。釉は

淡灰青色を帯びた失透釉である。素地は粗粒子で、淡灰白色を帯びている。素地に細かい黒色や白色の鉱

物を多盈に含んでいる。ハー33第3層よ り出土。

同図 9は最大直径が11.3cmを測る。外面は鉄釉で丸文に斜位格子文と花文を描く 。釉色は淡灰青色を帯

びた透明釉である。素地は淡灰白色の祖粒子で、粗い黒色や白色の鉱物を多星に含んでいる。出土地点お

よび出土層は不明である。

・身

第39図10は身の高台破片で、高台径は 7cmを求めた。高台は「ハ」の字状に開き、高台脇から畳付ま

で鉄釉が塗られている。刷台の内剖りは平坦に且つ丁寧に削り取っている。見込みには同心円状のロクロ

痕の上から白色の釉を施している。素地は白味の強い灰色の細粒子である。微細な黒色の鉱物などを多量

に含んでいる。ハー28灰茶褐色土層。

C. 褐釉陶器壺

第39固11は口径が18cmと求めることが出来た大型の壺とみられるもので、口縁が大きく外反し、杢縁

状に肥厚する。肥厚は折り返しで成形している。頸部のみ薄い茶紫色の釉を施す。口縁と頸下部には茶褐

色の失透釉を施している。内面は茶褐色の釉を施しているが、黄白色に曜変している。素地は明るい灰紫

色の粗粒子で、粗い茶色や白色の鉱物と細かい石英を多く含んでいる。ノー30・31溝状迫構内焼土混じり

より出土。

同図12は高台径が7.4cmを測る壺の破片資料である。高台の内奇ljりは浅く、丁寧に仕上げている。釉は

施されていないが、内面見込みのロクロ痕から壺として判断された。索地は淡灰色の細粒子で、細かい黒

色鉱物を多く含んでいる。ハー29茶褐色土層より出土。

2. ベトナム産染付

ベトナムもし くは中国南部の染付をここでは取り扱った。確認された器種は鉢．碗．皿の 3器種のみで

あった。

a. 鉢

第39図13は高台径7.6cmを測る大振りの鉢とみられる染付で、見込みに灰緑色の呉須で花文を描く 。釉

色は淡灰白色の透明釉で内面及び裔台脇まで施している。高台の内弯IJりは深く 、丁寧に平坦に仕上げてい

る。素地は淡灰白色細粒子である。見込みには重ね焼きの際に使用した胎土目の目痕がみられる。同定の

結果、本品は17-18世紀代に位置付けられているようである。産地はベトナムである。ヌー33第 1層より

出土。

b. 碗

第39図14は推算口径が12.4cmと求められた染付の内舟碗である。両面の口縁には灰緑色の呉須で圏線を

施している。釉色は淡灰白色の釉を施すが、外面は釉色がくすんでいる。貰入は外面にのみ細かく入って

いる。素地は淡灰白色の微粒子である。土取り場のセクションベルトから出土。 （産地はベトナムもしく

は中国南部）。

c. 皿

第39図15は口縁が僅かに外反する厚手の皿である。口縁の内外面に圏線を施し、外面には花文？と雲

文とみられるものを描いている。呉須は淡青色と濃紺を帯びているものを用いている。釉色は淡黄白色の

釉で両面に施している。両面に荒い貰入がみられる。素地は白色の細粒子で、半磁胎となっている。16世
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紀代に位置付けられているようである。出土地点及び層位は不明。 （産地はベトナムである） 。
3, 小結

タイの半練は、前回、蓋の撮み (1点）と追加の新査料で蓋3点、身 3点の計7点が得られている。今
回のものは蓋4点、身 1点の 5点であり、湧田古窯からは合計12点の査科が得られていることになる。今
回の資料で第39図 1の蓋端部を折り曲げて、断面を隅丸三角形状に削りで成形しているものが注目された。

註 l

このタイの半練は、今のところ14世紀末から17世紀までの時代幅があるが、一般的には16・17世紀の遺跡
から多く出土している傾向にあることが窺える。出土紐も120点近くあり、グスクや集落跡などから出土
している。

'It 2 It 3 
タイの合子は伊原遺跡 ・今帰仁城跡などで出土していて、タイの半練に次いで多く出土しているが、金

:! I 

武正紀氏による緻密な論文では、タイ産大型褐釉陶器四耳壺については、「今後、グスクやグスク相当期
(if'5 の遺跡からの報告が増えると考えられる。」 としている。最近では、南風原町の宮平ノロ殿内遺跡などか

』116 ,17 
ら出土している。伝世品としては竹富島の召宝院蒐集館や玉城村中央公民館で確認することが出来た状況
などから、広く県内に流布していることが予想されるところである。

ベトナム産染付の皿 ・鉢については、 1995年2月下旬に来日したハノイ国立考古学研究所歴史考占部
門部長 郊高想 (TRINH CAO TUONG)氏に同定をして戴いた。記して謝意を表わす。

註

註l. 金城亀信 「グスク出土の•• その他の土器＂ ．＂移入系土器＂につい て」 「文化課紀要」第7号 沖縄県教育委U会 1991年。
註2. 島袋 洋ほか 「伊原遺跡j沖縄県教育委U会 1986年。

註3. 金武正紀• 宮里末廣ほか 「今帰仁城跡発掘詞査報告I」今帰仁村教行委貝会 1983年。

註4.金武正紀「沖縄出土のタイ ・ペトナム陶磁」「貿易陶磁研究」NolI LI本貿易陶磁研究会 1991年。

註5.南風原町教育委且会 「南風原町の遺跡」 1993年

註6・7 県文化課の金城角信が現地で確認した。
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第10節本土産陶磁器

第40図～第42図に主要なものを示した。本報告では図上復元が可能な迫物を紹介することとし、明治期
以降の遺物は今回の報告では割愛する。遺物については大橋康二氏の御教示を得た。
本遺跡出土の本土産陶磁器の産地は、肥前産および肥前系 （薩摩系の可能性があるものを含む）によっ
て占められる 製品の大部分は染付であり、青磁 ・白磁及び陶器は染付の出土凪に比して希少である。年
代は16世紀代から19世紀後半代まで各時期の製品が出土しているが、特に17世紀後半-19世紀後半の製品
の出土が目立つ。

各辿物の詳細な年代 • 特徴・産地などについては第 7表を参照されたい。以下年代順に各区の概要を述
べる。

第 6表 本土産陶磁器出土状況
出土地 表 A B 区

トレ~f 鷺粥1層 第2雇 軍 3層 慣 4第5層 小第 1層●2謳 不明
小計 計合臼註i ぉ b ,. 計 b 

櫂煩 器形 口胴底=口胴足 □口屈臣 口胴底合 口口胴完胴口鷺 口胴i 口胴足 ロlilj底 ⇒口屈足 口闘阻
cD小祝

゜
1 1 1 

閉E肥前前灰系釉 C!)嗣か ゜
1 I 1 

言l ⑥蔚
2 I 3 

゜
3 肥前系 I 

゜ ゜
I 

巻肥●系
I 1 I. II I 

''.  
13 2 2 16 

I I 2 

゜
2 ml!D 1 I I I 2 

大柔皿悶か璽
I .. 

゜ ゜
I 

゜
l l l 3 3 

l 

゜
0 ____!_ 

伊万里pt: 3 1 I I I s 

”・1四伊和染万里付里系系
2 2 2 I I 5 
2 

゜
I I 3 

不明 s 

゜
6 6 11 

訴 2 I I 

゜
3 

邸 I ;r,. 皿明 4 1 3 I 2 1 s 3 3 6 18 
1 2 3 1 1 1 2 I ヽII

色絵

嘉
2 I 1 I I I 5 1 2 4 7 14 

名色絵 2 3 

゜
2 2 1 

色絵 I 

゜ ゜
I 

娃色絵 2 

゜ ゜
2 

色絵 I 2 

゜
0 3 伍.., I I 2 I I I I I 3 a 

常滑焼層小嗣 ， I I 

゜
2 追 宮滑焼 z 2 4 1 I 5 

宮滑焼 0 I I 2 3 
澁 宮常滑滑焼焼 I I 

゜
1 

I z 3 I 6 z 2 ， 
型型紙紙刷刷二I 玩Oil_ 2 l 1 

I I 1 0 • 

゜ ゜
l 

そ＇阻銅組＇＝型ゴ版翫翫本●緻ム転転転線地刷印9 写2 • 
゜ ゜

l 
翫 I

゜ ゜
1 

小碗 I 1 I I 

゜
3 皿 l

゜
．．． 

゜
1 

小小嗣嗣箪 2 2 l ゜ ゜
2 

゜ ゜
I 

゜ ゜
2 

の二本線紆 on 1 

゜ ゜
I 

二本線紆 ト・n・リ 1 

゜ ゜
I II二本線紺 ト・n・11-.J

゜
1 l I 

二本線糾 l l 

゜
0 2 

“ 
12 1・1 l 1 I 6 ~ 3 12 I 6 3 6 16 44 
12 2 11 I I 4 5 I 3 I I~ 6 10 I I I 2 6 27 74 

器 I 

゜ ゜
I 

2 

゜
0 2 

そ 2 1 1 1 3 l I 6 
I 

゜ ゜
I 

1 I I 

゜
2 

3 5 2 1 I 1 I I 1 I 4 16 
I I 

゜
I 

の

゜
I I I 

゜
I I I 

I 

゜ ゜
I 

゜
1 l l 3 3 

I I 1 1 I I 4 
他 I 

゜
I I 2 

2 2 1 1 I z 3 8 
ヽ

゜
I I 5 

11 16 7 1 3 2 3 (10 1 1 3 1 ~2 2 3 2 35 3 2 2 11 l 4 3 4 219 249 324 

゜
1 I I ＾ ロ

計 179 3ヽ13 6 I 5 2 I 11 3 15 33 6 I 1 11 11 1 1 2 12 4 S 12! 4 Z 7 l8 15 2 4 2 4 235 6 sヽ 62 
在①16C末~l70JJ. CZ 1580~1630、③l 7C後半~18C、釦 8C、ll)l8Cn11キ～中讀、⑥17ぽ -18C前J、(ll 7C末~18Ci!il-'
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第 7表 a 本土産陶磁器観察一覧

図1/ltl I 口径
版号器形部位底径紫地 特徴 出土地

11碗 1口縁部 I0. 8淡灰白色口縁部が外側へ開き気味になり上部で僅かに外反。口唇部は尖り気味贅察棟
ー でややtllで、内側の稜は比較的明瞭。 f-6 
ー し、 . 2 

21碗 1底部 I ー 淡灰白色低く、細い高台で、総釉のあと笠付の釉を掻き取り整形。~付の内側 A
5.6 でやや細やや斜め。また、内底面は蛇の目状に微砂粒が認められる。 ：ー33
ー かぃ 3 

3I碗 1底部 1 ー 淡灰白色低く、細い涵台で、総釉のあと畳付を釉剥ぎ。笠付の外側を斜めに面取 A
4 でやや細り。内底面は蛇の目状に釉剥ぎ、微砂粒が伐付周辺に熔沼。内外面に t-33

ー かし9 し¥. 2 

1 ol碗 1底部 I — 乳白色て安定感のある高台で、逆三角形状に伐付の方へ厚さを減じる。総釉の
6. 8 細かい あと袋付の釉を紺lぎ取り、両側を斜めに面取り。

、 1

単位 ：cm 

備考

肥前系 I訳

肥前系 18c

肥前系 !Be

本土産 19c
か

暉 I底部 I'~ 讐息靡悶巴認饂昇覧＇贔玉？悶悶：は悶盟如：笠付は平 ·'·~1~誓塁か l
「I

ー ぃ 荼 —―
5 llll 底部 ー 黄白色でぷ台は小さく、やや外側へ開く 。 ~:付は平坦で、外側を斜めに面取り 中国か

版[/i

第 I 3 やや柑い 。邸台および外底面は露胎。内外面に細かく密な四人あり 。釉は白く

I 15碗 町 1 一 淡灰白色外fftiに蓮弁文くずれとその上下に 1本の圏線を配し、その上方にタコ
でやや祖店1,'i.文を施す。内面に 2本の囮線。呉須の発色は比較的良好。淡召白

伊万里 18c
半~19c中

了碗 尼罪一韮戸贔ふ叶富聾~認畠9闘り1面に網目文。呉須の発色はや A
ー 細かい や淡い。淡廿白色の釉て、内外面に細かな貰人が密。 t-34 一 芦ぎ悶悶t~:贔 。その上力に網目文を配す。呉須の発色は淡い三］ ニロ

伊万里 l7 C 
中~l7c後

ゴ 函可 胴部

L寸—
_・:r 

18碗 胴部 二 淡灰白色外面の下方および高台外面に 1本つつ圏線が認められる。呉須の発色 肥1iij系か
ヱ庄かいはい ，』は,.の 1に祁lぎ。
白濁色で朽笥底様の底部で、＇牲付周辺だけ釉紺 lき＇。 内面に施文しているが、構191杯?I底部

I 

2 細かい 図は不明。呉須の発色は比較的良好。淡計白色の透明釉。

l可盤 ?t胴町十~1り行茶褐色両面とも白化面五したあと櫛状のものて掻き取 り 、 暗条紅虹消茂屁竹区- I,.; 囀？
伊万虫系
特殊

~:: ロ／□言喜二
1¥-3 I 

2111111 In縁部I14 乳白色で 口縁部上端で若干外反。口唇部は舌状を呈 し、外側の稜は比較的明瞭
— 細かい 。外面の頸部、内面の口縁部および胴部に圏線を 1本づっ廻らし、胴
ー 王 部にはダミ技法様立 ものがみ ‘れる＇門の. , はい 紐

り口 底部 '~ 竺は息應、し；悶闊温喜を贔は品雷9温認塁~~閃ば霜~ ~·: 
図 2 1111 IJ縁部 15.6淡灰白色高台は低く、伐付、内側を斜めに削る。口縁部上端が外反し、口唇部 A

～底部 8.2 で細かいは尖り気味。総釉のあと牲付部を釉剥ぎ。内体面の:T方に 1本の圏線 i-33
凶 3.1 に＇ので面した］に . . を ・`く がr・る 、2

版「3戸 底部 ー 乳白色で逆三角形状の低い商台。内底面に召色による花文。総釉。 A 
6. 2 細かし、 }-33 

第 1胴38 
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第 7 表— b 本土産陶磁器観察一 覧 単位 ：cm 

訳形1-;;醤l素地 特徴 出土地 傭考

二：［［口i~;戸ニニ：こに
□戸

？

？

？
 焼
焼

沿
~
滑

一が

-
t,' 

上l心
ード

—
げ

図

版

―― 

輝

暉

輝

？

・

一ワ
・

＿訂器
直
”

花

咋

廂

焼

焼

縄

縄

縄

滑

滑

i

常

常

上

か

町

ー

h

r

l
 

l
 

沖

．F

．1
!

.

-

一

屈

」

エ

―

31

」

倍

＿

＿

＿
採

採

採

＼

ー

ニ

）

こ

表

B

3
1
g
3
3
2
3
1-3
3
2
3
3
3
這

保

31
し

2

9
玉

孤

2

"

a

3232

こ

3
3
3

一

採

〗
庄
／
喜

□

:
_た
:
；
；
~
]
第
い
“
ご

文

に

の

腰

脇

て

施

顎

叫

芦

釦

瓦

戸

咋

肛

輝

5

顔

m

5

-燿

＿狂

Mio

状

受

。

一

。

斜

料

。

は
部

付

n

。

な

°

意

緑

受

の

綿

形

必

状

。

す

を

を

り

部

け

こ

方

、

字

す

施

部

部

あ

上

受

か
て

LJ
施

を

ー

り

一

り

ク

、

、

絵

の

る

く

り

を

＇

盆

側

凹

内
は

靡

―

に

面

い

一涌

取

°

縁

。

面

、

o
n

]

r

'

を

釉

か

が

一

し

で

断

平

逆

釉

紐

上

上

マ

呈

状

誓

□

細
[
〗
I
u
[
[

五
五
巳
門
臼
二

認゚叫

外

幅

舷

褐

内

し

き

平

ど

炉

斜

買

に

下

施

ーに

す

膨

の

ら

除

は

ん

力

。

を

な

部

以

を

。

急

虻

に

部

徊

を

部

と

こ

る

面

密

舷

部

釉

ぎ

が

を

状

m

の
は

。

＿

口
茶

、

ら

。

ら

部

汀

内

本

分

唇

ほ

な

そ

い

外

も

口

楼

明

剥

端

文

球

と

そ

部

状

、

明

色

か

胎

か

り

r

°

1
部

口

、

い

、

て

。
と

ら

も

透

釉

k
？

が

部

、

唇

舌

く

。

褐

面

露

面

が

。
る

せ

口

は

短

る

茶

底

は

底

上

＿明
な

さ

。
部

一で

く

明

。
面

。
ち

不

<

出

様

出

的

つ

は

即

内

即

IL

は
匝

突

線

突

線

を

面

。

ク

0

形
で

に
凹
の

一碩

口

表

勺

っ

一
べ
釉

体

的

は
0

加
ニ
―直

悶

悶

孟

f
気

f
色

固

下

ご
ニ
ニ
〗
〗
□

0□口
[
」

-口
[

内

凸

は

一瓶

ち

胚

一瓶
に

一瓶

褐

の

。

[
口
い
[
[

□

-5ご
二
〗

一汽
側
沿
弧
子
上
（
を

。
面

の

持

の

の

面

の

茶

め

る

よ

は

み

を

き

ガ

＝
ふ

く

は

袋

か

が

央

一側
と

〗
三
鳳
〗
二
五
冒
平
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匂
二
口
五

'

「

＿

の
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の

目
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の

。
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。
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。

l
t
iす
胴
様
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外
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J
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ー

貰
郎Lド

で

で

で
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で

で

い

色

細

一の

。

一

色

い

色

色

川

色

い

色

柑

白

や

色

f

o

”°

色
で
粒
が

°
色

子

色

f

一色

f

色

了

色

f

褐
土

砂

人
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白

粒

知

皿

訊

血

靡

靡
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胎
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硯
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灰

柑

白

か

白
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や
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一
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灰
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灰

細

灰

や

淡

で

か
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微
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6

8

8
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l
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5

6

6

部
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粒

舷

部

部
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ー
一
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ょ
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一
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第11節 須 恵 器

4点得られており、第43図1-4に示した。いずれも灰黒色の器肌を有し、胎土に白色の微砂粒を多く
含むという特徴がみられ、南烏須恵器の範店で捉えられるものと考えられる。4点とも小破片のため器種・
器形などの詳細は判然としない。 1は表面に 3条の波状沈線文が認められるもので、壺形の肩部付近の資
料かと考えられる。裏面には当て具の痕が残る。他は無文の胴部西料で、表面には綾杉状の叩き痕、裏面
には当て具の痕が残るものである。4は表面にナデ、衷面に線状痕が仕上げとして施れさており、叩き痕
や当て具の痕は 2・3ほど明瞭ではない。 2・3は全体的な特徴から同一個体の可能性もある。
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第43図 須 恵 器

第12節 沖縄産施釉陶器

沖縄産施釉陶器として分類したものは、器の表面に釉を掛けたものであ り、一般的に「上焼」と呼称さ
れるものを中心とするものが主体である。

今回出土した沖縄産施釉陶器の器種は、碗 ・小碗 （茶碗を含む） ・小杯（盃） ・小皿・大皿 ・小鉢 ・大
鉢 ・酒器 （俗称 ．・カラカラ） ・急須 ・鍋 ・合子 ・乗燭・火取 ・香炉 ・瓶子 ・花瓶 ・壺（茶入壺 ・油壺を含む）
片口鉢の18種類が確認されている。これらの器に釉掛けされた釉の種類として、灰釉 ・鉄釉 ・透明釉 ・飴
釉 ．瑠璃釉 ・緑釉の6種類が基本的な釉色となっている。その他に素地に白色や茶色の化粧土を塗付した
例や、白色のものには白化粧を施した後に透明釉を施す例がある。茶色の化粧土のものは鉄釉（褐釉を含
む） を施釉するものがある。茶色の化粧土のまま放置する例は前回の報告では多い傾向にあったが、今回
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の資料にはこれが確認できなかった。 釉の掛け分けについてみると、三彩では明~,:色 .i農冑色の呉須系統

と黄緑色 ・黄茶色の飴釉系統、その他に淡緑色の緑釉系統の釉が使用されているようである
。三彩を施し

た器種として小碗・急須 （大型急須を含む）で確認されている。次に呉須を施した線彫り
の染付（釘彫染

付）の例では、碗・茶碗で認められている。

施文具や文様の種類としては、線彫り （釘彫を含む） ・櫛描き・片切り彫りなどで草花文
・格子文 ・縦

沈線文 ・斜沈線文・交差沈線文などを描くものと華描き （指などを含む）で草花文・花樹文
・巴文 ・花文・

竹葉文などを描くものがある。その他に陰刻された文様に白色土（白色釉？）を文様に埋
め込む白土象嵌

（三島手）の行料も今回、再確認された。象嵌された器の種類として小碗 ・合子 ・火取 ・香
炉 ・急須の 5

種類が認められた。

以下、各器種の器形や釉色 （施釉手法）などの分類については、碁本的に前回報告の分類
概念を踏襲し

て行ったが、新しいタイプの出現や分類概念の再検討が生じていることが確認されたので
、分類及び分類

概念の見直しを行ったのでこれも以下に記述することにする。個々の特徴については観察
表第9表a~h

までに呈示した。分類概念については前回のものを再録し、新しく確認したタイプを追加
する方法で記述

を行う。

a. 碗

器形や施釉などから I~珊類に分類できた （分類概念の変更や追加等については、 N類の d植とV類の

c種を追加） 。

. I類（灰釉無文碗）

直口口縁の碗で高台脇から口縁にかけて、外側に開きながらストレートに移行する器形で
ある。裔台が

!It I I 

高い無文碗である。いわゆる灰釉碗と称されるものである。施釉の手法は「フィガキー」
である。 （第44

図 1~ 4)。

. II類 （灰釉有文碗）

外反口縁の碗で高台脇から外側に幾分丸味を持たせる器形である。見込みを浅く窪ませる
のも特徴のひ

とつである。外面に鉄釉で草花文を描く 。 （第44図5)。

. III類

外反口縁の碗であるが、外反の度合に強弱があった為、釉掛けや釉の掛け分けなどでa~cの3種類
に

分けた。以下にその特徴を略記する。

a種…外面鉄釉、内面灰釉。見込みに丸文と應線を鉄釉や白釉で描く。 （第44図6~ 8)。

b種…両面鉄釉、フィガキーで施釉。見込みに鉄釉で丸文を描く 。 （同図 9)。

c種…外面鉄釉、内而透明釉 （下地に白化粧土）。 （同図10)。

・N類

ロ縁の外反の度合いは微弱となり、直口する碗も含まれている。釉色の違い （掛け分け）
や施釉の範囲

にも変化が見られたので、 a~cの3種類に細分した。これらに共通する点は両面を総釉した後に内
底面

や督付の釉を除去することである。

a種…外面淡青色、内面透明釉 （白化粧） 。外底面に透明釉を施す緑釉の碗。 （今回は検出され
なかった）。

b種…両面透明釉 （白化粧）。 外底面に透明釉を施す。有文と無文があり、有文の場合は線
彫りや丸彫

りで丸文に三葉文 ・花文などを組合わせる。中には文様に呉須を施す「釘彫染付」も含まれ
てい

る。 （第44図11・12)。11は口縁に淡腎緑釉を掛け分けて施す。

c種…両面鉄釉。外底面も鉄釉を施している。 （今回は未検出）。

d種 （新設定）・・・外面鉄釉、内面透明釉 （白化粧）を施すもの（同図13)。
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・V類

外反する碗で他と器形は共通するが、白化粧土の施し方などに迫いが見られたので、 a-Cの 3種類に
分けた。これも両面に総釉後に内底面や位付の釉を除去する点で1Il類と共通する。
a種 ・・外面透明釉（白化粧）、内面透明釉。 （今回は未検出）。

b種・・・外面透明釉、内面透明釉（白化粧）。このタイプには有文と無文があり、有文の場合は線彫りで
草花文を描いた後に文様へ呉須を施す。 （今回は未検出）。

c種（新設定） …両面に透明釉と白化粧を施す。 （同図14)。

.'i1類

このタイプは、口縁造りから外反口縁 ・内掛口縁の2種類に分けられるが、両者は口縁の造りが微妙な
違いである為、釉色や施釉などの方法でa・bの2種類に分けた。 （今回は未検出である為、 a・b種の
細分類については省略する） 。

• V1l類

外反口縁と内鸞□縁の 2種類が含まれているが、両面及び外底まで白化粧を施した後に呉須を主体に飴
釉 ・緑釉などで草花文 ・花文などを描き透明釉を施す。この中には三彩碗や赤絵が含まれている。これら
の類似点は両面に総釉した後に内底面と畳付の釉を除去することである。 （同図15-17)。今回は赤絵の
碗が検出されなかったこと を付記する。

b. 小碗

茶碗としての利用が主体とみられたので、碗と区別した。小碗も器形や施釉などを基本にI類-v類に
大別し、必要に応じて細分した。 （今回はV類 b種とw類を新しく設定した） 。
. I類

外反と内埒の小碗がある。前者は a種、後者を b種として 2種類に分けた。

a種 ・・両而透明釉（白化粧）のものと外面透明釉、内面透明釉 （白化粧）を施すものを主体 とするが、
器にアクセントをつける為に飴釉と緑釉を施したものがある。釉の掻き取りは総釉後に見込みと
岱付の釉を除去するものと伐付の釉のみ除去するものが含まれている。この手は口縁が外反する
ものである。 （第45図18-23)。

b種…両面透明釉 （白化粧）を施すものと外面に鉄釉 ・透明釉、内面が透明 （白化粧）を施釉するもの
がある。有文と無文の両者があり、有文の場合は呉須や白釉で花文 ・渦巻文などを描く 。この種
は内均する小碗である。 （同図24・25)。

. n類
I類 a種と同様に外反する小碗である。外反の度合いには強弱の変化が認められる。施釉の手法などか
ら2種類の変化が認められた。これは外面鉄釉 ・内面透明釉 （白化粧）のタイプと外面鉄釉 ・内面透明釉
のみを釉掛けするタイプのものである。いわば異色の釉を掛け分けているものである。 （同図26・27)。
・ID類

内鸞気味の有文の小碗である。文様の構成や器形などから三島手の範球に入るものとみられる。文様は
圏線 ・菊花文 ・縦沈線を描いた後に鉄釉？もしくは茶色の化粧土で象嵌を施す。 （同図28)。
・N類

腰部を箆削りで面取りした小碗で、口縁が外反する。有文と無文があり、後者のものが多い。釉掛けは
両面に透明釉（白化粧）を施すものを基本とするが、透明釉 （白化粧）以外に黄緑色や淡緑色の飴釉でア
クセントをつけるものがある。異色の釉で器に加飾するものも文様の一種として把握し、このグループに
含めた。この分類概念に今回、瑠瑞釉を追加することにした。 （同図29-31)。
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・V類

V類は肩部が「く」の字状に折れ、口縁で外反する。文様は線彫りによる圏線と刻文を描いた後に白土

で象嵌を施す。このV類を新しく、 a・bの 2種類に細分し、 a種は前述の白土象嵌のもの、 b種は無文

で外面に鉄釉、内面は透明釉 （白化粧）を施すものとした。器形は両者とも共通する。V類 a種は今回未

検出である。V類 b種は第45図32に示したものである。

• VI類

新しく設定したタイプの小碗で器形が円筒状となる茶碗である。両面に透明釉（白化粧）
を施す。

c. 小杯 （盃）

前回は小杯が一例のみ確認されていたので、分類を実施しなかったが今回は器形や施釉
・釉色などで変

化が認められたので、 I-ID類に大別した。また、必要に応じて細分した。以下に分類概念を記述する。

尚、前回のものはm類に分類したい。
. I類

ロ縁が僅かに外反する小杯である。釉色や施釉方法などから a-cの3種類に細分した。

a種…両面とも淡緑灰色や淡緑黄色の透明釉を施すもので、灰釉の無文小杯である。 （第46図34・
35)。

b種…両面とも透明釉 （白化粧）を施す。施釉手法は a種と類似する。 （同図36)。

c種 ・・外面は灰緑色の透明釉、内面が透明釉 （白化粧）を施す。外面に白色の釉で斜位の点描で雫
文を

施す。 （同図37)。

. II類

II類はI類と器形を比較した場合、高台からの立ち上がりで丸味を保持しながら内側に閉じ気味に胴上

部へ移行する点で異なっている。 しかし、施釉手法はI類c種と共通する。II類は外面淡灰白色の透明釉、

内面が透明釉（白化粧）を施している。 （第46図38)。

・ID類

II類と同様の内野タイプの小杯で、両面に濃緑色の釉を施す。 （今回は未検出）。

d. 小皿

銘々皿の可能性もあったので大皿（盛り付け）と区別し、小皿として独立させて分類し
たものである。

小皿は器形や施釉手法などからI類-v類までに大別し、状況に応じて細分したが今回、 lil類 C種の新設

定、 N類 a・bとV類 a・bの分類の見直し及び追加があったので、従来の分類に追加して付記する。

. I類

I類には内埒するものと外反もしくは直口するものに分けられる。 内埒する小皿は有文である。外反

¥lJ 
＼
 

34 35 

37 

第46図 沖縄産施釉陶器 3 (小杯）
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もしくは直口するタイプの小皿は無文であった。これらの特徴以外に施釉手法などから a~Cの3種類に
分けた。今回、このI類は出土していないので、 I類a種~C種の分類概念を省略した。
. II類

ロ縁の造りは口縁端部に指圧を加え稜花状に仕上げる小皿で、口唇に箆削りを加え面を取るものである。

釉掛けの状況などから a・bの2種類に分けた。

a 種••両面に透明釉 （白化粧） を施す。 外底而にも施釉。 内而に呉須で雲文？ ・ 花文などを描く 。

線彫りの場合は草文・圏線を描いた後に呉須で文様に沿って箪描きを行っている。 （第47図39)。

b種・・外面鉄釉、内面透明釉 （白化粧）。 無文と有文があり、有文の場合は線彫りによる圏線を描く 。

今回、 b種の出土はなかった。

• III類

口縁の外反が徴弱な小皿である。施釉や釉色などの組み合わせの違いで a・bの 2種類に分けられる。
今回、新たに C種を追加して、 a~C種の3種類に細分した。

a種・・・外面鉄釉、内面透明釉 （白化粧）。 無文の小皿である。中には口緑端に三角形状の突起を貼り付

けた灯明皿と判断できるものが含まれているが、釉色の変色や煤の付着がない為、灯火以外に使

用されたものと理解されたので本種に含めてある。 （第-17図40・41)。

b種・・・a種と同様に鉄釉・透明釉 （白化粧）を施すが、内面に緑釉の箪描きで花文状に施す三彩小皿で
ある。今回は出土していない。

c種 （新設定）…a種と同様に口縁端に三角形の突起を貼り付ける点で共通しているが、施釉手法や釉

色で違いが認められる。この種は外面が灰緑色、内面は透明釉 （白化粧）を施すものである。

（同図42)。

• 1V類

内野の小皿で、両面に鉄釉をフイガキー手法で施している。IV類を a・bの2種類に分類した。従来の
フィガキー手法のものを a種とした。 （第47図43)。 b種は a種と同様の鉄釉を両面に施すが施釉で a
種のフィガキーとは異なり、見込みの釉を蛇ノ目状に掻き取っている。 （同図44)。

・V類

赤絵小皿で、両面に透明釉（白化粧）を施した後に赤茶色や明緑色の釉で草花文を描いている。このV
類を a・bの2種類に細分した。a種は従来の赤絵小皿である。 b種は新しく設定したもので、施釉の方
法は透明釉 （白化粧）を両面に施している点でa種と共通しているが本品は無文である。V類a種は今回
出土されていない。V類 b種は第47図45に図化したものである。

e. 大皿

盛り付け用の皿とみられるものを大皿と仮に分類した。口縁形態や釉色も変化に富んでいる為、 1類～
N類までの 4種類に大別し、必要に応じて細分した。今回、新たに細分類の中でI類 d・e種とN類 d. 
e種を追加した。

. I類

内関する大振りの皿で、施釉などの状況から a~eの5種類に細分した。

a種 ..両面に透明釉 （白化粧）を施す。白化粧を施した後に鉄釉で圏線・斜沈線を筆描きする。大振り

の内灼皿である。 （今回は未検出である） 。

b種 ・・外面透明釉、内面透明釉 （白化粧）を施すものと両面に透明釉 （白化粧）を施すものが含まれて

いる。内面に線彫りの丸文に縦沈線文 ・波文などを施したものや文様に淡緑色 ・淡茶色の釉を施

すものがある。外反のきついものとゆる＜微弱に外反するものがある。 （今回は未検出である）。
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c種…両面に透明釉（白化粧）をフィガキー手法で施す。大振りの内円皿である。 （これも未検出であ

る）。

d種 （新設定） …両面に透明釉を施し、鉄釉で圏線や斜沈線を節描きする内均の大皿である。施釉方法

はフイガキー手法で施すものである。高台のみ出土している例からこの手法であることが読み取

れるところである。 （同図46-48)。

e種（新設定） …直口気味の大皿で、両面に透明釉を施す。内面には濃緑色の釉で圏線を描く。 （同図

49)。

. II類

口縁端部に指圧を加えて稜花状に仕上げる。両面に透明釉をフィガキー手法で施す。内面には鉄釉で圏

線を 2本描いた後に圏線の間に白色の釉を施している。また、見込みには鉄釉で丸文を描く 。 （今回は未

検出）。

. Ill類

n縁が肥厚する大皿で、 疑似肥厚口縁タイプと肥原口縁のタイプの2種類がある為、施釉・ 釉色などか

らa・bの2種類に分類した。今回は未検出のものである為、a・bの細分分類の概念を省略する。

・N類

この手の大皿は口縁を三角形状に肥厚させて仕上げているもので、釉の掛け分けや釉色などから a-c

の3種類に細分したが、新たに d・eの2種類を追加した。

a種…外而鉄釉、内面透明釉。外面の釉は高台脇で止まり、内面が総釉後に蛇ノ目状の掻き取りを行っ

ている。 （今回は未検出）。

b種…両而に鉄釉や透明釉をフィガキー手法で釉掛けする。見込みに丸文や圏線を鉄釉 ・茶色の化粧土

で描いている。 （第47図50-53)。

c種…外而鉄釉、内而透明釉 （白化粧） 。外面は高台脇で釉が止まる。内面は総釉後に蛇ノ目状の掻き

取り、 内面及び内底面に行緑色の釉で花文を表現する。 （今回は未検出）。

d種（新設定） …口縁が三角形状に肥厚するもので、施釉は外面が透明釉（白化粧）、内面は灰緑色の

釉を施す。 内面に白色の釉で花文を描く。 （同図54)。

e種（新設定） …施釉の手法がd種とは反対で、外面は灰緑色の釉を施し、内面に透明釉（白化粧）を

施釉する。内面が白化粧のみで終了し、透明釉の釉掛けを忘れたものもこれに含めることにした。

文様は灰緑色の釉で点描による花文を表現する。 （同図55)。

f • 小鉢

本品は口縁形態や製作手法などでl類からID類に分類し、必要に応じて細分類を実施したが、今回、新

賽料の発見で1類と lI類の分類概念の見直しと追加分類が生じたので、これを追記することにする。

. I類

このタイプは口頸部で「く」の字状に屈曲し、口縁が外側に開き傾いている。鍔付きの口折れ小鉢で、

ロ縁内面は藍を受けやすくする為に窪みをつける。高台脇からの立ち上がりの状態や施釉手法などから a

-cまでの 3種類に細分したが、究料の新発見で新たに d・e種の 2種を追加した為、 I類は a-eの5

種類が確認されることになった。また、 I類 C種の分類概念に新たに呉須や飴釉で文様を描くことも追記

して、分類の幅を広くした。

a種…両面に黄緑色の釉を施す。外面に線彫りによる刻文 ・圏線 ・縦沈線 （櫛描き）を施した後に白色

釉 （化粧土？）を文様に象嵌する 「三島手」の手法である。 （今回は未検出） 。

b種・・・両而は透明釉（白化粧）を総釉した後に岱付を露胎させたり、内底釉を蛇ノ目状に掻き取ってい
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る。 （第48図56)。

c種 （分類の見直し） …両面とも b種と同様に透明釉 （白化粧）を施す。内面の線彫りの格子文と波濤

文を描いた後に呉須や鉄釉（飴釉の可能性あり）を文様に施すものと呉須と飴釉で文様を描くも

のもある。 （同図57)。

d 種 （新設定）• ••両面に鉄釉を施すもの。 口縁形態は I 類 a - C種とは若干、異なり「口折れ」となる。

（同図58)。

e種（新設定）…両面に黄緑色の釉を施す。文様は白色の釉で交互に点文を飛びカンナ様に描く 。 （同

図59)。
. lI類

腰部が「く」の字状に折れる面取りの小鉢である。面取りは口縁から腰部まで箆で面を削り取り、面数

を八面にして仕上げている。内面は面同士の折れの部分 （面の角）に青緑色の釉を流し花弁を表現してい

るものであるが、今回II類を a・bの2種に分けることにした。a種は前述した面取りの腰折れ小鉢、 b
'I! ~ ) 

種は釘彫染付で、両面とも透明釉 （白化粧）を施すものである。 （第48図60)。 a種は今回検出されな

かった。

・ID類

この手は口縁が内側に強く内傾する内碧の小鉢である。施釉手法や器形の変化などから a-Cの 3種に

分類した。今回、この皿類は出土していないので、各種の分類概念を割愛する。

9. 大鉢

大振りの鉢を仮称して大鉢とした。他器種との特異な点として高台に 1・2個程度の孔を穿っている。

紐通しの小孔とみられる。口縁部の特徴を掲げると外反口縁、肥厚口縁、輪花状口縁などが認められる。

口縁形態や釉の状況などから I-lV類に大別される。これに新しく出土したタイプを追加・設定すること

にした。追加のタイプはI類に d-fの3種類、 V・VI類は追加の設定となった。

. I類

口縁形態から口縁を外反させるもの、口縁を三角形状に肥厚させるもの、口縁を逆「L」字状に肥厚さ

せるものの 3つのタイプに細分できる。このタイプに d- fの3種を追加した。

a種…外而鉄釉、内面透明釉 （白化粧）。 口縁を外反させて口造りを行ってる。 （今回は未検出）。

b種 ・・外面鉄釉、内面透明釉。口縁を三角形状に肥厚させる。 （同図61)。

c種・・・外面に鉄釉、内面が透明釉を施す点は b種と共通するが、口造 りが口縁を逆「L」字状に肥厚さ

せている。また、緑釉で花文を表現する点などで相違がみられる。 （同図62)。

d種 （新設定）…両面とも透明釉 （白化粧）を施す。口縁が僅かに外反する。 （同図63)。

e種 （新設定）…両面とも透明釉を施すものと外面鉄釉、内面に透明釉を施すものがある。 口縁は逆

「L」字状に肥厚する。 （同図64-66)。

f種 （新設定）・・・外面鉄釉、内面透明釉 （白化粧）を施す。口縁は外反し、口唇端部が尖るものである。

施釉の手法はI類 b種と同様に施しているが、釉色の違いや白化粧の有無で分けられる。 （同圏
67)。
. II類

この大鉢は口縁の内端部に指圧を加え輪花状に仕上げている。施釉や釉掛けなどから a・bの2種類に

分けられるが、今回未検出の為、細分した a・bの記述を省略する。

・ID類

口縁の肥厚が大きくな り、大鉢I類 c種より強調される。口縁は逆 「L」字状に肥厚させるが、肥厚の
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突出が外側に撮み出される為に、鍔状の口縁となる。施釉や釉色の違いなどから a・bの2種類に分けら

れた。

a種 ..外面鉄釉、内面透明釉（白化粧）。 内面に青緑色や鉄釉で花文を描く 。外面に凸帯状の陽圏線を

施す。 （第48図68)。

b種 ・・両面とも鉄釉をフイガキーの手法で施釉する。内面に茶褐色の化粧土で丸文と圏線を描いている。

（同図69)。

・N類

高台から丸味を保持しながら胴上部まで立ち上がらせた後に口縁を内側にきつく内轡 （内傾）させる大

振りの鉢である。外面には鉄釉を施し、内而に透明釉 （白化粧）を施しているものであるが、今回は検出

されていない。

・V類

口縁の肥厚は他と比較して肥大化するもので、口縁の肥厚を折り返して製作するものや口唇に波状の凸

帯を施すものがある。 a・bの2種類に分類した。両者とも明青緑色の釉を両面に施す点で一致する。

a種（新設定） ・・・ロ縁が逆 「L」字状に肥厚する。肥厚は折 り返しで製作する。 （第48図71)。

b種 （新設定） ・・・ロ縁が 「く」の字状に肥厚し、口唇が幅広となる。 （同図72)。

・VI類

この手は火鉢の可能性が高いものである。両面に透明釉（白化粧） を施す。口縁形態が特異であり、胴

部から逆 「ハ」の字状に開き、口縁で「く 」の字状に折り曲げて垂直に近い状態で口縁を成形している。

文様は呉須で、波尚文を口縁に描き、胴部へは草花文？などを描いている。 （第48図73)。

h. 鍋

鍋は口頸部が Iく」の字状に折れ曲かり 、底部に二角錐状の突起を貼り付けたものである。これらの鍋

は口縁の造りや把手の貼り付けなどから I類と II類に分類した。II類については未検出の為、分類概念を

削除した。

. I類

器形は胴下部で膨れ、胴中央から若干、内側に閉じ気味になりながら頸部へ移行する。口縁部で外反さ

せている。底部は丸底で三角錐状の突起を 3個貼り付けている。紐状の把手を□縁に貼り付ける点でも II
類と区別出来る。釉色は茶褐色・黄緑色・灰緑色の透明釉を両面に施している。 （第49図74-77)。その

他に第50図91-95・98・99に図示した鍋の蓋も出土しているが、身の分類と一致させるのは困難であった

ので、 一部を除いて蓋の分類は実施しなかった。

i. 酒器

いわゆるカラカラと俗称されるもので、その用途は酒入れである。器形や文様の有無でa・bの2種類

に分けられるが、今回、種類も既富となったので、従来の a・b種を l類 a・bと改め、 II・ill類を新し

く設定することにした。以下に記す。

. I類

器形や文様の有無でa・bの2種類に分類した。

a種…無文の酒器で、胴部に丸味を持たせて頸部で極端に細まっている。口縁は酒を入れやすいように

ロ縁を外側に一端強 く突出させた後に口縁端部を撮み上げている。 （今回は未検出）。

b種…有文の酒器である。胴部中央で算盤玉のように成形させる為、屈曲がきつくなっている。文様は

丸彫りによる緻密な縦沈線と圏線を施す。 （第49図82)。
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• JI類

今回、新しく設定したタイプである。器形は円筒形に近いものと円筒形のものがある。口造りから a-

Cの3種類に細分した。

a 種 （新設定） ••肩部を 「 く」の字状に折曲させるもので、両面に透明釉 （白化粧） を施す。 （同図78)。

b種 （新設定）…口縁を内方向に直角にきつく折り曲げている。外面は透明釉 （白化粧）。 内面が透

明釉のみである。 （同図79)。

c種 （新設定）・・・ロ縁を内側にきつく折り曲げる為、形態は鉤状となる。外面は青緑色の釉、内面が透

明釉を施している。 （同図80)。

・ill類

吊鐘状の酒器で今回、初めて確認されたタイプである。高台は 「ハ」の字状の幅広高台である。外面に

鉄釉を施す。内面は無釉で露胎する。 （同図83)。

j. 急須

急須の蓋と身を文様や釉色などから両者 （蓋と身）を一致させた分類概念を記述する。分類概念は前回

報告した身の分類でI類-Ill類と 3種に分けたものに今回、 1¥「-VI類を追加することにした。蓋を含めて

分類することにした。各類の項目の後に括弧で部位名等をかこんで表示する。また、レイアウトの関係上、

図番号 ・遺物番号が飛び交うことを付記する。

. I類（身・ 蓋共通）

無文の急須で、底部に三角錐状の突起を 3個貼り付けて脚とするものである。釉色や釉掛けの相違から

a・bの2種類に分けた。

a種…両面に透明釉を施す。外面は口唇と底面を除き施釉し、内面は口縁のみ露胎する。 （未検出）。

b種…外面に黒釉を施し、釉は外面が口縁から胴下部まで施している。内面は頸部の釉垂れを除き露胎

する。 （第50図86・第53図136-141)。

• JI類 （身・蓋共通）

有文の急須で、異色の釉で文様などを表現するものや線彫りによる格子文・圏線 ・丸文などを描いた後

に異色の釉を文様に掛けているものがある。このタイプは全て三彩急須として把握できるものである。三

彩急須の範疇に入るものとして考えられた。 （第50図87・ 第53固142・143)。

・ill類 （身）

三島手の急須である。外面や把手の部分に線彫りによる沈線 ・圏線などを描いた後に白土を文様に埋め

込んでいる （象嵌技法）。 第53図144・145。144は象嵌はないが白土の変わりに釉を文様に施す。文様

の構成は象嵌のタイプと一致した構成である為、このタイプに含めた。白土の象嵌を忘れた可能性が高い。

. 1¥「類 （身・蓋共通）…新設定

染付の急須であり、この中には釘彫染付も含めてある。蓋は外面 （蓋甲）が透明釉 （白化粧）、内面は

白化粧のみである。一方、身は両面とも透明釉 （白化粧）を施している。 （第50図88・第53図146)。

· V 類 （蓋のみ ） ••新設定

薔甲の文様や施釉などから a・bの2種類に分けた。蓋甲の裏面は両者とも露胎である。

a種 ・蓋甲は透明釉 （白化粧）を施す。 3本単位の櫛描きの沈線を施す。 （第50図89)。

b種・・・蓋甲は透明釉のみを施す。線彫りの圏線と沈線を施し、沈線間を菊花文のスタンプで施している。

（同図90)。

. VI類（身のみ） …新設定

注ぎ口のみが出土しているが、瑠璃釉である為、設定した。大型急須には瑠璃釉が確認されたので、小
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型の瑠璃釉急須の存在が濃厚となった。 （第53図147)。

k. 合子・水滴

合子と水滴？の蓋とみられるものが2点出土している。合子の蓋は白土象嵌の三島手のものである （第

50図100)。水滴？の蓋は呉須で 「天」の字を箪描きしたものである。 （同図101)。その他に水滴 （第

52図127)の底部片とみられるものが1点出土している。器形は側面観が扁楕円形状となるもので、底造

りは碁笥底状に仕上げている。

I. 乗燭

「ウドンモー」と称されているもので、器内に灯心を支える切り込みのある円筒状の突起をもつもので

ある。円筒状の突起は貼り付けである為、脚と身の製作過程にも注目し、 I類 a種-I類c種の 3タイプ

に分類したが、改めてn類を追加し再分類を行うことにした。
. I類

a種 ・・両面に灰緑色の釉を施す。口縁が直口し、脚上部から丸味を持っている。脚と身 （器）は同ーエ

程で製作され、脚から身までは一挙に造り上げている。 （今回は未検出であった）。

b種・・・両面に灰緑色の釉を施す点は、 I類 a種と同じであるが、口縁を内側にきつく内傾させている。

脚は中空である為、脚と身は別工程で製作し、最終的に身と脚を貼り付けて完成させている。

（今回は未検出である）。

c 種• ••両面に黒釉を施す。 器形は I 類 b 種と類似するが脚が短く 、身 と脚は同ーエ程で一挙に造り上げ

ている。 （第51図102)。

. Il類

このタイプは製作工程が1類a種に近い方法で仕上げているが、 Il類は外底面への穿孔がない点で区別

できる。n類の特徴は外底面に高台を貼り付けている点である。両面に淡青緑色の釉を施している。 （同
図103)。

m. 火取

円筒状で嵩台を持つ器形のみである。外面に丸彫りによる圏線と緻密な縦沈線や波文を施すものと線彫

りで圏線 ・縦沈線と型押しの三華文を施すものの 2種があり 、前者を a種とし、後者を b種としたが、今

回、新たに内轡形の器形をもつものや施釉 ．釉色などから分類の見直しが生じたので、これを記す。

. I類

従来、単に a・b種として取り扱ったものであるが、ここではI類 a・b種として改めた。また、 b種

の分類に追加資料を加え再度見直した。

a種 ・・丸彫りによる圏線と緻密な縦沈線や波文を施すもの。 （同図104・105)。

b種 ・・白土で象嵌する三島手のもので丸彫りの疎密のある斜沈線と丸彫り ・片切り彫りの短沈線 ・圏線

を施したものである。 （同図106・107)。

. Il類

器形はI類と同様に円筒形のものであるが、施釉や釉色などから a- C種の 3種類に分類した。

a種 （新設定） …外面は淡灰緑色、内面が無釉。口縁内端が僅かに肥厚する。 （同図108)。

b種 （新設定） ・・・外面は透明釉 （白化粧）、内面が白化粧のみ施す。 （同図109)。

c種 （新設定）…両面に鉄釉と青白色の釉を掛け分けている。口縁内端が僅かに肥厚する。 （同図110)。

・ill類

口縁が内轡するタイプの火取で、施釉や釉色などから a-Cの3種類に分けた。

a種 （新設定） …外面は淡黄茶色や灰釉色の釉を施す。内面は露胎のものと透明釉のものがある。有文
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と無文の二者があり、有文の場合は丸彫りの圏線を施している。 （同図111・113)。
b種 （新設定）…外面は鉄釉と淡灰白色の釉を掛け分けて施し、内面が露胎のもの。 （同図112)。
・N類

このタイプも 皿類（新設定）と同様に内樹する火取である。丸彫りの圏線と交差沈線を施した後に白土
で象嵌する三島手のものである。 （同図114)。

n. 香炉

香炉については、前回、分類を実施していなかったので、ここでも分類の実施を見送ることにした。基
本的な特徴を前回の報告から抜き出す。香炉は三足香炉で、底部は丸味のある平底や外底面に浅い袂りを
入れ碁笥底状に仕上げるものがある。口縁はきつく外反するものや「く」の字状に折れるものがある。釉
色や他の釉との掛け分けなどに変化が見られ豊富である。前回は三彩・灰釉 ・鉄釉 ・緑釉の香炉が確認さ
れたが、今回は同図115の鉄釉 （白化粧）を施すものと同図116の三島手 （口唇に有軸羽状の文様を丸彫
りした後に白土で象嵌するもの）が出土している。

o. 火炉

急須や鍋などを置いて炭火で保温 （再加熱を含む）する炉で、両面の口縁端部に三角形状の大型の突起
を貼りつけている。また、炭を入れやすくする為に、口縁を「U」の字状に袂り取っていたり、穿孔され
た把手を外面胴部に貼り付けているのも特徴である。把手には獅子面が施されているのも特徴である。獅
子面が彫りによるものか型によるものかは今回確認できなかったが、状況から考えられたのは後者の型物
の可能性であった。器形の変化などから I類～皿類に分けた。今回の発掘調査ではII・皿類は出土してい
ないので分類概念を割愛する。I類のみを記すことにした。
. I類

高台から丸味を持ったまま立ち上がり、胴上部から口縁は内側へ強く内傾する。全体的に丸味のある器
形となっている。有文と無文の二者が確詑された。有文の場合は口縁から胴部に片切り彫りの緻密な縦沈
線を施している。釉色は黒褐色や茶褐色を帯びたものを両面に施していて、中には天目茶碗にみられる褐
錆斑が認められるものもある。 （同図117)。

P. 瓶子

瓶子は器形や釉色などの変化が著しい為、 a- C種の 3種類に分けられた。a種は外面に透明釉 （白化
粧）＋緑釉十飴釉を施した三彩の瓶子で、器形は胴長のナデ肩である。頸部から口縁方向に向かって細まっ
てくる。b種は外面に黒釉と透明釉を掛け分けて施している。頸部は細長 く、胴部で丸味を帯びている。
c種は両面に明茶色の釉を施し、器形が円筒形となる瓶子である。口縁は逆「L」字状に屈曲し、 一端を
つまみ出して注ぎ口とする。今回は b種（同図118)のみ確認された。その他に瓶子の口縁と胴・底部と
みられるものが3点出土している。 （同図121・122、第52図126)。126は糸切りの底である。
q_茶入

薄手の茶入壺が1点出土している。怒り肩のタイプとみられるもので、両面に濃茶色の釉 （鉄釉）を施
している。口縁は小さい玉縁状の肥厚である。 （第51図120)。
r . 花瓶

前回は大型の花瓶の底部片が1点出土していた。底造りは高台を「ハ」の字状に成形する脚状のもので
あったが、今回も、同様な成形で高台を造るものであり、 1点のみ出土している。外面に鉄釉を施してい
る。 （同図119)。その他に花瓶の胴部片が3点 （同図122・123・125)得られているので、これを図化
した。
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s. 油壺

この小壺は髭付け池用とみられるもので、すべて黒釉である。器形や底造りな
どから a- C までの 3種

類に分けた。 a種は怒り肩気味の小壺で、高台外而を削り出し、底造りを意識して
強調するもの。 b種は

ナデ肩気味の小壺である。底造りはベタ底のままで終了しているもの。 c種は府部
が屈曲するが、全体的

には円筒形状に近い小壺である。底面のみ削り出して、笠付を造っているもの
である。今回は b • C種は

確認されなかった。第52図127に図示した a種が1点出土している程度である。

t. 壺

器形や釉色などから I-ill類の 3種類に分類した。分類概念は以下に略記する。

. I類

外反する黒釉の壺である。全体的に丸味を帯びている。内面に茶褐色の化粧
土を塗付する。 今回は未

検出である。

. II類

いわゆる嘉瓶と称されるもので、黒色の釉を施す。胴中央で一端細まる。今
回は確認されていない。

. ill類

広口の壺で、食用油専用の四耳壺である。耳は穿孔され縦長に貼り付けられる
。 （第52図130-135)。

その他に第51図124と第52図128に図示した壺の底部片 2点が得られている。前者は
鉄釉を施し、後者

は黄緑色の釉を施している。

u. 大型急須

大振りの急須で「アンビン」と称されているものである。前回出土した大型
急須の釉色は全て黒釉を施

しているものであったが、今回のものは釉色が、黒釉以外に透明釉 （白化粧）
と濃青色の釉などが使用さ

れ、 三彩や瑠璃釉のものが初めて確認された。 （第53図148-152)。

V. 片口鉢

同図153は高台脇から腰下部は大きく丸味をもちながら膨らみ、腰下部から口縁方向
へは垂直に立ち上

がって来る。 器形は大振りの深鉢である。 高台脇が僅かに残存する状況や口造りなどから片口鉢•と分類し

た。口縁の両端が突出する為、口唇は幅広となっている。

w. 小結
（社31

前回、報告（行政棟）した分類と今回、新たに設定し、追加したグループか
ら湧田窯系の特徴のひとつ

であるフィガキー手法で、灰釉と鉄釉を施したものを器種分類ごとに抜き出
してみることにする。これに

よって湧田窯系で、どのような器種を焼成したかをある程度、推定できるもの
と考えたからである。湧田

から出土する上焼には壺屋窯系のものが混在し、両者を区別する為にも、ひ
とつの手掛かりとして湧田窯

系の伝統的な手法と伝えられるフイガキー手法を基本に各器種の各分類から
抽出することにした。

湧田窯系出土のフィガキー手法が、単純にフィガキー＝湧田焼ではなく、湧
田窯系にはフィガキー手法

+xの手法も加味されていくことが予想できる。フイガキー+X=湧田窯系のXの要素のひとつは、
多和

en, 1 
田真淳氏の提示した朝鮮陶工の影響と判断した菊花の象眼等花三島風のもの

や釘彫染付の導入であろう 。

もうひとつは平田典通や仲村渠致元が中国 ・薩庶から祁入された技法などを加
えなければならないようで

ある。これによって湧田窯系がどのような製品を製作していたかをある程度
解明できるものとして考える

ところである。

初めにフィガキー手法で灰釉 （緑灰色 ・灰緑色 ・淡灰色・黄緑色など）を施
した器種は、碗 (I類 .II 

類）、小杯I類 a種、小皿I類 a種、大皿 (I類c・d種、W類b種）、 小鉢旧類 c種、大鉢j]J類 b種
、

香炉（灰釉）の 7器種10種類であった。
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第8表 a沖縄産施釉陶器出土状況（行政棟と譲会棟の比較）

釉~
碗 小碗 小杯 小皿 大皿 小鉢

I Il ID類 1V類 V類 VI頻 VII I類 II類 III類 IV類 v類 VI ［類 TI III I類 1l類 m頚 JV類 v類 1類 II ID類 IV 類 I 類 1l類 D

類類 a b c a b c d a b a b 類 a b 類 a b c類類 a b c a b a b a a a b c e 類 a ba b cde  a b c de  ab  

行議行議行 ．議行議行議行行議行行 ：議行行 ：議行行行議 子議行議行議行議行議 行議 誨 睛議議議行 子貯議行行議行議行 ：議行 議行議行 ：議 テ行行議行議行行行行議行議行議議 了行：議行議議議行議行

球灰色 両面 2 : I l ： I. 1 ： I: ： 

（灰緑色） 外面 : I 
： 

I: 1 1' • 1 ： I ： ： 
内面 I: I ： ： I I 

跛灰色 両面 : I 1 : ： I : 2 : 1 

（淡緑灰色） 外面 ： 

（淡灰緑色） 内面 ： 1 : 2 ： 1: ： ： ： 1 

青灰色 両面 : 1 ： ： ： ： ： ： 
： 

外面
内面 ： ： ： ： 

跛緑黄色 両面 ： ： ： ： ： 

（淡黄緑色） 外面
： 

： 
内面 ： 

黄緑色 両面 ： 1: 1 l ： ： ： I ； 

儘緑黄色） 外面 ： I ： ： 

内面 ： ： ： 

茶緑色 両面 ： ： ： I 

（緑茶色） 外面 I: ： 

（黄茶色） 内面 ： ： 

談黄色 両面 : 1 
： ： 

（淡黄白色） 外面
（灰茶色） 内面 I I: ： 

透明釉 両面 ： 7 : 2 2 , I 3 5 3 2 6 3 : 2 : 1 I 1 1 3 : 1 I. I I 1 1 1 1'I 1 1 

外面 I ： ： I: 1 ： 
白化粧 内面 I: I I : 1 ： 1 1. 1 ： : 2 I 1 l 2 : 2 1 : 2 1 I ： 1 ： ： I ： 

両面 I: I ： I: I: ： 1 I: ； l 

鉄釉 外面 2 : 3 1 : 1 : 1 2 . 2 : I I 2 : I: 1: I: I I 

内面 ： ： ： 

妖釉 両面 ： ： ； 
： ： 

外面
白化粧 内面 ： ： ： 

黒釉 両面 ： ： ： ： 
： ： 

（黒褐色） 外面 ： 

内面 ： ： 

茶（茶褐黒色色）
両面

： ； • 2 ： 
： 

外面 ： . I : 2 1 

（淡茶色） 内面 ： ： ： ： ： : 

明褐色 両面 1 ： ： ： 

： ： 
（淡茶色） 外面
（淡黄茶色） 内面

； ： ： ： ： ， 

靱色釉 両面 ： ： ： ： 1 ： 1: 

（淡青緑色） 外面 I ： 

（淡緑色） 内面 ： ： ： ： ： 

灰（淡白灰色白色）
両面 ： ： 1 ： I : 2 ： 
外面 ： ： I ： 

（淡灰色） 内面 • I ： ： : 1 

／火黄色 両面 ： ： l: ： ： 

（黄褐色） 外面 ： 

（黄灰色） 内面 ： ： ： ： ： ： ： 

鉄絵・鉄釉 両面 I : 1 : 1 : I ： : 1 I 1 : I : 1 ： 1 : 1 I ： 
： 

三彩・ニ彩 外面 1 I: 1: 1 I. I: 2 

赤絵 内面
： 

I: ： ： I: ： ： 

緑釉 ： ： ： ： : 1 1 

胆璃釉
： ： • I ： 

―島手 I ： 1: 1 1 ： 
： ： 

信付・呉須 2 • 1: 1 2 2 3 I: I 2 : I 

彫りのみ 3 • l I. • 1 ： 
1' 

： I: I ： 
呉須なしの 2 ： ： ： 

飴釉 1: 1 I I ： ： 

白色の釉 'z I. I ： ~ 1 I ： 1 I 1 1 1 
： ： 

ヒ粧土のみ ： ： • I I ： l・l 1 

力彫・切彫り
： 

霜内.. .面.・.・. ・・ ・ 
2 ; 3 .2.. , ・..2 .. 0 ; I. I ..: ..2 .. _o : o Q_ . 7 : 2 

゜
0 : 0 0 2 • _I 3 I 5_ • 3 _2 6 4 .. _2 0 . 0 I .. ..2 .. 2 : 2 1 0 I 2 I 

゜゚
1 l 0・0 I 3 . 1 1 . 0 1 : 0 0 0 I . 2 1. I 2 1 1・3 

鴫゚0
I 1 I 0'〇 3・4 

゜゚゜
I I: I 1: 1 I I 1: 1 0 : 

合 計 0・1 0 : 0 2 : 3 0 : 0 I : 0 I O • 0 1 0・1 1 0 : 0 1 

゜
I • 0 2 • 1 1 . 0 2 . 2 0 : 0 I • 2 。・1.

゜゚゜
1 ！ 

゜゚
. .1 -. --: ・--0 -. -. 、0.. 

0 ..: 0 . 
-―2---、-・----0--' ..I ......: .2 .. -2-, ・__I _ 0 : 0 0・0 

゜
3 o:: 0 1・．0 ． .゚.゚• ゚ ..1 .•. 0 •-·0 -···•. •·-I ・ ・ ．． 1 1 1 o・, o'. o .0 .. , : ..0 ... . 

゜゚
..0 ..; 0 . I": 

0 ．.、,• ．. 0 ．． ..0 ....、』:..．0 .．. ． 2......・.3 . . 0 ・ヽヽ-・0・．・． ・i": ―1 I ..・.O-賣・・0・.・. 1 ．1 ．、．I． 0 .．.0 . ．., : 、0 . 
゜゚

．．1 .~, 0 ． ..I.ヽ,' 〇→ ---0 ---、1--
..2.. , ・I .. .0 ...0 .. 

0 : 2 。1・
゜゚゜

1 I 

゜゚
0 : 2 

゜
.0 .. : 0 0 : 2 I • 2 1. 1 . 0 •: --0 -

l ...: .0 . 

゜
1 0 : 0 0 , 1 

゜゚゜
・・0 • 1 .. 0 . 1 1 I 

゜
.o o ..r I ..o o ..: : o ii . 0 : 0 
゜゚
o ; _o ・0 ・・, : 

0 . 0 0 : 0 2 2 0 : 0 0 : 0 0 4・1 

゜
0 : 0 0 1・0 2 2 3 3 。.4 2 I 0 I I I I . 2 1 0 I 

゜゚
1 

゜
1 I 
・・0・・，'・・〇・
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3 : () 0 . 0 0 • 0 0 --: . 0 --
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0 : 0 
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！産施釉陶器出土状況（行政棟と謙会棟の比較）

碗 小 碗 小 不 小 皿 大 皿 ／」ヽ 鉢 小
I 

＂ 
m類 IV類 v類 VI類 VII I類 []類 III類 rv類 v類 VI I類 II ill I類 II類 III類 IV類 v類 l類 n lll類 IV 類 I 類 n類 川類

類 類 a b C a b C d a b a b 類 a b 類 a b C 類 類 a b C a b a b a a a b C e 類 a b a b C d e a b C d e a b C 計
i議 行議 行議 行議 行議 行 行議 行 行議 行 行議 イ,丁- 行 行議 子議 行議 行議 行 議 行議 府：議 議 議 議 議 議 行 子行 議 行 行 ：議 行議 行議 行議 行議 行議 了イ,丁- 府 議 行議 ,汀- 行 イ,丁- 行話； 行議 行 議 議 子行 ：議 行 議 議 議 行議 行議 行 子：議
2 : I : 1 I. 1 : I: 5 : 2 

: I I: I I: : I l 2 : 4 
1 1 . l I I : 3 

: I 1 1 • 2 1 I : 5 
： ： 0 i 0 ： 

I : 2 ： I : 1 2 3 ： 

: 1 ： ： 0 I 
： ： ： 0 0 ： ： ： 0 0 ： ： ； 

： ： ： ： ： 0 0 
： 0 0 ： 

0 0 ： ： 

I: I I ： ： I I 2 3 

I I : 0 
： ： ： ： ： ： 0 : 0 

I I : 0 
： 

1. I : 0 
： ： ： 0 • 0 

: I ： ： ： 0 : I ： 
o I o ： ： 

： 1 I. ： ： ： 2 : 0 
7 • 2 2 . 1 3 5 . 3 2 . 6 3 : ： 2 : 1 I I 1 3 : 1 I • 1 1 I ： 1'1 I: I 1 I 34 :20 

1 1: I 2 I 1 
1. 1 I : I I: I: I 2 I l I 2 '2 1 : 2 I: I ： 1 I ＇ : 1 8 :16 

1 : 1 ： ： ： ： I: I; ： ： 1 I: ； I 5 : 2 
2 : 3 I. I : I 2 : 2 : I : I 2 : I I: ： 1. I 1 I 3 : 8 

： 0 : 0 
： ： 0 : 0 

： 
0 : 0 

： ， 0 : 0 
： ： 0 : 0 ： 

0 : 0 ： 
： ： 

0 : 0 ： 
： ： : 2 ： 0 : 2 ： . I : 2 1 0 : 4 
： ， 0 . 0 

： . I 0 1 

： ： 0 0 
： 0 0 

： ： I ： ： ： I: 2 0 
I ： ： I 0 

： ： ： 0 0 
1 ： ： ： ： 1 : 2 2 2 

1 0 1 
I ： ： : 1 0 • 2 

1 : ： ： ： ： ： ： 1 : 0 
： 。:0 
： ： ： ： ： ： 0 0 
1. I I : 1 ： I '1 I: I : 1 1: 1 1 5 7 

I I: I. I 
： 
I I: 2 7 1 ： 

： I: ： 1 2 0 
： ： ： ： : 1 I 1 1 ： ： i ： . I 0 I ： ： I 

I ： I. I I ： I 3 1 
： 2 . ： I I 2 • 2 . 3 1. ： 1 2 : ： ： 1 9 : 7 
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: 2 1. 1 I 1 ： ： I I 1 I I 5 6 ： ： 
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第8表b 沖縄産施釉陶器出土状況（行政棟と請会棟の比較）

釉

： 大 鉢 鍋酒器 急須 お 水？燭 火取 花火炉瓶子 漆 呻壷 壺蘭片香炉
l 穎 U類 m類 V類 VI I II I類 11類 Ill I類 U類 m類 IV V VI 滴 1類 Il I類 II類 Ill類 IV 瓶 I 11 Ill 仄 I I I] Ill 口 火二彩鉄緑 二

a b c d e f a b a b alb類類類 a b b c類 a b 類類類 子 a b c 類 a b a b cab類 類類類 a b c寄；；I b C類類類台鉢釉 ＝彩釉釉品
行議議行議議行議議行 ．議行行議行 ：議議議議 子議行＇テ行議議議議丁行 ＇議行 ：議行議議議議議子話；寸行行議議丁 ．議行：議議議議議議議 子：議 丁．議行 行 す行議行 ・::m子議行行行行 行：議睛 子：議子 1行 ：議行行議

表灰色 両面 1 l l 1 I 1 : ： 

（灰緑色） 外面 ： 1 1 : I I I 
内面 1 : : 1 . 3 : : : : 1 : ・2 ' 

淡灰色 両面 : 1 i 
（淡緑灰色） 外面 』 1 1 り

（淡灰緑色） 内面 ｀ ' ： 
青灰色 両面 ： ： ： , : , 9 

外面 I i 
内面 ： ： 

淡緑黄色 両面
（淡黄緑色） 外面

内面 ； 1 : : : ： 
黄緑色 両面 ： I 
跛緑黄色 外面 I 

内面 ： ： ： 

茶緑色 両面 ： ： 
（緑茶色） 外面 2 : 1 
（黄茶色） 内面 ： ： 
淡黄色 両面 ： I l: --- : 

（淡黄白色） り村面 1 

（灰茶色） 内面 : : : I : I 
透明釉 両面 ： 1 : I ・2 : I 

り嘩 ： 1 1 : 1 1 2 1 1 1 1 I • 1 1 

白化粧 内面 1: I 1 • I : 2 : 
両面 I : 1 : : 3 : 1 I : 1 2 I I : I 

鉄釉 外面 1 1 1 : 1 1 : I I : I 1 : I 1、4 I : 1 1 1 
内面 ： ： ： ： 1 

妖釉 両面 ： I ： 
外面 ， ： l 

白化粧 内面 : ： : 
黒釉 両面 ： I I , 1 1: 1 1 1 

（黒褐色） 外面 I: j 1 
内面 ： ： 

狂褐色 両面 2 : 2 l 1 1 ＇ I I 2 : I I : I 

（茶黒色） 外面 2 I • 1 I : I ・3 

（淡茶色） 内面 ' i 1 

月褐色 両面 1 I 1 
（淡茶色） 外面 、 ： l 

（淡黄茶色） 内面 1 1 • 1 • I 
緑色釉 両面 1: 1 • 1 1 
（淡青緑色） 外面 1 l : ， 
（淡緑色） 内面 ： ： ： ： 
灰白色 両面 : I I 

（淡灰白色） 外面 1 1: I I 
（淡灰色） 内面 ： I : 1 • _―し一ー一~ ＇ 

l:k黄色 両面 i : : ： 

（黄褐色） 外面 I : 1 
（黄灰色） 内面 ： I : • ： 
決絵・鉄釉 両面 ： ： 

三彩・ニ彩 外面 • I : ~ 3 • 1 I 1 
赤絵 内面 ： ： ： ： ： ： ： 

緑,釉 ：1 1 • 1 : 1 ; ； 
瑠瑞釉 ： I 
＝島手 ： ： 2 2 I I : 1 . 2 I 1 

染付・呉須 2 : I • I ： 
釘彫りのみ I • 2 I 
呉須切l文様
飴釉 ： ： ： • I ： 

白色の釉 I : 1 
ヒ粧土のみ 1 1: ： 1 
丸彫・切彫り -- ； : 2 2 : 1 1 1 

両..面...0., ・0 0 0 0 l . O . _ ..1 . 0 0・:・0 0 .o ..•• ..Q ...1 . !・J .J ..: ..J ...I ..2 • '3 . O O O : O O O O O 1 . : 3 2 2 I O O O O O O . 0 1 I L 1 _1_ 2 I I : 0 0 0 0 l O 1 0 : 0 2 . 1 I O O l . 0 1 1 0 1 0 0 I O 2 :_ 2 1 I , I 1 Iし111 1 I 
合 計外面 1:0 I 1 -,-I--O 2.0 I 1--:,-0 --I l - _1 _o, o __ oヽ__o o 4_. o 2 1 ・I;1 I 2 I I 2;4 6 ~ 4 ll2 _2_ 2 1 I l_・IO O_ I .0 ..: ..0 . l 。I_ 0 • I_ Q • I I I_. I I 2 0 I : I . 0 , . o_ 0 I 2 0'. 1 0 0 _I _ 0 I _ ! 0 I o_ : 4 0 0 0 0 I 1 j O O 0 

内面 1 ヽ 0 I I . I O O • 2 I I ..O .. O . 1 .. I . o __ c , _o : 0 0 3・'.Z2 0 o:o 1 0 o o o:o o_o o o 1 o o o o-o o o o・o o_o o 0・1 o o o o o o o:o o o o o o 0 • 1 o o o o o o o o o:4 o o・o o o:o l 0 0 0 
o 1 o o 1 o 1 1 2 o 1 2 o:o 1 olo-o o o o 1 o o 1 o o o o o-o 3.0 2「2 O O 1 1 1・1 O O O O O 2.21.2000  1 0 1 0:0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o:o O 0,0 0 0:0 I 1 1 
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産施釉陶器出土状況 （行政棟と言義会棟の比較）

大 鉢 鍋 酒器 急 須 恰 水 ？ 燭 火 取 花 火炉 瓶子 < 油壷 壷 燐j n- 香炉 対瓶 肛 合

I 類 rr類 m類 v類 Vl I a I類 n類 Ill I類 l]類 rn類 IV V VT 濶 I類 II I類 11類 Ul頬 IV 瓶 I ll III I Il m 口 火 二彩鉄料 三 I ll 

b C d e f a b a b a I b 類 類 頚 a b b c 類 a b 類 類 類 子 a b C 類 a b a b C a b類 類 類 類 a b c屈 a' b C 頷 類 類 恰 鉢 釉 ＝彩釉釉島 ~a ． b 頬類 計

，議 行議 議 行議 議 行議 行 行議 行議 議議 議 テ議 行 子行 ：議 議 議 議 子行議 行議 jf艤 議 議 議 ぎ荏 丁，議 了- ,f丁-行議 議 丁議 行 議 議 議 議 議 議 議 子議 子議 行
,fT - 子行 ＇議 行 議 丁：議 ,n -行 丁,｛丁-行議 議 '1・議 T 行議 行 行 堡

丁ー n , -, 行 行 行 ：議
1: !] 1 I. 1 l 9 ~ 11 

: 1 ： I I. 
11 

： ： 1 4 : I 3 
： j I. 1 ： 3 ： ： ： 1 : 2 6 • I 0 

： 1 , j ； 2 • 11 
： ： I 1 I: 1 

： ： ： 2 . 8 
： ： ： 

｀ 
0 : 2 

： 
I 

． 
0 : 1 ： 

： ： 
： ： 0 : 0 

:I 
： 0 : 0 

： ： 

゜゚. I ： ： 0 . 1 

： ： 1 2 : 9 

： 1 2 : I 
： ： 0 : 0 

I 

： I: I 
： 

2 : 1 4 ~ I 
： ： 0 : 0 

： : 1 I: ： ： ； 1・3 
I 

゜
I 

l 
： : 1 2 4 

： I l 2 I I 35 79 ： 
I l: I I 2 l I . I ： I 1 1 1 I I 8 13 

1 1 : I 2 ： 12 4 2 

I: I 3 1 I Z・I 1 ： ： I II 15 ： 
I 1 : I 1: 1 I: 1 1: 1 1 4 I 1 I ： 20 40 

： ： ； . I ： ； 0 : I 

： 
0 : 0 

： 1 0 : I 

： ： 0 : 0 
： 1 l ： . 1 1 I 1 1 I 4 3 

1 
！ 

1 2 

゜゚゚2 . 2 i 
： ： I: 1 I : 1 2 I I I ： 7 10 

2 : 1 1 I I 3 4 I 3 
： ！ ： 

： ； I 

゜
I 

: I ： ： I 1 1 3 
： ： I 

゜
1 I 

• I : 1 
｝ 

l ： ！ ， 

゜
3 

I. 1 I 1 3 5 
： 

l. I ： ： 3 I 

： ： ： 

゜゚
. 

： l I: 4 . 6 
： I 1: I ： 1 2 4 

: I ： ： 1 ， 

゜
6 

： 1 I 
ヽ I I 

゜
2 

： ： : 1 ： ： ！ 

゜
1 

： ： ： 5 19 
； 

I. ~3 l 1 I H 13 
： 

： ： 2 2 

1 1 ： ： 1 ； 

2 I I 2 

： 2 6 ： ： 
： I ： 

゜
3 

： ： ： ： I I 1 2 I ： ： 1 7 12 

2 ： ： 1 

I 
I 

： ； ； I 13 24 ： ： 
I. 2 9 12 

； ： 2 : 2 

、1 ： ； 3 : 6 ： 
I • 1 ： 5 : 19 

I I: ： I 3 : I 0 ： 
： ： ： 2 : 2 I I ： I 4 : 3 

0 0 0 I O • 1 0 0 : .o 

゜
0 . 0 1 : I_ L _I __ ．I ． 2 : 3 ..゚• ゚ ..0.• ..0 .. 

゜゚゜゚
I_ : _3 2 2 I 0 

゜゚゜゚
0・0 1 I I・1 l 2・I I 0 0 0 0 1 

゜
1 0・0 2 , 1 l 

゜゚
I . 0 1 1 0 I 

゜゚
1 

゜
2ー C 2 1 I: 1 I I'. 1 l 1 1 

゜゚
I 1 .8 ..8 :'17.6 . 

I I I 0 2 . 0 I I • 0 ..I .. 1 1 0 0 0 0 

゜
4 : 0 2 l 1. 1 I 2 I I 2 : 4 6 • 4 1'? 

・2 .2 .. --I --I 
...I.....: ...I .. . 

゜
。I。:0 ―° .0 .』:..I . ,o ::i I I I I_ 2 9 1 _,_ 1 , .0 ..... . 0 

゜
1 2 0 : l 

゜゚
J_O I I 

．． ゜1 0 : 4 ゜
0--• • 0 . 

゜
I. 1 

゜゚^~ ゜
1 .I .. 

゜
．゚． 

6_4 ;10_6_ 
l I: i 0 0 : 2 I ..._I.・., -.0 .. 

゜
.. I, , . . .... I .. o ・・ヽ・・a・o ・' .o . 

゜
...3 ... . ,: , 2 . 2 

゜
.．0 .: ~0 .． . I 

゜゚゜
..0 . , 0 
0 : 0 0 0 I 

゜゚゜
0 : 0 n゚~·t1心 0 : 0 0、1 0 0 0 o .. ゜゚

0・0 0 . 0 

゜゚゜
0 : 1 

゜゚
0 0 

゜゚゜゚
.. 0 . .4 . 

゜
0 . 0 

゜
.0 ..: . 0 

゜゚゜゚゜゚゜
3 I : 7 2 

0 0 1 0 1 1 2 0 • 1 2 0 . 0 i-・ 0 j O : 0 

゜
0 . 0 I 

゜
0'1 

゜゚゜゚
0・0 3 : 0 2「2

゜゚
1 1 1 I 

゜
2'・,2 --I : 2 o―o・ 0 I 

゜
I 0 0 I : 0 

゜゚゜
0 0 

゜゚
o o 

゜゚゜゚
() : 0 

゜
I) : 0 

゜
0'0 1 I 1 1 

゜゚゜
9 0 : 5 5 
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次にフィガキー手法で鉄釉 （茶褐色・茶黒色など）を施した器種は、碗IlJ類 b種、小皿W類a種、大皿

W類 b種、小鉢IlJ類 C種、大鉢IlJ類b種、香炉 （鉄釉）の6器種6種類であった。

以上がフィガキー手法による器種構成であるが、両者は小杯以外は共通してみられる。

三島手の技法について抽出することにするが、行政棟 （報告済み）の第I地区、第 1瓦層から出土した

火鉢には透明釉 （白化粧）に三島手技法の櫛描き文と圏線を施した後に呉須を施したものが出土している。

この火鉢の内面には青緑色の釉を掛けていて、 17世紀中頃に比定される資料として考えられる。少なくと

も17世紀中頃には、三島手技法以外に透明釉 （白化粧）と呉須を施す手法や青緑色などを掛け分けていく

技法がある程度、出現していたものとして今のところ考えられる。

三島手技法（白土象嵌や茶色釉の象嵌）で製作されたものや三島手の影孵を受けたものを抽出するとそ

の器種は、碗Vl類 b種、小碗 (N類 ・V類）、小鉢I類 a種、急須IlJ類、火取I類b種、香炉 （三島手）

の6器種7種類で、前述したフィガキー手法 （灰釉 ・鉄釉）の器種とは小碗 ・急須 ・火取の 3器種はダブ

リがないことが判る。その他に多和田真淳氏が、釘彫染付も湧田窯系の特徴として考えておられたが、こ

れについては紙数の関係上省略することにした。

今回、新たに確認された器種や追加などを行ったタイプは、碗 (N類 d種、 V類c種）、小碗 (V類 b

種、 'i,J類）、小杯 (I. II類）、小皿 (IlJ類 C種、 N類b種、 V類b種）、大皿 (I類d・e種、 N類d. 

e 種） 、小鉢 ( I 類 c• ct • e種） 、大鉢 (I類 d・e種、 V類、 Vl類）、酒器 (II. IlJ類）、急須 (V

類.VI類）、乗燭II類、火取 (II・ll・lV類）の11器種28種類であった。それ以外に香炉の中に鉄釉 （白

化粧）を施すもの （第51図115)と三島手 （口唇に有軸羽状の文様に白土の象嵌）を施すもの （第51図

116)が確認されている。同様なことが大型急須の第53図147の透明釉 （白化粧） ・同図151の三彩・同

図152の瑠璃釉が確認された。瑠璃釉は急須Vl類にも認められている。今回の出土品の傾向をみると赤絵

のものが確認されていたことが注目された。その他に第45図23の小碗I類 （三彩小碗）と同図27の小碗

II類の 2点は素地に 「荒焼」の陶土を用いて製作しているものが含まれていることが判明した。上焼用の

陶土が不足した為に、一時的に荒焼の陶土を使用したのかあるいは試験的に焼いたのかどうかは判然とし

ないところである。

最後に第51図120の茶入壺が今回、初めて確認されたことは貴重な発見であり、注目される資料として

理解される。この手の茶入壺は今のところ報告例がないようである。

今回、フイガキー手法（灰釉・鉄釉） ・三島手技法に注目したが、フィガキー手法や三島手技法は、首
註 5

里王府によって1682年に壺屋に窯を統合した後も引き継がれていることが、 「壺屋古窯群IJでも確認

されている。1682年の壺屋統合後のフイガキー手法・ 三島手技法 （象嵌） ．釘彫染付の器種構成で器種

が減少しているかを確認することが必要であろう。今後、素地も含めて検討すれば、湧田と壺屋がある程

度の区別は可能かと考えられたが、時間的な制約で、今回は見送ることにした。

註

註 1. 釉薬に浸して掛ける手法で、見込みと高台が露胎する点に特徴がある。

註2.多和田真淳「琉球陶器の分類学的考察」 「琉球の文化j 創刊号 1972年。

註3.沖縄県教育委員会 「湧田古窯跡 (I)-県庁舎行政棟建設に係る発掘調査 -J1993年。

註4. 註2に同じ。

註5.島 弘・王城安明ほか 「壺屋古窯群 I -—個人住宅建設工事に伴う緊急発掘調査＿ 」 那覇市教育委員会 1992年。
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第 9表a 沖縄産施釉陶器観察一覧
単位 ：cm 

口径
施釉艇 1!11 臆柚範囲

図 ・図版 番号 分 類 底径 釉 （外面） 釉 （内面） 素 地
（外面） （内面）

器形・文様 l't人 施釉手法など 出土地.<!I.
荏高

11 0 
淡灰色。透明 灰白色。微粒 口行は丸味を帝ぴ、口唇1こ鉄釉を流す。両面に細かい ノー301 碗I
釉

同左。
子。

口綽は松釉． 同左。
只入。 第 2層

12 9 
灰緑色．透明 灰白色。徴粒 牒下部まで施 ロ唇は尖り気味に惰な箆削りで成形。両面に粗い打入。2 碗 I
釉。

同左。
子．

腰部まで流釉
釉。 表採

淡黄色。透明 淡貨白色。細 フィガキー手法で、爬下部から石台は冗胎する。,,1面 ヒー323 碗I 70 同左。 楼部まで施釉 同上． 第2層釉。 粒子。半紐胎 に細かい只入。見込みは丸味を持たせて成形される。
砂利l混り

灰粒色。透明 灰白色．徴粒 庇台脇まで樟 フィガキー手法で、腰下部から石台は露胎する。両面4 碗I 6 4 
釉。

景釉。
子． 袖。

鰻釉。
に細かいn人。見込みは丸味を帝ぴる。 友採

碗I]
背灰色。失透 灰白色．徴粒 口緑が僅かに外反する灰釉li文碗。外iliilこ鉄釉で互花 ノー28s （鉄桧婉）
釉

同左。
子．

籐部まで施釉 同左。
文を描く。 灰茶色土層

第

鉄釉。 淡灰色。透明 灰白色。徽粒 膝下部まで施 楼部が緩やかに膨む。内面に白色の釉で圏綿 を揖 く。 ノー306 碗ma 胴部まで施釉
失透釉。 釉． 子。 釉。 内面に細かいl't入。 第2層

44 
全面施釉後に 内底釉を蛇ノ目状に掻さ取る。見込みに白色釉で丸文鉄釉。 淡黄白色。細 高台脇まで施7 碗ma 59 

失透釉。 粒子。キ磁胎 袖。
釉を一部投き を償く。庇台内外端と畳付に砂El(石灰分？）が付溶。 表採
取る。 見込みにも目痕がみられる。内面に細かいl'I:入。

図 鉄釉。 灰象k色。透明 淡灰色。細粒 内底釉を舵ノ且状に投き取る。見込みに鉄釉で丸文を
フー308 翫ma 6 l 

失透釉。 釉。 子。
阿上。 同上． 措く。荘台内外端と失付に砂目 （石灰分？）が付衣。

壁面
見込みにも砂目が付濤。内面のn人は細かい。

13 Z 
淡貨白色。細

孵部で穏やかに影みながら膿上部まで移行するが、口縁からは直
I -30 ， 碗mb 64 鉄釉。透明釉 同左。

粒子。半磁胎
向上。 同上。 線 に移行。見込みに鉄粒で丸文を/iiiいた後にフィガキー手法で

'1l 2暦6 I 籍籍。ほ台内外填1こ石灰分？が付着。両面に細かいrt入。
11 9 
鉄釉。 透明袖。白化 淡黄白色。細 ヌー3010 碗me 口代は総釉。 口緑Ii稔釉。 U緑でf董かに外反する。内面に細かい1't人。

凶 失透釉。 粧 粒子。半紐胎 第 2b層

碗IYb
14 0 透明袖。白化

淡貨白色。細 ノー30II 
（景文）

粧。口粒は淡 阿左。
粒-(-.

同上。 同上。 口緑の外反は微~,である。両面に細かい口入。
東屯

版
冑紐釉．

碗IVb
100 
透明釉。白化 淡灰色。細粒

u紺の外反はゆるやかで閲弱。両面に細かい訂入。外
スー3212 

(li文） 粧。
同,,,。

子。
l•J上。 同上。 面に線彫りのな花文を揖いた後に呉須を施す。釘彫染

第 1層
付。

41 
鉄釉。 透明柚。白化 淡黄白色。細

稔釉後に費付 全面樟袖後に
兄込みの釉を蛇ノg状に投き取る。昼HIこ砂目 （石灰13 碗IVd 49 

失透袖。 粧。 粒子。
の釉を投さ取 釉を一部投さ

分？）が付着。
表採

る。 取る。

119 
透明釉。 i炎灰色。微粒 膜下部まで施 ハー30・3114 碗Ve 同上。 稔釉。 楼下部に1蚤き取り。 両面に細かいR人。白化粧。 ら 釉。 第2層

12 6 
汲貨白色。徴

応台1柑面途中ま 全貞樟恰棧に見込み
口いが外反する。共須でが花文をlo<。「●j面に細かい Iヽー3015 碗II 60 同上。 同上。

粒子．
で誨釉した後に の籍をIZIH加：棧

l't人。 撹乱層59 畳fすの袖を怜去 さnる．

稔袖後に只付
呉須で花樹文と巴文を1ヽ＜。内面にも共須で困線を 216 碗¥I 65 同上。 同上． 同上。 の釉を債さ取 岡上．
本描く。 細かいn人。 表採

る。

13 8 呉須と飴釉で化文を描く。花文は3ケ所に配置。1両面 ヒー30
l7 碗¥I 65 同上． 同上。 向上。 阿上。 同上． に細かい貫入。見込みと丑付に砂目 （石灰分?)が付 第2層

72 嗜。 炉跡

98 
淡貨臼色。微 7-31 18 小碗Ia 同上。 同上。 口緑は粒釉。 口緑は裕9腐 黒文の外反小碗。両面に細かい1't入。
粒子。 第3層

淡貨白色。微
裕釉後に性付 稔籍後1こ畳付の

見込みと畳付に砂目 （石灰分it？）が付符。透明釉が貿 ノー3019 小碗I ,I 2 同士-• 同上。
粒子。

の釉を1蚤さ取 釉を蛇ノ目状に
色く．くすんでいる。面面に 人。 東壁る。 憧さ取る。

第
86 

zo 小碗Ia 同上。 同上。
灰黙色。微粒

ロ緑は総釉。 厄l左。
呉須で旧線 ・区i断文 竹葉文を指く。袷j面に細かいl't

杖採了・。 人。
45 

淡貨白色。徴
総釉後に党f.t

7-31 
図

21 小碗I . 38 阿上。 fill.t。
粒＋。

IT)釉を1蚤さ取 総釉。 見込みに共須で花文を描く。滴面に細かいn人。
撹乱

る。

94 
淡黄白色。1111

総釉後に見込
内面にtし須で揖図不明のものをlliく。ゆj面に細かいn ニー3422 小碗 la 同上。 同上．

粒子。キ磁胎
ロ樟は総釉。 みの釉を！ゑさ

人。 第2111取る。

図 小婉 l 淡紫色。細粒 稔釉後に覺f寸 線彫りで揖図不明を彫り込んだ後にH須で線を遅めて
23 （三彩小 39 岡上． l•l.r., 子 （荒焼の素 の釉を撞き取 総釉。 いる。部分的にi炎紐色と潰青色の釉が掛けられている。 k採
碗） 地を用いる）。 る。 内面にfflいR人。

版 84 
貨紋色。透明 淡貨白色。徴 両面に白色の釉で「共追会」の5がや涵をき文が施され24 小碗 Ib 3 9 同左。 同上。 ,, り上。 ,,-30 
釉。 粒子。t磁胎 ている。両面に1111かい貫入。 茶褐色土層

42 
4 5 

7 I 
灰緑色。透明 灰白色。微粒 内面は刷-Gで謂整か． ヒー3025 小碗 Ib 3 5 
釉．

l•I左．
子．

1, り上。 l•l上。
外面に細かい貫人。 井戸撹乱4 2 

84 
淡貨白色。細

総釉後に見込み 口籍を外反させた後にU舷に丸彫I)で削り出し を行な
ノー3026 小碗u 3 9 鉄釉。失透釉 同左．

粒子。
1司上·• の釉を舵ノ目状 ぃDI~を強潤。見込み及ぴ石台の内外灌に白色 （石灰

第 2層47 1こtiさ敗る。 分?)の目Ill.がみられる。内面に細かい1't人。
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第9表 b 沖縄産施釉陶器観察一覧 単位 ：cm 

口径 梅釉範囲 施釉範 lffl
図 ・同版 番号 分 頷 底径 釉 （外面） 稚（内面） 稟 地

（外面） （内面）
器影 ・文憬 .It入 ・施釉手法など 出土地占．

器P

淡橙色。細粒 高台脇まで歴
稔輸後に見込み

均土に荒焼きの素地を使用。透明釉が施されていなし、 A区ヌ ー3-.
27 小碗〇 ~2 鉄釉。失透袖 白化粧のみ． の輸を蛇／目杖

子。 袖．
に投き取る

点が注目される。貫入はな＼、0 第l層

28 小（碗象嵌罰） 
淡茶色。 淡黄白色。細

外面に鉄釉の圏線で文棟帯を造り．その直下に白色釉 A区ハー32

失透釉。
同左。

粒子。・ド磁胎
口緑は稔袖。 同左。 を樟した後に釘彫りで、長短のある斜沈線文を捻き、 第2層

第 鉄釉で象嵌。両面とも届9毛目で謂整。n:入1かない。 砂利混り

45 
小碗N 8 I 

透明釉。 淡黄白色。細
口縁を外反させた後に口樟ilI下に削りを人れて口粒を

29 (iii取り）
白化粧。

同左． 粒子。半磁胎
同．と。 同左． 強謂する。外面は箆削りで、六角形（縦長で歪な）の 不明

図
面を取る。両面に細かい買入。

小碗I¥'
瑠璃色。白化 淡貨白色。細

粉釉後に畳1寸 クLOOは苑削りで六角形 （縦長で歪な）の面を取る。両
A区ニー31

30 (fll璃釉） 36 
粧。透明積。

同上。
粒子。

の釉を！蚤き取 稔釉。
面に粗いR入。

クチャ

る。 撹乱

固
小碗IV 35 茶褐色． 向上。

灰白色。細粒
fiil.l:.。 同上。

外面は褒削りで六角形（縦長で歪な）の面を取る。内 7-2; 

版 31 （鉄釉） 失透袖。 子。 面に組かい貫入。外面は白化粧が施されていない。 明茶色土層

42 鉄釉。 外反口縁で円部が 「く」の字状に折れる。 口唇外靖を
32 小碗Vb 同上。 灰色。細粒子 口橡は裕釉。 同左．

フー31

失透袖。 死削りで尖らせて仕上げる。内面にn人。 第 1層

78 
透明釉．

稔釉後に畳付
釘員クで 「部」の5名と揖図不詳を楼き、呉須を文棟に流

33 小碗vl '2 白化粧。
同上。 同上。 の釉を1蚤き取 裕釉。

す。外底面1ー大きな亀裂あり。
表採

,0 る。

3 3 
淡縁9天色。 淡ほ灰色。 淡灰白色。徴

畳（寸、石台内 口松直下に1父＜ 亮削りを人れ口縁の外反を強調する。
34 小杯[a I 7 

透明釉。 透明釉。 粒子。
面 ・外底面が 同上。 flij面に柑い1't入。両面に小さな気泡状の歪な円が多く 不明

第 20 露胎． みられる。

46 淡i食貨色。 灰白色。
素地が非常に細く、惰邁される。広台の造りもT寧。

ハー29
35 小杯la 28 

透明社．
同Ii.。 徴粒子。

同上． 同上。 腰下部は若干丸味を帯び外側に開き気味。両面に粗い
撹乱層

図
貫入。

透明柚．
白色。

36 小杯 1b I 6 
白化粧，

同左。 細粒T-。 同上。 r•1.1:.. 石台が他と比較して低く、内~J りも浅い。 不明

半紐胎。

図 • 8 粉釉後に杢付 外反口緑。口緑直下に削りを入れて口籍を強謂。外面
灰緑色。 淡灰色．

版
37 小杯le 2' 透明釉。

同上．
徴粒子•

の釉を1蚤さ取 阿上， に白色の袖で糾位の占描で雫文を表現。外面口縁から 表採

30 る。 内面口緑に明黄色の釉を帝状に施す。内面に枡いn人。

43 淡灰白色。 淡灰白色．
:11:f寸に白色 （石灰分0)が付着。外底面及び見込みに

ノー29
38 小杯n 28 

透明釉。
同上

細粒子。
同上。 伺上． 鉄分を多くt色の鉱物が付嗜。鉄片などを貨ね焼きの

茶色土層
際．使用か。1't入はない。

I 2 2 
透明釉。 淡灰色． 口緑濯部に指圧を加えた楼花状小皿。口昏I!鉄袖を掛 ノー32

39 小皿Ila 同上。 口緑は稔釉。 同左．
白化粧。 微粒子， ける。両面に細かいn人。 第 1層

80 
茶褐色。 淡灰色。

稔釉後に畳付 稔釉後に見込み 井戸前排水
40 小皿ma 3 5 向上。 の積を1蚤さ取 の袖を蛇ノ目状 外反口繰碗。内面に口入。

25 
失透積。 細粒子。

る。 1こJiき駁る。
撹乱

94 ハー30
41 小llllllla 4 l 同ヒ． 同上。 同上。 同上。 同上。 外反口緑碗。内面にn人。

26 
茶喝色土層

灰紐色． ノー32
'2 小皿DJ,

透明釉．
同上。 同上． u緑は裕釉。 同左． 口緑が僅かに外反する。内面に粗い貫人．

第2層

10 5 
茶褐色。 腰下部まで施 内彎の小皿。鉄釉を7イガキー手法で施す。 1'f入はな

第 ,3 小llllJV, 同左。 同上， 口秘まで権釉 不明
失透釉。 釉。 し' •

47 10 2 
茶m色。

稔釉後に見込み
内彎の小皿。外底面から牒下部が媒ける。昼付と庇白 ヌー34

44 小皿1¥/b '' 失透釉。 同左． 同上。 口8のみ施枯 の釉を舵ノ目状 内面1公某の固まりあり。 第 1層
32 に投き取る。

区l 11 3 
透明釉。 淡灰白色。 ロ縁から胴郎

45 小皿Vb 問Ii。 同左。 内彎,j、Ill.蘭面に細かいl't入．
ノー29

白化粧。 徴粒1-. まで樟袖。 茶褐色土層

透明釉。 淡灰白色． 内彎大皿。内面に鉄釉で圏線や合fit線文をtlii<. It人
-16 大皿Id 同左． 口粒は稔釉。 同左。

ヒー31

図
淡緑灰色． 紀粒子。 はな1.ヽ， 第2層

楼下部まで施 内彎大11ll 外面に鉄釉で俗1沈練文？を寛情き、内面の
n 大皿 Id 同上。 同左。 同上。 同た。

7-32 

版
袖。 み細かいn人。 第 2層

44 >8 大Dnl d 10 5 白色。微粒子
ノヽー30

//1,台饂釉 I•! 左。 フィガキー手法で施されたものとして乃えられる。
明茶色土層

繰茶色。 淡Iii.fl;色。 淡貨白色。 楼下部まで権 直口気味の大皿。口柁が僅かに肥ヮ。内面にi晨は色の
49 大皿 1, 口紺Iよ栓釉。

1-28 

失透釉。 透明釉 細粒T・ 釉 釉で圏練を 2本情く。 茶褐色

zoo 
漬茶色。 浪灰紐色。 ヌー33

50 大皿l¥'b
失透吐。 失透枯

同上。 l● J.l:. 口緑は総釉。 口I~が三角形状に肥Ill.It人はない
第 1層

淡灰色。 淡黄白色． 高台脇まで施 腰下部まで樟
$1 大llllNb 80 岡左。 内面に鉄釉で圏線を描く。外面に細かいR人。

ヒー30

透明枯。 徴粒干。 釉． 袖。 壁面

22 0 
淡灰白色。 淡灰白色。

52 大l!lllVb 同左。 口様は稔釉 同左。 口緑が三角形状に肥ワ。両面に細かい1't入。 7-31 

透明釉。 徴粒子。 第3層
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第 9表 c 沖縄産施釉陶器観察一覧 単位： cm 

口径 檜釉範囲 施釉 範囲
図図版 番サ 分 類 底怪 釉 （外面） 釉 (fAJjlij) 洟 地

（外面） （内面）
荏形・文様 ・1't人・施釉手法など 出土地点

荏高

第 淡絃1天色。 淡貨白色。 石台脇まで施 牒下祁まで腔 7ィガキー手法で施釉。 見込みに淡茶色の釉で丸文。 ノー3053 大皿!Vb 83 同左。 第2b層。焼
47 透明釉。 細粒子。 釉． 釉． 内面にはは茶色の釉で111線。

土混じり。
図 24 0 

淡茶色。54 大皿IVd 透明釉．
灰U色。 w~ は総釉。 同左。 ロt釦が三角形状に肥印。肥厚帝直下に削りを人れて肥 ノー30

図
白化粧． 細粒子。 口を5虫調。内面に白色の釉で花文を憤く。 第 2層

版
浪貨白色。 ノー30

44 55 大皿IV, 灰U色。 白化粧。
111n1-. 

胴部は裕精。 伺Ii.。 透明釉の施しがない。内面に灰ば色の釉で花文を描く。
第 2lif 

166 
透明釉。白化 黄白色． 口頸部を「く」の字状に折り 囲げた後に口緑端部を1勺 ヌー3056 小鉢 Ib 
粧。淡貨白色

同左。
細粒7-.

口給1よ絵，釉。 i"I左。
閲に内彎させる。両面に根い11人 。 壁面

19 5 口頸部を 「く」の字状に祈り闘げた後に口栓溶部を内
ナー31・3257 小針 Jc 同上。 同上。 同上。 同上． 同左． 測に内彎させる。内面に共須で区圃文をはいた後に区
焼土混じり圃内に飴釉を施す。

12.8 
鉄釉。 淡灰白色，

ロ類部を 「く」の字状に祈り飽げた後に口Iぶ端部を内
7-30 58 小鉢 Id 同左。 同上。 同左。 側に内彎させる。外面の口頸部を丸死で削り折れを禎茶褐色。 微粒子。

講する。内面の屈曲は明呪な楼が入る。
第2層

貿粒色。透明 淡黄白色。 ロ棟外沿は亮削り。口縁内端は三角形状に突出。 外面 ヌー3159 小鉢I,
釉．

同左。
徴粒子。

同上。 同左。
に白色の釉で交互に点文を伯く。両面に柱いn入。 不明

第

60 
小$1,llb 透明釉。白化 透明釉。白化

同上． 同上。 岡左。
膊部の平面観は 「へ」の字状に折れる。 線彫りで区画

表採1釘彫染す） 粧。淡黄色。 粧。淡黄白色 文と交花沈線を描いた後に呉須を樟す。

180 
鉄釉。 透明釉。淡黄 ナ-31 32 61 大鉢lb 同上。 岡上。 同左。 口緑が僅かに肥印する。内面に細かい頁入。

48 茶褐色。 茶色． 茶色土層

30 0 
淡灰白色。 口紺が逆「LJ字状に1迅il!iさせる。口舒はほ広である。62 大鉢le l司上。 同上． 同上。 問Ii., 不明徴粒f。 口行の中央付近から積が掛け分けられる。

図
22 6 
透明釉。白化 淡灰白色。 ヘー28

63 大鉢 [d 同左。 阿上。 同1.i.。 口籍が1崖かに外反する。内面に細かいn入。 茶褐色土層粧。i炎黄白色 細粒子。
撹乱

26 0 
淡黄茶色。 淡灰白色。 逆 「L」字状の口9及◇口行クり沿近くに丸彫りの旧級。 ヘー2964 大鉢 I • 同左。 阿上。 岡左。 茶褐色土層。失透釉． 微粒子。 両面に細かい口入。

撹乱

25 0 
濃緑色。 i炎灰白色。 淡貿白色。 逆 「L」字状の口緑。口抒の中央付近から釉の掛け分 ノー2965 大鉢le
失透釉。 失透釉。 細粒子。

岡J-.。 同左。
け。内面は漉情きの縦沈級。 茶褐色土暦

鉄釉。 淡貨緑色． 淡貨白色。 高台脇まで施
総釉後に精を

見込みに淡行紐色の釉で丸文を描く。l'l面に細かいn ノー3066 大鉢 I, 94 蛇ノ且状に投
図 茶褐色。 透明枯． 徴粒子。 釉。

き取る。
入。 第 2層

22 0 
鉄釉。 透明釉，白化 淡灰白色。 口唇外滑を突出させて、外反□緑とする。内面に茶黒 ノー31・326i 大jjcIf 
茶・'!',色。 粧.i炎貿白色 細粒+.

u緑11!怠釉 阿左。
色の,~で．句；；；や斜沈線をはく。 焼土混')

版 2> 8 
灰紐色。 淡灰白色。 7-30 

68 大鉢ma 同上。 同上。 同左． 逆 「LJ字状の口い。内面に細かい1't入。 井戸前排水失透釉 微粒子。
溝

27 0 
鉄釉。 淡黄白色。 ヘー2969 大j~ffib
濠紐茶色。

同左．
微粒r-. 同上。 固左。 逆 「L」字状の口籍。袖が褐鰭斑となる。

茶褐色土層
45 

灰緑色。 淡黄白色。
稔釉後に釉を

ノー2970 大in? ll 6 
失透釉。

淡灰白色。
1fi1粒子。 店台のみ冗佑 蛇 IEl状に掻 内面は化粧上の上に淡貨白色の釉で圏線と）L文をはく。

茶褐色土層き取る。

260 
淡灰白色。 ロ縁の肥”は折り返しで逆 「L」字状の肥厄とする。71 大鉢VIa 明粁緑色。 同左。
細粒子。

0松は総椋 伺左。
釉が部分的に禿1m る。 ヌー31

淡黄白色． □uで釉が,J:. ニー3172 大鉢11b 同上。 同上．
細粒子。

同上．
まる。

U舒外濯は波状凸帝。
第3層

3J 2 
透明袖。白化 透明釉。白化 淡黄白色。 口rJI部を 「く」の字状に折り曲げる。 (.Jj及1こ波涵文とi3 大鉢II
粧。淡黄白色 粧。淡賞白色 粗拉千。

l•l上。 同左。
化文を11M部にな花文？と1鼻図不詳をlotく。 表採

19 6 
淡灰色。

口頸閲1こ稔粕し
口預部を 「く」の字状に折り曲げる。 内面口校の釉を ネー2974 鍋 I 茶褐色。 問左。 同上。 た後、口縁の釉

細粒子。
を1蚤さ取る。 IIき取った後に白化粧土を塗f.t. 茶褐色土層

第
16 6 

49 75 鍋 I 同上。 同上。
淡黄白色。

同J:。 同上。 同上。
ノー30

細拉子。 第 2層
図

淡灰色。 口類部を「く」の字状に折り曲げる．窯変による釉色 ノー3076 蝸I 淡貨色。 同た。
粗粒子。

同上。 iii]上。
の変化。 第 2層

区！

育茶色。 ヌー32版 ii 銑 I 8.0 筆釉。 廿茶色。 黒釉。 総釉。 底面に三角蹟状の突とを貼り付ける。細粒子。 第 1層
46 

6.0 
透明釉。白化 淡黄白色。 菱受けの釉を投き取っている。滴iliiに細かいrt入。鰻 ネー3078 洒岱u' 粧。i炎貨白色 同左． 細粒子．

残存部は施釉 同左．
大直径60叩。 茶褐色土層

-98-



第9表 d 沖縄産施釉陶器観察一覧 単位： cm 

口径 庶袖 範 囲 施釉範囲
図 ・図版 番サ 分項 底径 袖 （外面） 釉 （内面） 索 地

（外面） （内 ilii)
粒形・文様 ・貫人・謹釉手法なと’ 出土地占：

符石

100 
透明釉。白化 液貨灰色． 淡黄白色。 口縁1勺面の釉を1ヽき取る。外面に粗い貫入。最大直径 フー31

;9 洒器IIb 
粧。淡黄白色 透明精。 細粒了・。

残存部は流釉 同1i.。 10 0C'fflo 第3層

第 96 
80 洒笞皿

青杜色。鉄釉 淡紐灰色。 淡灰白色．
同上． 向左．

ロ柑内面の凸愕上面の釉を投さ取る。 下地に鉄釉を腋 ノー30

掛It分It。 透明釉． 細粒子． す。 第2濯

49 
>8 沃灰白色。

凶
81 ii!i器 茶褐色。 同左。

徴粒子。
岡上。 同左 酒笞の注入口、口昏内灌を上方に突出させる。 ヌー31

茶褐色．鉛釉 淡黄白色．
J ーヽ31

82 ll'i荏Ib 
掛け分け。

鰻釉。
徴粒子。

同J-., 肇釉 帆部が算盤王のよ うに開曲する、 第2層
砂利滉じり

図 淡灰白色。 布台脇まで稲 吊鍾状の器形。暢広の嵩台で覺付をti位に削り出して
ノー30

83 n'!U11 80 茶渇色。 同ヒ
徴粒子。 袖。

同J:。
成形．

第2層
瓦層

版
淡灰色。

7-30 

84 ,!! お底部 8' 黒褐色。 伺上。 同上。 同上。 帽広の高台で、 畳f寸を斜位に削り出 して成形。 第 2b層
細粒f。 娩土滉じり

46 

85 酒お底部 8 I 同上。 同上。 同上。 同上。 同上。 帽広の高台で、 畳付を斜位に削り出して成形。
ノー30
第 2層

淡灰白色。
ヘー31

86 急須蓋Ib 鉄袖。i慶茶色 同上。 董甲のみ。 筆釉。 揖みが欠苔。最大直径;Oen。貫入1かない。 撹 乱貢褐色
徴粒子。 滉じり

急須憂〇 透明釉。白化 攪みが欠落。 最大直径5S""。祖い貫入。董甲に直径 4 ハー30,31 
87 
（三彩） 粧。

同上． 同上。 同上， 同J::.。 -5 .. の,Lを穿つ。明青色・賣緑色の釉を栂す。 第 2層

淡黄白色．
白化粧を紀釉し 撮みが欠落。最大直径52cm. 祖い貫入。草文・花文を ヌー32

88 急須蓋N 同上。 白化粧。
棺粒子。

同上． た後に畳付の化 練彫 りした後に呉須を應す。 第 2層
粧土を除去、＇

第
淡灰白色。 撮みが欠落．最大直径;i.,,,。租い貫入。 3本単位の櫓

89 急須量Va 同上。 鶯釉。 同上。 聾釉。
ノー30

紀粒子。 惰きで沈績を権す。 第2層

白色． 撮みが欠落。最大直径56ao。棺い貫入。線彫りの1!!1線 ヌー32
90 恵須董Vb 間上。 同上。 同上。 同上。

50 
徴粒子． と2本一租みの沈級。沈線間に印花文． 第 1層

鉄釉。 鉄釉。 淡賀白色。 蔓投近 くは施 高台状の撮み。董甲の内外面に魔釉。釉は操みの脇で ノー29
91 錢の董

淡茶色。 茶渇色。 細粒子。
同上． 釉。 止まる。撮みの直径6匹 o 茶褐色土層

図 鉄釉。 畳付を除き沌 高台状の撮み。細かい貫入がみられる。盪みの直径6 7-30 
92 鍋の蓋 饂釉。 同J:.。 筆釉。

茶黒色． 釉。 "'• 壁

鉄釉。 決灰色。 擾みの脇まで ヌー33
93 鍋の蒼

茶褐色。
同上。 粗粒子。 滋釉。

同上． 高台状の撮み。最大直径6Bao, 
蜻 2b層

茶紫色。 蓋甲の緑鴻近 ヘー29
94 鍋の董 /ii上。 同上。 同上。 樟部が逆 iへ．の字状に思曲。最大直径H>m,

粗粒子。 くは紅胎。 灰茶色土層

鉄枯 灰白色。 縁部が灌反る。繰郎の釉を両面とも比較的丁寧1こ掻き ハー29

図
95 鍋の憂 同上。

茶褐色。 粗粒子。
同上。 同左。 落す。最大直径1;叩。 明茶色土層

鉄枯。
明茶色。径粒 撮みが欠落。憂甲に4-5 .. の子Lを穿つ。楼部に丸彫

96 池壺董 鱗牲。 子。荒焼きの 裕釉， 量釉． ヒー30
贄茶色。 素地。

りの圏縄。最大直径i6cm, 

版 鉄釉。 淡貧白色。 ノー28
97 池壺蓋

茶褐色．
同上。

細粒子。
残存部は謹粕 同.l:., 縁部に丸影りの圏縄を二条拷す。最大直径12七m,

茶褐色土層

淡灰色。 緑灌近く まで
98 鍋 Iの蔓 茶褐色。 同上。

紙粒子。 謹釉。
[IJ.J:.。 外遡を寛削 りで釉を投き落 し、尖らせる。 表採

47 

鍋 I・0 灰繰色。 淡灰白色。 Iヽ ー28
99 
の董 透明釉。

白化粧のみ
紀粒子。

同上。 同上。 外運を亮割りで釉を投き落し、尖らせる。
茶褐色

合子の憂 黄灰色。 フー31
100 
（三島手） 透明枯。

黒釉。 同上。 董甲は稔釉c 墨釉． 様節に丸彫りの圏練を二条施した後に白色の釉で象嵌。
第2層

水漬？の
透明釉。 白化粧土が垂 淡黄白色。 水濁などの落し董．呉9員で 「天」の字を筆措き 。最大

ナ ・ニー31

101 ii: 白化粧． れる。 紀粒子．
同上。 同上。 直径56cm、最少直径3cm. 

クチャ滉り

（染付） （撹乱）

第 鉄釉． 脚台1羨まで施
胴台（寸きの叢遺。切り込みのある円筒状の灯心を貼 り

ニー33

51 
102 槃濁Jc 4 3 

賃繰色。
同左。 岡J:.。

釉．
稔釉。 付ける。外底面に直径↓5 ..、深さ Im。外面に根い貫

第2層
入。外底面Ii糸切り跨が明瞭である。

図

103 乗燭I 3; 淡膏緑色． 同左．
淡黄白色。 高台際まで栢

同上，
脚台付きの叢渇。外面は糸切りの後に石台を貼付けて

表採
失透釉。 柑粒子． 釉。 いるが高台の平面観は歪である。

図

版
10 0 
鉄袖。 淡灰白色． 口緑内灌まで ヘー29

104 火取a 同左。 口緑は総釉。 円筒形の火取。丸箆で圏線、 2条と縦沈線を槌す。
48 茶m色。 細粒子。 施釉。 灰茶色土層
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第9表 e 沖縄産施釉陶器観察一覧
単位 ：cm 

口径
施袖範囲 施釉範 1!!1図・図版 番号 分類 底径 袖 （外面） 釉（内面） 素 地 器形 ・文様・1't人 ・流袖手法など 出土地点

沿;Q; （外面） （内面）

鉄釉。 淡位色。 胴下部の折れ ネー30・31105 火取a 7 5 
茶黒色。

量釉。
紐粒h まで籍釉。 冗胎． 円筍形の火取。丸範で緻密な直線を権す。

壁

火取b
11 3 

淡黄白色。細 口舷外端のみ 口禿げのf'I閉形の火取。丸死で疎密のある斜沈線文を ネー32106 
I::': ↓ :6手） 貨灰色 灰絃色。

柁了・。 露!It;. 同左．
施した後に白色の釉で象嵌。 第 1層

火取b 胴下部のI斤れ 円筍形の火取。線彫りの圏線と片切彫りの短沈線を施 ヌー3>lOi 
("::t:, 手） 68 岡上． 量袖。 何上。

まで施釉。
冗胎。

した後に白色の釉で象嵌． 第 1層

10 8 
淡灰粒色． 淡灰白色。 ヒー33108 火取Ua
失透釉。

阿上。
細粒f, 口秘は施袖． 同上． 円筒形の火取。口柑内灌が僅かに肥!!1.

第 2層

第 透明釉。 淡貨臼色。
総袖後に登付

Pl筒形の火取。白化粧は刷下部の折れまで施すが、透 茶褐色土層109 火取Ilb 82 
白化粧。

白化粧。
細粒子。

の釉を投き取 粉．釉。
明釉1サ覺付除き外底面まで施す。 （撹乱）る。

90 
鉄輪茶褐色 u樟端まで施110 火取nc
汗白色。

l司左。 同上。 口柑は舵釉。
袖。

円簡形の火取。内面口松は穫かに肥1!l-する。 表採

11 7 
淡貿茶色． 淡柑色。 ノー3251 Ill 火取Illa 景釉。 同上。 同上。 内寄する火取。鉄袖が窯変か？鉄袖？ 細粒イ・。 第 1層

93 鉄釉。淡Iii.白
淡灰白色。 胴中央部が冗 内＊する火取．胴上部と下部に丸彫りの圏線。胴中央 ニー32112 火取日b 色の釉 慧袖。 露胎。

（掛け分け） 細粒(-. 胎。 部に片りJ彫の交差沈線。 第 1層

灰U色。 灰白色。 ヌー>3凶 113 火取IDa 同左． 口松は総袖。 伺左。 内冑する火取。胴上部に丸員l')の直線を 2条施す。透明釉． 細粒子． 第 1層

火取(V
14 8 

内彎する火取。胴上部に丸彫りの旧線と交淡沈線を施 ハー30110 
("':ti, 手） 灰U色。 M左。 l•IJ: .• l•I上。 1•11:.。

した後に白色の釉で象嵌。 第 2層

108 
淡灰白色．鉄 灰白色。115 香炉
袖。白化粧。 同左。 細粒子。

同上。 口樟のみ施釉 LINが「く」の字状にlillilll。口昏1こ鉄釉を権す。 洒壁

谷炉
16 3 
貿絲色。 淡I火白色。 u緑が 「フ」の字状に1出illl。U唇に線彫りや）L彫りで J -28 116 伺Ii. 后It. 口松は稔釉。（三島手） 透明釉。 細粒子 布輸の少）状文を施した後に白色釉で象嵌。 茶褐色土層

内冑する火炉。内面口紺1こ三角形状の突起を貼り (,tIt ノー29凶 11 i 火炉 I 黒釉。 同左。 同上。 同上． 同上。
る。 茶褐色土層

62 
透明釉。 7-31 118 瓶(-b 透明1恥 Iヽり上。 同上。 間」． 外反のゆるい瓶。類部に鉄袖で僚はさか。黒釉． 節3層

鉄釉。 淡黄白色。 脚上部に釉垂 ハー34版 119 花瓶 76 
貨；；；色。

崖袖。
細粒ら れ．

内面は露胎。 「ハ」の字状の脚をもつ化瓶か。
第 2層

~8 
鉄袖． グリ ・1 ト・120 茶人
澳茶色．

同左。 同上。 残h部は総釉 U縁のみ施釉 小さい玉NのU粒で類部はIi<I斤れる。
局とも不明

29 
鉄釉。 淡黄白色。 ヌー33

48 
121 駁子？

茶褐色。
同左．

微粒―（ー。 何上． 同上。 類の長い細訂の瓶/'-?ロNでIf.く外反させる。
第 2b層

白色。 白色。 ハー30122 瓶胴郎 量釉。
透明釉。 徴粒子。

霞胎。 残{f部は稔釉 lfJ(の11H部片。餞大直i't72叩。
焼土，，撹乱

鉄釉。 灰白色． 高台脇まで海 It戸前排水123 花瓶胴部
灰茶色。

量釉。
粗粒（今0 釉。

鱗釉。 石台がt'(かに残る。内面のllll.t部に絞り目がみられる。
路

鉄袖。 淡楼色。 ヌー32124 壺底部 62 
貨茶色。

冗胎。
細粒子。

同上。 霞胎。 丸味のあるif.,
第 1層

鉄柚。 淡貨白色． 刷l~の花瓶とみられる。天目釉1こ碩I以。 ハー29125 化瓶底邸 56 
茶忠色。

同上。
細粒子．

同上。 同上。
外底ilfiにハマが1寸沿か。 撹乱層

淡橙色。 底部近くまで 底面から立ち上りはやや内側に閉じ気味にf多行する。 ヒー31126 根底部 7 l 灰紐色． 茶灰色。 総釉。
租粒子。 謹釉 糸切り底。外面に細かいn入。 弟 2層

第
底部近くまで

淡黄白色。 器形の1l!l面観は扁楕円形状。底は碁笥底。外面に粗い ネー3352 127 水注 .j.j 瀑灰紐色。 鱒釉．
細粒1-. 施釉。外底に 霞胎。

貫入。 第 1層施釉。
図

128 壺底部 l i,9 黄緑色． 同上。 同上。
高台際まで施

同上． 覺付は高台の外面を三角形状に削り取って成形する。 ホー31釉。 撹乱
図

鉄釉。 淡灰白色。 ノー30版 129 鴻壷a
茶黒色。

同左。
細粒子

残存部は粉，釉 口縁のみ施釉 怒り円気味の小壺。
第 2/jJ 

49 

壺III
69 

鉄釉。 淡灰白色。 内彎する壺で、 口R 「7」の字状に肥厚する。口8の フー29130 
（漕壺）

同上。
茶覇色。 徴粒子。

同上。 残存部は総釉
釉を1ゑき取って口禿とする。 明茶色
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第9表 f 沖縄産施釉陶器観察一覧 単位 ：cm 

口径 流釉範囲 柑釉範囲
図 ・図版 番号 分類 底径 釉（外面） 袖 （内面） 紫 地

（外面） （内 面）
註形・文様 ・貫入・箱釉手法など 出土地点

器嵩

壺m 10 3 淡黄白色。 内彎する壺で、口縁が「7」の字状に肥厚する。口唇 ネ・ノー31
131 
（油壺）

ー 鉄釉。茶烹色 灰茶色。 細粒子。
残存部は栓釉 同左． の釉を投き取って口禿とする。 撹乱土管

第

52 132 
壺旧 15 7 灰様色。 茶褐色。 同上。 高台のみ霞胎 同上．

大型の油壺の底部片。外底の施釉方法は箕もしくは指 ノー30

（油壺） で実栢。 第2層

図

133 
壺[I 12 3 鉄釉．茶褐色 灰緑色。 同上。

高台脇と外底
同上。 同上。

ノー30

（湘壺） 面が施釉。 第2層

図

壺ID 灰白色。 高台内面のみ ノー30
版 134 

(i慮壺）
116 同上． 同上。 細粒子。 露胎。

同上。 同上。 東墜

49 

壺ID 畳付を除さ施
大型のi白壺の底部片。外底の嫡釉方法は筆もしくは指

135 
（濯壺）

11 0 鉄釉。-~褐色 n褐色。 同J:.。
釉。

同上。 で実旋。外面のII',渇色の釉は天目茶碗Iこみられる。 1il ナ・ニー31
錆斑がみられる。下地に茶褐色の化粧土を塗fすする。

136 急須 lb 鉄釉。茶黙色 同左。 同上。 残存部は柱釉 口預部に残存
,、-29

把手の外面に片切り彫りのi:t線を密に施す。 茶渇色土層

ハー29
137 急須 Ib 同上。 箪枯。 阿上、 同上． 露胎。 把手に直径6""の'ILを両飼から穿つ。 茶渇色土層

淡貨白色． 内面に10-11-の子しを穿った後に注さ口を貼り付けて ヌー34
138 急須lb 同上。 同左． 微粒子。

同上． 残存部は総釉
いる。 撓 1層

淡灰白色。 胴下部まで撞 ヌ-34
139 怠．須 Ih 70 同上。 攣釉。

細粒子。 袖。
霞飴． 三足の急須で、 三角形状の突起を貼り付けている。

第2層

第

140 〇須 Ib 46 鉄釉。茶褐色 同上。
淡灰白色． 同上、 同上．

-足のだ.iii.で．三角形状の突起を貼り付けている。外 J ーヽ30

徴粒子。 底面を死で削り取り芥笥lif.に成形する。 撹乱

78 ロItを除さ裕
口けと内面口緑の釉IH蚤き取りで露胎。把手外面に隣 7-30 

141 急須 Ib 60 鉄釉。明茶色 同li.. 灰色。粗象n 同上．
袖．

糾文 ｛波文とほ取り沈絨）。 把手の孔のサイズは直径 第2b層燒土

53 85 6.。胴部に竺ケ所の孔 (iii径6-7..,)を穿つ。 滉じり

急須IT
18 5 
透明釉。白(t 淡貨白色。

口唇の柚を掻き取って口禿とする。陽圏線と線彫 りに フー30
1,2 同Ii.。 残存部は~地 口,~のみ樟袖 よるが1沈線文・交差文を擁した後に呉須と貨茶色の釉
（三彩） 粧c 細粒＋。 を掛けている。

第2層

図 危mu 76 口唇と底部は
ロfflT)!liを掻さ取って口禿とする。類部と胴下部1こ圏鍬．把手は

ヒー30
1,3 同ヒ＜ 1司左。 同上． 頸触のみ施釉 棧取りのi虚把手に直径6.. のlLを穿つ。 謝練1こ呉須を雄す。
（三彩） 霞胎。 胴託9こ9よ淡此ぐ淡青色の釉を!Ill/ている。

咬面よ り

急須m 59 淡灰色細粒 口柑は口禿。線彫りの圏線と飛びカンナによる刻文を ヒー31
I≪ 
（三凡手）

粒灰色。 霞胎。
子。

残仔部は嫡釉 露胎。 施した後に白土で文様へ象嵌。 第 2層

急須m 58 
透明釉。白化

口唇は口禿。印花化文、旧iヽさの紋沈線文｀線彫りの ノー30
145 （三 8手

粧。i炎粒白色
同上。 同上。 同上。 同J-.。 交左沈線文を臆した後にi晨緑色の釉を文様に流す。文 撹乱

?) 様構成1ょ=~手を憬傲する。

急須w 80 透明釉。白化 淡灰白色。細 五受けの箇所 口緑内面に長受けの1りの突起を造る。外面IC':<須で圏

図
146 
（染f.t)

同上。
粧。 粒子．

同上。 のみ冗船 線と波1人文を償く。
表採

急須IV 澳青色。白化 淡黄白色微 1主ぎ口の破片で内面に身と接消する際に使用 した淡茶
147 
（璃屯袖） 粧。

冗胎。
拉＋。

同上。 霞胎。
色の知土が付若する。

表斥

版 10 2 淡黄白色。細 ノー30
1>8 大屯急．須 茶褐色。 同左．

粒子。
同上。 頸部のみ樹袖 把手の恨元が確12される 口唇は口禿。 布2層

149 大閉念須 隕褐色。 向左。 同上。 同上 阿上。 把手の恨元と注ざ口の根元の部分が雑認できる。
ノー30
第 2層

50 

淡灰色。細粒 把手の破片で幅は4l-42mを測る。墳断面は扁平な ニー30・31
150 大型急須 同上。 同左

子。
同上。 残存部は流籍l

キ円形状を兒する． 雙面

大型急須 透明釉。白化 浪貿白色。細 把手の穀片で¢日は31cmを瀾る。1晨脊色ー貨茶色-i炎黄
ヘー29

151 同左 同J-.• 同上。 茶褐色
（三彩） 粧． 粒子。 社色の釉を施す。 （撹乱）

大型急須 I白色。徴粒子 幅2cm程度を＂する把手の破片 潰斬面が三日月状を
152 
（濯璃袖）

濃育色。 同左． 同上． 同上。 呈する。中国製か。
不明

; 1 
淡黄白色。細 口昏は幅広で口禿。口様の断面1;1「T」の字状となる。 フー30

153 片口jj: 茶褐色。 同左。 拉子。
同上。 同上。 両面に祖いn入。 第 2層
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第13節沖縄産無釉陶器

1. 備前系摺鉢

備前系の摺鉢が2点得られている。正式な同定を得ていないので備前焼きとはせず備前系の摺鉢として

報告することにした。 （第54固 1・2)
(It I l flt 2 l 

県内では今帰仁城跡 ・阿波根古島遺跡などで出土していて、グスクや集落遺跡からも出土していること

が窺い知ることができるがその出土量は数少ない。今帰仁城跡出土のものは14世紀中葉のもの 1点と 15
(tt 3 l 

世紀末-16世紀に位置付けられる資料が3点得られている。湧田出土の摺鉢の口縁形態は今帰仁城跡出

土の摺鉢で15世紀末-16世紀に位置付けられる資料に近いようである。伊東晃氏の「15世紀から17世紀

の備前焼」 （講演記録）湧田出土の素地と近いものが存在することが判明したので、以下、講演内容を記

す「•••それから、胎土の問題ですが、 1Il 期のものは山土をそのまま使ったりしていますが、 N期には水漉

しを行ったり、田の土を混ぜたり、きめの細かい緻密な胎土になってきます。V期のある時期から、これ

は器種にもよりますが、胎土が砂っぽくなってきます。…」、湧田出土のものは粗い石灰質砂粒と細かい

石灰質砂粒などが混入している状況から判断すると備前焼そのものではないにしても前述した伊東氏の講

演内容のV期の時期と平行する可能性があり、このV期は1550年前後からそれ以降 （江戸時代を含むか）

が考えられるところである。湧田出土の摺鉢は口縁形態などから16世紀中頃から17世紀前半頃が考えら

れるかもしれない。とにかく、正式な同定に期待される査料とみられる。これは瓦質土器の摺鉢や沖縄産

無釉陶器の摺鉢に直接ないしは間接的に影響を与えたことが予想されるからである。

註

註 l 金武正紀 • 宮里末廣ほか 「今帰仁城跡発掘調査報告IJ今帰仁村教育委員会 1983年＾

註2 沖縄県教育委員会 「阿波根古島遺跡」 1990年。

註3 伊東 晃 「15世紀から17世紀の備前焼」 「中近世土器の基礎研究J日本中世土器研究会 1985年。

参考文献

• 安里 進 ・上原政昌 ・家田淳一 「播鉢編年からみた近世琉球窯業の展開」 「あ じまぁ」名護博物館紀要 .3名護博物館 1987年。

2. 沖縄産無釉陶器

沖縄産無釉陶器の用途や器種が判明したものとして、摺鉢・壺・瓶子・水甕・厨子甕・水鉢・花鉢・鍋・急須・

灯明皿・小皿・香炉・火炉などであった。

個々の特徴は観察表 （第10表）に呈示したが、ここでは前回、報告した分類概念を再録する。 さらに

今回、新しく確認された資料は、前回の分類に追加 （見直し）もしくは新設定して記述することにした。

今回出土していないものは、 （未検出）などと分類概念中に記入することにした。また、検出されている

ものは図番号を記した。

a. 摺鉢

摺鉢は口縁形態などから I-ill類に大分類を行い必要に応じた細分類を実施した。以下、特徴のみを記

す。

. I類

I類は口縁の造りや文様などから a-dの4種類に分けた。

a種…口縁を一端内埒させた後に口縁端部を撮み出して口縁を外反させているもの。 （未検出）。

b種…口縁をハブラシ状に肥厚させた後に肥厚帯に圏線を施す。また、肥厚帯直下に箆で調整し肥厚を

強調するもの。 （第54図3・4)。
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c種 ・・ロ縁を 「く」の字状に屈曲させる。肩部を意識した回転による指圧を深 く入れて強調するもの。

（同図 5-7・9)。

d種…l類 c種と同様に口縁を屈曲させるが、I類 c種と比較して屈曲は微弱なもの。 （同図8)。

• ]J類

II類は口縁を逆「L」字状に屈曲させる為、口縁が突出し、口唇も幅広となるものである。口唇に圏線

を施すものである。 （明確なものは未検出である。II・ill類としたものが同図11・12に図示）。

・ill類

脚台付きの摺鉢であるが、口造りはIl類と共通するものである。 （同図13-15)。

b. 壺

壺は口縁形態などから I類からm類に前回、分類したが、今回追加や新しいタイ プの存在が確認された
為、 N類-V[類を新し く設定し、細分類を実施した。

. I類

I類は基本的にナデ肩の壺であるが、外反の度合でa・bの2種類に分けた。

a種・・・外反のきつい王縁口縁の壺で、肥厚帯下端を箆で削り取っているもの。 （第55図16-18)。

b種・・・ a種と同様に外反のきつい玉縁口縁であるが、a種より肥厚が大きく肥大化するものである。

（未検出）。

. II類

本タイプはタマゴ形の器形を呈する壺であり 、口造りが玉縁状に肥厚させる点でI類と類似するが全体

の器形が異なっている。 （未検出）。

・ill類

本タイプは方形状の肥厚をもつものである。器形の微弱な変化から a・bの2種類に分けた。

a種 ..口縁部を逆「L」字状に屈曲させ、肥厚帯下端を僅かに突出させているものである。 （同図19・

20)。

b種 ・・ロ縁部の屈曲は皿類 a種よりもゆるくなり、ルーズな肥厚を造る。 （同医21・22・24-26)。

・N類

今回、新し く設定したタイプの壺である。基本的に外反する壺で、口縁の肥厚はなく 、疑似肥厚タイプ

の口縁である。口縁部の外反の度合いなどから a・bの2種類に分けた。

a種・・・ロ縁の外反がゆるいもの。 （第55図27)。

b種・・・ロ縁の外反がきついもの。 （同図28)。

・V類

口縁の縦断面が「フ」の字状に屈曲するものであり、 1点のみ出土している。 （同図29)。

• VI類

ロ縁部を一端、外反させた後に口縁端部を上方に撮み上げ「カギ」状に成形する為、正面観が疑似肥厚

となる。 「カギ」状のものは蓋受けを兼ねたものとして考えられる。 （同図30)。

・¥I[類

この種の壺は、全体的に大きく内側に内傾するもので、口造りから a・bの2種類に細分した。

a種…口縁を垂直気味に仕上げ、口唇に丸味を持たせて成形するものである。 （同固31)。

b種…口縁の肥厚は折り返しでつくり、 口縁の縦断面は歪な梯形状 （方形状）の肥厚となる。（同図32)。

本品に関して、素地などから移入品が考えられるところである。その他に壺の胴部や底部資料が得られ

ている。 （第56図33-35・41・45・46、第59図87・88)。
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C, 瓶子

瓶子の口縁とみられるものが4点得られている。いずれも口縁がラッパ状に開き外反するものである。

瓶子には厚手と薄手の 2種類があり、前者の際手のものを a種 （同図36・37)とし、後者の薄手のもの

をb種 （同図38・39)として分類した。その他に瓶子の胴部片や底部片が得られている。 （同図40・42

-44)。

d. 水甕

水甕も口縁部の形状などからI類-ill類に分類し、状況によって細分類を実施した。

. I類

I類は頸 ・胴部で軽く内側に締り、口縁を屈曲させている。口縁は突出させた後に口縁下端を軽く撮み

出している。 （第57図47)。

. II類

本タイプも口造りなどから a・bの2種類に分けた。

a種…口縁を逆「L」字状に屈曲させる。全体的な器形としては垂直もしくは若干、外傾気味に直線的

に口縁に移行するものが推定される。今回、 a種の中に口縁が肥大化するものを含めることにし

た。 （同図48)。

b種…口縁を囲曲させた後に口縁下端に釣状に仕上げて肥厚をつくる。口唇外端に縄目文を貼り付けて

いる。 （未検出）。

・ill類

肥厚の形状などから a・bの2種類に分けられた。肥厚の肥大化の傾向が認められるものである。

a 種•••肥大化 した方形状の口縁で、頸部で軽く締っているもの。 （未検出）。

b種…肥大化した玉縁状の口縁。ナデ肩気味の甕が考えられる。 （同図49)。

その他に甕の胴部片が2点得られている （同図50・51)か、水甕のものなのかあるいは厨子甕

のものなのかは判らなかった。

e. 厨子甕

厨子甕は、沖縄では「ジーシガーミ」と俗称されているものである。口縁形態などから I・II類に分類

した。

. I類

全体的に胴上部から内側に内傾する甕で、口縁が王縁状に成形されたもので、俗にボージャージーシと

称されるものである。 （同図52)。

. Il類

口縁の縦断面が長方形状に肥厚するものと口縁の肥厚が微弱なものの 2種類が存在する。

a 種•長方形状に肥厚するもので、頸部で締っているもの。 （同図53)。

b種…口縁が肥厚しないで、口唇を幅広く成形する為、疑似肥厚とするもの。 （同図54)。

その他に厨子甕の胴部片が3片得られている。 （同図55-57)。

f . 水鉢

前回、口縁形態などから a・bの2種類に分類したが、今回、新しいタイプが確認されたので、これを

追加し、分類を見直すことにしたが、従来の a種を I類に昇格させ、 b種をII類として新しく分けた。

. I類

ロ縁形態から a・bの2種類に分けた。

a種 ・・ロ縁の縦断面が「フ」の字状に折れるもので、口造りは一端、内均させた後に口縁を外側へ折り
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曲げて肥厚をつくるもの。 （同図58・59)。

b種…胴上部まで逆「ハ」の字状に開いた後に内側へ口縁を内傾させるもの。 （同図60・61)。

. II類

洗濯用の水鉢で、専ら下着洗いに使用された為、俗にメーチャーアラヤーと称されるものが主流である。

器形は摺鉢と類似するが摺り目の有無で区別出来る。口造りなどから a・ bの2種類に分類した。

a 種••口唇が幅広のもので、口縁の縦断面が「し」字状の形態をなすもの。 （同図63・64)。

b種…口縁の縦断面が鍵状に折れるもので、口唇の幅は a種よ りも狭いもの。 （同図65)。

水鉢の底部とみられるものが2点出土しているもので、同図62に図示した。

9. 花鉢

前回出土した花鉢と素地 ・器色などの特徴が類似していて、素地に粗い軽石などを多羅に含んでいて形

が歪である。 （第58固67)。

h. 鍋

蓋受けのための突起を造る鍋が出土した為、前回、未分類であった鍋を今回、a・ bに分類することに

した。

a種..胴上部が逆「ハ」の字状に開くもので、口頸部が微弱に折れるもの。 （未検出）。

b種…胴上部がa種よりも内側に閉じるもので口頸部が 「く」の字状にきつく折れるもの。（同図68)。

i. 突起および蓋などの資料

今回出土した突起および蓋などの資料として、急須の突起（同図69・70)・厨子甕の蓋 （同図71・72)・ 

鍋の蓋とみられるもの （同図73) ・大型急須の把手とみられるもの （同図85・86)が得られている。中

でも大型急須の把手とみられるものは、釉が他の器種と比較して厚く施されている。

j. 碗底部

碗の底部片が1点のみ出土している。高台の造りが確り していて高台脇に箆削りを加えている。 （同図

74)。

k. 灯明皿

本品は内涛するベ夕底皿で、口唇や口縁内外に煤が付着する状況などから灯明皿として取り扱ったもの

であり、第58図75・76にこれを図示した。前回は 1点のみ出土していた。

I. 小皿

器形は前述した灯明皿と同様にベタ底の内轡皿で、器形も灯明皿と類似するが、煤の付着した痕跡がな

いので、灯明皿と区別した。 （同図77)。

m. 香炉

香炉の口縁と底部とみられるものが得られている。香炉には文様はなく、器形が円筒状のものである。

（同図78)。香炉の底部には台形状の円盤を貼り付けている。 （同図79)。

n. 火炉

火炉には円筒状の器形を保持するものと肩部が「く 」の字状に折れるものがあ り、前者の円筒状のもの

をI類 （同図80)とし、後者のものを1I類 （同図81)とする。Il類は口唇を浅く弧状に箆で削り成形し

ているのが特徴のひとつである。

o. 器種不明

類似例がない為、器種不明としたが、ある程度、可能性のある器種名を個々の観察表に記入した。

鉢などの可能性が考えられた資料は、第58図82・83に固示した 2点であり 、2点とも浅鉢かもしれない。

壺などの可能性があるものは第58図84に示したもので、頸部のない無頸の内聟壺が予想されるが判然と
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しないところである。

P. 小結

沖縄産無釉陶器の中で、摺鉢の各タイプの出土傾向を前回と比較してみることにする。今回、確認された

摺鉢のタイプはI類 b種 （第54図3・4)、I類 c種 （同図 5-7・9)、 I類 d種 （同図 8)、皿類

（同図13・14)の3タイプであった。他に ]]. 皿類のいずれかに所属するとみられるものが2点得られて

いる。 （同図11・12)。I類 C種がもっとも多く 4点を数えている。I類 b種と 皿類は各 2点ずつ出土し
（註1)

ている。摺鉢のI類a種 .]]類が今回は出土していない状況にあることが窺える。これらを安里進氏らの

編年に対応させると湧田のI類b種の一部と I類c種の一部は安里進氏ほかの播鉢I式に近いものが存在

し、湧田のm類が安里氏らの播鉢N式に類似していることが判り、これによって湧田の摺鉢の時期を絞り
込んでいくと I類b種の一部と I類 c種の一部は、17世紀代、 皿類が19世紀後半-20世紀前半となる可能

性が出てくるが、 I類b. C種とm類の間を埋めるものは前回、出土したI類 d種 (17世紀後半-18世紀
後半に比定されるもので、安里氏らの播鉢Il式に比定）であるが、安里氏らの播鉢編年m式=18世紀後半

（註2)

-19世紀前半に位置付けられる資料は今回は確認されなかったが、仮に安里氏らの播鉢編年m式の範疇に
はいるものとすれば、今回出土した摺鉢I類 d種が含まれるかもしれないところである。

註

註 1.安里進 ・上原政昌 ・家田淳一「播鉢編年からみた近世琉球窯業の展開」 「あじまぁ」名護樽物館紀要.3 名護博物館

1987年。

註 2.同上。 92ページ、古我地焼播鉢 第7図23。
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第 10表 a 沖縄産無釉陶器観察一覧

図図版 番号 器形
底ロt U 

器色 紫地 笞面謂整 文 様 な ど 出土地点..膚,_, 

摺 鉢
2.t 0 
外面淡褐色の釉。

茶紫色の微粒子。粗
外面回転攘復 口顎部で 「く」の字状に祈れ、口緑は垂直に立ち上がる。折れ部 8区ネー30I 

傭前系 内ilii明茶色。
い石灰質砂粒が微量

内面回転攘痕 （頸部）に徊転箆削り を流すが消え切っていない。 木の根撹乱に混入。

摺鉢
外面橙灰色 淡灰色の祖粒子。細 外面回転榛痕 ・回転

口頚部で「<Jの字状に折れる。口緑j;j内鋼へ内傾する。口縁部 A区ハー332 
傭前系

（景袖） かい石灰質砂粒と微 箆削り。
の上 ・下端近くを丸箆で浅く窪ませている。比授根背前系。 第3層内面淡橙色 繍な石英が少量混入。 内面回転榛痕

26 0 外面灰褐色
茶紫色の細粒子。細

外面回転揖痕 ・回転
かい石灰質砂粒と微 肥厚直下に箆削りを入れ、肥印を強謂する。肥m帝には強弱を入 A区ハー393 摺鉢 Ib （鰻釉）
細な石英と茶色の物

箆削り。
れた回転廃削りで陽ll!I線を2条施す。 畦内面明茶色

質が少.i:i昆入。 内面回転捧痕．

茶褐色の細粒子。微
外面回転揖Iii.・回転 口頸部に強弱のある攘根を入れた陽直線を j条施した後に陥圏線

4 摺鉢 Ib 
内面灰褐色。 細な石英と茶色の物

箆削り。 の突灌及び周辺に軽く削りを人れている。内面とは 7条一組みの
A区ノー32

（黒釉） 質や石灰貿微砂粒が
内面回転撹痕． 摺り目を浅く入れている。

第3層
少量混入。

31 0 
茶紫色の細粒子。石

外面回転揖痕 ・回転 口様を逆「L」字状に1品曲させ、類部を深めに窪ませる。 11l線で
5 摺鉢 le

外面褐色の釉 灰質の粗砂粒と徴細
箆削り。 m部を意譲して区別する。箆削りは/;J部から下に施す。内面の摺 A区7-31内面茶，，，色。 な茶色の鉱物が僅か
内面回転榛痕。 り目のJi¥fil.は不明。 トレンチ!I'-2層

にi昆人。

36 0 外面淡褐色。 明茶色の網粒子.ill! 
外面回転棺躾 ・指庄 口縁を 「へ」の字状に折り曲げている。口縁直下に1;:J部を区別す

6 摺鉢 le （鳥柚） かい石Jfi.質の砂柁が
内面回転揖痕。 るむの指圧を強く人れる。内面の摺り目の単位は不明。

出土地不明。
内面明茶色。 僅かに混人。

第
茶紫色の細粒子。細37 6 

外面暗灰色(io釉） 両面とも回転擦痕と 口縁内端を欠く。日部は「く」の字状に成形させ．口緑を外側に B区ノー29
54 

7 摺鉢 le
内面淡茶紫色。

かい石灰質の砂粒が
匝転箆ナデ?o きつく外反させる。内面に9条一組みの翔りgを流す。 茶褐色少量混人。

図

32 0 
明茶色の纏位子。微

外面回転撹痕と回転
内部の祈れは弱く微弱である。 8区7-29

8 摺鉢 Id 両面茶褐色の釉。 苑削り。内面回転擦 ケープル溝 （ク細な石英が少量視入。
痕．

内面の柁 り目の単位は不明である。
チャ視じり）

図

版 外面茶黒色の釉。 外面回転摺IK. 口紐をきつく折り曲げて外反させる。円部下部に丸彫りの1!1線を A区ノー31， 摺鉢 IC
内面明灰色。

暗い茶紫色の微粒子．
内面回転採痕． 1条施す。 撹乱層

51 

外面褐色の釉。
濃い茶紫色の細Uh外面回転拐痕と回転 紙面からの立ち上がり箇所に箆削りを入れ浅く代ませる。底面は

10 摺鉢 I 12 0 徴細な石英と石灰質 箆削り他。内面回転 箆削りをナデ消す。内面に6条一組みの内りBを人れる。騎開面 第 1層内面明茶色。
祖砂粒が僅かに戌入。 攘痕とナデ。 に白色の縞が人いり込んでいる。

30 8 外面光沢のある淡 澳い茶紫色の細粒十．
幅広の口行で1.J昏1こ丸彫りの沈線を施すが途中でり）れる。 8区ノー30II 摺鉢n.町 貨色の釉。 視入物は観租でき な 面面とも回転撹痕。
内面の柑り目の単位は不明。 東壁内面淡橙色。 し'o

外OO昭茶色。 暗茶色の微粒f・。微 外面回転攘痕 回転
胴下部に固転箆削りを人れる。内面にはIO条一組みの柑り目を深 A区ヒー3312 柑鉢n-m （景釉） 細な石灰質砂粒が｛蔓 箆削り・ロクロ痕。
く人れる。 第 2層

内面茶褐色。 かに混人。 内面回転攘痕 ?o

外面茶褐色。
濃い茶紫色の微粒f,

丸味のある 「ハ」の字状の脚台。6..,の,Lを外隔から存っている B区ノー3013 搭鉢罰 14 0 
内面明茶色。

視入物は観店でさな 直面とも回転攘痕。
打開面に身と桜合するt.11こ深目の槽価きを人れる。 窮 2層,,, 

淡い茶案色の細粒T・・

I~ 搭鉢罰 160 
両面と も光沢のあ 微細な石英。石灰質 外面回転攘痕。 「ハ」の字状q)脚。貸付外端をilii取りした後にかl目を施す。脚に

B区ノー29る黄灰色の釉． 檄砂粒が僅かに混入。 内面固転侑痕。 9ヤり）り彫りの旧線を権す。

瓦質の淘土。 i炎投色

15 摺鉢皿 24 0 
両面と もi炎橙色 細粒子・。微細な石英

両面と も1!!1転攘痕． 「ハ」の字状の胸。,Lを両面からかった痕跡があるが、,Lのサイ B区/-30 
（鳥釉） と細かい茶色の物質 ズはれlらない。 第2層

が徴鼠混人。

17 8 i炎茶紫色の細≫.{-。
外面回転攘痕 制転

16 壺 Ia 
外面淡黄灰色の釉 微細な石英。石灰質

箆削り。
逆 「ハ」の字状に外厠に開く外反壺で、肥収仔直下を箆削りで深 B区ノ ー30

第 内面i炎褐色。 llt細uが微且に1見入。
内面回転撹痕。

＜扶り取っている。卯開面に白色の陶土が細く 、帝状に人いる。 瓦層

55 

図
17 6 

淡茶紫色の細粒子。
外面回転攘痕 ．囮転 大さくゆるやかに外反する壺で、肥厚仔直下に¢は1-9 .,.<1J~n,1 

I 7 壺 Ia 両面茶褐色と決貿 石灰質微細な粒． 微
箆削り。内ilii回転攘 りの痕跡が一部観在できる。剪開面に白色の均土が細かく、短く A区7-32

色の釉。 細な石英・粗い茶色
痕。 入いる。口唇は帝状にg痕（胎土§)がみられる。 袷 3層

図 の鉱物が少量混人。

版

53 19 0 
淡茶紫色の細粒子。 両面とも回転攘痕。
石灰質細粒や粗い白 外面口絃に箆削り を 徽弱に外反する壺。肥旺帝1こ箆削りを加えるが雑である。勢IJII面 B区ハー3018 壺 Ia 両面明茶褐色の釉
色鉱物が少量混入す 加えた後に1こナデ消 に細かくて短かめの白色淘土が骰梵的に人いる。 窮 2層
る。 しを入れる。
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第 10表 b 沖縄産無釉陶器観察一覧

図 ・図版 書号 け形
"'□II II 

牡色 素地 詳面謂豊 文 様 な ど 出上地屯
.... ,~, 
13.4 
外面灰貫色の軸．

茶褐色の微粒子。租
預郎の長い壼で、口縁が逆「L」字に肥”する。肥ワ帯 r.11が僅 B区ハ-3019 壼ma い白色ゃ明茶色の虹 闇面とも回転挿痕。内面明茶色。

物が僅かに!I!.入。 かに下方に突出する。 第2111

86 
両iiiとも明茶色の 茶褐色の微柁子。石

頸記の長い壺で、 0樟が逆 「LJ字に肥ワする。肥ワ帝r嬌が直輪。口縁の釉が一 灰質微砂粒や細かい
B区ノ• ハ3120 壼ma

祁禿げ落ちてアバ 茶色の鉱物が僅かに
Jillliliとも回転攘痕。 かに下方に突出する。

窯内郎E層出土夕状となる。 滉入。 口＂が内躙 Iこ傾くハ、回転箆削りの使用が考えられる

淡茶紫色の綱粒子．
20 6 
外面茶黒色の釉．

租い白色の紀物と細
類部がやや短くなる小-/1; Ll¥'J外嬬近くは削り取りでl父い圏線を B区ネー2921 壼町 b かい有色 （橙色茶 両面とも回紅揖痕。内面明灰色。

渇色）の鉱物が少量 長現する。預部に丸味のある陽圏線を魔す． 茶喝色
滉入。

14 0 
タlilii炎茶色の釉。 明茶色の微n子。微 '(iii回転攘桟・回転 頻郎がやや短くなる壺。 預郎及び胴上部に回Ir.~削りを入れる為、 II 8区ノー2922 壼illb 
内面明茶色。 細な石英を1l1量視入。 箆削 り。 10 .. の陽圏綬桟の仕上げと ~る 茶喝色内面回転攘痕

外面i灸茶色 茶紫色の微111-。細 外面回転攘痕・固転 頸郎 Fに回転箆削')を入れた後に回転揖償で消す。胴上船1こヘラ23 壼m （量釉） かい石灰質微砂粒が 克Mり． 紀サ「八Jの字杖 浅目の丸控で3-4条の圏線を密に施す。預 表採内iii明茶色． 微量1こ滉人 内面固転揖痕 郎での最大直往1'Sao

外面黒喝色の釉 茶紫色の徴li7・.細

等
24 壺IDb 

内面漬茶紫色の輸
かい6灰貨隕砂粒が 濁面とも(cJ紅柑損。 ナデ肩の壺、胴郎に縄目の凸景を貼り付ける． 不明
徴量に滉人

55 

11 6 
外面問渇色の釉

条紫色の微Ii子。微
頸郎がやや短かくなる小壼。口隷が 「く」の字状に11!1111!するが、 A区ハー31{j!J 25 </l ffi b 

内iiill<'I¥色。 細な石長と6灰貸微 両面とも回し漬痕．
1斤れは 1レーズで丸味を帝びる。 口唇,~囀がヒ方に僅かに欠出。 東彎砂粒が僅かに滉人。

116 
外面Ill鳩色の釉 茶紫色の微粒卜。 微

口樟がゆる ＜外反し類部の短かい壺。Uf員部の屈曲は1レーズで丸 A区30・31
[11 26 -dID b 1111な石英と石灰質微 噸iiiとも回し攘頂．内面灰II¥色

砂粒が僅かに滉人． 味を僭びる。Ufftり遍が上月1こ償かに欠出する。 第2鴫
版

13 6 茶常色の微n子。
53 外面戊l{i.茶色の精 柑い石灰質砂粒と淡

A区I-32 27 をIV•
内面漬灰色． 茶色の紀物が少量虎

両面とも回転漬損。 内ilitJltが僅かに丸味をもって突出する
綱2層

人

両iiiとも灰渇色 灰渇色の微IH-。細
遭元灼燻成のl¥.1; 池及び内外面1よ灰色を帯び須恵けと見扮うI! A区ネーH28 壼n• b (11,li) かい灰鳩色の虹物が 両iiiとも固亀4攘痕
どU1ている 綱2層庫かに滉人

"0  
茶紫色の微粒7・.微

29 壺＼’ 繭iii褐色の輸 細な石英と網かい茶
蘭面とも回亀c隕寅 口紺を f7」の字状に折り 111,rるたり口＂は幅~:となる A区ノー31

色の鉱物が債かに滉
トレンチ

人

16 8 
iiliii と ~ffi.褐色

t庚茶紫色の微fl―r. 外面回1.そ檸痕 ・回転 讚化灼燻成騎閲面1よ淡茶紫色で両面が炊渇色となる 口造りが特30 "111 
＂＂畜 ）

戊人物はljと人どみ 箆り1り 徴的で，，，る 肥fl1.僭直ドに箆Mりを入れる 一見、須ぞ苫と見” 不明
えない， 内面回し攘賓 う-;,:nである，

15 0 外面欣茶色 位色の微IU
31 ,;,11 a ｛鑢檜） 滉人物はljと人どみ 剛面とも回し渾賓 内傾する壺で、口Itを重直1こ撮み上げて仕上げている． 不明内iii控色 えない。

till b 20 Z 彙茶紫色の纏11子• 外iii回転惰痕．囮転 口IJの肥厚｛よ釦）心しで歪な樟影状につくる 肥渾帯下遍及び直32 m人品？） 両面茶"'色の触 堰い6美を多量に滉 巴削り。 下に巳創りを人れる．鰐閲面に縞状に白色の悶土が入いる。中田 A区ハー31
入 内面回転攘痕 ・東渭アジアの褐籍悶苔かも しれない， 嚢地がよく判らない。

網かい石長を少量溌
A区ノー3233 a胴部 両面灰渇色の喰．

入．
閏面とも回転撞債。 肩郭1こ墳耳を貼りf-tける。噌はヒピ割It状懇となっている。

第3層

第

56 
外面淡渇色の袖．

茶紫色のllilti子． 外iii回転撞賓と塁訂
B区ノー3034 壼底郎 13 6 石灰質纏粒が微量に り。内iiiロクロ償 ． 底面からの立ち上がりの箇所に箆印りを擁す。図 内面明伐色．

1.ll入する。 底面箆Mり。 撹乱

図 茶零色の細粒子。
外面回転攘痕 回転

35 〇底統 96 
両面仄褐色． 帽い石英と石灰質の

箆削り。内面ロクロ
旺面は重ね焼き後の切り順しで、底面の悼辺は剰霞面となってい

喪斥版 （量輸） 細粒が僅かに1見人す
痕。底面ナデ？

る．
る。

54 

12 0 
外面灰黒色の釉．

直茶紫色の細粒子． 口樟は大き く外鋼1こ外傾させるl¥.ロ＂が外向さとなる 彎開面
B区ハー3036 籟子a

内面淡茶紫色。
細かい茶色の紀物が 両面回転揖痕。 は小孔が鱗数1こでさアパタ状となる。口緑近くで註mが澤くなっ

綱2層僅かに滉人する。 ている。
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第 10表 C 沖縄産無釉陶器観察一覧

図 ・図叛 書号 お形
蠍ロUi ti! 

苔色 素地 召面調整 文 撮 な ど 出土逮点
.. 鳥

'-' 
86 
両面茶褐色．

明柑色の微柁石粗 口緑を大きく外鋼に外傾させるa、口昏が外向きとなる。 A区フー31

3i 籟子a （皇輸）
い石夷が微量に含ま jijiif回転撞痕． 口緑近くで石厚がmくなってくる。 第2層
れる。

;o 厨iii灰茶色の輪． 議茶紫色の微粒十． 口縁を大さく外Illこ外傾させる込口唇が外1句さとなる。お雙が4 A区ヒー31

38 烈―l'b 内面は途中まで箱 視人物はほとんどみ 両iil囮転揖痕。 -6-と薄い。 第3層

釉。 えない．

76 
外面及び内面□緑 漏茶紫色の嶽R子． 外面囮転攘痕回し

39 顧{-b
は淡賞茶色の釉を 僅t~かに石灰質片の粗砂 箆削り。内面回転榛

口縁を大きく外Illこ外傾させる。ロffii尖り気味に成形する。苔 B区

誨す。内面は睛褐 やサンゴが浪人 厚は4~7mを瀾る。胴上部に細い陽圏線を 5条施す。 井戸前排水撹乱

色。 する。
痕．

外面茶褐色の釉．
茶衛色の微粒子．石 両面回転擦痕 匝転 最大胴径9口をillる。胴上部から頸謁へ糧まってい＜．頸の長い A区ノー31

第
40 顧子胴部

内面明ね色．
灰質細粒と細かい茶

箆削り． 瓶が予想される。 トレンチ
色の鉱物が少量視入

56 

外面淡灰白色の釉
茶紫色の細粒子．滉 外面匝転撮痕・回転 タマゴ形の召形が予想される壺である。胴上部に陽圏線が一条残

f4 41 壺剛祁
内面淡茶紫色。

人物はほとんどみえ 箆削り。 されている。
表採

な1,¥. 内面固転攘痕．

外面淡賞白色の釉
茶紫色の繹粒（-。石 外面徊転攘痕・回転 底面からIiぽ重直に立ち上がりそのま ま内11に閉り

気味に丸味を A区ヌー31

図 42 瓶卜底邪 58 灰質微砂粒が1夏かに 箆削り。 持たせて胴部へIJ1Tする。底面には切り雇しの際の関鴫がみられ
内面灰褐色。 滉入。 内面回転攘痕． る。

第1層

駐

54 外面茶紫色の種。
茶紫色の細柁T-.徴 外面目転撹痕．屈転 底面からの立ち上がりはやや外欝1こ閉き気昧に立ち上げた後に内 B区ネー29

43 a r-底祁 90 
内面灰褐色。

細な6英が僅かに含 箆削り。 側に閉じ久味に丸味を持たせて1M祁へ移行させる。底面は凹凸が 灰茶褐色
まれる。 内iii囮転攘痕． あり．這な患じを受ける。旺面にIii炎黄色の釉が付着する。

外面淡褐色． 灰渇色の微粒T・.視 外面回転撹痕 ・lill転 底面からの立ち上がりはやや外鋼に開き双味に立ち上げた後に内 A区ニー34
44 瓶{-底胚 5 2 （量積） 人物はI.Iとんどみえ 箆削り。 側に閉じ気味に丸味を持たせて胴部へ移行させる。底面の調竪11

内面淡茶色． なし'o 内iii囮転攘痕と指r£ 指圧を鱚した後にナデ消すがinぇ切っていない。
第2!II 

外面茶Ill色の精。
外面囮転棺痕．囲転

外底ililを汲く削り出す。立ち上がりの箇所に深い削りを加え石台 A区ハー31

↓5 壺底部 7 I 茶第色の微柁{-。 箆削り。
内面淡茶常色． 内iiiii,J転攘損．

状にIt上げる。 第2)fl

外面濃茶紫色の輪。
茶紫色の微粒{・。 微 外面囮転撲Ill.・ 囮転 店台をもつ屯。外底面及び点台外面は丁寧1こ仕ヒげる。畳付は雑 B区ネー29

46 必底部 58 
内面赤紫色．

細な6英が僅かに混 箆削り。 で小さな起伏がある。 茶褐色
入。 内面囮転攘痕．

外面明G色。
貨茶色のIll粒子。微 外iliil<>J転撹根・ l!'l転 幅広のU抒.[I給 ド鴻を軽く鳩み出して突出させる。肥ぼ僭F濯 A区ネー31

-Ii 水甕I （艶釉）
細な6美が僅かに混 箆削り。 に片切り彫りによる圏練を 2条繕す。 煉上混じり
人。 内面欠浴の3不明

外面茶褐色．
茶紫色の柑粒 f-。微 直面とも回転攘痕で

48 水甕aa （慧精）
細な6英ゃIllい茶色 あるが調覧が外面の ロ8の幅が65mを瀾る資科。文1最は口廿外端と口縁

の州面に片
表採

内面略褐色．
の紀物が微量ながら 手法と内面の手法が 切り彫りや丸●りりで圏練を烏す。

視人． 入れ変わっている。

23 0 
両面とも茶黙色の

茶常色の細粒ら 微 外面回転攘択.~I転 肥1'1-侑中央から・r,こ潰な回転厄間り、肥”僭直l'Iこ深E)Q)削りを 8区ヒー30
<9 水覺IDb 輪．

細な石英が債かに視 箆削り。 人れる。 撹乱層

第 人． 内創匝転攘賓．

57 

甕ii文
外面i炎褐色。 茶紫色の微粒(・。 11! 外面lei転撹痕．囮転 頸狐で綸まる甕とみられるr;n。外面に丸彫りのIll線と先の平/: u区ノ ーJO

団
50 
胴昴

（量緯） いIf.Ill色の鯰物を債 箆削り． い叉状J:J↓で波状文を1'<. 布2層

内面明橙色。 かに含人でいる。 内面屈t,.濱痕．

甕≪文
外面'*褐色． 茶褐色の細粒 f-.l:j 外iii囮転攘損・ 指If 胴船1こ -c l•1 形状の凸佑を貼り付けた後に均ー的な 1111隔で凸帯をド B区ノー29

図 51 （皇釉） 灰質のlllnf-が僅か
馴祁

内面明R色． に滉人．
内面旧転濱損． 方に檸し例して縄U状の文様をつくっている． 欣茶褐色

版
茶紫色の微,~に細

55 
310 
外面黒褐色の輪。

かい6英と茶色の鯨 外面凶転攘痰．屈転 口縁は玉緑状の肥”を造る。外面は片切り彫りの圏線をlll!l't帝直 A区ニー33

52 計（甕 l 内ilii炎褐色．
物i-flかに含んでい 箆削り． 下に 3条織し肥厚を慎綱する。 第 1層
る。騎開面はアバタ 内面leltr.攘痕

状

38 Z 
外面淡IF.色の輪．

茶零色の微n.(・、 6 外面固転揖痕．屈転 肥ワ臀下方に丸彫I)のIll線を2条崖す。同希 F鳩11箆削I)を加え B区ネー28
53 厨子覺Ua 内面明R色．

灰質の織11が僅かに 箆削り。 ている。胴上邸にも片切り彫りの圏緯を 1条緯している。 撹＆
滉人。 内iii囮転攘痕

<3 2 jlljjjj灰褐色． 茶紫色の綱tt"f-。石 外iii囮転擢痕． 徊転 口唇外漏を削りで突出させる。口縁1こ片切り彫りの圏縄を3条擁
A区

5< 厨子覺llb 外面の文撮帯に茶 灰質の細粒が少量滉 箆削り。内面回転攘 す。頸祁1こ凸帝を 1条貼り付ける。
ナー32 33 

渇色の釉を籍す。 入。 痕。 第3層
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第 10表 d 沖縄産無釉陶器観察一覧

図図版 番今 諾形

底口, , .... 

硲色 素地 器ilii潤整 文 様 な ど 出土地点..高,~, 
外面i炎茶白色。 濃茶紫色の微粒子。 外面回転擦痕・回転 胴上部に圏線と先の平たい叉状工具で液状文を指さそのil[下に凸

B区ノー30
55 厨子甕胴部 （黒釉） 混人物がほとんどみ 箆削り。内面回転撲 帝を貼り付けている。この凸帝の面には丸彫りの園線を 1条施し

第 2層
内面明楼色。 えない。 痕． ている。

外面茶褐色の枯。
茶紫色の微粒子．

外面に菊の菓とみられるものを貼り付けている。
B区ノー30

56 厨子曼凧部 粗い明茶色の鉱物が 両面とも回転攘援。
第 2層撹乱内面淡褐色。

僅かに混入。

外面貨褐色。 投色の細粒子。 外面不規則なナデ。 8区フー29
57 酎 9甕胴部 （量釉） 細かい石英と茶褐色

内面回転撹痕。
同上。

明茶色
内ilii明楼色。 の鉱物が僅かに滉入

21 0 明橙色のほ拉子。
外面回転擦痕。内面 口縁は三角形状に肥厚する。胴上部に4本一組みで櫛拮きの波状

西壁58 水鉢Ia 園面に茶褐色の釉 微細な石英が僅かに
回転揖痕 ロクロ痕 沈線文を描く。口舒に意ね焼さの為の白色土が付若。

滉人

第

外illii炎貨白色と明 明橙色の細粒子。
外面固転撹痕・回転

2> 6 
箆削り。 口柑は三角形状1:肥厚する。肥序帝直下に片切り彫りの箆で深く

表斥
57 59 水鉢la 茶紫色のIll。 微細な石英が僅かに

内面回転揖痕・ロク 削りを入れる。 5本一組みの櫛で波状文を搭く。
内面明位色。 混人 口痕。

図

A区ナ ・ニー
jilj面とも灰茶色．

茶紫色の微粒子。
内彎口緑で、内面が僅かに肥厚する。片切り彫りの圏線を 2条施

31 クチャ混り60 水鉢Ib 
（量釉）

滉人物はaとんどみ 両面とも回転撹痕。
した後に旧線/1111こ7本一組みの111で波状沈線文をはく。

（撹乱）えない。

図

19 0 
茶紫色の微粒子。

外面回転楳痕・固転
聾文の内彎水＄に。外面は箆削り後に代痕を加える。削りのOO取り B区ハー版 外面淡褐色（量柚） 混人物はIiとんどみ

箆削り。
30・31 

61 水鉢Ib 
内面明位色。 えない。石灰質の細 の痕跡がみられる。

内面回転揉痕。
55 粒が僅かに含まれる

橙色の細粒子。 微細 外面回転箆削 り・回
B区ヘー30

外面茶色の釉。 な5灰質粒と祖い茶 転揖痕
茶色の釉は外底面近くまで旅す。外底面は箆削りで終rする。 井戸前徘水9髯撹62 小鉢底部 134 

内面明楼色。 渇色の鉱物が微量混 内面回転指痕・ロク
乱

入 ロ損

31 4 
両面とも淡因色。

淡楼色の細粒子。細 外面回転撹杖 ・回転
口唇外端近くに片切り彫りの恩線を権す。肥m帝在下大と胴上部 B区ノー29

63 水鉢na 口昏は淡褐色。ロ
かい石灰賃粒と栢い 箆削り。内面回転撹

に削りを入れて「 (Jの字状の日郎をつくる． 灰茶褐色縁とnff/l)一郎に
貨茶色の袖．

条佑色の物貨がi見人 狼。

31 6 外面光沢のある灰 茶紫色の微粒子。
口昏外濱近くに片切り彫りの隧線を施す。肥1',!帝直,.大と胴上部 B区ネー28

64 水鉢Ila 茶色の袖。 滉人物は観狽できな jij面とも回転捐痕。
に削りを人れて 「く」の字状の日邪をつくる。 撹乱層

内面明橙色。 し '•

•2 0 
外面灰褐色．

茶紫色の微粒子。 外面回転箆削 り・10 肥虹帝下部を箆で削り面取りとし、同帝下濯と身の開に片切り彫
65 水鉢IIb 内面沃灰色。

況人物は観察でさな 転揖痰。 りで深<I~ り取っている。外面の謂整は口秘の一部を除さ、箆削 長採
ロ唇外靖と口緑1こ

し‘• 内面回転揖痕。 りである。
茶懇色の釉．

明橙色の細粒子。
外面回転箆Allり・回 外底面は不規則な方(o)Iこ箆削I)を加入る。底面からの立ら上りの箇所には箆

A区ネ ・ノー31
66 水鉢底部 17 2 

両面とも明楼色。 微細な石英・柑い貨
転採痕。 削りのまま放置されている。

撹乱土層（量釉） 色や茶褐色の物費が
内面回転撹痕。 水鉢や花鉢の底部資料として今のところ考又られるところである。

混入。

灰褐色の柑粒子。柑 外ilii回転箆削り ナ
外面に輯2.. の丸箆で斜位の沈線を樟す。箆削りはほ台外面・伐

外面灰褐色。 ・!li白内面に施されている。勢開面の両llllは茶紫色の淘土。芯部
表採67 花鉢底部 164 

内面茶紫色。
い軽石片と石灰質の デ。

は灰褐色で砂貸ぼい印態土を使用する為、芯郎は気i包や空気が均土
細片を多量に視人。 内面ナデ？

に多iiiこ混人したlk で焼成され、 アパタ状となる。

第
160 外面頸下部が明茶 茶紫色の細粒子．微 外面回転揖痕。

B区ハー29
68 鍋b 色の釉。両面のロ 細な石英を償かに含 内而回転揖痕 回転 内面の口頻部に雀受けの突とを造る。

灰茶色58 緑が灰白色の釉。 u。 箆削り9

図

外面灰褐色。 茶褐色の微粒子。 柑 外面箆削り ナデ ll/iり付けの突起は克削りで梯形状に面取りした後にナデゃ指圧で B区ハー30
69 急須突起 （慧釉） い石灰質粒が徴量に 指l王。

成形する。孔は直径6.. を瀾り、外側から内方向へ穿っている。 第 2層
内面明茶色。 含まれる。 内面囮転摺須。

図

茶褐色の柑n子。微
外面箆削り ・ナデ ・ 歪な隅丸梯影状の突起を貼り付けている。直径5s .. のflをクtllll

B区ハー30版 70 急頃突起 ffii面茶渇色の釉．
細な石英が多量に含

指圧・回転撹桟。 から穿っている。身の突起を貼り付ける。貼り付け箇所に 4本柑
茶褐色土層まれている為、砂質

ぼい悶土となる。
内面ロクロ痕 度の闇で潰方向に節目を人れている。

56 

蛋上面に茶褐色の 茶紫色の微fil.1-.徴 蚤上面回転揖痕 回転
厨T・甕の＂付きの正 。身とのポり止めの箇所は三角影状に突出す

B区ノ ー30輪。鍔下面、暗褐 細な石英や祖い茶褐 箆IJり。鍔下面回tr.棺
る。この竺角形状の突起の外1111に片切り彫りで深く袂り取ってい71 厨F覺量

色． 色の鉱物が微量に含 痕回転箆削り． 東壁
内面明橙色。 まれる。 内面回転捧痕。

る。

蓋上面明楼色。 明位色の徴粒子。石
蓋上面回転箆削 り・

厨子甕の”付き菱。蓋甲の丸味は深く、身と憂の滑り止めである B区7-29回転攘痕。鍔下面回
72 厨子甕董 鍔下面淡褐色。 灰質の微砂粒が（（か

転攘痕． 突起は大きい。最大直径12.8"", 明茶色
内面茶褐色。 に混入。

内面回転攘痕。

-119-



第 10表 e 沖縄産無釉陶器観察一覧

図図版 番•;· 沿形
底ロU u 

註色 紫地 笞面調整 文 様 な ど 出土地点

”“ （ヽ）
蓋'P及び託台状の 茶紫色の徴粒子'•
突起褐色の釉が部

細かい石英や石灰質
蓋上面囲転箆削り ・

互台状の突起は逆「ハ」の字状に上方に開き、調整は箆削りを主 A区ノー31
73 縞の玉？ 分的に残4。li.'I'

細粒など徴量ながら
囮転掠痕。内面回転

体に腋す。突起の只大直径は6"'を消る。 茶褐色
は灰褐灰色。色 混入．

摺痕。

内面明

外面明楼色茶褐
茶褐色の細粒子。微

外面回転揉痕・回転
74 碗底部 44 色 （慧釉）。内面

細な石灰質の砂粒や
箆削り。

高台脇は箆削りのまま終 fする。見込みには貨ね焼きの胎土g B区フー29

茶褐色。
粗い貝片などが少量

内面囲転攘痕。
（粗い石英と石灰質粗粒子）がみられる。 明茶色

滉人する。

11 0 朋橙色の細粒子。石 外面1!!1転捐痕・回転 内彎口縁のペタ底皿。外底面1よりJり甦しの際剥鰈する。立ら上り
75 !f明皿 58 

外面茶色 （景釉） 灰閃の細粒子や茶黒
箆削り。 の箇所に箆削りを入れる。口緑の内外婿及び口せに煤が炭化し付

B区7-30
内面明位色。 色の鉱物がf董かに滉 壁

20 
入。

内面屈転投痕。 清する。

110 
両面貨茶色。

灰褐色の細粒子。徴 外面回転箆削り ・囮
内鸞口紺のペタ底皿。外底面は同心円状に箆削りを施す。内面口 B区＊ー30

76 灯明llll 5 2 細な石灰質砂粒が徴 転搾痕。

2 3 
（黒釉）

泣ながら1昆入。 内面回転伯摂．
緑と口呑に多羹の煤が付著し、炭化している。 北壁表採

10 8 外ilii灰褐色。 茶紫色の微柁子． 外面回転撞痕 回転
A区ネー31

ii 小皿 46 （島袖） 微細な石英が僅かに 箆削り。 内彎する小皿。外底面は切り雌しの際に剥隈．
節 1層

26 内面i炎茶色． 混人する。 内面回転棺痕。

II 0 
茶紫色の微粒子。

外面回転棺痕。

78 香炉
外面明茶色の釉． 徴細な石英と細かい

内illi回転揖痕・ロク
円筒形の行炉。内面口緑が僅かに肥腹する。外面の袖の大半は禿 A区ハ-32

'11 内面灰褐色。 茶色の鉱物が僅かに
ロIll.。 げ沼ちている。 第 1層

混人する。

” 外面回転箆削り ・回
茶紫色の徴粒子。 円符形の香炉。外iliilよ釉を施した後に底郎近くに箆削りを入れ釉 B区ハー

図 79 行炉底部 10 4 謝面明茶紫色の釉 微細な石英が少黛汎
転撹痕。

の掻き取りと面取りを同時に実紺。外底面は箆削り後に円盤状の 30 31 
内面回転榛痕・ロク

入。
口痕。

足を貼り付けている。 第2層

22 4 
明橙色の細粒子。細

外面回転摺痕 箆削
図 80 火炉I

外面明黄白色の釉 かい石灰質粒や茶色
り ロクロ//(. 円筒状の火炉。口t;l近くで指壁が僅かに”くなる。

B区ヘー29
内而明Ill色。 の細い物質がなどが

内面回転撹痕．
茶褐色

版
僅かに混人。

10 2 
明茶紫色の細粒―(・。

56 外面陪褐色の袖。 細かい石灰質粒や茶 □行をilc目に弧状に箆で削り取っている。内面に釉の垂れがみら A区ホー31
81 火炉FF

内面淡褐色。 色の細い物質が漬か
両面とも回転棺痕。

れる。竹間面に白色の陶土が縞文様状に人り込んでいる． 撹乱

に漏人＾

岱樟不明
20 0 
外面茶褐色の柚

灰渇色の粗粒子。細
口籍を 「へ」の字状に折り曲げている。口舒11!を削りで丸味を出 A区ヌー34

82 
鉢？ 内面灰色．

かい軽石と石灰質の 面面とも回転揖痕か。
している。剪開面は気泡が多くアパク状となる。 第2層

細粒が少黛滉人。

岱禎不樽I
22 0 
外面淡灰色の袖。

茶紫色の細校―卜。徴
外面固転指痕か。 A区ヒー32

83 
鉢？ 内面茶紫色。

細な6灰質の柁が少
J'Jilii匝転撹痕。

ロ籍が僅かに濱反る。Wflは斜位に成形する。
トレンチ第3層

最含まれている。

硲種不明
21 6 濃茶紫色の細粒―f-。

両面とも回転撹痕？． B区ノー30
8~ 
,;; ? 

樹面茶褐色の釉。 6灰質の細粒7-など
回転箆削り。

内彎LJ~でUfiのみ茂削りを施す。Ufiは削りで尖らせている。
焼土混リ

が少紘況人。

把手
茶紫色の徴粒ら溌

ゆjjfijともナデ？り・ 輻38-, 1cm、口さIO~Umの把手の統片。釉を施す。袖には85 
大型．急須？

給i面灰繰色の積。 人物はllとんどみら
面鰐面は箆削 。 繍かいn人がみられる。 表採

れな C•o

把手 f•i面とも茶褐色の
淡い茶紫色の徴粒―(・。

r●j面とも・ナデ? •
86 混入物はIiとんどみヽ ， 柑22,,,、収さOR-IOcmの把手の統片。 A区ネー：ll 
急須 釉．

れな"・
両憫面ともナデ？ •

""・ 
外面灰柁色。 淡'*色の細粒ら柑 外而回転柁痕．圃転 外底面Ii箆削りを脳す。1』I面の秘辺に削I)を人llilii取り 立ち t A区ニー3-1

袷 87 
甕のIi(;部

198 （鳥釉） ． い6英・石'*質細砂 箆削り。
りの部分にも箆削りを施す' 窮2b層

59 内面明柑色。 ,:i. が1蔓かにill.人。 内面囮転柁痕。

図

l<I 外頑[/六色の釉を厖 明茶色の柑t?.(・.:ffl 外面回転!~痕 ・回転
外底面は・/・デと指l上を施すが、大部分は剥離i面である 隅間面は

A区ネー
版 RR 壺lifi祁 23 6 すが大半は禿げ15 い砂ftなどを少黛1こ 箆削り。 32・33 
~7 ちる。内面1た褐色 混人。 内ifiil!,lfi:K¥痕。

アパタlkで部分的に大さなら,ii!の好がみられる。
冷，い曾焼七混り
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第57図 沖縄産無釉陶器 4 （水甕．厨子甕 ・水鉢 ・小鉢）
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第58図 沖縄産無釉陶器 5 (水鉢 ・花鉢・鍋 ・急須 ・灯明皿 ・小皿・香炉 ・火炉 ・急須の把手）
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第59図 沖縄産無釉陶器 6 (壺か甕の底部）
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第14節土器

土器は 2器種が確認され、個数も 2点である。壺の破片と鍋の復元資料である。以下、壺 ・鍋の順に特

徴を記述する。

a. 壺

第60図 lは壺の頸下部から胴上部にかけての破片である。傾きの具合や器面の調整などから壺である

ことが確認できた。器面調整は外面が丁寧なナデで仕上げている。内面は剥離や摩耗の為、判然としない。

色合いは外面が黒褐色、内面は淡橙色を帯びている。胎土は泥質で粗いが、焼成は良く、硬い。混入物と

して0.3-1 mm程度の貝殻片を多鉦に含んでいる。他に粗い茶色の物質 ・微細な石英・サンゴの細片が含

まれている。外器面は混入物の条lj落で、アバタ状を呈する箇所が認められる。A区ヌー33第4層より出

土。

b. 鍋

同図 2は外底面及び胴下部が煤けている状況から鍋として判断した。器形は浅鉢形 （サラダボール状）

を呈し、外底面からの立ち上りは外側に大きく開き、丸味を持たせて□縁下端まで移行している。口縁に
大きな玉縁状の肥厚を造る。器面は両面ともアバタ状を呈している。調整は外面はナデが主体であるが、

外底面および底面からの立ち上りの箇所に箆削りを施した後にナデを加えている。内面は外面よりもやや

丁寧なナデを加えている。他に僅かながら指圧痕が認められる。器色は両面とも黄褐色を呈している。外

面の胴下部及び外底面は煤けて茶褐色に変色している。胎土は泥質で細かい。焼成は良好で硬い。混入物

として石灰質の粗砂粒 (0.3-1 mm程度）を少紐含んでいる。他に粗い茶色の物質を僅かに含んでいる。

復元されたサイズは口径29.9cm、底径11.2cm、高さ10.3cmを測る。A区ニー31・32第6層から出土してい

る。

今回出土した士器が、どの時期に所属するかが重要である。グスク土器に所属するのかあるいは宮古や
（註 I) (註2)

八重山で登場している沖縄産陶器の影響を受けた宮古第二式土器やパナリ焼の時期と平行するかである。

註

註 1. 安里進 「（特別寄稿） 沖縄陶器の影哨を受けた宮古式土器について」 やちむん 第 5号 やちむん会 1975年。

註 2.金武正紀「土器→無土器→土器 （八厘山考古学編年試案）」 南島考古 No 14 1994年11月。

□¥ 

、----、---、-------（、 ~1 ., ,- ' 
I 、.、,ヽふ ' ・-ム
I 
← ―>  

一゚
5cm 

第60図土器
2
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第15節陶質土器

陶質土器の器種として鍋・火炉・ 水鉢・鉢 （深鉢 ・浅鉢） ・急須 ・小壺の 6器種の他に鍋と急須の蓋が

確認されている。前回、手焙 （火舎）としたグループは、今回は火炉の中に含めることにした。

鍋は沖縄では「サークーナービ」として俗称されるものである。これらの陶質土器は壺屋においては
（註 I)

「アカムネー」 ・ 「アカモノー」と総称される土器群である。

陶質土器の主な特徴と して胎土は精選され、その成形が輛轄引きで、薄く仕上げるものである。器種は

明橙色・明黄色などを帯びるものが主流である。焼成が悪く脆いものが多く、中には陶器に近い陶土で硬

く焼成するものもある。今回、復元された資料は 1点も得られていないが、県内の各遣跡出土のものでそ

の特徴を記述しながら、湧田出土の資料を処理することにした。個々の特徴については、第11表a-eに

示した。

a. 鍋

鍋については、全体的な傾向からすると口頸部で 「く」の字状に折れ曲り、口縁に粘土紐状の把手を貼
（註 2)

り付けていて、丸味のある底部である。最近の例では、安仁屋トゥンヤマ遺跡出土の沖縄産陶器が、陶質

土器と同種であることが判明していて、安仁屋トゥンヤマ追跡のものには三角錐状の突起を 3個貼り付け

て足とするものである。この鍋には三足の足がつくものと足のないものの二者が存在する可能性がある。

鍋の身は第61図1-5に図示し、鍋の蓋は第61図13・第62図16-18に図化した。

b. 火炉
(ft3) 

火炉については基本的に壺屋古窯群で良好な賓料が得られていて、島弘氏の分類概念に従じて湧田の

査料を取り扱うことにする。

島弘氏分類の火炉はI群-III群に分類されていて、 I[群のみ a-c種の 3種に細分類されている。 こ

の分類に湧田出土のものを充てることにする。各群の分類概念は、 「壺屋古窯群IJ (1992年） を参照さ

れたい。

I群は第61図6に示す 1点である。I[群 aが同図7-9に図化した 3点である。I[群 Cは同図12に示し
(lt4l 

た1点である。他は把手 （同図10・11)の資料と底部 （同図14)である。把手資料の11は阿波根古島遺跡

で出土した火炉（阿波根古島遺跡では火舎 b類中に含まれているもの）で、頸部が長く、口縁を玉縁状に
(11.5) 

肥厚させるタイプの把手と同一のものである。同種の器形で同様の把手を貼り付ける例は御細工所跡から

も出土している。今後この手のものをひとつの群として把握できるものとして考えたいところである。

C. 水 鉢
は 6)

沖縄では「ミジクブサー」と通称されていることが御細工所跡で確認されていて同一器形のものが出土

している。湧田のものは第62図19・20に図示したものである。2点とも□縁部に櫛描きの波状文と丸彫り
の圏線を施す。

d. 鉢

鉢としたものには、深鉢形で花鉢？の口縁とみられるものと浅鉢の口縁？とみられるものの2点である。

第62図21に図化したものが花鉢？とみられるもので、口縁内面が肥厚し、その断面形態は 「て」の字

状の肥厚となる。同図22は浅鉢？の肥厚口縁で、口造りが21と共通した手法で実施されている。

e. 急須

急須には 2種の口縁形態が確認されている。口縁形態などから I. Il類に分けることに した。

. I類

I類は前回出土したタイプのもので、口縁が微弱に肥厚し、非常に短い頸部を持つ。全体的な器形は
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1註7J 

「ハ」の字状に内傾し、胴下部が丸味を帯びるものである （同図24・25)。島弘氏分類のAタイプの範疇

に所属するとみられるものであろう。

. II類
lft8 l I註9)

II類は、壺屋古窯群Iや伊良波西遺跡で出土したタイプで、壺屋古窯群の例からすると口縁の肥厚はな

く、口頸部で「く」の字状に折れ、口縁をほぼ垂直 （微弱に内傾するものと外側に外傾するものなどもあ

る）に仕上げ頸部が1cm前後と長くなっているものである。 （第63屈36・37、第62図27・29)。島弘氏
11.t!OJ 

分類のBタイプに所属するものとみられるものである。

その他に把手破片 （第62図26・30)やI・II類から除外される小型の急須の注ぎ口が 1点得られてい

る。（同図28)。その他に急須の蓋及び撮みの破片が （同図31-34)4点得られている。

f . 壺

非常に薄く仕上げた薄手の小壺とみられるものが2点得られている。第63図38は口縁が僅かに外反す

るもので小壺とみられる。同図39は口縁が僅かに内側に内傾させている。これも小壺とみられる。

その他に橙茶色の化粧土を外面から外底に塗付した厚手の壺の底部 （同図40)が1点得られている。

9. 土製品
註 11

球体状の製品が1点得られている。遊具として考えたいところであるが、最近になって当真嗣ー氏の論

文によると、この種の土製のものも火矢（ヒヤー）の弾丸とする説もある。

h.'」，結

陶質土器の中には素地の焼成において軟質と硬質がある。軟質のものが一般的であ り、軟質のものは手

や指先に粉末化した素地が付着する。硬質のものは陶器質やそれに近い陶土を使用するもので、これを使

用した器種は、火炉I(第nl図n) ・火炉皿 （同図12) ・火炉底部 （同図14) ・鉢 （第62図21・22) ・ 

急須把手（同図26) ・急須II (同図27) ・ 急須 （同固28) ・鍋の蓋 （同図34・35)であった。

常時、火や火種を保存する火炉に硬質のものが多い。また、煮沸用の急須や鍋にも僅かながら硬質のも

のが使用されている。鉢については口径が25-33cmと大きい為、軟質では、大型のものは強度の面から

も破損する確率が高いものと考えられる為、必然的に硬質の陶土を使用したものと考えられるところであ

る。 湛121

火炉の素地や焼成などについては、阿波根古島追跡 （火舎と報告）でも指摘したとおりの結果となった

が他器種でも確認されたことは意義ある発見であった。
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第11表陶質土器観察一覧
単位 ：cm 

図 肉既 番号 分頌
紐ロl 會
色潤 （外） お面綱竪 （外） お面綱覧 ［内） I昆和配J 文様等 傭 .., 出土地点

18' 
口顎部で 「く」の字状に屈1111し外反する。LIiゑ嬬邸で優かに肥 /-30 l 鍋 淡柑色 匝転攘痕 回転揖痰 A B なし
印する。 !112/lf 

I● 0 liil転停痕 liilli. 飩 口類記で「(Jのキ状に屈魯し外反する。口縁内鴻が債か1こ肥阻．賢2 鍋 明茶色
ill') Iliff・ナデ

同上 A・B・ C 口怜9こ紐状把手
記"胴り を入れ屈幽を慎鑽する。口縁矯昴"護が付青する．

不明

,.' 回転債痕 回ti 口顎船で 「く」の字状に11ii曲し外反する。 口樟外面は泥刑 りで ノー30
第 3 鍋 明賞色 同上 A・B C なし

亮削＇） 丸味をもたせた後に擦痕を姉える。内面口樟が償かに窪む． 第 2層
17 0 回転隕痕指1£ 口頻部で f(Jの字状に屈曲し外反する。口樟内面が微編"窪 ノー304 鍋 淡楼色 同上 A B 日ほにI!状把手

・ナデ む。 節 2層
61 26 0 厄1転憤奴 ・匝転 u預船で「（」 の字状に屈曲し外反する。外面の口縁及び預郎 ノ-305 箪 向上 同上 A B C なし

亮削'} に柁削りを籍す． 第 2層
12 2 u縁1こ丸彫りの 口顎部で内鋼に屈曲し、内傾する。囚岱質に近い凶土を伎用 し． / -30 6 火炉 I 汲貨色 同上． I~ ヒ A 8 

図 !II線 硬~... 第 2層
12' 固転惰嶽 nク 回転揖痕 • tJ?tJ ロクロ痕9こ白ft ノー307 火かII 叫貨色 A・B C 内彎する口·~。 内面□緑に突起を貼 り f.tl / るが先が破IUする。

口躾 痕ナデ暉 院土 第2雇

回転憎痕 ロク Ill舶にlLのある 丸'•のある胴即：．把手の孔は 9一を瀾り上ガからやや糾めに ,、-308 火かu l•I t 位）転撞痕 A B C 
0痕・ ナデ 把・f- かっている。 第 2層

13 0 ＠転捐痕 UクU 内彎する0粒．内面0縁に平面観が梯形状を丑する突とをI/ii) 1-29 ， 火炉U 岡上 同J:. A・B・C 内面□緑に突起
痕・ナ・r指圧 付Itる。 茶褐色

図 火炉 n把 胴舵<:llのある t円＇外 人の把手で直径 I"'のiしを上方から穿孔する。囚苔に近 I -30 10 
手

l•I上 回lそ攘痕 ナデ I祠ヒ A B C 0 
把手 い囚上を伎用 し、硬い。 第 2層

固転撹痕ロク コー32ll 火炉把手 淡茶色 髭糾,, ・/-デ A・B・<.: ・E 内面に突起 「L」字状に祈り飩If/
版 n痕 第 2層

と↓8 匝転斃削') 回 口1ゑ内面が1勺鋼に突出する為 逆 -L J'f状となる．陶岱に近 1-29 12 火炉m 剛紺色 国.,,,,痕 A B ~ なし
・え惰躾•) い関七を使mL. i!! い、彎開面I!、炎灰色をそびる 禎 1層

59 13 鍋の函 90 伺J:
固転濱痕国転

同士． A B C 高台l人Q)把手 店台4たの把手を削り出してつく る。把手外面に削り を人れる。
1-30 

更nilリ 北曖

I↓ がlif.86 1'8 引茶色 固転衰削') ロクロ痕 A・B C 外面に白化粧土
応む脇に白ft粧土。長Hに糸切りの痕枕あり 沿お行の出土を ニー33
伎mし硬い． 綱2噌

'" 
召積 不明 6. 明橙色

回9烈襄痕回Ii.
lall,、I≪依 A B'. C なし

立ち上 りの箇所に削りを入れる。 外底面に糸切りの痕践~がある。 ナ ，ニー31
底部 lt:M'I 撹Aili

16 鳩のII. <> K 明貨茶色
回転覧削リ ・固

1,1上． A B・<.: 高台状の把手
把Fの1勺判りは深く、削り出しの序にズレが牛じ情に仕上げる。

,ヽ-JO
転撹痕

,; 漏のll. nO 明茶色 同上 1,1 r. 把千の内q,Jりはi£く雑に割り取る．把手外面に深い削 ,,を入れ :t--31 A B・C 石台状の氾平
る 増TIT撹乱

18 鍋の驀 50 淡橙色 間 1こ 同上 A B・C 石台状,,把手 把手の内~I り はT寧に斜位にM り 出す．
井戸前徘＊／糞

撹~l
20 0 悦1;;さの液杖文19 ,!(jj 浪黄色 1司r. 同上 A 8 C 内＊「I柑でLiffを幅広に仕J-.げる。榊Bil-.ぷo ナニー31と九彫りの圏線

20 水汁 浪校色 同上 同上 A・B・C 向上 f'l!IILIWe□ttを、¥・状にfU げる。榊目は万本。 ノー30撹乱

祁
II 25 0 屈転11111! □ IIの断面が 「てJのいに内111,こ折り曲,,ている。口縁の一郎21 貨茶色 ~I転捐仮 A B・ C G なし オ~ー33
にii'? 固転死削り と預部にi叉快色の（ヒ粧土を!fl(-(。悶お貨の悶土を使1f1。 11; の贅面

3H  回転柑!fl{ II籍1こ丸彫りの 口Itを 1~1111こ折り L1111rた後に接合面n:1 り を人れる. ~ お質の均 ,、-3122 鉢 淡茶色 阿上 A B H 62 固転昆削り Ill線 上を伎用する為、 硬い。 ,iの咬面

割・［状鵡竺痕 / -30 23 戊外底郎') "』 汲貨茶色 同上
図Ii.棺痕

A 8 C なし 外鯛に大さく直線的に間＜底船。
第2層

図 回転揖艇 胴閲で,.,.に内傾し丸昧をもたせる U籍は削り出 して、肥1',l 7-31 2, 怠須 I i灸貨色 ,,, ヒ
口クロ痕

A・ B なし
をつくる。 第3層

急須 I 丸,,、のある兄須 の注ざa.;主ざLIiょ先濱で ,,●を瀾 る。1勺ooIこ -, -31 25 明貨色 ナデftヒ,, 同上 A・B C なし
注ざロ 毀往I5"'と艮ltl,o,のRをかつ。 第2層

26 急in把 f 淡貨色 ナデ 宛削り 同上 A・13・ E 歪な悌URの把 Rをク~Illか ,, !ネつ。JLのサイズは紅径7一を瀾る。 悶お質のH ニー33
.f 土を使用するl¥.! 更い． 弟 2噌

も須n fIる勺(．由J囚にの短石字IJの加lよh：う折9これとヽfるM(ク呈燒'イさSo,プ上ののる．を孔．須を.！が,tIさll・oるをよ貼う1,に1寸問ljIたtて後いにる11l1．り煤をが入付れ著るす 7-28 z; ,, り上 l•'IJ-. l~.J- A・B なし
図 虹 注さ＇口 茶褐色撹＆．

急須注ざ口 注Itざ'"'口(焼のと貼~さ!りとfflるす2．ら"'れのた孔上を記袂で,折,~/tるill!よるう。こ,t内さ鯛＇口かのらol!.間ifIt7な臼を測る 石,~の面に到う ニー3328 ,)-Iiiの急須 淡茶色 1,1~ U転撹損 A・ C なし 11壱こ i るヽ。囚 よ l!',l層

版 0クロ痕 「（」の字状に折れる胴茄片で． 薄ihりである。胴i和の最大" ヘー2929 〇須u馴船 明黄色 l•I~ 
l!!lti'惰痕

A B・ C なし 19 I口を瀾る。 茶褐色上層

ノー2830 急須把F IヽH. ートデ• 免nrJI) 同J-. A・U C 怜影l!、の把・f 惰Iり影いの.flf 6 -7 Mlを外剛から,っている

60 
茶褐色

31 嘉のIll 淡E色 屈し濱痕か A 8 なし 債頭影の撮,LllltはIR口を瀾る 長行

3Z 益,,撮 淡貨色と淡k色
回転柑痕か

A B C なし 伐角形の撮 itli.tli'"""を渭る litt-赳Ii.JI!削I)

9怜6内"
明羨色 !•I t . 

囮t,11!損 Jt.01のある雀ljl I勺面スペ').~ めの突との外鯛1よ免削,,を加え / -2' 33 Ii 囮転粍削,, A II l なし
るン 茶謁色

34 呈
, ~ OJ<i; • 

紺褐色
IJlj! をやや五往的に針1/)に成＇； 内面のスペリ11-めの突じの外 ,、-JO,~f. I~t A なL
鋼 IC~ljl) を，"える ~ ;i;;: のように硬 < ft~-げる 、 '112層

外.lf'J;2
汲粕色

幅,1.の丸陀で層 やや丸•tのない峯1P. Iii笞質の由上で焼牧するl!.硬 <1t I・ が ヌー3235 /f; 同 k i"i ~. A C 
線 る 帆2層... 

:x,; 36 急u,u 液貨色 訓ヒ 1•1 1 A 8~ なし U煩で<'<IIにゆる＜折り 曲げて 、 口,~をやや<'<IIに内はさせる 長r、

63 ¥!.!/111 預机に削りを人れる，.11,川恥でゆるくりiり鼎げた後に預閲をゆ ;(-31 37 ~I貨色 l•I上 回I,.撹根 A 8 l なし
胴紅 る＜外反させる． 第 1層

凶 ヌー3238 -ii 叫茶色 目転隕痕 向上 A・H・ C なし 湯 和の外反社か
第 ]ljj

回転揖痕39 ·~ 決茶色 l•l上 A 8 C なし 濤r'の壺か。 ヌー31
凶 回転範削 り

,<, I: がりがややI勺1111こ縫 り気味1こ直線的である。 ti面/1()'底 ヘー39版 ,o 社底郎 .. R茶色 ml転撹痕 Mt A B なし
iil<こ橙茶色の化粧土を食f.t, 茶褐色慣＆．

60 

" 邸関品 淡控色 ナテ’ ナデ A B C なし 直Itが11 - 13~をi剛る。 1<r., 

注 ：混人物は多い顧に記 した。混人物のAは冥母 （細片化）、DIよ赤色物'K(細粒） 、Cは石灰質微砂粒、 Dは小型の巻貝、 Eは微細な貝片 、Gは白色の縞状囚上 、IIは柑い石英。
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註

註 I.宮城篤正 「陶器、第三章生業那覇市史資料編那覇の風俗第2巻中の 7」1979年。

註 2. 島袋 洋 「安仁屋トゥンヤマ遺跡J 沖縄県教育委員会 1992年。

註 3. 島弘ほか 「壺屋古窯群1」 那覇市教育委貝会 1992年。P118-P 119参照。

註4. 金城亀信ほか 「阿波根古島遺跡J 沖縄県教育委員会 1990年。

註 5.金武正紀• 島弘ほか 「御細工所跡J 那覇市教育委員会 1991年。

註 6.註 5に同じ。

註7.註3に同じ。

註 8.註 3に同じ。

註 9.島弘 ・大田宏好ほか 「伊良波西遺跡」 農見城村教育委員会 1986年。

註10.註 3に同じ。Pll7-Pll8を参照。

註11. 当真嗣ー 「火矢について」 r南島考古」第14号 （学会創立25周年記念特集号）1994年。

註12.註 4に同じ。
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第16節瓦質土器

瓦質土器で確認された器種は、鉢 （植木鉢、こね鉢、摺鉢、深鉢、浅鉢）、壺、鍋、水盤、大皿、碗、

火炉、完、香炉、茶釜の10器種であった。その他に置き物や用途不明のものが得られている。また、瓦

質土器と陶質土器の中間タイプが今回確認された。このタイプの器種は、急須 ・鍔釜 ・皿の 3器種であっ

た。これについても本項で取り扱うことにする。個々の特徴については、観察表に呈示した。

a. 鉢

① 植木鉢

植木鉢については、文様構成などから a-d種の 4種類に分けた。

a種・・・ロ縁はほほ垂直となり、内面口縁の肥厚は微弱である。口縁外面に 2条一組みの凸帯と空間をあ

けて凸帯を 1条施すものである。 （第64図1)。

b種…口縁内面が僅かに肥厚し、口縁の外面に凸帯を 2条施すが、凸帯間を箆で削って調整している。

凸帯直下に蓮花文と菊葉文を施す。 （同図 2・6)。

c種…口縁は胴部から丸味をもった状態で移行する為、口縁が内栂する。内面口縁の肥厚はない。口縁

端部と胴上部に凸帯を各 1条ずつ廻らし、凸帯間に菊花文と菊葉文を施す。 （同図 3)。

d 種••底面からの立ち上 り はやや内側に閉じ気味に直線的に胴下部まで移行し、胴中央で僅かに丸味を

出して口縁まで移行する。口縁は内側へ強く内傾させる為、内面口縁が大きく突出し、肥厚する。

凸帯は 3条施されていて、 2条一組みのものが口縁に廻らされ、1条は胴下部に廻らされている。

両凸帯間を埋める為に、菊花文や菊葉文を施す。 （同図4・5)。

② こね鉢

こね鉢は口縁の形態などから a-d種の4種類に分類した。

a種 ・・ロ縁が垂直に近い状態で成形されているもの。 （第65図7・8)。

b種..口縁が内側に軽く内傾するものと微弱に内傾するものがある。（同図9・10)。

c種…口緑が内側に一端、内傾させた後に口縁を僅に外反させるもので、口唇外端が尖る。（同図11)。

d種…口縁の成形は a種と同じように垂直に近い形態であるが、内面口縁が僅かながら突出 （肥厚）す

る点で異なっている。 （同図12)。

③ 摺鉢

摺鉢もこね鉢と同様に口造りなどで、 a-e種の 5種類に分けた。

a種 ・・ロ縁を微弱に内傾させるもの。 （第66図13・14)。

b種…口縁の傾きは a種と類似するが、 口縁内面が突出 （肥厚）するものである。 （同図15)。

c種…口縁の傾きは a種と類似するが、口縁下端が胴部側からの箆削りで調整される為、同部位の断面

は鋭く尖った三角形状となるもの。 （同図16)。

d種 ・・ロ縁が内側に軽く内傾させるものである。口唇内端を尖らせるものも含まれる。（同図17・19)。

e種・・・ロ縁の造りは C種とは異な り、口縁側からの削りで三角形状の尖りを造る。口縁端部で丸味を持

たせているもの。 （同図18)。

その他に摺鉢の底部片が2点 （同図20・21)得られているが、同図20は例外的に底面からの立ち上りが

内側に強く締り垂直に近い状態で立ち上っているものである。

④ 深鉢

深鉢としたものは第67図32・33・36に図示した 3点で、 32は胴部がやや開き気味に口縁近くまで移行
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させた後に口縁を軽く外反させている。33は胴部で丸味を持たせた後に頸部で軽く締めてから口縁を微弱

に外反させている。36は肩部で「く」の字状に屈曲させているが、稜が潰れて丸味を帯びる。口縁はきっ

＜折って外反させている。

⑤ 浅鉢

浅鉢は器形や口縁形態などから以下に記すように a-i種の9種に分類した。

a種・・・ロ縁の断面が「く」の字状に折れ、口縁が大きく外側に倒れるもの。 （第67図34)。

b種…口縁はゆる＜外反し、肩部が丸味をもつもの。 （同図35)。

c種…底面から直線的に開きながら肩部まで移行し、肩部に明瞭な稜をつくる。肩部から頸部では一端

内側に締めてから□縁を外反させている。口縁内面にも肥厚を造るもの。 （同図37)。
d種…胴部から丸味を持たせて肩部まで移行させ、大きく内髯させた後に口縁を内傾気味につくるもの。

（同図38)。

e種…底面からやや内側に閉じ気味に丸味を持たせて口縁近くまで移行させた後に口縁をきつく内側に

内傾させている。口唇は丸味を持たせて成形する。口縁と胴部との区別は圏線で行なわれている

もの。 （第68図39)。

f種・・・立ち上りの形状は e種と類似するがやや丸味が欠けていて、口縁の折れも e種よ り微弱である。

口縁と胴部との区別を圏線を施すことによって行なわれている。口唇を平坦に仕上げる点で e種

と異なっている。 （同図41)。

g種…底面からの立ち上りは、口縁まで直線的に移行させている。口縁に幅広の圏線を施して、口縁を

強調しているもの。 （同図42)。

h種…底面から開き気味に口縁まで移行させるものと胴中央で内側に閉 じるものがある。両者は口縁を

稜花状に仕上げる点で共通している。 （同図43・44)。

l種・・・ロ縁に縄目状凸帯と圏線を施し、口縁を強調するもの。 （同図45)。

b. 壺

壺は復元可能な資料がない為、 口縁形態などで分類した。 a・bの2種に分けた。

a種…口縁がゆるく外反し、口頸部の屈曲はゆるやかである。 （第67図22-25)。

b種…口頸部できつく屈曲させる為、口縁が大きく外傾する。 （同図26-28)。

有文の胴部片 （同図29)が 1点得られていたので、これを図化した。

c. 鍋

鍋の口縁破片が2点得られている。第67図30は口縁が外側に開き外反するものである。同図31は胴部

から垂直に頸部まで移行し、口縁を軽く外傾させている。口縁内面が浅く窪む。

d. 水盤

水盤としたものは第68図46と50に図化したものである。46は口縁に縄目文と圏線を施している。50は

底面からの立ち上りに丸味を持たせて開き気味に口縁まで移行させている。口縁内面が肥厚し、口唇に陽

圏線を施している。

e. 大皿

大皿としたものは、高さが4.8-6.6cm、口径が20.8-25cm、底径が15.6-20cmの範囲内に収まるものを
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大皿とした。器形は底面から直線的に口縁まで移行するもの （同図48・49)や底面からの立ち上 りで一

端、く びれるもの （同図47)の2種類が存在する。

f . 碗

碗には大き くみて、口縁が内円するもの （第68図40・51)と口縁が直口するもの （同図52)の2種類

が存在する。口縁形態から前者は内轡口縁碗、 後者を直口口縁碗として分類できる。その他に高台のある

底部片が得られている。 （第70図69・70)。

9. 火 炉

火炉として取り扱ったものは外面に有孔の把手を貼り付けるものである。中には内面にも身を受ける為

の鍔状の突起や三角形状の突起をもつものもある。 （第69図53・54・57)。

h. 炉

円筒状の器形を保持するもので、口唇の一端を三日月状に突出させている。 （同図55)。

i. 竃

窮として判断したものは、焚口の内面が煤けている点や焚口の縁辺に粘土を貼り付けて縁どりを行なっ

ているなどの点からである。 （同図56)。

j. 香炉

香炉には三足香炉と方形状の香炉が得られている。三足香炉は、第69図58・59と第70図68に図示した

ものである。方形状の香炉は第69図60-63に示す4点の底部片と第70図75に示す口縁である。

k. 茶釜

茶釜の蓋と胴部片が得られている。茶釜の蓋 （第70図64) としたものは、蓋中央に孔を穿っているも

のである。胴部片は 2点得られていて鍔を保持する点が特徴である。茶釜の蓋と身は前回も出土している。

I. 蓋

壺などの蓋とみられるものが1点得られている。落し蓋である。 （第70図65)。

m. 用途不明

用途が判然とせず不明なものが3点得られている。 （第70図71・72・81)。

n. 把手 ・撮

把手や撮の破片が3点得られている。把手 （第70図73)は大型のもので、炉などのものかも しれない。

撮 （同図74)も大型であ り、壺などの蓋の撮かもしれない。もう 1点は棒状の把手？ （同図77)とみら

れるものであるがその器種は、判然としない。

〇．證き物

手捏や型に入れて製作されたものである。獅子の耳 （第70図76)と足 （同図77)の破片が2点得られ
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ている。型物とみられるものは 2点（同図79・80)得られているが、現段階ではどのような動物になる

かは想像がつかない。

P. 陶質土器との中間タイプ

器形の形態や形状が、陶質土器や瓦質土器にも認められないものや、器形が瓦質土器で、胎土は陶質土

器にみられるものなどを中間タイプとした。確認された器種は急須 （第70図82・83)、鍔釜 （同図84)、

皿 （同図85)の3器種であった。これら3点は輔櫨成形であり、急須と鍔釜は焼成も良く硬い。皿のみ

焼成が悪く脆い。皿は指頭に粉末が付焙し、陶質土器の胎土と一致している。

q_小結

前回の祉告では、瓦質土器については、各器種の分類を実施する時間的な余裕もない状況であったが、

今回もまった＜余裕がない状態にある。前回の行政棟からは器種として、甕 ・鉢（植木鉢、こね鉢、水鉢、

浅鉢、摺鉢） ．壺（長頸壺、短頸壺） ．炉（手焙、火舎を含む） ・香炉．碗 ．杯・皿 （灯明皿） ．鍔釜 ．

漏斗の10器種が確認されていたが、議会棟の発掘調査では、鍋・斑の 2器種が確認された。前回、報告し

た器種の中で鉢の水鉢及び浅鉢 （洗）は、今回の分類では浅鉢の中に含められるグループである。浅鉢

（盤）は今回、水盤としたものに属する。また、小型の浅鉢の一部からは大皿として仮に分類したものも

ある。とにかく、これらについては、湧田の最終的な報告となる警察棟で具体的に行なわれていくもので

あろう。

今回、注目されたものを 1・2点記述してまとめとする。最初に植木鉢の中でa種（凸帯文のみで構成）

と C• d種 （凸帯文と菊花文＋菊葉文の構成）が新しく確認された。従来のタイプは b種のみである。前

回の報告では、蓮花文と唐草文としたが、今回、蓮花文と菊葉文とした。これは、菊花文と菊葉文を施し

たC・d種の葉文と b種の葉文が類似していることから唐草文を菊葉文とした。これらの状況から b種の

前段階のタイプとして a · C• d種の 3タイプが先行することが、今のところ予想出来る （以下、菊花文

＋菊葉文を菊花文とし、蓮花文十菊葉文を蓮花文とする）。 つまり菊花文から蓮花文の流れである。また、

植木鉢の菊花文や蓮花文は、円筒状の陶土に文様を彫り込んで、これを外器面に押しつけながら円筒文を
, I HI・'13  

転して施していることが明らかとなっている。この手法を仮に「円筒印文」と称することも可能であろう。
lL II 

湧田古窯からは萬暦33年 (1605年）の銘入り瓦質土器 （浅鉢）が出土していて、瓦質土器は17世紀初

頭まで確実に存在することは明らかとなっていることを付記する。

註

註 l. 沖縄県教育委員会 「湧田古窯 (I) 一県庁舎行政棟建設に係る発掘調査ー」 1993年。

註 2.発掘担当者のひと りである島袋 洋から教示を載いた。

註3.メソポタミアのウルク期 （紀元前3000頃）になって円筒印章が始まるが、はじめはスタンプ形印章であったようであり、

原始混耕社会において発明された印章は紀元前5000年紀の後半に遡る。農耕生活による余剰物質の増大、交易の発達など

が、印章の発生をうながしたものとして考えられている（西谷真治「図解考古学辞典」1980年）。 ここでは円筒印章とは使用

せず、円節F.・n文と仮称したが、将米、類例資料が増加すれば、湧田窯（生産者集団）の印章として把握できるものとして考

えられる。把握できれば湧田産の円筒印章（生産者集団）として考えたいところである。

註 4.註 lと同じ。 (P138-Pl41を参照）
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第12表a 瓦質土器観察一覧
単位 ：cm 

口径

図 ・図版 番号 分 類 底径 色講 （外） 岱面鴻整 （外）

器n
沿面調整 （内） 混和剤 文 様 等 情 考 出土地点

回転揉痕 ． 口緑端部の波状凸否のみ口行部に深めの回転榛痕でつI 樋木鉢a 暗灰色 回転揖痕
ロクロ痕

A・B・D 液状凸帝
まみ出して成形する。他は貼り付け。 A区ハー32

第
34 4 

回転揖I貞 波状凸帝 ・蓮 凸帯1111に発削りを入れる。口縁漏部の波状凸帯は口唇 A区ヌー332 植木井b 淡褐色
回転箆削り

向上 A・C 
花文菊葉文 外端を回転箆削りで削＇） 出して成形する。下方の液状 第3層64 凸帝も削りだして成形する。

図
31 2 

回転撞痕． 液状凸帝・菊 A区ナー 313 植木鉢C 明灰色
掩削り

ロクロ桟 A 8 C 
花文 ・菊薬文

口緑凸行は口緑下部よりつまみ出して成形する。
第3層下部

35 4 
回転攘痕 ・ 回転推痕 ・ロ 波状凸帝 菊

A区ヒー 31

図
4 攪木鉢d 16 2 淡灰色

回転箆削り ク0痕 ・ナデ
A B・C 

花文 ・菊葉文
口縁溢部をつまみ出して凸帝を成形する。 第3111焼土混

19 8 じり

版 37 6 A区ノー 31

5 憧木鉢d 22 6 明楼色
回転接痕ナ 固転揖痕 ．鞭

A・C 
波状凸帯 ・菊 口級端部をつまみ出して凸否を成形する。文様帝下靖 石紐み直下

18 l 
デ ・霞削り 帽痕 花文 ・菊葉文 の波状凸帝の下端は波目がナデ消されている。 の焼士混じ

61 り

6 撞木鉢
回転掠痕 ・ロ

波状凸帝運 A区ヒー 31
50 3 暗灰色 阿上 クロ痕ナデ A · 8 • C 外底面は箆削りと克ナデで調整する。 第3層焼土混底部b

・指庄
花文 ・菊葉文

じり

回転揉痕 ・ナ
回転攘痕指

7 こね鉢a 淡茶色 デ ・指[£ .斃 A・C 口緑が垂直に立ち門部で「く」の字状に折れる。 B区ノー29
削り

圧 ・ロクロ痕

第
28 0 

8 こね鉢a 淡灰色
回転撹桟．

同 上 A・C・D ロ籍がはぽ垂直に立ち日部で「く」の字状に屈曲する。 B区ノー29

65 
回転陀削り 明茶色土

図
360 

回転憧痕・ナ 回転搾痕 ナ
口縁を内側へ微弱に傾ける。 外底面は箆削りとナデを A区ノー31

9 こね鉢b 170 明灰色
デ ・箆削り デ ・ロクロ桟

A C・B 施す。また｀線彫りで「末」とも判断できる。文様を 溝状遺構焼
J 2 3 搭く。 土況じり

29 2 
ナデ ・箆削り ナデ ・指ff.・ 口緑が1勺11!1に軽く内傾させる。口1ゑの両面に亮ナデを

図
10 こね鉢b 18 0 淡灰色

．箆ナデ 罷ナデ
A・C D 

嫡す。外底面は渥な苑削りを滝す。 不明
IZ Z 

版 23 2 
回転核1/1.・ 箆 ナデ ・茂ナデ 内面に丸彫り 口界外灌を尖らす。内面口縁に1!1線とみられるものを A区ニー 31II こね鉢c 灰褐色
ナデ ・ナデ ・回転攘痰

A C・D 
の圏線 臆すが判然としない。 ・32畦の壁

62 

34 2 
固転惇痕・ ナ 口緑が内側へ徴弱に傾むける。仕上げはT寧である。 A区ヒー 3112 こね鉢d 16.0 淡黄灰色 ナテ A・C 第31il焼土混

13 0 
デ 外底面は宛削り を丁寧'"施し、平坦に仕上げている。

じり

30 2 
淡灰色― 回転採痕 ・ナ 6条一組みの 口緑が微弱に内傾する。仕上げは丁寧である。注ぎ口 A区ネー 3113 州鉢a 14 8 
淡黄灰色

ナデ ・宛ナデ
デ

A C・D・B 
柁り目 の内面に「己」のヘラ記号を施す。 第3層下部13 5 

23 5 
10条一組みの 口縁が徴弱に内傾する。外底面は覧削りで平坦に仕上 A区ヘ ー32第 14 摺鉢a 13 8 灰褐色 ナデ ナデ ・指圧 A・C B 

91 摺り目 げているが、同面は摩耗する。 撹乱

66 
29 8 

II条一組みの 口縁内面がJl'.fr/.する。 外底面は箆削りで平坦に仕上げ A区ネー 3115 摺鉢b 170 淡灰色 ナデ ・箆削り ナデ A C 
図 [2 2 摺り目 ているが、同面はほ耗している。 第4層

23 9 
6条一糾みの 口縁直下に箆削りを入れて削り出して折れを張講する。 B区ニー 3016 摺鉢c 13 6 淡灰色 同上 ナデ ・宛削り A・C 

11 6 摺り目 外底面は麿耗する。 第3/11

図
30 0 

ナデ・回転揖 7条一組みの 口縁が内傾し、肩部が外側に強く突出する◇外底面は A区ネー 32li 摺鉢d 16.6 橙色 同上 C・A 
版

10 9 
棋 搭り目 箆削り を流すが、 ぽ耗傾向にある。 ms層

63 28 2 
4条一組みの 口縁は身から削り出して成形されている。口縁灌部は

A区ノー32
18 摺鉢e 明灰色 同上 ナデ 陀削り C・B 

摺り目 丸味を持たせている。
第4層焼土混

じり

27 6 5条一組みの

64 19 摺鉢d 150 淡校色 ナデ C・D・B 
搭り目と 2条 門上部に亮削りを入れて折れを突出させている。口唇 A区ナー32
一組みの摺り は糾位に削り入れて仕上げるハ、口唇内端が尖る。 第3層下部11 4 
目

190 底面からの立ち上りは他と比較して内111lへ強く締 り垂
A区ヒー 32

20 摺鉢 14 l 淡黄灰色
ナデ ・茂月11り

攘痕 ・ナデ C・B 
9条一組みの 直に近い状煎でそのまま口縁直下に移行する。樋木鉢

第4層焼土混・攘痕 搭り目 形の器形となる。 内面に輪積み痕が訟められる。外底12 7 
面1:1宛削りを流す。 じり

注 ：混入物は多い順に記した。 視入物のAは雲母 （細片化） 、Bは石英、 Cは茶色・ 灰褐色の物質、Dは石灰質砂粒、Eはモミガラ、Fは黒色鉱物 、Gは白色
の陶土
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第12表 b 瓦質土器観察一覧
単位： cm 

口径

図・図版 書号 分類 底径 色 調 （外） 静iii鯛整 （外）註面鯛整 （内） 漫和剤 文様奪 fl 考 出土地．占
葬高

第 66図 8条一組みの A区ネー32
図版 64

21 摺鉢底狐 15 6 灰褐色 ナデ・ 覧削り ナデ C・B 
摺り目

内底面の摺りgは格子状に籍す。
第Sb層

24 I 
口樟がゆる＜外反する。口緑鳩想を夏で削り沼してロ A区ニー3222 壺a 明橙色 同上． ナデ・指圧 A・C・B D 
＂を尖らせている。 第6層

18 0 
口拉を大きく外反させる。ロfflill!.削りで・I'坦に調整 A区ニー3223 壺・ I真G色 ナテ ナデ A・C・D 
するが｀削りが慮旺していない。 糟6層

II 0 
LIi¥¥をゆる＜外奴させる。 T寧な仕上げである 口行 B区7-29明24 壺 a 決灰色 固転擢痕 回転攘痕 C・D 
を尖らせているが削りではなくつまみ出しである 茶色

12↓ 
不明 A区ナー 31

25 壺 a 淡灰紫色 I•! 上
（回転攘痰？）

C 胎土がM遁されている。口秘が9倍く外反する ・32 

煉上滉じり

16 > 
口縁の外反はさつい 胴mこ「メ」と「ノ」の組み合 A区ナ・ニー第・ 26 壺 b 明灰色 ナデ ナデ ・亮削り C・A・D 
わせのヘラ記サとみられるものが綸されている 31第5噌

14 8 
6灸一組みの 口Kの外反はさつい 口頸郎の屈曲は「く 」の字状と A区ナー3327 -<! b 灰褐色 ナデ ナデ A・C 
縦位の汲状文 なる 内面に綸1負み飯が認のられる。 第3111下部67 

10 6 
U紺の外反はさつい．口類祁の屈曲が最もさつく鍵状

A区ナ・ニー
28 壼 b 淡灰色 ナデ ・罠月IJり ナデ C・A 32第 5層焼となる。

t虎しI)
団

情図不詳のものを圏線直上に揖く。 焼成は比餃的に良
29 壺胴部 明B色 ナデ

ナテ・
A・D・G 

丸彫りの圏線
＜．困荏質のfttり。 勢開面に白色の淘土が給状に入

A区ニー34
回転攘痕 はか

いる 穀大胴!ft68ca.輪積み偵あり。 第 2bW

29 0 
明貴色― A区スー3130 為
茶児色

採帆 1デ ・指圧 A・C 大さ く外11,こ間く、外反口絃である。
吃3層砂fll層

24 0 
ナデ・漬痕 ． A区ノー33

31 綱 :r褐色
AlJIJ 

阿上 A・C 口粒内iiiが~<:ru 筍5噌ニーピ
団 滉じり

24 6 胴下部に削りを人／して代ませた後にナデを加えている。 A区ニ ー33
32 深鉢 灰褐色 圃上 ナデ・拍痕 A・C・D 胴 f郎からやや開さ気味1こU給まで立ら上 ってく る ・31 

Ultが僅かに外れする。底部は丸社が考えられる 第3111

叛 19J 
LIiiが僅かに外収する 胴部は丸味を帝びている。胴 A区ィヽ ー3133 深鉢 淡灰色 ナプ ・攘痕 同上 C・A 
耶に煤が付嗜する 濱3層

外傾する1父i~で口1ゑが「く」の字杖1こ屈曲する．口類 B区7-2,65 34 ,Ji鉢 ● 明茶色 ナデ・死削り ナデ A・C・D 
柘に削り入れる 第3噌

A区ナ-3235 1HF b 明校色 ナデ 日上 C・A U給が外にし．＂＂応は丸味を Nつ。
'fi 3層ト・紅

32 0 
A区.::.-3436 深外 灰茶色一褐色 ナイ ・陀削り 同上 C・B D 口せに11!繰 LIi~ よりも1i1の張る浅鉢。胴上郎で338"'を瀾る．
第3層

27 6 
ナデ・ 口Iiよりも円の張る浅鉢。外底iiiは死削 りを加えてい A区-~ー3137 浅鉢 c 220 明茶色 回転撹痕 A C 

9< 
倒転揖痕 る、 煉上l昆じり

200 大さく内彎させて Jt•.i:を出すl位鉢である 口類郎1こt父
A[! ナー3338 浅外 d 汲灰紫色 回tr.惰痕 同上 C・D い窪みを入れて、口緑とn節を区討する。口Rはやや
布3層内傾気味である

26 3 
回転覧削り・ 口籍1こ丸彫り 口籍が内胃に内傾する乃、内面口籍が肥厚する 外底 A区7、-3139 浅鉢 e 22 6 明灰色 ナデ C・D 8 

第 88 
ナデ9 圏緯 ii!Iり屯刑り。 賽2層

68 18 5 底面からは1が重直に立ち上り一鴻＜ぴれさせて｀胴下 A区ノー31,10 婉 14 6 淡灰色 陀削り・ナテ ナデ指圧 C A 部から外鋼にやや間さ気味1こ丸味を持せて胴上船へ移 溝仏直情娩図 （内彎口Ul
10• 行する 口縁Ii 丸•tを持せて内傾させる。 土札しり

23 8 底面からやや内鋼に閉じ気味に立ら上りそのまま胴茄 B区ヘー21図 41 浅鉢 r 21 0 明貨色
ナデ・回転攘

ナデ C・B 丸員が）の1!1練 へII行する。胴郎では微蒻に丸味を持せて口Rまでそ 慣乱茶Ill痕 のまま移行させる乃、口籍が僅かに内傾する。外底面版 78 
は頁削りを丁寧に謹した後にナデで謂翌する。 色滉じり

66 29 8 底面から内鋼1こ閉し気味に直線的に立ち上り．そのま
A区ニー3~42 浅鉢 g 23 0 明灰色 同上 同上 C・B 幅広の圏線 ま口い近くまでIJ行する。口緑を意識して幅広の圏緯

I 2 5 を論す 外底面は覧削り後にナデを誨す。
第6lfl 

注 ：混人物は多い順に記した。混入物のAは雲母 （細片化）、 Blよ石英、 Cは茶色 ・灰褐色の物質、 Dは石灰質砂粒、 Eはモミガラ、 Fは晶色鉱物、 Cは白色の淘土．
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第12表 c 瓦質土器観察一覧 単位 ：cm 

口径

図.L-<J版 番サ 分 類 底径 色綱 （外） 沿面潤整（外） む面調整（内） 混和剤 文様等 慣 ~ 出土地点

Z.;Q; 

27-29 8 
ナデ死削り 口緑を惰化状 召影1よ遷「ハ」の字状に開くが、11'1下部を削りで屈111J

A区ヒー31

>3 ,.Q外 h 淡灰色
指圧

ナデ・指F C・B 
に仕上げる させている。口行の平面観は波状となる。

第3層下娩土

混じ り

246-264 
ナテ ・指圧 ・ 口籍を1隻化状

お形は遷「ハ」の字状に閉くが｀胴 F邸を削りで屈慮lA区ヒー31

-11 .~ 外 h 164 明灰色 l•l上
覧削り

C・B 
に仕上げる

させている。外底面は削りで平坦となるが，，託してい 第4層煉土視

87 る。 じり

第

298 
ナデ・ほ痕． 縄目杖凸帝と

店影は逆 「ハ」の字状に開き胴上部で（置かに丸味を i, B区ノー30

~5 浅f~' 21 4 淡貨灰色
陀削り

攘療 C・B 
丸彫り111諏

たせている。口籍の縄日文は口粒濱綿をつまみ出して 煉土漏しり

80 凸帝をつく る。外底面1よ覧削りで平坦に仕上げている

68 
30 8 縄目文と丸彫

底面からn部までは内側に閉 じ気味I~僅かに丸味を持
A区ニー31

-16 水饂 28.4 淡灰色 ナデ f!:Mり ナデ C・B 
りの沼線

たせている。内底面1れ魯耗するが、削りを入れた様で 第3層
50 ある

図
24 8 底面からの立ち上りの箇所に削りを人れてくぴれさせ A区ネー33

a; 大0l 19.0 液灰色 阿t ナデ C・B 

4 ft 
ている。外底面を丁'4,:IC平坦9こ仕上げている。 畦の峡面

208 
ナデ ・箆削り 底面からの立ち上りは直繍的に関く 外駁面を・r坦1こ

A区ヒー31

48 km 156 浚黄色
・は11f.

ナデ C・B 
仕上げている

箪3層焼土1Jt

48 じり

図
24 8 底面からの立ち上りは内飼1こ閉じ久味で直線的であり、 A区ヒー3.

09 大皿 196 淡控色 ナデ ・陀削り ナデ E D・B そのまま口/iiこけItする。外底面は漣な覧削 りを綸し 第2層
65 てナ・アを加えるが、ナデも憧である

版
33 0 底iii了からr,1さ気味に（量かに丸味を持せて口粒ま でfJIr 

A区ヌー33

50 水盤 25 8 l火褐色 ナテ’ ナデ C・IJ ロ籍1こ陽Ill線
する Uけ内面が内傭に突出する。

笙3層下部焼

5 3 
土混じり

66 

母
136 口顎紅でtlく折れ曲る 口秘を内鋼1こ9蔓かに内傾させ A区フー31

51 淡灰色 ナデ ナデ C・D 
ll'i彎口1ゑ） る。 撹乱層

碗
130 僅かにくぴれの認のられる婉で、内鋼1こ閉じ気,,1:で“

52 100 貨灰色 ナデ ナデ C・D・B 第2層
(iJ.OQIJ) 

52 
線的なz;~み 綸積み損が＆められる

27 3 
ナデ ・陀Mり

底面から1勺胃1こ軽く開き気人に直線的に騎ヤ央紐まで移行した後 A区7-32

53 火か 160 lflr. 伍 ナデ C・B IHLの把手 に内欝icr~じれ味に口1ゑまでり行する。把手の孔のサイズは長行

10 5 
・l印r I 2<,,、灼t印'"'で惰円影である。

第2111

216 口紺内面に”状の凸帝を造った後1こ凸帯外面を深 く快

54 火炉 灰黄色 ナデ ・亮削り ナデ C・D 布lLの1巴F り、このj}I.れの部分にU枯を貼＇） 付けている。口籍1こ 不明

は直抒 9 —の,L を 上と下から穿っている，

218 円間公,,1.の炉で0昏の一就が三日月 l/-1~突出させてい A区ネー31
窮 55 炉 灰色 fiill:. ナデ ・死削り C・D・B る。 瓦集中

竃の;::LJの破／すとみられ、尖き日の1/J辺It帖上を貼り A区ホー31
69 56 竃 明貨色 ナテ ナデ C・A つけて籍どる。天J:が優かに残っている 焚口の内面

が煤ける．
地山撹乱

明灰色～褐 ナデ・指11.・
内面をlem程度、丸く削り取った後に沢角三角形状の突 A区ヌー33

凶 57 火か ナデ・ 亮ナデ C・B 貼り付け突起 起を貼り付けている 右鯛面は快り （口けから385c,, 
色 削り 扶る）取って焚口とする

賽3層

160 足を貼り付け 底面からはほ直線的にやや外傾しながらU緑までIJ1r B区ハ -30 

58 件が 120 淡灰色 ナデ・ 凡りIJり ナデ 指If C・A 

72 
る する。三角謹状の足である。 ・31 

11 2 
底面から1えば直織的にやや外傾しながら口樟まで"行 A区ヌー33

図 59 件炉 9R 淡柑色 ナデ 死削I) C・D・B 
足を快りで返 する 内面は覺で削り取って面を造る 外底iiiも内胃 トレン・,.貨
る を1丸ってぶむ状に仕卜げた後に足となる笞所をりし して

8.0 （也を削り取っている．
褐色土層

A区ー34

版 60 行炉 灰褐色 ナデ・ 陀削り ナデ C・D・B・A 
外面及ひ庇面は丁寧1こ什上げ。底面から重直1こ立ら上 貨褐色J:
がる 外底iiiI: 箆削りでr-1!!1こft上げる， （茶渇色札

じり）

外fifiliilよ雑な指圧とナデで1111整。外面1よ宛削り とナデ

67 61 各炉 淡／天色 同上 剥扇の乃不明 C・B・A でT*l;ft上げる面と漬に仕上げる面がみられる
B区 ノー29

4.4 

62 件炉 灰褐色 同上 ナデ C・B・A 底面の松辺に削りを人れて面をつく る。 不明

底面からやや外鋼に関さ気味に直縄的に8行させてい

63 呑炉 灰褐色 岡上 ナデ・ 罠削り C・B て..¥1祁とみられる讀所が認められるが判然と しない．
A区フー32

トレンチ1勺

第 70図 外鋼ill!登1200、内鯛直tl'96<ao 董りりこ直往"•の?L A区ニー34

図版 68
6~ 茶釜の蓋 明灰色 ナデ ・斃~lj り 同上 C・D・B 

を穿つ，内面の滑り止めは＂り取って仕上げる 。 第1瓦層

注：混入物は多い顛に記した。 混入物のAは雲母 （細片化）、 Bは石英、Cは茶色 ・灰 褐色の物質、 Dは石灰質砂粒
、 Eはモミガラ、Fは黒色鉱物、Gは白色

の掏士
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第12表 d 瓦質土器観察一覧 単位： cm 

口径

図・図版 番号 分項 底径 色調（外） 荏面調整（外）料面謂整 r内） 滉柑剤 文様等 償 考 出土地点

括；；；

ナデ・削り・ 撮を貼り付け 凹レンズ状の蓋で外面が窪み、内面が丸味を帯ぴてし、 A区31 32 
65 落し菱 - i炎楼色 ナデ ・箆削り C・A・B 

指庄 る る。直径は102匹を求めた。 畦の壁

”端部£での復元ii[[全188cm。鍔上面lilll部で丸味を
66 茶釜 灰渇色 伺上 ナデ C・A 鍔を造る

出している。T寧な調整で仕上げる。
試掘4

A区ヌ ー32

G; 茶釜 明灰色 同上 ナテ’ C 8 鍔を造る 鍔灌部と同下端を欠く。輪積み技法。 第3層下部砂

利面中

足を袂り出し 外底面を深く挟り取って石台状に仕上げた後に足をつ
A区ヒー32

68 香炉 l5 6 汝灰色 ナデ ナデ C・B 
て造る。 くるお1こ袂りとっている

トレンチ第3

層

石台を削り出して造り、石台脇から丸味を持たせてい
A区ヌー34

69 碗 明灰色 ナデ死ナデ ナデ C・B 溝ヒ遺揖焼
る

土混じり

70 碗 86 暗褐色 fo]J: ナデ
/II,台を削り出して泣り高台脇から丸味を持たせてい A区ネー32

C・B・A 
る 砂和1層

第 ; I 用途不明 56 松黄色 ナデ苑ナデ
土取り湯の

破掛 A B・C 外底面は免削りの後にナデを擁したようである。
畦の堕

;2 HJj名不明 66 灰褐色 ナデ ナデ C 8 A 内面に直径22mの丸い窪みがある。
A区ノー31

トレンチ
70 

淡黄色― ナデ・撹痕 ． A区ぇ、ー31
73 把手

貨褐色 指f£
C・B・D 印さ22cm、輻33叩、艮さ105cmを瀾る。

・321; の守

図

70 扱 灰.'¥¥色 ナデ免ナデ C・O・A ~I活480,, 短径45cmをi騎る。
A区ヌー32

第3層

A区 t、• ノー

75 令炉 明茶色 同上 ナデ C・A 8 
没杉文と 'ff'] 呑炉のU松で凸布をU衿に貼り付けた校に九彫りや9ヤ 32 

弧文 切り彫りで悶の楼杉文と半円弧文をはく。 !f,3噌下部い
還構

動物の耳の部分とみられるもので．耳の中を窪ませて 8区ネー 30
;G 屈さ物 明貨色 らl上 C・B 

いる ・31壁

凶

円約1人の把手？なとが,;-えられるもので、先溢部で直 A区ニー31
;; 把手？ 明灰色 ナデ C D • A 

径27~29cmを演る 第1層

版
ナデ ・死削り 渦を文と沈線 逍さ物 （編f-とみられる）の足とみられる 駐の部分 A区ノー32

78 閻さ物 灰貞色
- ~ 痕

C・B 
による鱗杖文 に渦を文 第4陽焼土

ナデ死削り 凸帝をつくった後に凸帝のI●j端1こさら1こ紺どりのl)の A区ニー34
,9 誼き物 明貨色 指r~ ・ナデ C・B A 凸帝文

68 ？ 小さな凸そをつくる。 弟4層

80 置き物 淡灰色 伺上 亮Mり・指庄 C・B 凸否文 凸否及ひ＇凹面の状 9兄から屯物とみられる。
A区ノー32

焼土1見じり

ナデ ・発削り 印さ85.. の土製品で， 1ぷ辺は宛で削り出して尖らせた A区ネー33
81 用途不明 灰褐色 ナデ苑削り C・B ., 

・指圧 後に尖灌を死で削りとっている。 ,rの虹

l」4
回転揉I艮・ナ 回に榛痕ナ 内面口村に凸 胸ヒ部から成部は内傾させと後に口柑をはぱ垂匝に立

A区ヒー31

82 急須 明橙色
デ ll帽痕 デ ・箆削り？

A・B・C 
帝 ち上げている U緑内面に必受けの突起を込る。

第3層下・焼土

成じり

A区ハー 30

83 急須 明位色 同t 同上 A・B・C 内面に凸，；；； 同図82と同一個体とみられる。 31 

笥2層

回転樟痕・ナ ナデ ・擦痕 鍔を貼り付け f.)Iが弟形状の断面を里し、削りや回転揉痕で丁寧1こ仕
A区ヒー 31

84 ”釜 淡田色
デ ・苑削：） 指圧

8・C・A 
る 上げている，

箱4層焼土i昆

じりの下。

12 0 B区ヘー29
85 皿 明貨色 箆削，｝ ナデ 固転探棋 A• C• D 内¥ltU校の皿

灰茶色土層

注 ：混人物は多い顛に記した。混入物のAは雲母（細片化）、 Bは石英、 Cは茶色・灰褐色の物質、 Dは石灰牧砂粒.Eはモミガラ 、Fは黒色鉱物、 Gは白色

の陶土
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第64図瓦質土器1 (植木鉢）
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第65図瓦質土器2 (こね鉢）
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第17節青銅製品

第71図の 1-10の10点である。

このうち男性用のかんざしは同図 1-3の3点で、同図3は頭部を欠損するもので残存部の長さは8.1

cm、重さ6.4gで竿部は 2部に分かれ、頭部近くは長さ10.2mmで断面は径2.3mmの円形を呈し、端部は3.5mm

を測り、徐々に太くなり先端は尖る。断面は正方形を呈する。表面は青銅のサビとともに金メッキが若干

認められる。断面は正方形を呈する。出土地は不明である。

同図 1は軸部で残存部の長さ40.2mm、重さ2.4gを測り、頭部に近い竿部は1.6mmの円形で、残り竿部の

断面径は頭部側が2.5mm、端部は3.1mmを測り、徐々に太くなり尖る。フー31第 2層の出土である。

女性用は同図4が長さ112.6mm、頭部は幅11.4mm、厚さ0.6mm、竿部は断面を六角形に長さ (3.8cm) を

整形し、それより先の端部までは面を変えて同様に六角形に整形する。断面の厚さは先端部3.2mm、軸の

切り替え部は厚さ3.6mmを測る。ヒー30第 2層の出土である。

同図 2は竿部で長さ44.8mm、重さ1.5gを測る。断面形はほぽ六角形を呈し、全体にほぼ同じ厚さで3.3

mmを測り、この状況から女性用と思われる。

同図 5は頭部の平面は長楕円形を呈し、長径は26.7mm、短径 （幅） 5.2mm、厚さ2.0mmを視I]る。竿部の頭

部に近い側の断面は円形を呈し、 2.2mmを測り、竿部の端はほぽ六角形を呈し、中央が1.5mm、端部が2.3

mmを測り、徐々に太くなる。重さは3.8g計る。ニー32第 2層の出土である。

耳かきとされるものは同図 5-8の4点である。

同図 6は完形で頭部の平面は長楕円形を呈し、長径10.5mm、短径（幅）4.0mm、犀さ0.9mmを測り、竿部

は頭部に近い所で断面が円形を呈し、厚さ2.8mmを測る。竿部の端部は六角形を呈し、頭部に近い方は3.6

mm、端部は2.3mmを測り、徐々に細くなる。重さは6.4gを計る。フー31第 3層の出土である。

同図 9は竿部のみ残存で断面は六角形を呈し、残存部の長さは5.3mm、厚さは頭部に近い方が2.7mm、端

部は0.7mmと徐々に細くなる。重さは1.4gを計る。出土地は不明である。残存部の形状から耳かきの竿部

と考えられる。

同図10は耳かきの一部と考えられるもので残存部の最大長15.3mmで断面は六角形を呈し、頭部に近い所

は厚さ3.6mm、端部は1.4mmで徐々に細くなる。重さは8.5gを計る。ノー32、33第 3層の出土である。

同図 8は板状に加工したもので幅4.2mm→3.8mmと徐々に細くなり、断面隅丸方形を呈する。出土地は不

明である。

同図 7は残存部の最大長9.4mm、直径2.2mm、重さ2.4gを計る。先端部は切断痕がある。用途は不明で

ある。ヌー33第4層の出土である。

第18節骨製品

本品は 5点出土し、その内訳はハブラシ状製品が2点、用途不明が3点出土した。

第71固11はハブラシ状の製品で若干、頭部を欠損する。残存部の最大長は12.3cm、頭部の幅は1.7cm、

柄部の幅は1.2cm、厚さは頭部が5.7mm、柄部6.4mmを測る。頭部は毛の起毛のための孔が4列である。柄

部の端に径3.0mmの孔を施し、その中に棒状 （樹脂製？）のものがはめられている。表採品である。

同図12は上記と同様で頭部を欠損する。残存部の最大長は11.3cm、柄部の幅は1.3cm、犀さ 6mmを測る。

柄部の端に径6mmの孔を施し、孔は両方から穿孔する。また、孔のすぐ上に径2.4mmの穿孔の跡が確認さ

れるが、貫通はしてない。ヒー30第 2層炉跡？から出土した。これらはウシの骨を用いたものであろう。

同図15はジュゴンの肋骨を用いたもので、ほぽ四面にシャープな削り痕が確認され、近位端側に径4.5

mmの孔らしき痕がみられ、また、遠位側には荒い削り痕が確認できる。残存部の最大長68.6mm、最大幅15

0mm、最大厚13.0mmを測る。ネー33溝状遺構、石積みの下から出土した。

-149-



り

[

U
ー

-

＿

 

o
 

0
 

2
 

C,  -

0 -

_
1
,1
r
 5
 

l‘ 
。

6
 

I
ヤ

ー

ー

_

1

―

―

―

 

-

0

0

 

0 -

ーー

1
5呻
〖
口
打
ハ
ロ
ロ

ロ

I
|

ー
ー
ー
~
ー

0

。

@

4

、

L-9
 

ー〇

'

|
ー
ー
し
ぃ

8

廿
"
~

|
_

_

,
＇

，
す

ー

__

C,

—

|U 

0
 

I
 

゜

゜

7
 

3
 

り
廿
＼

―

―

 

0

ロ

m
 
c
 ゜
ー

咽
い獄7
ー
叶
ぃ

i
_

ー

杉

詞

且

91313
0
"

ー

5
 

《
冒ー

1

—

ー

》

5

1

ー
2`

0
 

ーロ

．
 

戸＼―
―

 

＠

終

-150ー



同図14はプタの大腿骨の骨体を横位に段違いに切断したもので横幅15.8mm、残存部の長さ38.9mmを測る。

ネー34第2層の出土である。類例の報告はなく用途は不明である。

同図13は長管骨を半裁し内側部を双溝状に研磨加工する。また、外面も研磨加工され、 「木00」の
字が銘記されている。最大幅14.0mm、残存部の長さ58.2mmを測る。フー29茶色土 (II?)の出土である。

用途は不明である。

第19節古銭

出土した古銭は総計111個でそのうち訳は古い順にみると永楽通咽、元□口賓、紹興口密、祥符元賓、
嘉祐元費がそれぞれ 1個、洪武通宝が2個、破損あるいは字の不明瞭のためのもの (5個）と鳩目銭が89

個、明治以降の半銭、 一銭、二銭それぞれ1個出土している。第15表に出土状況を載せた。

最も多い旭目銭についてみると、ネー32の「古銭集中地」のNo1 -No 5 (第16図）で集中枚数は 2枚～

13枚、一括して出土している。ほかに溝状遺構からも32枚出土し、両方をあわせると携目銭の94%がネー

32グリットから出土している。第16表に有文銭、第17表に無文銭の観察表を載せた。これによると鳩目銭

は大きさが18.5mm-21.1mm、重さは平均1.2グラムを計る。また、斐蔽によると 1626年ごろには 1個づつ

使用し、 1699年からは十個か結び紺、重さを一定にして封印して使用した。本品は古銭の分類では私鋳
（註2)

銭に分類される。鳩目銭の分類 （「形」、 「郭穴」、 「比率」） は是光氏の分類に準じた。

層別にみると最も多い鵡目銭は第2陪以下に出土し、第2層より上では寛永通宝、半銭、 一銭、 二銭が

確認されている。以上のことより古銭からみると第2層以上の党永通宝以降の銭と、第2層以下の旭目銭

とそれ以外の銭に分けられ、本遺跡の時代的なメルクマークといえるであろう。

く追記＞ 湧田古窯跨 (I)の報告の中で第104固11は九州帝京女子大学の桜木晋ー氏によれば、 「大世通宝」であろうとのご教示

をいただいた。第72図23に再度掲載した。 「大世通宝」 は1454年に琉球で鋳造されたものである。また報告杏作成中、脱応大学教

授鈴木公雄先生から古銭について有益な御教示を賜わったことを記して謝意を表します。

註

註 1 渡口真清「閉目銭」沖縄大百科事典 沖縄タイムス社 1983年

註 2 是光吉基「国内出土のいわゆる「無文銭」について」 「考古論集ー潮見浩先生退官記念論文集ー」潮見浩先生退官記念事

業会編 1993年3月

第13表 古銭出土状況

い 足、土地
A 区 B 区

第 1 第2層 第3層 第4第5灰褐第2溝状 砂利 古 銭集中 小 灰褐茶褐第2 小 合計

西暦 種類 分類 層 砂利層 層 色 層 遺構
敷

計 色 色 層
不明
計b 遺構 No 1 No 2 No 3 No 4 No 5 

1057 嘉祐元賓 1 1 

゜
1 

1142 紹興口疫 1 1 

゜
1 

1368 洪武通夜 1 l 2 

゜
2 

1408 永楽通費 l 1 

゜
1 

祥符元夜 1 1 

゜
I 

1534 鳩目銭 a 18 2 8 1 29 1 1 30 

，， b 1 1 1 20 3 4 13 10 5 58 1 1 59 

1636 寛永通宝 2 l 3 2 2 5 

1876 一銭 1 1 

゜
1 

1887 半銭 1 l 

゜
1 

1919 一銭 1 1 2 

゜
2 

元□□賓 1 1 

゜
1 

不明 1 l 3 5 1 1 6 

合計 3 4 1 3 2 4 2 1 

゜
39 1 5 12 13 10 6 104 1 2 2 1 6 111 
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第14表有文銭観察一覧

澁．躾 銭貨名 裏面 1庶／ 内体 備考 目径nun雑mmUs J•g 出土地 庖
l 4 7 I嘉祐元f序 1= す 笈内 全体の文字が麻耗n 24. 8 8. I 3 A --3 2 ＇灰椒釦＋
2 11 紹典口貨 破 楷む 「通」が欠捐 29 7. 5 3. I A 砂利敷柱穴

94 
3 4 3 洪□通［コ 破 楷書 裏に文字あり 。 24. 7 0 7 A ノー33 第 3陪

4 44 DD通D 破 楷告 「洪」の一部と 「武」「店」の文 22 7 0. 1 B ハー30 第 2陥

5 6A 永楽'iTi「1 破 楷専 空「勾初 Iが比/pjg 字は割と明瞭 25. 8 5. 2 I. 2 A ネ 3 I 砂利悟中
匡 且 祥符元買 破 楷古 薄手。 24. 7 6. 4 1.8 A ノー32 l第 5焙
7 12 立口口窮 破 楷書 「永」「通」が欠落。字は明瞭 24. 3 4 9 l. 5 A ノー3I 第 1陪

「WIの下は「ハ lになる。
8 13 究□口沢 破 楷内 「永通」が欠落。「ハ」銭。新 2 3. 5 6. 2 l 4 A ノー32 第 1陪

立永Q
9 15 「l永n叩 破 楷専 「窃 1「通 1の字を欠く n 24 7 6. 1 I. 3 B ヒー29 I茶褐色土屑
10 16 百永通行 ＇破 楷打 「永 I以外は欠菜。 21. 3 0. 7 B フー29 I茶褐色士脳
11 4 Z 口永涌「l 破 楷専 ＂を」 と「官」文字欠捐c 2 3. 6 6. 8 1 1 A ネー33 第 2陪
12 3 9 口口通□ 破 「通」の文字のみ残り他は欠 26 6 0. 4 A ニー32 第 3層

阻冤永通官の感l.::がする
13 40 1onoて） 破 必託が泌 し＜半I/綜不能； 2 2. 8 6. 3 1. 4 A --3 4 第 2b席
46 □0ロロ 破 麿滅が激しく出II誹不可＾ 25. 9 0. 5 A ヒー34 第 4辟（？）
14 48 0000 完 摩耗が激 しく判読不能。 24. 1 7. I 2 5 A ヌー34 第 4陪落ち

こみ
15 49 0口OD 破 摩耗が激 しく判読不能。 24 0. 9 A ヌー34 第 4防落ち

こみ
16 9 I rrl 7「7窃 破 1行＃I字は麻感 している。 24. 4 6. 3 1.8 A ヌー3" 溝状沼構
21 41 二銭 完 近代の銭貨である。 3 I 7 14 A ヌー3I 第 1層

2 
20 45 半銭 完 近代の銭打である。 22 3 2 B ヒー30 第 2陪焼土

濡．じIJ
22 JO 一銭 完 「大 日本大正八年」の文字有 2 3 l 3. 5 A ヒー30 第 2府

りr

注 ：「一」 は計測不可

第15表無文銭観察一覧

出

注
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第20節キセル

陶製のものが5点（雁首4点、吸い口 1点）得られており、第73図に示した。 1・2は無釉のもので、3

-5は施釉された資料である。
ぼ.2) 

1・2はパイ 塁茄クとされるもので、行政棟地区でも出土している。近世の時期における比較的ポピュラー

なタイプのもののようである。 1は正面図の上部は暗褐色をなし、下部から裏側にかけて自然釉が掛かり

黒色を呈している。裏側には白っぽい粘土のようなものの付着もみられる。本来、七角形に面取りされた

もののようであるが、角がなくなり丸くなっている。 2は火皿部・接続部とも八面に面取りされるものの

ようである。接続部の上面が若干下がり、裏側が部分的に膨らんでいるためやや歪な形になっている。火

皿部の先端は破損している。 1よりも短い資料である。

3・4もパイプ形であるが、施釉するものである。2点とも面取りはされず、丸くつくられている。 3

は璃瑠釉が施されるもので、胎土は黄白色の細かなものである。外面は接続部の端部を除き全釉。内面は

火皿部が施釉され、接続部が無釉である。火皿部の半分程度、接続部の上方が破損しているものの、全体

の様子は窺い知ることができる。形状的には 1・2と同様である。4は白濁色の釉を施すもので、細かな

貰入が認められる。接続部は内外面とも端部を除き全釉。火皿部は欠失しており状況は不明。接続部の形

状は 3と異なり、接続部端の方へ太くなるようにつくられている。胎土は灰白色でやや粗め。

5は灰釉が施されている吸い口の資料である。口の部分は破損しているが、外面は全釉のようである。

内而および接続部断面は無釉。胎土は灰白色で、やや細かい。接続部端は周囲に砂粒状のものが付着して

いる。図の下方から裏側にかけて、風化のためか釉が白く濁った感じになっている。
（註3)

類例資料が壺屋古窯跡群Iなどから報告されている。

註

註 1. 「古我地原内古硲ー沖縄自動車道 （石川～那覇間）建設工事に伴う緊急発掘調査報告書(7)-」 「沖縄県文化財調査報告

掛第85集J 沖縄県教育委貝会 1987年12月。

註 2. 「湧田古窯跡 (I)一県庁舎行政棟建設に係る発掘調査一」 「沖縄県文化財調査報告柑第111集」 沖縄県教育委貝会

1993年3月。

註 3. 「壺屋古窯群I一個人住宅建設工事に伴う緊急発掘調査一」 「那覇市文化財調査報告書第23集」 那覇市教育委員会

1992年3月。
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第21節円盤状製品

本製品は、磁器、陶器、瓦などを円盤状に打割調整した二次製品である。今回の調査で本製品は総数2

12点出土している。区別の出土状況は、 A区105点、 B区79点、区不明28点となっており、遺跡の本体で

あるA区からの出土が最も多く全体の49.5%を占めている。

種類別の内訳は、磁器28点、施釉陶器12点、無釉陶器71点、褐釉陶器11点、陶質土器 1点、土器2点、

瓦87点となっており、瓦と無釉陶器で全体の74.5%を占めている。

大きさ別の出土状況を第16表に示したが、これによると 3cm、4cm台で全体の59.4%と半数以上を占め、

次に 5cm台、 2cm台と続く。第74図はサイズ別と各種類の関係をグラフ化したものである。 1cm、2cm台

では磁器が約半数を占めているが、 3cm、4cm台とサイズが大きくなるにしたがい無釉陶器、瓦の占める

割合が高くなる。

部位別にみると、口縁部 1点、胴部191点、底部10点、瓦の縁を利用したもの10点である。胴部の利用

が殆どであるが、僅かに口縁部や瓦の縁を利用した資料が見られた。

断面形を見てみると凹 3点、平98点、湾曲111点となってお り、湾曲が全体の52.4%を占める。

平面形の比率は、円形22.6%、方形11.8%、楕円形27.4%、不定形38.2%である。また、剥離方向では

外→内が62.3%と全体の半数以上を占め、両面24.5%、内→外13.2%と続く 。

今回の調査でも、前回と同様に瓦、無釉陶器を利用した資料が主体となっていた。これは遺跡の性格と

の関連を示唆するものであろう。また、サイズと種類に相互関係が見られるものの、本製品の用途につい

ての傾向までは見いだすことができなかった。これまでの資料及び、新たな査料を含め検討する必要があ

る，なお、個別の観察は第17表に示した。

参考文献

「湧田古窯跡 (I)」 「沖縄県文化財調査報告書第111集」沖縄県教育委貝会、 1993年

「御細工所跡」 「那覇市文化財調査報告杏第18集」那覇市教育委貝会、 1991年

「壺屋古窯群I」 「那覇市文化財調査報告書第23集」那覇市教育委員会、 1992年

第16表 円盤状製品出土状況 単位： cm 
第74図 大き さと種類の相関

サイズ 磁器 施釉 無釉 褐釉 陶質 土器 瓦 合計

1 . 

゜
2 1 1 4 

2. 

゜
17 4 6 5 3 35 

3 . 

゜
5 6 27 3 2 21 64 

4. 

゜
3 1 27 1 30 62 

5 . 

゜
， 2 1 25 37 

6 . 

゜
1 1 6 8 

7. 

゜
1 1 

8. 

゜ ゜9. 

゜
1 1 

Aロ=叶- 28 12 71 11 1 2 87 212 

（涸i。
料

釉

釉

釉

質

器

磁

施

量

褐

淘

土

瓦

D
嘩
璽
壁
霊
口
臨

r s g~ 
-cm 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 、
サイズ
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第17表 a 円盤状製品観察一覧

， 

2. 6 0. 7 

. 55 0, 7 

2. 6 o. 8 
2. 4 1 
I. 9 0. 1 
2 8 0 g 

第75"9。

|—にー」 I -I 1第76函］
A 7-31 

5. 6 

271瓦 平瓦 射部 完 4. 3 ~6 1 7 44. 7 不定形 外→内 約1lli 灰色。紺l離は 1蒻｛。釉がか A ヘー32 朋乱

亨瓦 一
かっている。

2s I瓦 駒部 完 5 I 4. 5 1 4 37 8 不定形 両面 平 灰色。 紺l離は 「玲％ A i-33 第3杞i
瓦,2IL__

叫 平瓦 駒部 完 4 65 ~6 I 6 13 不定形 内→外 平 灰色。紺l離は柑い。 A II, t33 第3附
比,f

so I瓦 平瓦 胴部 完 5. 4 5. 95 I 9 7~. 1 ィ勺定形 両而 平 赤色。紺l離はmい。 /I 7-3 I 第2陪
ト ~~f

3 I I瓦 I平瓦 胴部 完 4 35 4 5 I 1 25 円 外→内 -r- 赤色。紺l離はT苺。序耗し B /-30 瓦
ているn

.1 7 
3 1 
4 7 

鉗 9 ―
l此見
沿墨椙L
第3形

下部、焼

t況じ I_
Al/-31 I溝状迅l,'1/

内焼」姐

叫↓,,i 
瓦
＿瓦叫

-156-



第17表b 円盤状製品観察一覧
単位 ：mm、g 

A斗号~I •✓• 

l―― 61瓦 平瓦脱部完 3 3. 15 I 
*-囀
64瓦

I可五

72 I瓦

73 瓦~

翡
]5ぼ―
111瓦

I 
赤色，一 紺l離後rt杜。
赤色。約1離後麻耗。
第 17。
亦已L象l虞 ,.1い炭g
中間色。剥l離は「喉。

撃員
瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

-

．

 

-89「
90
-9
9
2
9
3
9
4

ザA k33 焼土混じ
丑紐
乱L

n1Ho I地山直上

三一
I IOI現代磁器I不明 1胴部薮 3. 8 I. 55 0. 5 Blヘ-29

〇.1 I 3. B 

玉
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第17表 c 円盤状製品観察一覧

B 1-30 

A t-31 

3 9 
3 7 A 7-31 

B 1-30 
A ,-33 
A 1-33 
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第17表 d 円盤状製品観察一覧
g
 

1・ 

2号窯か？
木の根

第2附

I 88 I染
叩染付

190 I染付

I叫胆t
I 92染付

197, 染付 I碗 1胴部うむ3.5513.41041 11円 I外→内1沿曲

叫染付 I碗 2.51 0.41 4.5惰円

A :-33 
I 

且

冒
[

第3庖
焼土況じ
り

茶褐色
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第76図 円盤状製品2
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第22節 i甘蝸

1点だけ確認でき、第77固1に示した。丸底状の底部から直線的に外側へ開いて口縁部に至る。口縁

はラフなっくりの平縁で、口唇部は舌状を呈す。推算口径が約4cm、高さが約2cmで、行政棟地区から報

告されているものからすると小型のものである。また、底面部の厚みが1cm以上あり、実際の内側の深さ

は1cm弱である。内底面に近い部分に外側から径約 5mmの孔を穿つ。全体が黒灰色になっており、内外面

に釉状に溶解したものの付着する部分も見受けられる。ハー34第3層から出土。

第23節石製品

第77図2・3の2点が出土した。

同図2は円形状に加工したもので推算外径59.2mm、内径22.7mm、最大厚9.7mm、重さ10.1gを計る。石

質は硬砂岩の可能性が高い。ヒー31第4層焼土の出土である。用途は不明である。

同図3は硯の墨受け部の角部分にあたるもので厚さは最少厚6.8mm、縁の部分は9.4mm、重さ14.2gを計

る。石の色は灰紫色を呈し、縦位に研磨痕が認められる。表面採集である。

第24節土錘

本品は出土総数36個でA区は第 2層ー 2個、第3層ー 6個、第4層ー 4個、第 5層ー 5個、攪乱ー 1個、

B区ー第 2層ー 1個、不明一 1個、区不明ー9個が出土した。

これによると8.2g -101.6 gまで出土するが、完形を重さ別にみると最も多い重羅は20g台ー14個、 10

g台ー 9個、10g以下ー 4個、30g台ー 4個、50g台ー 1個、 60g台ー 4個、80g -1個である。また大
（註 I)

きさでみると壺屋古窯で仮分類した aタイプ （短径／長径の比率が1.2-1.9)では30Xl7.lmmが最も小さ

く、 68.6* 52.3mmが最も大きい。bタイプ （短径／長径の比率が2.0-3.5)では32.9X 16.6mmが最も小さ
く、 67X21.5mmが最も大きい。醤的には aタイプー15個、 bタイプー21個である。大きさについては細分

が可能と思われ、第78図に大きさと重罷の散布グラフを示した。また、土錘の作り方をみると横に切り

痕のあるものは表面を削り痕で調整し、また、孔の部分は丸味があるものは表面を指圧などで調整する傾

向がみられる。本遺跡では後者の方が21個と主流を示す。質を比較すると壺屋古窯のものは陶質である

が、本迫跡出土のものは瓦質である点で異なる。

註

註 1 那覇市教育委貝会 「壺屋古窯群I」「那覇市文化財調査報告世第23集j1992年 3月
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第18表土錘観察一覧 単位 ：m皿 9

1m, 蔽 グリッド 屈 層備考 I"' ir;• 再さ l!td2 邸 1孔径 恥 重さ 色調 孔 観察事項 備考

1 A t-31 I第4屑 1=  ．． 67 21. 5 3. 1 7 b 3 7. 6 灰褐色 切り疸 焼成は良好n

2 B /¥-29 第2層 明茶褐色
e,, 
5 5. 3 20. 2 2. 7 4. 3 b 28. 5 明灰褐色 切り痕 焼成は良好、砂質、元

表面に若干削りの

跡．

3 A t-31 第3層 焼土混じ
なニ
52. 6 2 2. 4 2. 3 8. 4 b 22 明茶褐色 切り痕 焼成は良好、砂質．元

下 り①

4 A /¥-32 1第3層 完 5 3. 2 15. 9 3. 3 3. 9 b 13. 7 明茶褐色1切り痕 焼成は良好、砂竹． 屎3

5 A k31 第5層b 完 50. 7 2 2. 7 2. 2 4. 9 b 29. 5 灰褐色 丸味 焼成は良好、両端
に溝

6 A /-31 溝状迫焼 破 54. 9 22. 2 2. 5 5. 7 b 25. 8 灰褐色 切り痕 焼成は良好、白い

土混じり 混入物が確認でき

る

7 破 6 2. 5 48. 3 l. 3 15. 3 a 101. 6 茶褐色 丸味 焼成はやや脆い．

8 A i-31 第5陪b 破 59 44 1. 3 a 50・6 暗灰褐色 丸味 焼成やや良好。

9 A 'J.-31 第5貯 焼土混じ 破 45 7 

゜
a 9. 9 灰褐色 切り痕 焼成やや良好。

り

10 Aこ30.31 第3陀i暗灰褐色 破 34. 2 3 2. 2 I. I 8. 3 a 2 3. 1 灰褐色 丸味 焼成やや良好、砂
下部 質．

11 A /32. 33 第 5屑 字 32.g 16. 6 2 b 8. 3 茶褐色 切疱 燒成は張い＾ 図1

12 A *. /32. 第4陪 焼土混じ 破 45. 6 40. 2 l. 1 9. 6 a 6 6. 2 灰褐色 丸味 焼成は良好。 図8

33 り

13 A t-31 第3思 暗灰褐色 完 6 2. 9 I 9. I 3. 3 5. 1 b 20. 8 明灰褐色 丸味 焼成は良好、砂質・I
＇ 

下 土

14 I字 30 1 7. 1 1.8 6. 2 a 8. 2 応姐釦 I iJ昧 焼成は自好＾
1 5 A -31 ！桁ぽI H古 45. 4 

゜
a 21. 4 灰褐色 ほl味 焼成はやや脆い＾

l 6 A :-32 第3尼i 破 4 9. 5 15 3. 3 4. 8 b 11. 7 I茶褐色 不明 焼成は脆い。
I 7 実ct;r. 字 4 6. 6 15. 2 3. 1 4. 1 b 8. 5 灰褐色 切り疱 焼成は自好砂竹．

I 8 A :-34 第4附 -=-61. 7 19. 4 3. 2 5. 4 b 3 2. 4 黒褐色 切 り痕 焼成は良好、表面 図4フJ

は削 り痕がある、

白然釉

19 破 58. 3 38. 2 1. 5 11. /4 a 11. 4 暗灰褐缶I i:1昧 焼成は自好n

20 A /-32 破 68. 6 5 2. 3 I. 3 1 7. 8 a 8 9. 2 I茶褐色 ぽ1味 焼成は強い、 夜19

21 破 58. 7 3 3. ~ l. 8 9 a 6 2. 5 暗灰褐色 丸味 焼成はやや良好、
砂質

I 

22 A ~-32 第3附 砂利面中 完 5 7. 5 20. ~ 2 8 4. 8 b 29. 8 灰褐色 丸味 焼成はやや良好、 図6

下部 表面は手の握りが

明瞭。両端の孔か

ら溝がある。

23 A I -31 溝状迫構 完 5 2. 6 18. 7 2. 8 4. 4 b 22 灰褐色 切り痕 焼成はやや良好．

1内焼土混

24 Aネ30.31 壁地山直 完 3 3. 4 2 2. 8 1.5 8 a 2 2. 2 暗灰褐色 丸味 焼成良好。

上

26 A /-32 第5J(?j I""' っャ 66. 6 18. 8 3. 5 7. 1 b 28. 7 暗灰褐色 力味 焼成良好指跡

27 A "/.-34 第2屈 砂利混じ
、~

6 3. 7 31. 5 2 5. 8 b 61. 3 灰褐色 丸味 焼成はやや良好． 図7フ

h 

28 完 61. 2 21. 9 2. 8 4. 3 b 27. 4 灰褐色 力味 焼成はやや自好

29 A -33 第3陪 ---4 6. 2 19 5 2. 4 7. 9 b 2 3. I 灰褐色 切り痕 焼成は良好。プC

下部

30 B /-29 茶 褐色 破 3 6. 6 16. 3 2. 2 3. 9 b 10. 6 灰褐釦． 切り疱 焼成は自好n

31 破 2 6. 5 0 I 0. 9 a 12. 2 茶褐色 切り痕 焼成は非常に良好
？ 、陶質ぽい．孔は他
に比べて大きい．

32 A ネー37 焼土混じ ---44. 8 20. 2 2. 2 4. 2 b 16. 8 明灰褐色 丸味 焼成はやや良好、元

り I砂哲

33 表採 完 3 5. 3 18. 2 1. 9 5. 4 a 11. 6 明灰褐色 丸味 焼成はやや良好、
砂質

34 A /-32 第2層 完 38. 1 20. 6 1.8 8. 6 a 1 7. 2 茶褐色 切り痕 焼成は良好．孔は
中に細くなる．

35 1破 42. 4 3 7. 9 1. 1 3. 3 a 22. 8 明灰褐色I i1味 焼成は良好。

36 A 1¥31.32 第4層 ' ,.,,,, す．40 1 19. 8 2 6. 4 b 15. 6 灰褐色 ぱ1味 焼成は良好、砂曾． 図2

注： 「孔2」の項は短径／長径の比率でaタイ プ (1.2-1.9)、bタイ プ (2.0-35)として分類
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第78図 土錘の長さと重さの相関

クラム

第25節窯道具

4点だけ確認でき、第79図 1-4に示した。 3に示した小型のハマは注意されるが、他の 3点はいず

れも行政棟地区から報告されているものの中に類例資料が認められる。以下に今回得られたものの特徴に

ついて略述する。

1・ 2はトチン、3・4はハマの資料である。 1は瓦質のもので全体的に丁寧なナデ仕上げが施されて

いる。円盤部は平滑な面を有し、端部は丸味を持って整形している。端部下方から内側へゆるやかなカー

プを描くように底面部に向かい、脚部中央付近で最も径を減じる。円盤部の径は 9cmを測り、ほぼ中央に

径約 2cmの孔があいている。灰色の焼きあがりで、脚部は中空。調整痕の状況からすると脚部と円盤部は

張り付けのようである。脚部下方が破損しており、高さは不明である。 2は陶器質の橙褐色の焼きあがり

をなすもので、 1よりも堅く焼き締まる。胎土中にわりと大粒の鉱物が散見される。円盤部の周縁は約 1

cm幅でほぼ平坦面に整形し、その下方は若干内側へすぽまるものの、そこから底面部へは外側へ開き気味

になる。脚部の内外面はロクロ引きのままで、円盤部には糸きり痕が明瞭に残る。円盤部は中央部の方へ

若干＜ぽむ感じになり、ヘラ状のエ具による弧状の沈線が1本認められる。推算の径は約 9cmで、 1と同

じような大きさである。

3は小型のハマで推算の径は約 5cmである。表面は丁寧にナデているが、裏面はそれほど意識されてい

ない。縁部は裏面の方が小さくなるように斜めに削って調整しているが、わりと雑である。表面には縁部

と同心円状の沈線が約 5mm間隔で2本認められるが、本来何本施されたかは不明。6mm前後の厚みを有し、

胎土には白色の微砂粒が比較的多く含まれる。黒褐色を呈し、わりと堅い感じのものである。4は径の推

算が約26cmを測る大型のものである。つくりは雑で、両面の調整もあまり意識されていない。焼成時の

影響か若干歪になり、はらみの部分も見受けられる。表面には同心円状の沈線が密に施されており、胎土
I註 I) I註2)

には白色の微砂粒を多量・に含む。類例の資料が行政棟地区や黒石川窯跡、壺屋古窯群Iなどから得られて

いる。

註

註 1. 「黒石川窯址 沖縄県石垣市黒石川 （フーシナー）窯址発掘調査報告害」 「石垣市文化財調査報告第15号」 石垣市教育

委員会 1993年3月。

註2. 「壺屋古惑群I一個人住宅建設工事に伴う緊急発掘調査ー」 「那覇市文化財調査報告害第23集」 那覇市教育委貝会

1992年3月。
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第26節脊椎動物遺体

金子浩 昌

1. はじめに

湧田古窯跡から出土した動物遺体についての第 2報であるが、現在議会棟のある場所であって、前回報

告した地点に接続する。前回と同様に獣骨特にプタを中心とした獣骨が多く出土していて、この時期の動

物相を特徴付けている。計測部記号はA.V. d. D riesh (1976)による。

A. 節足動物門

イワガニ科

モクズガニ

B. 脊椎動物門

I. 軟骨魚綱

サメ目

メジロザメ科

属 ・種不明

II . 硬骨魚綱

スズキ目

ハタ科

属・種不明

フエフキダイ科

ハマフエフキダイ

III. 哺乳綱

1. クジラ目

ゴンドウクジラ科

属 ・種不明

2. 食肉目

イヌ科

イヌ

ネコ科

ネコ

3. 奇蹄目

ウマ科

ウマ

4. 偶蹄目

イノシシ科

ブタ

ウシ科

ウシ

出土した動物遺体の種名表

A. Phylum ARTHROPODA 

Family Grapsidae 

Eriocheir japonicus 

B. Phylum VERTEBRATA 

I. Class Chondrichthyes 

Order L amniformes 

Family Charcharhiniclae 

Gen. et sp. indet. 

IT. Class Osteichthyes 

Order Pere i form es 

Family Serranidae 

Gen. et. sp. indet. 

Family Ltjanidae 

Lethrinus mebulosus 

皿 ClassM ammal1a 

1. Order Cetacea 

Family Globice phalidae 

Gen. et. sp. indet. 

2. Order Canivora 

Family Caniclae 

Canis J amiliaris 

Family Felidae 

Felis catus 

3. Order Perissodactyla 

Family Equidae 

Eq, uus cabal/us 

4. Order Artiodactyla 

Family suiclae 

Sus scrofa var. domesticus 

Family Bovidae 

Bos taurus 
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2. 動物遺体の概要

A. 節足動物

甲殻類

モクズガニ Erioche1r J aponicus 

左側の可動指 1点がある。

B. 脊椎動物

a. 魚類

・メジロザメ科 Charcharhinidae 

椎体が4点出され、椎体径32mmが最大である。

・ハタ類 Sevranidae 

大型の歯骨が出土している。

・ハマフエフキダイ Lethrinus mebulosus 

大型の歯骨 1点がある。

第19表 魚類出土量

出土地 A 区 B 

層序
表 第 2層 第 第 第

採 b 3 1 4 
層 層 層 層

部位
サメ目 メリぃロサ,J科種不明 脊椎 3 1 

717ギダイ科I¥マ717キ R ．．L ．．． ... ! ． . ー・-••• 1 •••• ----ヽ， ----_1_ i---- ........ 
夕ゥイ 顎 ： ： 

ス 種不明 ,c;a. 自 R ..:L • .. '- ___ ., ____ 
••• J •••• ... ., ... - ---~- --· ---~--ー・

ズ ： 1 : 
キ 7'ク`・イ科 ナ,:Iり 咽 R :L ........ -------・ ..  響→ 雫“~ “’幽• ---------. -. 呵ー・・ --------
目 7・タ・`ィ 頭

種不明 ,ra. 目 R ー・:・L・・ ... , ・・・・ .. -~' .. -. • + + : + + + + ___ J ____ ••• J •••• 
1 : 1 : 

1/1夕科 種不明 顎 R ..:L • ・・ ー・・~.--. ... ~.... ... ~- ... ...』..● . ... ~.... ·-- ~--- · 
忌目 ： 1 : ： 

7り＇`目 II¥リセ‘／ホ9 、I科/Iリセ'jボ-'j顎 破
忌自 片 1 

脊椎 1 1 
種不明 尾椎

破片 1 3 
個 体 数 1 1 1 1 1 1 

凡例 ：
R上咽頭骨 ：L上咽頭骨---------------------------------
下咽頭骨

R前上顎骨L前上顎骨...... ．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．． 

R歯骨 :L歯骨

b. 哺乳類

・イヌ Canis familiaris 

区 その他
合

不 表 不
明 採 明 計

4. 

---------・-・-・・- ... ! ...• 
1 : 0 

： ： 0 : 0 

... ~.... ー・・~--• -... ~... 一 .0 .. , : ..0 .. 
： 1 : 0 

: 1 0 : 1 ・------- .. -..... 

゜_1_ ;. --- .1 .. , : ..0 .. 
2 : 0 

---~---- + + +~+ + + + ... ~.. ・・.0 .. , : ..0 .. 
1 : 0 

1 
1 1 4 

1 1 
4 

1 1 8 

イヌの遺骸は全層を通じて10数点を検出しているのみであり、個体数を推定できる程のまとまった標

本もなかった。頭蓋骨片 1点と肋骨 5点、肩甲骨、上腕骨、尺骨、寛骨各 1点という数である。やはり逍

跡と直接的なつながりがないということなのであろう。
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第20表 イヌ出土量

！部 ＼位 出土対

A 区
撹乱 第1層 第 2庖 第3層 第5庖 合 計

b 溝状遺構 焼土視じり

R: L不明 R;L R:L不明 R: L: 不明 R : L不明 R L : 不明 R:L R:L: 不明
頭蓋骨 頭頂間骨 ： ： ： ： 1 ： ： 0 : 0 : 1 
m骨 破片 ： :(1) : 2 '1 ： • 2 0 : 0 :5 (I) 
肩甲骨 遠位端 : 1 

゜
0 : I 

上腕骨 骨体～遠位部
. - ..  ● ..  ー・・』ー・・・響 ----・----・--- ---. - --. . . . . . . . . .. .....I ....... ..0...・ ..I .』．0．． 

·遠··•位·•·端・・・・ ．．．．．．． 
： 
. i・;・・ .. I・0 : 0 

尺骨 骨体 : I I: ： ： I. I 

゜百骨 臼部 ： ： ： I ： 0 : I・0 
合 計 10:QJl) 0 : 1 I : 0 : I 0 : 0 : 3 

゜
I 1 

゜
1 . 2 1 : 0 2・3 7 (1) 

凡例：（）キズあり

・ネコ Felis catus 

B区第2層で 1個体が出士している他は、 A・B区ともに断片的に出土しているのみである。標本は四

肢骨で上腕骨 l点、大腿骨 1点、顎骨で数点の破片があったにとどまった。

第21表ネコ出土量

I部 ＼位 出土地

A 区 B 区
第 2 層 表採 第 2 層 合 計

b b C 

R : L R : L R :L R : L R :L : 不B R :L不財
願蓋骨前頸骨 ： ; 1 : 

争^争--0--: ----1 --: --0 --
側頭骨 ・

.. .. -. 
: 2 : 0 : 2 : 0 

十＿顎骨 ； I : I : 1 ; 1 : 0 
脊椎肯 頸椎 ： : : 5 o __'. __ 9 _: _s 
胸椎

^~ .. .. . --
. . . ． . . ＇・ ’・・

: : 8 o _: __ o_ : _ ~-_ 
腰仙．． 椎椎．． ． ． ・

. . . . . . :- ・・・・＇・・ ’・・ ・・
； : : I 0 0 : 0 : I 0 -. . . . -.. c・ 

-----0 ---、、:• .-0 .-.,: • ・-・- -~1 -・一-： : : 1 匡...椎... ... .. ...• . . ...... -. - . . . .. - ←  • ... . . .. . ......... 
. : 11 0 ; 0 ; 11 

力骨 破片 ； : 14 0 ; 0 : 14 
百甲骨 骨体～遠位端 ： I : I : I : I : 0 
：：腕骨 完存 ： :_ I: 0 :_ _I : 0 ---'. 

戸骨体部．ぅ遠位端
I ; I ，：  2 : 0 ; 0 . . . ,. .... ，． 

-: l : ---- -0 --,: ---2 -: ,--0 --: 1 
撓骨 完存 ： 1 1: I : I : 0 
尺骨 完存 ： '.  ： ： I : l : I : I : 0 
中手骨 ： . 8 0 : 0 : 8 
寛醤 ： I : 1 : 1 ; 1 ; 0 
大腿骨 完存 1 : 1 ; 1 ; 1 : 0 
近・・・位・・部 .. ,-. . . .. : '1 ': .. . ・0 • ・・L  ・: ••• ・2 ·• ・: L ・・・・0 . 

'. ・'・・ 近位部～骨体 . . . . • ...... . _I_:_ '. . .. 1_: ... : ... •· .2 ..: ....0 ..: ...0 .. 近ー・位・・・骨・・・端争-の--み--
I : I : 0 : 2 : 0 

陛骨 完存 ： 1''  ... 1 : -・・・0・・.:. .0 .. 近---位---端--・～---骨---体 . -. -....... ー・ --. -. --.... ーし ▼ 響
： : I : 1 : 0 : 2 : 0 

排骨 ： : 3 0 : 0 : 3 
踵骨 完存 ： I・I : 1 : 1 : 0 
距骨 完存 ： ： l : I : 1 ; 1 ; 0 
中足骨 完存

： ： 
I : I : 1 : 1 : 0 

＂ 完...存..・ 
田

- -,,. . . . . . . 
.^ 1 ・:,, _ .1 ... .: 、,.... . .・I・..・':. ---. I ---・: • , ・.・.・.0・..・

完存
．． ．． 
IV 

'・・ ...'.. 
1 ; I: ・1・・・:----1 -: . ・・・0・・破...片. ．． ．． ．．．． ．． .. 

： ： I 0 : 0 : I 
ヒ日,raH • 甚節骨 ： . : し6・ ー0・亀:..0 . ...6 . 
中節骨

: 
: : 4 o .: o __ : 4 末．．節．．骨 ... • .. .. ----' -. -. . . . •. ・・ '. . + •• 

： I 0 ; 0 : I 
杯明 ： ： ： . 4 0 : 0 : 4 
合 計 0 : I 0 : 2 l : 0 I : I 14 : 1 9 : 7 6 15:23:75 
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第22表 ネコ歯牙出土量

部位いflむ¥ITT ,m,:.,.1 ..''.・''.':・Ml MZ. "・'・ji.11'i ,','立1m,m,:zu,r:n•1•z~, 
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ウマ Equvs Caballus 

ウマの遺骸は大型家畜のなかではもっとも少ないが、出土の傾向としては古くに現れ、 A区第 6層に 1

点の追骸がみられ、第4・ 4層とウシと同程度にみられ、第 3層でやや多 くなる。骨の出土は少ないが、

歯牙の数からみた最少個体数はウシと大きく変わらない。下顎骨破片がやや目についたのは骨を区別し易

いからである。歯のうちは 1点もなく、上下とも p3、p4がもっとも多く 、咬耗I-II段階が多い。

ネー21, 第 5b層

ヌー33, 第 3層

ネー34, 瓦列

中手骨 Bd : 41.21 

大腿骨 L : Bp: 95.59 

踵骨 R : GH : 52.50 

Lmt:5201 

GB : 55.53 

BFd: 45.49 

中足骨 SD : 28 92 

基節骨 Bp: 44.43 

中節骨 GL : 42.18 

Bp: 42.94 

SD : 38.84 

Bd : 42 77 

ノー31,焼土混じり

ヌー33,焼土混じり

ヌー31, 第 6層

第23表 ウマ出土量

部＼位 出土地
苫A 区

B 区

第 2 樋 第 :,,: d 層 第 5fl! 第6層不明小 It Ill!. ェmじり 第 2 謳 ,J、 It 合計
l卜 b じり C 

R L牙8'R L R L R'L不BfRLR・LRLRLRL不"R L R L R L不Bl R L不9 R L不I)'

下顎廿 9悶 I •. . ::・. . ユ雫. : - -I ．．  ~ ヽ・・▼● t ~ .゚t 
・I・・；,• ．． 

．． 0 0 0 _1 . 0 • 1 

; 0 c~'· 0 2 9.: O : 2. o, 0 .z. 
l I O 0 1 1 I I 3 I I I 1 1 

翡廿
., た ： ： 0 0 0 I O O I 0 0 I 

近遠位位燐廿．沿～廿の体み ・さ．．， 1・ ： •, ● ● ● 
0、_I O. ．． ． ． ・ヽ・9 O'・0 .. 0 0 I'_o 

1 
.... -~: .、

1 0 0 
，． 

0 0 0 I O 0 

手根什 1 0 0 I 0 0 0 0 0 I 

中手廿

翡翡迅
: . 
...... 

l 
・・： :. •···I ・ _I .. I O 0 .~.. ． 0 0 o. 1、0 0 

豆布―
．． .．ヽ'・ I 1 0 0 0 0 I I 0 

； 1, 、 ・: . . 1 0 0 ~：、 0 . 0 • 0 I • 0、0- - I 
．． O．・0 ． 1 0 0 0 0 0 I 

大腿廿
近遠位位部廿端のみ ． ・: .. . '. ~.. l . .. I 0 2 0 .. ．． 0 0 0 0 2 0 

1 ； 0 .I • 0 〇←。.0 。.I . 0 
陀＂ ""'エ

. I I O 0 0 0 0 I O 0 

皿中足廿
完存 I I O 0 ． 0 0'0 I O 0 

近：;;.-,,. 位溢涎 _.,.,. .' ．． .: I . ．．  0 0 0 

＇ 
I O O I 0. 0 . I 

0 .I • 0 ．0 ．0 ． 0 0 I 0 

甚節竹 近位燐 I I O 0 0 0 0 I O 0 

中節廿 完“存ピ. . 、. ．． ．．  .. I 0 --- -I --0 .. 0 0 0 0 I 0 
l 0 0 I 。・。、0 0 ．0 ． I 

｀ 
I 0 0 I 0 0 0 0 0 I 

合 計 I O I I 0 2 4 2 I 3 0 I 0 I I I 0 I I 0 9 1 5 I 0 I I I O I 3 1 5 12 8 10 
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第24表 ウマ歯牙出土量

~'{,'h?,~m,m ,:;''"'" ,, " ,, /'h'/,'! ,~m,m ,~;· ...... ... ... ... I合
....... , .............. i .......、・・・・・

第 3層
A 

仕 第 5陪

土混じり

［ 
区 第6層

不明

撹乱
B 
第 2府

区
C 

合 計

［ 
区

第 5尼i

戸
B ・2層

区 I C 

計

見

2 t 2 2且
................. ····•····................................ ·············•···· ···.. i. 
L2 .. I. 1':'ヽ'h

+ 
i-s-l ぶぶ~- -~ ぶ↓ ~i 1・iぶ！↓↓ ぶふぶふ~- ~悶ti~--r11-31 
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； ....•........... ···· ·•·· ··· 1·.. 1 .... 1 .. 1 ..... ..4 

1 ... 1. ... .J.l .. 
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1 1 

l
-

~. 

.. . . . .. ・・-.. 2_・-・2__ l _!. .. I 1 __ _ 
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3 _5 5 

・ブタ Sus Scrota var. domesticus 

先に報告した本遺跡出土の標本と同じような性格の遺骸が出土している。プタの出土も初期の堆積層に

まで遡れるようで、A区で第6層、 B区第4層、第 5層で頭骨片が含まれ、第3層上部、 B区第 2層で多

く出土している ことを認める ことができる。

（頭蓋）

頭頂骨がよく残されている。大型のもので、後頭骨鱗頭骨鱗部幅は65.0mmに達し、その全長は220mmに

達するであろう。矢状縫合の化骨は不完全。萌出している臼歯の咬耗はほとんど見られず、エナメル質部

分の咬耗を僅かにみる程度である。上下顎骨のM3は未萌出のものが大部分である。犬歯は雌雄共に細め

で華奢である。

（四肢骨）

上腕骨遠位骨端滑車上孔はすべての標本が閉鎖している。四肢骨の近位骨端、遠位骨端の化骨している

標本はない。

上顎・下顎骨及び歯の計測値 （歯冠長x歯冠幅）
R (dm'-Mり46.61 瓦溜り

dm ·• : 12.73X 9.53 

M': 15.19X 11.57 

M 2 ・・1 8 . 6 8 X 1 4 . 1 4 

R (P'M1・2) 44.56 

M': 32.92 

-171-



湧田古窯跡 瓦溜り

P ,-M2: 47.87 

M, : 15.81X9.79 

M 2 : 20.22X 12.72 

M滑体厚 ：18.80 

L (P1-'M1、2 〈3〉) 瓦溜り

p I - M 2 : 74.29 

(< p 2 p J p , > dm, M , . 2)瓦溜り

町は歯槽内完全埋没

現生リュウキュウイノシシ

P • -M 2 : 40.43 

M, : 12.65 X 8.68 

M 2 : 16.76X 11.00 

M滑体厚 ：18.00 

骨体高 ：44.0 骨体高 ：32.57 

M10)+++十段階で M3歯槽閉鎖の切れがみられる。

イノシシ下顎骨dm,-M2 R-32 第3層下部

dm,-M,: 30.12 

dm, : 15.97X7.46 

M 1 : 13.91X9.32 

M 3 : 28.43 X 14.05 

下顎犬歯 l~:::~:: :::; ; 
R幅10.79(最大）早

焼土層

第2層 歯は全体に細く湾曲が強い。

ネー33 第 2層

p L 
SD:1638 

撓骨 SD : 11.48 焼土混じり

SD : 17 76 表採

尺骨
{ R L 
DPA 24.21 ヒー30 第2層

DPA 45 0土 ハー30 第2層 骨休の湾曲が認められる。

腔骨
{ L 
SD : 19.49 ノー28 灰褐色陪 イノシシに比べて幅広 く湾曲が弱い。

SD : 14.93 ノー30 暗褐色土層

・ウシ Bos taurus 

A区第 5層で僅かであるが出土していて、ウシ飼育の遡れる時期が推定される。それ以後第3層の上部

から第 2層に多く、 標本の大部分がここから出土している。B区での出土は少ないが、第 2層 b• C層が

中心になっている。

ブタに次ぐ醤の追骸が出土しているが、その全体足は少なく 、また部位によって保存の状況は異なる。

頭蓋はほとんど検出することがなかった。角などほとんどみられないのは、別に処理されているからであ

ろう。 しかし、下顎骨の出土は目立った。下顎歯の多かったのもそのためであ り、下顎の部分が運ばれて

いるとすれば、 何らかの調理に使われていたからであろう。

椎骨の出土は少ない。運び込まれる骨はごく限られていたのであろう。

歯牙の出土状況は別表に示したが、M3の少ないことが目につく 。乳歯も少ない。
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骨甲肩 ヒー31 第4層焼土混じり。

-172-



6

1

 

3

6

 ，
 

9

9

1

 

6

0

5

 

•• 

5

:
 

p

:

C

 

L

G

L
 

G

B

S

 

~

, 

R
 

骨甲肩 ヌー34 瓦溜り

肩甲骨 R {SLC: 56.61 

SLC : 59.24 

以上はadのこれより小さい若いものあり 。

ニー34 第 2b庖

C + 4 (第 1層）幅 ：54.76 

距骨 L { GL : 48.44 フー31 トレンチ

Bd : 44.69 

距骨 R { GL : 62.65 ネノ ー30 攪乱

Bd : 38.47 

中足骨 pro B p : 45 59 ニー34 第 2b層

dis Bd : 52.24 

SD: 23.37 ネノー30 攪乱 細く小さい。

第25表 ウシ歯牙出土量
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第26表 ウシ orウマ出土量

R
 

一第

1

層

＿

這

合

計

骨

骨襲ロのみ,.'
言 評

A 区 B 区
第 2 居第3庖第第第不 小 撹第 2 陪 小

溝 下 4 5 6 乱 b c 

状 部居附庖明
遺 計 計

構
L不明不明不明不明不明不明不明ヽ明 R:L不B ヽ明不明不明、B 、B R ' 

0・1・0 0 0 : 
0: 0 4 6 2 5 13 0. 
0 . 0 : 0 1 1 0 
0 0 : 1 1 1 0 
0, 0 1 1 1 o: 

1 I o . o 1 o o 
1 ・1 3 1 4 I 1 2 2 o・o・15 1 2 4 7 o 
1 0 1 . 1 4 1 8 2 2 1 2 0. 1 : 22 1 10 2 10 23 0 

昌
1 0 

-― Ll1 0 . I ．． 
ヒ：
0 1 

Q...:.11 
I 45 
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第27表 ブタ歯牙出土量

＼出土地層部位

右 左 伝右 合
11 I 2 13 t P 1 P 2 P 3 P 4 M 1 M2 M3 1．1 ．，12 ．ヽ1・3C ．，．． .、.:rt．`'P2 ・1'ぐ 3・ P4 _ld.l . 'l,12 ．:11．． 3 杯明

序ヽ
・1・・!ク・1・.2,:1 3·•.c ・・ . mlm2 m3 • m4 ・ • . ... .. . .. ... . . 

1 l 1 2i 3c m2m3:m4 計
悌l屈 ー ―← ―→ 一よ —.-. 響 響響 ．． ，．  . l. ..'  ...  ↓ ● 雫 ●● ● ・- ... . . . . . ・・・・・... ・... .... ..I .. 

゜辛1 2 1 4 1 .3 . • .... -6 .. 2; .... . _ ? .. 2 .<l>.l<t> .•.... 4 -3.<.?> .. <? ..... ..I .9 . 
第 2,Iii 

.. ..  ．．． I ．2<1>1<1> ．3 ． ．．．．．．．． ．．．． 
1 5 

b ..'.1 <1..>.1 . <..I.〉. 2 •. 2_ L . ・・-・ . ヽ・ .•• ' ... ..I . . . . . . . . .. :-.. ...... ...6 . I: A 
'.. -~ ・・・・・・ で ・・l・ 2 

3 
. . . . , •'• . . . . ..、.. . . . . ; .. ., .. ・-. ・- . ．．2 ．． I ．．．1 ．．I ．．． ．o ．I，．．．ヽ・. ,. ・ヽ・ ・・L、.. . 1、・・ . .... ．． 7 

第3陪 I I 
下部 .I . ................... ・ ・ ・・・・·•·· .. .. .... . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . .. 

....  . . 響·• ...  . . 雫 . . . 響 ... ... 1 区
゜間 閲 4庖 ~. . . ~...... .、 ...... 1 • .1 •. 1. ••·.... 1,. 1 •1 ... ..l .. " . , .. '....、尋. ... .. . -・ ... 7 .. .゚ 

第 5層
．． ． ヽ・・・、.. . ~. ・・・ヽ・ ・・・ . , . '•. . . . . •. . . . . ' . . . · · ·· •'·· .、. .•. . 、 . . , I . 3 , .. . .、. . .. : . .. ・・ .. . ..4 . 

I 1 2 
杯明 1 1 . ! ____ .. I_ I_ ．． . .. . • ...... 1.... . !.. .... ..! .. ・.... ····• .. ．．． .a .. 肝

..... I • ... ... ..... i . I . 2 ...... 
5 

<I> <I.> .... · • ...• ·•·I ・ 
： 1 

8 
.. . . ..... ．． ．゚ 

悌2層 b . ．．．．、.....t. •1 ・ ·• , ..•... ,. .. .. . .. . . . .. ....•. . . ・・ ・ . . . . , ..、.、 .•.. , ．． ---- ゜区 ''  ： .゚. 

C ............ ............. 1 ... 1.. ... 1... . . . . . . . . . . . . . . — -・・・ マ ・・・・・・ .. .. ..3 . 

゜合 計 2 0 0 0 0 0 0 I I 2 2 5 10 1 2 520 0000 2 53  2 6 0 0 
..  ● ● 

57 
0 0 I O I .. I ... 2 9 0 ・ヽ・0 0 0 0 -•.. o・・o .。・o・'0. 0'0 ・1 , i・ ・o ii • o· 、..。 • .0 .......0 ..0 . ．． 16 

未萌出 I 1 2 2 1 1 2 2 12 
雄 I 3 4 
雌 I I 
贖乱 . . . .... ・.. . . . . •. , . ．．，． 辛．l．．辛．．1 ．． 』． .... ・... ● 響 ... ゜

． ． ． 』．． ~．．ヽ・ ・~． I．．、 . , . , , .I . 

改採 .1..............・..... - .......1 .......... ．．． . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . ... . . .. 2 
．． ゜

牒 1層 ．． ．．．`．． o ．．．l ．，．．ヽ・・ ・・..ヽ・・.. .... . ,, . .. ． ． ,• 1 ヽ・・ ・・・ .... , .. •. 、 1 -: ;. ... ... 2 

゜

第2層
.... , ...t .3!/-..1..'、"ヽ ',・. -ヽ-- -- -l -3 --2<-l> <I -．．．． ．ヽ. , Z ..3, . .....、』・・・ 、・ .、o! ¥_1;i_p_J 13_, q 1、.. ... . ..4 . 

1 I 
b ..... ..... .. ・・・・・..I!/-..I.H ...<.1>..<1.. : . . . . . . . . . . . . . ● . . . . . . .....  

： ........ ．．．．1 ．． ．．1 ． 
作 A

... . ----早.くJ>..•. 
辛l辛1辛l ： 

゜·• I早I o2 I辛l -- -.・ ... .. ゜~3 層
． ．．．．ヽ ・・・・ ・・, ... 、..、 .2..... ., . . ,• ····.• .. ,• . , .. , ... ... ... , 辛1........ ~”・ ・ヽ・・・ ｀ ．． ． 

2 
下部 . ．．、．．n．．．．．．．．，． ヽ•．．．．． l-¥'-11-¥'-<2><1) '"  .. ? ...I 、... .ヽ ・ .く.1>2<1> .. .3 1.く2.〉..... ... 3 

-?-1 -?-2 -?-2 -?-1 1 2 1 
...4 . 

区 . -. ----. . . . . . . . - -. --. ---------- ー・ ・-. . . . ・- . -----. --. ---- . .. -. --.. -, --- l __ . ... . I 
閉i

゜第5層 b ； I " ..、 .._1 __ . 2 .. ,--- ... ・・ ．．．． 

゜F部 , ... .. .. . <!.> ........ 1 . . . . . .. , . ヽ ·· • ．ヽ．．． ..... ．辛．l．、-?-．1． ．辛．．1．．．．. 、．． ・..... I ..゚.. 

~6 層 _I--------------------• .... . .. ...• .I .. . . ..•..... . .. . ・・ : .. :. . .... . :.. .. .. . .. .. . . . .. . ・...．．．．． ....1 . 
伯

゜杯明 l., ... , ..• P.: 辛・1,... , .... , .. ,. ... 1 . 2 .. ・・・ .... • ・ . l __ l 2 1 2 ．．，．I ．． ---- ．． 12 . •. . , .. , ' .. ・1 ・・1 ... 、．．．， 、. . . ・・・・ ・・
2 

B第 1層 ． ．．ヽ・・ 』．．．序．．I．．．．． ．、・・・ ヽ ． ヽ．・．．，． -. . . . . . . . .• . . . . . . . ... 
゜．．．． ．． ．． ．゚ 

区閲2層 . .... . . • !/-.1 ... .. •. .. .. . : ... : •· .. ー・・・ ... .. . .. . ...... .1 ..... t .1... ·•• .................. ．．． .. ．． I 
. I. 1 

そ 改採 ..1.... . , .. . ・,年・・1 ．．． ， ．．`． ． ．．． .ヽ . .. . .~ . .... .~ ... . .. . , .. ... .. ・1 ••.•·I .•... ..• • , ...... ... . ... 3 
の

゜也閉2層 ... : ,.. , : ...I.. : ,. . .. , ．．．．．ヽ . . .. .. . ・・・・・・.. ．．ヽ..ヽ .'• . . . ．． ・: .... .. 1 . .゚ 
合 計 . 4 .•. o . J ...... 0 .. o .. o. 0 0、.0 . _l .. __ 3 .... 1 .... 3 .. .1 . .1 _ 5 ____ 2 — o_ . q_—o ___ q _ P ... o _ 1_ • 3 ____ q ___ 5: . _J_ . .! •·. 1. .3.4 . 

0 0 0 0 0 
゜
0 4 0 0 

゜ ゜ ゜
0 0 0 0 00 1 42 000  

゜ ゜
0 0 

゜
II 

未萌出 I l 4 3 I 1 2 13 
雄 7 I 6 I I 3 19 
雌 7 2 __ 3 _ 3 4 4 

凡例： ＜＞未萌出、 3雄、 早雌
I I 2 3 2 32 
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第28表 ゴンドウクジラ出土一覧

1/-30 焼門混しり r固~,
第30表 ヒト出土一覧

fiiil 一位， ： 破片
第29表

部

L大腿骨

第31表

ネズミ出土一覧

位 層二掛舌
トリ出土量

釦~t 出土地
A 区 B区 その他

東壁／股乱 第 2 層 第 2層 c 不明 合計
b 砂利混じり

R:L: 不明 R :L R:L R:L R;L; 不明 R : L : 不即 R :L: 不明
中手骨 骨体 1 : 1 : 0 : 0 
大腿骨 遠位部 1 : 1 ： 1 : 1 : 0 
l笹骨 近位部 9 、 : I 0 : 1 : 0 骨...体...... ● ー・・・呵●一..., .... 一 ．．．．．ヽ•ー・・・ .... , . ・・ -・・・・, ·•·· --....... -, . ー・・ -. -. -、. .. -.. ・・ . . . -、ー・・・・,・----

: 1 0 : 1 : 0 
中足骨 骨体 o 1 : : 1 : o 1 : 1 : 0 
破片 I : 3 : 1 0 : 0 : 5 
合 計 1 : 0 : 1 1 : 1 6 1 : 1 

゜
1 0 : 0・3 0 : 1 : 1 2 6 1: 4 : 5 

凡例： 6 : 雄

~:; □ P閤p: ·:·:·~:. ··; .~;. ・; , .:1 

合

第33表 ヤギ出土量

~ ロ位 り
A 区 B 区

トレンチ第3層小計 トレンチ 第 2 屈 第 3隔 小 計 合 計
b C 

R:L R・L R 'L R 'L R L不明 R L : 不明 R L R:L R .L牙財 R L : 不財
上腕骨

靡破伝片 ． ···••··· . 
..... ... 0 0 . -- 誓 • ・ ・・亀~．

___ ! ___ 
. . . ..... 0 : 1 0 ..0 ....I 、..0. 

...... ・・.. ..... ． •. . . . . . 0 •. •.·. •0 ● ● . 
・・・：. . . . . . . ト ・ ・ · •·:· . .. ..... ・. . 1.. •·· ・:' ・ .. ...0 ....: .'.......0 .. .• .' ... .. I ... 

・・0・・・:.・・ 0 ・.・・・・I ・ 0 0 : : 1 0 : 0 : I 0 : 0 : 1 
住廿 近：位部～遠位剖 ： 0・0 I. ： I・0 0 1 : 0 : 0 
I晉 遠位部

゜゚
: I 

゜
I 

゜゚
I . 0 

3手骨 近位部

゜゚
1: I 

゜゚
1 • 0 

゜骨 上部 '1 I・(l) 1 .J (I) I ： I. I : I : 0 2 2 (1), 0 
！骨

戸．．．．位部．．．．．遠．．．位．．．前．． 

0・0 -・------.. ~ 1 ・・ ・・・・＇・・ ・ ... . -. --,_ . . . I : 0 : 0 ・・・I--・:・・・・0・':・・・・0 ・・ ... -:・・・・・・ .. ・:・.. . .. -:・.. . ・・・・.:-... ・'.・..... 
0 0 .. 1 • .1.. ... ...... 1 • 1 0 I・I・0 0 ・・-・・0 .. .......1 . .. 0 .......0 . , . I . ...0 ..., .0 .: • ・・・1・・

基節骨 近位部～遠位端 0 . 0 I I : 0 : 0 I : 0 : 0 
破片 ： ： 0 : 0 : I ： ： 0 : 0 : I 0 : 0 : I ＾ ロ

計

゜
1 I (I) 1 1 (I) 

゜
I 5 I 2 

゜
I 2 

゜
I I・0 6・4 4 7 :S(l) 4 

凡例：（） キズあり
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第80図 ウシ歯の年齢構成グラフ

3. 収束
本古窯跡で出土した動物造体は、伴出する輸入陶磁器の年代から16世紀頃と考えられており、また先

に県庁舎行政棟建設地において知られた古窯跡に伴う動物遺体と同じ性格を もつものであった。獣骨であ

るブタ類を中心としてウシ、ウマなどの大型家畜が主休であって、ここでの肉の扱い方をよ く示していた。

これに付いては既に前回の報告の際ふれておいたことであった。

金子浩昌

金子浩昌

「伊波仲門門中硲出土のプタ迫存体」

発掘調査報告柑 (7)j 

「i勇田古窯跡出土の秤椎動物逍体」

参考文献

「石川市古我地原内古墓

沖縄県文化財調査報告許第85集

沖純自動車道 （石川一那覇間）建設工事に伴う緊急

P 177、沖縄県教育委員会 1987年12月。

「湧田古窯跡 (I)一県庁舎行政棟建設に係る発掘調査ー」沖縄県文化財調査報

告杏第111梨 Pl76-192、沖縄県教育委員会 1993年3月。
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第34表 ブタ出土量

: / / 

A
 第 2 陪 第 3 層

区
第 4附 第 5 層

小計
樫―／慨甜灰褐色土層

B 

暗灰
褐色土層

第 2
 

腐心

＿区
~4 層
小計
表採

至
層ー第
の而
第 4 眉~ 合計

計

b c 

R . L不明 R • L : 不明 R L R L不明 R :L不B R : L不B R : L不明 R;L R L; 不不B R : L不財
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I ・ ・ 1 1 : 0 ・ ・1  • • . ; 0 2 : 3 : 0 
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第35表 ウシ出土量

出土地 A 区 B 区

層位 表採 トレンチ 壁地山 第 1層 第2層 第3層 第4層 第5層 不 明 小 計 攪乱 第 2 層 小 計 不明 合

淡茶褐色土 直上 下部 C 焼土混じり

榔位 R: L R: L不明 R:L R:L不明 R:L不明 R:L: 不明 R:L: 不明 R:L R: L不明 R:L不明 R:L: 不肝 R:L R: L R:L不明 R:L: 不BJ R : L : 不琲 R:L: 不廂 R: L 

頭蓋骨 角心 _____ ; —----" ---1 --．．．．．し．．．．．；・・・1_.
' ' ___0 __ , : ___0 __ , : --2 -- ''  ．．．0 ．．』:...0 .. , : ..0 .. ' ' ...0 .. , : ...0 .. 

頸...静...脈...突...起.. •• • • L • • + • · · · · • "--·· • ·"- •··+ •.•• L••••• ........ -...'---.... -----L-----L----- _____ .. _____ 
・・・・ ・'-- ........... ·- -- -~- - - • - -'-- ---

_____ ., _____ 
---- -~- ー . . . .. ・-・-----・-・-・- --·--~- ---- ~---・・ ー・ー・.., ..... ., ..... 

： 1 0 : 0 : 1 0 : 0 : 0 0 : 0 

卜顎骨
筋関.. . .節突.. .突起. . .起. . . . . . . . . . . . 1 : 1 : 1 : 1 : 3 : 1 : 0 0 : 0 : 0 3 : 1 

-----,------ ..... ,. ............ ..... ,. .. -.. ..... ,. ..... ,. ..... --. --,---. --,--. --- ..... ,. ..... ,. ..... -・--.... --. -,-------.... ,. .. ー・・ ..... ,. ..... ,. ..... -----.. ―---- 可-- - - - -.. -. ヽ..-. -ヽ.-. -・--- ·-~ - -- -- -----, ―--.. • + + .、----~---- ・ ····- , ---- -~ ● ● ー・・ ......0 ... ., .: ......0 ... ., .. : .....0 ... . ．．．．．疇ー・・・マ言..中.. ・・・-・-1 ·- --、•:--・---1 -・--
● ● ● ● ●’ー・・・・・ ・・・ ・ .L.~---L- - •• ............ ----_._ _____ ._ _ ----

: 1 • 1 :'  ---1 --・: ---1 -- •: ---0 -- -----』-----..... , ..... , ..... - - -- -~ -- -- -~----- ----- ~-- ---~- --- -破...片............ ........ ................... (・1}・●ー・:C • •• • : C •• 1 •. 
_____ ,._ _____ ._ _____ 

・・・・-------- ---__ ._ ___••'- ---------・ •-· - - - ~---.. --- --~- ----
: 1 : : 1 0 : 2 : 1 : 2 : 1 : 0 : 3 : 0 0 ; 5 

脊椎骨 環椎 ．: ． ： 1 0 : 0 : 1 ‘: ’ : 1 0 : 0 : 1 0 : 0 
頸...椎. ... ← → .............. ---~-~-ー・・・ ・・・--,-.-----..------．．．ー・.......-----,-----.,.--・・-... --~-----,-..... ・----,------,------ -----,------~-- . -------,------..... ,. ..... ,. ..... -....'.. --―→ 一――--......0 ... . , , : .・・..・0・.一., , : .... .・2.・.・

--.. -.... -.. -----,・・・・・ .....、.....'...● -.............、......_.__.0 _. —_ ヽ,: —_-_-_0 -_-_ ,, : _-_--_0 -_-_ ・・・・・:・・・・・:・・T -_-_-_0 -_-_ ,, : -__--_0 -_-_ : : 1 : : 1 
胸・・..・・.椎.・.・・.・..・.・.・.・.・.・・.・.・.・．・． ・..・.・・.. ・ 

............ -....................... -- -~ - t. -~- -- -.. -... -. -...... ・・・ _____ .__ --. _.__ ---- ----- '- •- --_.._ ___ -- -----L-- " -•'" -•-• -
_____ ._ _____ 

-----L --- - • '-- • • • -• .. ---~- --- -~- ---- ----.~ ----- ・-----'-----..... ., __ ---.,_ ----.... -』_____., _____ -----~- ・ ---~ -- -- ・

--―--＇ -----・,_----- 一●ーー・,_. ----,_ ----- : : 2 -----・-. ---.' ..... ------＇ ------,_ ----- 0 : 0 : 2 ..... .'..... •• ..• i ’ .. --. ．．．．．．囀~ ・ 言~ 會------ -
o ; o_; ___ Q_ --・・・・， ' ·--··~' ---・-. __ Q_; _O_ -----,， _ ----- .... -'＇ ・.... - -----， ------'------ ........... .....''・..... ,' _ -. -. -++++  + -• '+  + + - + :' • - + ++  ---- -~- --- --' ----- -----------------

棘突起 : : 2 0 : 0 : 2 0 : 0 0 0 : 0 

肋骨 破片 1 : 1 ： ： 1 1 0 : 0 : 4 ： 0 : 0 0 0 : 0 

肩甲骨 近・・・・位・・・部・・・～・・遠・・・・位・・・端・・・・・ 
''  ''  ''  1' ' ____ _:_(1) __ ' ' ... L.: ... o.: ... o ___ o_ ; ___ Q_; ___ o _ ' ' 

...1 .. , : ...0 .. ''  ' ' ' ' 
ー・・・・'.-ー・・・・・・・・'・-ー・・・＇＇ ・・・ー・・ .. -........ ．．．．．＇ ， ー・・...'-..... .....'・..... ・・・・・・・ .....'・.....＇ ...... ..... • ....... ・・.. . . .. -..'......， ...... -----------一ー・・ --. -------- ----------・ ···-······· • - - .. ー・.----------.. -. .~ ー・・・一-----------

骨体～遠位端 2 : 1 : ： 3 : 0 : 0 ： 0 : 0 : 0 3 : 0 
骨体～遠位部．．．． - - -- · ,- •---. . ・・-・.---・・・・-.---・ ・・・・ ..... ,.. ・・------- ,-- - • - -,- ----・ -----.------,------..... ,. ..... ,. ..... - . - - - ,. - ..  - -『. - - - - - -----,------ -----,------,------・・---,・・・・・,・----

------0 ----』、:-_-_-_0 -_-_ 、,: _--_-_0 -_-_ 
-. -. -~ ―ー・・・

··{·•l) ·•····; 、．.．..．．..． 
----・,-・・・・、.---------、---. -、--. --+ ••• +呵.....、+.... ＋十一--,・---・,----------育....-

_____ ..._ _____ .................... ----_._ -----................... ---• -L--- -•'----- - .•.•• L.  • • • .L  •.••. ----_._ _____ ._ _ ----・ー・............................. ・・---~- ---- ~- ---- ---ー→_, _____ -----~- ----J----- -----, _ ----_,_ ---- --.0 .. .. : ..0 ..、:...0 .. ・---・ ~----- ~--... ...0 .. , : ...0 .. 

罰尚．．：：●：•… : : 1 1''  _L_ -_Q -;_ -響L : : 1 ___ O_; ___ O_; __ _!_ __).; ___ Q_ ． ． 
-----・ ● 一●ー・・ ・・・・・＇I・・・・・・II ーー・・・一 ・・・・・'1・.....  -. -. -' . ----.'-.. ---... 曇.，'. ・・・・・＇'＊・・・＊・ ・・・・・＇'＊・呵・・・＇' ・.. . . . .....''・. ・...''・.....----. ・-. -... -... -＇ -. -& - • • •••••• ・・---2'---・--＇ ' ----- ..... ・'..... -----~ ----· —- -- -~'-• ----， ' ---・・ ••••• .: • • •• . J •.••• • -• --.!'. -----＇ ' ----ー

位骨端のみ ．: ． : 1 0 : 0 : 1 0 ; 0 : 0 0 : 0 

LI:腕骨 近位部～骨体 く-1>----'. -----
' ' 

.. _l・・；.... --..... 
''  

---1 --. : ---0 --._ : --0 --
. . . . 

---0 --._ : --0 --• : ---0 --
''  

---1 --・: ---0 ・・' ' ' ' ．．  ----- ~--- --~-----
-遠---位---部--^争-------------

---__ ._ _____ .._ _____ --------・-・・ --- . -L-.  --•L•-- -- --___ .__ ---_.__ ---・ ---__ .__ --__ ._ __ --- _____ ._ _____ ・--・-.. ・-・-・.. --.・・ ... -- ~-- ---~-. --- -----、-.... ... -. ~. -----. -.. _,_ -.. -~-----····- ~----- ~-----
0 : 0 : 0 0 : 0 : 0 kl> : : 0 : 0 

撓骨 近位端 ： ' ' ．．  ．．  
: 1 

．．  ''  

0 : 1 : 0 ．．  0 : 0 : 0 ' ' 0 : 1 
--------:r.i. 目--------------..... , . ・・・・ -・---,--・---,----・------.-―----....... -. . . .. ---. -..... ,. ..... ~ ・・・・・ ..... ,. ..... -・・・・一 -----.. -----.. ----------.. ----- -----,.------,------● 呻・・・ヽ・・...、.....-----~ ―-----.---・・ ..... ~..... —·--- ,---- - ..... , ..... ヽ.----．J.l．．.l.．．.ヽ!・.・.・.・.・.ヽ!・..・・.・.・. -----.. ―-----.-----ー・.-. , . -... , ..... ......0 .... , 、:......0 ... . 
近.遠.. .位位.. 部.端. . ・ ・ • •端·・ ・は・・ ・ず・・ ・れ・ ・ ---- • L•- --- ---__ ..,. _ ---...... ----_____ .._ _____ .... -...... -..... -" -----'------'------_____ ._ _____ ._ _・-・----__ ._ _ --__ .__ ---- -----'-----・ ···••'-•••- • '- ••··-

---__ .,_ -___ .,_ ----ー一▲0 ー_,: ___0 __ , : 響--0-------~-----
_____ , _____ ..... ~------'····· ...0 .. , : ...0 .. , : ...0 .. ー・・・・ J- • ---~ 一.---1 . . 1 : 0 : 0 

1 . . 1 : 0 : 0 2 ; 0 

尺骨 近位部 ； 1 ： ： 0 : 1 : 0 ； 0 : 0 : 0 0 : 1 

中手骨 骨体 ： ： 0 : 0 : 0 ： ： ： 0 : 0 : 0 1 ; 0 : 1 

晋骨 臼部～下部
''  

: : 1 ''  0 : 0 : 1 ， ． 0 : 0 : 0 ： 0 : 0 ''  9 、 ''  

伏腿骨
近近---ー-位位-・----部端-----・～・・ ・・ -遠・-・ --・・位---・ --部・・ー・・・ ー・・・

''  
.、

: 1 : 0 : 1 : 0 0 : 0 : 0 0 : 1 
... -... -. ・・・ ..... ,. ..... ,. ..... . - ...  『.. - - - - -----.. ー・..-~ ・・・-. ..... ,. ..... ,. ..... ..... ,. .. 雫..,. . ・・ ・-·--,-• · ·•• ,- •- - ——+ -,-+ - • -----.... -... .,.. ..... -----,-----,・・-・・ -----,-----,---- ----, ---------、.--.. ... -. ヽ-----呵----. ---. -,, —.... , ..... . --. -, -.. -. , .... -... ・・ヽ.....'..........'..... 
_____ ._ _____ ----_.._ _ -___ .._ ___ --ー・___._ _____ ..•. -L-••.• L • •• .• --.. -'--. -·•'- -• ・-・ 

: : 1 ・・・0 ・・・: ・・・0 ・・・: ・・・1 ・・ -----~- ---』"-. --.... ・ ~-. -.. ~..... ...0 .. .. : ..0 .. .. : ..0 .. .. -. -. -. -... と.......0 .. , : ...0 .. ---__ .. _ ----'-•-- -- ..................... -··•• '- - ... -----L. ----L. ---- .... , ..... , ..... - ----~--- - - ----・"ー・・・一
骨体 (1) : ： ： ： 0 : 0 : 0 ： 0 : 0 : 0 (1) : 0 : 0 

陛骨 近位骨端のみ
' ' 0 : 0 : 0 

： ： 
0 : 1 : 0 0 : ．．  : 1 ''  1 

近---位---端---～---骨---体------- ---● -~ ・ーー・・ ................ ・-・・-● ● ー・・,,.----------~ -- -•-,-------···-~··--·~----- ..... ,. ..... ,.- -- • ·· -- •,-•·--· ..-- • ----- •- ,- • --------............ .. ~..、.. . ........・
・.・.・.0・.・., :ヽ・.・.・.1・.・., , : ......0 ... . 

..... , .. -.. -・・・・,・-・---.. -. ヽ・・・・・ヽ・・・・・-----~ - - ·-- ~-- - - · ..... ヽ.-...、....------、----- ~―---------,-----

--. --'------ • • •• • '-• •••. L ••••. 
: 1 : ___0 __ , : ___0 __』:---0 -響 ---- - J 争—_ __., _____ ---0 --._ : --1 --

・骨-・--・--体・-・---～--・・・-遠・・・・・・位・・・・・・部・..・.・・..・・..・. ・ 
--.• - t..--•••L • •- - • -----'------ -----'------'----------_..__ ----'---・------_.._ _____ .._. ----. -......... ------'--・--・'-・-.. -----・-----・----- -----~- -- -- ----- ~--- -- ..... ., .... ー,..... ・→● + • ~ . + ••• ~ . ... . 

1' ' 1 : 0 : 0 ・・・0 ・・・: ・・・0 ・・': ・・・0 ・・ ___1 __ , : ___0 __ ‘ ’ ・・・・・,_. ---. -----'------' ------ • + + + • ． + + + + + + ... ・.'・・.--.'-..... ・・・・・＇・・・...'.. ---. . ----'------'-----------,_ -----'---------. -'・・-. . ----. -,_ -----， ------.. -. —~- -- --~ —ー・ー ・ ・雫・・・.......J ••••• 
_____ J_  --- _____ J _____  ----・ ・'・・.. -~--·-· . -. 一伽―----------- •••• + J ••••• .: •• + •• 

遠位端
''  ' ' ''  ' ' ' '  0 : 0 : 0 : 1 ''  、、 0 : 1 : 0 0 : 1 

骨...体...... .............. · ·• - -r------ -----,------,-----------,----・-.. ー・・r - • .. ,.. ―. --・・---.. - --・----・- + • •• • ,- • •••• ,.. ••••• -----,... ---,-・---- -----~- ---- -----.----・ • r- ----. -----、---. -. -.. -. ---0 -―,: ---0 -—,: ---0 -------呵--------、..-.. -....、···· ·~·- ·-· -----,-----呵-----...0 .. , : ・・・0・・ヽ:・・・0・・ ---. ~ ―---― ―̀------0 --、:---0 --

距骨 完存 1 : ''  ' ' ．． 0 : 1 : 0 ： ．．  0 : 0 : 0 0 : 1 

中足骨匝・・・位・・・端・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
，．  

1 : : 
''  

1 : 0 : 0 ''  0 : 0 : 0 1 : 0 
-----,-----・ -----,------,------ ---- -~----· ・・・・・r-・・-・-,---・・ 一-----r- ----r- ---------.------.-―● ー・一 ..... ,. ..... ,. ..... -----,... — ・・・・ . . . -.. -― → . ,--. . -. ----~--. -.、.-・・・ ......0 ... ., .: .・・.・.1・. ・.~.. : ．．.．.0 .．． . 

. -. -、.---------~ ―----........... -ヽ---------,----,----..... ~. ・...~... .. -----,----―,---------........ 

-遠骨---体位---部～--遠----位---端-------・ ............ ・-・・・'-・-・-・'-・.... ................... 
: 1 : ..................... -----L-----L  •••• -------------- - - - L ••••-L••• • - -----; ---1_ _____ ., _____ -----~---- -~----- • + + + +~ 雫..+ -~- + - • . -0 •- ': •--1 ・・': ・・・0 ・・ -----~- ----~-- --- ・・・0 ・・・: ・・・2 ・・ ----.... ---- ..... ~..... ~..... 

--・・・; ―... Tff 0 : 0 : 0 0 : 0 : 0 0 : 0 

中心第4足根骨 1 : 0 : 1 : 0 0 : 0 : 0 0 : 1 

基節骨近位端～遠位部 1 : 1 : 0 : 0 ： 0 : 0 : 0 1 : 0 

中節骨完存 ： ： 0 : 0 : 0 1 : : 1 1 : 1 : 0 1 : 1 

合 計 1 : 0 0 : 1 : 1 0 ; 1 0 : 1 : 1 6 : 4 : 7 4 : 1 : 5 2 : 0 : 2 0 : 2 0 : 1 ; 2 1 : 0 : 1 14:11:19 1 : 2 0 : 4 0 : 1 : 1 1 : 0 : 1 2 : 7 : 2 0 : 1 : 1 16 : 19 

幼 1 : ： 1 : 1 : 

半欠 1 : ： ： 1 : 
： 

キズ有り 1 : ： 1 ： : 1 ： ： I 1 : ： 

凡例 （） ：キズ有り， ｛｝幼，＜＞半欠
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[35表 ウシ出土量

出土地 A 区 B 区

＼ 
表採 トレンチ 壁地山 第 1層 第2層 第 3層 第 4層 第 5層 不 明 小 計 攪乱 第 2 層 小 計 不明 合 計
淡茶褐色土 直上 下部 C 焼土混じり

R:L R:L不明 R:L R:L不明 R:L不明 R:L: 不明 R:L不明 R:L R:L: 不肱 R : L : 不明 R:L不明 R: L R:L R:L: 不明 R:L: 不期 R:L: 不BJ R: L: 不防 R:L不肱
角心 ''  ．．  ''  : : 1 : : 1 ’ ’ ' '  ___0 __ , : ___0 __ , : ___Z __ ''  ' ' ...0 .. , : ...0 .. , : ...0 .. ‘’  ...0 ...: ...0 ...: ...2 .. 頸---静---脈---突---起----- ............. ・ー・・................ -.. - ~ - --------_._ _ -.. _,_ .. ---+ •• + . .. . ........... + + .....  ++  + + ..... ++  ++  -----'------'-・--・- ... -......... --・・'-・・-・・"-・・・ -・ --. -. ~-.. -. ~. ---- _____ ., _____ 

• + ••• ~... .. ------'-・・・・"'・---- --- --~ --- --~ ---·· ._ ............... ~ ・
: : 1 0 : 0 : 1 0 : 0 : 0 0 : 0 : 1 

関節突起 1 : ' ' 1 : 1 : 1 : ' ' 
． ． 

' ' 3 ; 1 ; 0 . ' ' ' 0 : 0 : 0 ''  3 : 1 : 0 筋...突..起.................. -----,-----------,------.. ----- -----,------- • - • + . .. . -ー・.,---+ +一-----,--. ---,------ --・--..-・ -・-・..--・--- • + + • + ,.. +・・..,.. ..... ・----,-----------,------..----・-・・・→―, . -. -. , --... .. ---、..-..、...-. ..... , ..... .. -. -~-・・・・ . -.. -ヽ-----呵----. . -.. -、......・・・＋・ • • + ..、+. + • +、..+ • + .....、....., ..... + + + + +盲+. + ..... ....  
: 1 : 1' ' -- •1 --": ・・・1 ., : ...0 .. ...0 .. , : ...0 .. , : ...0 .. ...1 .. , : ...1 .. , : ...0 .. _____ .._ _____ ' '  

破---片・ ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . -......... --贔..-... ............ ..................... ................... (if:・・・・・:・・・i・ .. ゃ...................---・・'-・・--- _____ ._ _____ .__ --.. -.. -~-.. --~-. -. - --- --~---- - -----~----- ---__ _, ___ --_, __ --- -----_, _____ _, _____ --- ・- ~-----~ -----

: 1 : : 1 0 : 2 : 1 : 2 : 1 : 0 ; 3 ; 0 0 : 5 : 1 

環---椎------------・-------
': ' ： 1 0 : 0 : 1 : : 1 0 : 0 : 1 0 : 0 : 2 

頸.. .椎椎. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
-----,---------そ-,------,------● ー・~・r"..... ..... ,. ・・...,. ..... ••• •• r, • •••• ,. •• • •• ..... ,. ..... ,. ..... ..... ,. ..... ,. .. --- --・--,------ー・..-.------,----------・ヽ・----、-----．..．．.0 ．.．. 、,: ．.．.．.0 .．．. ,ヽ: ......2 ... . 

.... -~ ―-----------.-----.....、.....'.....--.. ―→ ーー・・・ヽ・・・・・ ● .... , ..... ヽ・・........ , ..... , ..... -. -. ・,-----、-----
: : 1 : : 1 ...0 .. , : ...0 .. , : ...0 .. : : 1 ...0 .. , : ...0 .. ヽ:．．．3 ．． .... -.... --. ------'------'-. ---- _____ .._ _____ ................... ----_ ... __ --_ ... _ ----................. ・・ ................... _____ ._ ___一→-·-··'-··•-- '-— ----● ● ● —-~--- --~--- -- _____ J ••• -- -----~----- -----~---- -~--- - - -・---~- ---- ~ - •-•+ ――・・-j-- ---~--・-・ 

梱 -------------------. ---・---... -.. --'・. -.. -,_ --.. - : : 2 
+ + + + + •. - + + +← ， ・・・・・- ___ o_ ; ___ o_ ; ___ ?_ __ ... ! ..... ..... ~.....」．．ー・・ --. -.. ， --... .!. --•• 

... Q. ; ___ O_;_ .. Q. ..... : ......， ..... ... 9.i ... 9.i ... ?. .....'＇ ・..... ..... ， ’・.. ・・・＇’・.....-----・------,_ ----- .....’ '..... 中＇.・・・・・・ -----,_ -----.....， ．... -..'， ・-・・・・-____ ] '__ _• --' ， ----- . -. --. ． ＇ . . --
棘突起 ．: ． ： 2 0 ; 0 ; 2 0 : 0 : 0 0 : 0 : 2 
破片 1 1 1 : 1 0 : 0 : 4 0 : 0 : 0 0 : 0 : 4 

近．．．位．．．部．．．～．．．遠．．位．．．．端．．．．． 
. ' . . 1' . ' ' . __ :_(!) __ 

．．  
---1 ---: ， ---0 ---: ---0 --

' . ' ' 0 : 0 : 0 
．．  

1 : 0 : 0 ''  . . 
''  ・・・・・'-----------'------'-------. -. -. ー・..--・・・・・＇・・・ー一 .'・.....-----'------'------一●ー・・’・・・・・・＇・ ・・・・・ ．．．．．＇ ー・・・・-'・---.. -----＇ ------・ ・・・・・・. --.. :．. -・---， ， ----・ ・・・・・・'， ・・・・・ ------ヽ-・--・ _____ 2 '______， ' __ . --．．．．．．＇'ー・ー・・・，' ー・・・一 ...... ， -.. -. .: ー・--. ● ー・・・.:'. 一.---， ' . -. --..... -， --. -. ~--... 

骨---体---～---遠---位---端--------
2 : : 1 : : 3 : 0 : 0 0 : 0 : 0 3 : 0 : 0 

骨体～遠位部
-----,------ .... -,. -.... ,. . -.. -．．．疇.,. ..... ー・-.. r • ―--...... +・・ ..... ,. ..... ,. ..... ................... -----,------,.------··•• ,- - ---- --... ,.. . 尋...,.. --. + - .... -~ . . -..'..... 

......0 .... , 、:......0 ... . , , : ......0 ... . --. -・`●-・・・ ．.{ ．.1) .．.．．.、;.．.．.．.．. ． 
. . . . ~. --. -~- ... ------,-----, ー一―----. -―,-----,----------呵---- - ~ - - -- - -----, ―----'―----

..... ~..... .... 螂...............・--一十一し←一一--_____ ..._—士―-. .... . -. -十―___,._ _____ ,._ _____ -___ ,._ _____ .,__ ヤー—------............... -----L ••••• • +· ·• '- -- • --'-- ---+ •-- -- ~----- ~--- -• -. ---』---.. ..... ., ..... ~. .... .. -. -.,_ ----.,_ -------0 --._ : -. 0 -._ : --0 --—. -. -., __ --- ~-. -. ----0 --._ : --0 --. : ---0 --
遠......位.....端.. ................................ . : : 1 1' ' ... L ... 9 .. : ... 1. : : 1 _O_; Q ;_ 1 1 : 0 : 2 . . 

● .... ・-... -. -----. ------'-------・・・-'・・・・・・ -----,_ ----. ,_ -----ー・・・・・-.....． ..... -. ----・'-. ---. ＇ ' ---... -----， '------・' -・-←● ← ..... • ...... -----,_ .. ---,_ .. -.. ..... .''..... .'' ..... _____  ,! _____  
••• -• 1 • -••• ·-·- -~'------， ' -----..... .',......． ． .. --- -→ ••~•, ．~~・ → ・・'． ・--・--~---1--•• -1 ••• • • 

遠位骨端のみ .: ' : 1 0 : 0 : 1 0 : 0 : 0 0 : 0 : 1 
近位部～骨体 く-1--〉--: < --- --

' '  、 ・ ' ' 1''  ． ． ''  ...1 ...: ...0 .. .. : ..0 .. 
' ' ' ' ___0 __ , : ___0 __ , : ___0 __ ''  ...1 .. , : ...0 .. , : ...0 .. ' ' ' ' 遠---位---部----------------- ····-'-····• '- ••··· -... -.... -.. -← ... <-• ー―.-._ .... ・................... ......... + • + ....... ....  + • • • ·'--•·-·_,._ ___  - " ....... --.. ------'--・・・-'ー・・・・・ ··---~--·--~----· ••••• J ••••• ............. -----~-----~----- • - • --J - -— . -~ -- —士一 k--l→ 〉--, : -----,_ : ----

0 : 0 : 0 0 : 0 : 0 0 : 0 : 0 
近位端 : l 0 : 1 : 0 0 ; 0 ; 0 0 : 1 : 0 
吐---位---部---骨---端---は---ずれ ・----.------ -----,------,---. -- ..... ,. ..... ....... 疇....,. ..... · ·- - -,-- ··- • ,- •-· ·· --......... -.. —・ー・・ ---.. ,,. ..... ,. -. --------... ―--. -. ----,.. ... -. ,.. ―-... . ·--- ,----—ョ—----

----・-0 ---・』・:------0 ----、』:------0 ----
. --. -、----------,----- -----,・・---,-----._(_.1._}__ .. , ; ....... .ー.、;．.．.．.．.． . .・・.・.0 ・.・. ・, : ・.・.・.0 ・.・. ・, : ・.・.・.0 ・.・ . 

----―,-----呵-----......0 ... . , , : ......0 ....、』:．．．．．．0 ．．． ． 
--. -........ ................... _____ ._ _____ ---→ ―.,_ + + -—+ ... + + + + + —.. __ ............... .. ___ .._ ........... ー・・ ..................... - -- - • '----- - ---__ ,_ _ ---_._ _ ----..... ~-----~---·· -----~-- --- -----』---. ----- - ~- ----~ ----・ ..... ~..... ~..... 遠...位...端................. 

1''  1 : 0 : 0 1' ' 1 : 0 : 0 2 : 0 : 0 ''  ' ' 

吐位部 ： 1 ： ； 0 ; 1 ; 0 ： ： 0 : 0 : 0 ： ： 0 : 1 : 0 
骨体 ： ； ： 0 : 0 : 

゜
； 〇: 0 : . 0 1 : 0 : 1 : 0 

ヨ部～下部 ； ： 1 ： 0 : 0 : 1 0 : 0 : 0 0 : 0 : 1 
互位部～遠位部

： ''  ''  ： ： ' ' 

: 1 : 0 : 1 : 0 
' ' ' ' 

0 : 0 : 0 0 : 1 : 0 ''  ' ' 

丘・..・・.位.・.・.・端.・.・ .・.・.・・..・.・.・.・.・・..・.・.・.・. ・ 
-----,------ -----,------,------ · · ·· ·r"•···· ..... ,. ..... ,. ..... ..... ,. ..... ,. ..... ..... ,. ............ -.. --『------,.------ ---- •,--• - --· ..... ,. ..... ,. .... •• ~ •• ヽ・・・――'.......... ~ ・....~..... ..... ~. ー・・・ ー・・・・ .ヽ......... , . ・―..、....・........ -... ヽ・・・... --. -呵―----、.----.....'.. -雫● ・ヽ・・・・ ····· ~· -·•· ~-----

-----L --•-- ................... ............ ・-・-・'-・-・--'-----・ .... -..... -........ -____ ..__ --__ .._. ---- -• -·"-•-•-•'--•- . 
- ---~----ー・・

: : 1 ..... ~..... ~..... ___ Q_; ___ Q_; __)_ ............ -.... ,, ............ ...0 .. , : ...0 .. , : ...0 .. ••••• 4 ••••• 4 ••• • • ...0 .. , : ...0 .. , : ...1 .. ................... ..... ~..... ............... -. -

骨体 (1) : ： 9 、
' ' 

0 : 0 ; 0 
''  ' ' 

0 : 0 : 

゜
(1) : 0 : 0 ; 0 

丘---位---骨---端---の---み--------
''  ''  ''  ' ' ． ． 

0 : 0 : 0 : 1 0 : 1 : 0 0 : 1 : 0 ''  

丘.位...端...～..骨....体........ 
-----,------ -----,------,------ - --•-,- •···· 雫....,. ..... ,. ..... ．．．ー・,... ---,. -.... -·-••,-........ ・-・- -----,.------,------- -----,------- ・・-・.,. ..... ,. ..... -----, ー・・・・,-----......0 ... . , , : ......1 ... . , , : ......0 ... . 

--- - - ~--- - - --. -―→ 一―---------. • -- - -,----- -----,-----,. --・-
．.．.．.0 ．.．. , ．: ．..ー.・0・..・,・:......0 ... . -----呵-----,-----------0 --—-,_ ,: -----1 ----, ,: ------0 ----

.. -......... : 1 : 
................... ・・・・・'--・・・ ・・ ..................... -・ ・・・'-・・・・・--・・・・- ・・・・・'--・・・-・... ・・・・・ ................... ..... ~..... _____ ._ __ --_._ _ ---------~- ----~----- ーー・・・ ~.. ... -----~--- · - -----J-----J----- _____ ., _____ ., __ー・・ . ----~--. -. ~ ----. 

骨---体---～---遠--位----部--------
1 . . ' ' ' ' ___ L; ___ Q_; ___ Q_ ___ o_; ___ o_ ; ___ o_ ‘ ’ --_l_;_ー_Q_;___ Q_ ．．  

' ' ''  ''  . . • 、 ．．  
ー士―-------------・------． ---------ー ・ — .-. -. ．．．．．’ ．．．● ー ・•...... -----’'’ ------・' -----雫. ----＇ ------'. -. -. .. -..'-... -.'..... -. -. --,_ ----------,_ -----'------_____  ,! ______＇ _____ --- --~ ---- - ............ _____ J ____ --'----- _____ ! _____ J _____ -----~- -----’’ -----

遠--位----端----------------- 0 : 0 : 0 : 1 0 : 1 : 0 0 : 1 : 0 ..... ,. ..... -----,-―----,.. ―---------,------..... ,.. .... -,.. ―---------,------,------ ----· r ·-- •• r• • ••" ..... ,. ● 雫........................ ............. ,.. .. ・.. . -. ← -~-·---~· •··· -.... 呵,... --、-. --. ..... ~..... ..... ヽ.-.. ― ..... 可.....噌..... .................. ................... ・ー・..ヽ.....~. ← ... ---0 --,: ---0 --,: ---0 --
肯体 0 : 0 : 0 0 : 0 : 0 
茫存 1 : ： ： 0 : 1 : 0 ： 0 : 0 : 

゜
0 : 1 : 0 

丘位端 ''  1 : ''  ' ' ' '  ： 1 : 0 : 0 . . ： 0 : 0 : 0 ： 1 ; 0 ; 0 
訃---体---～---遠---位---端--------.. --... ー・・・・ -............... ---••• •-r ----- -----,.-----,-―--------・r-・・・・・r-・・・・・ —·---,------,-----------,------,------••••• r • ・・・・ ..... ,. ..... ,. ..... ー・・・・ ~・・..-噌-. ----_-_-_0 _--_ ,, : -_-_-_1 _-_ -, ヽ:-_-_-_0 ・--・ ー・・・・ヽ..-. ------ ~----- -----,----―→ 一―-------—• 一―---呵---.. .... -, --. -. , . ー・・・ ----. 呵.---—呵ー―---------0 ----,_ ,: -----2 --—-呵,: ー-—---0 ----_____ ._ _____ ................... • ー・・...--.. --.... L. ... -.L.. -•• - : 1 : ..... : ... 1-● ____ ., _____ _ .................. ------'----- ~ - ----

___0 __ , : ___1 __ , : ___0 __ 
-----J-----J. ----点---位---部----------------- ................... _____ ... _____ ... _____ ----・'-------L. ー・・.-・-・・・--・・・・-そ~・・_..______ .._ ___ .. -----;-----Jfj― 

0 : 0 : 0 0 : 0 : 0 0 : 0 : 0 
足根骨 1 ： ： ： 。 • 1 : 0 ： 0 : 0 : 0 0 : 1 : 0 
斤位端～遠位部 1 : ： ： ： 1 : 0 : 0 ： 0 : 0 : 0 1 : 0 : 0 
茫存 ： 0 : 0 : 0 1 1 1 : 1 : 0 1 : 1 : 0 

計 1 : 0 0 : 1 : 1 0 : 1 0 : 1 : 1 6 : 4 : 7 4 : 1 5 2 : 

゜
2 0 : 2 0 : 1 : 2 1 • 0 : 1 14:11:19 1 2 0 : 4 0 : 1 : 1 1 : 0 : 1 2 : 7 : 2 0 : 1 : 1 1s:19:zz 

I ： 1 : ： ： ： 1 : 1 : 
．欠 1 : ： ： ： ； ： ： 1 ： ： 

： 
ズ有り 1 : 1 1 ： I ； 1 : 

U列＿ （） ：キズ有り， ｛｝幼，＜＞半欠
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第81図切痕をもつ骨

1、2: プタ頭歪、 3: ウマ L撓骨近位端、 4: ウマ R党骨臼部、 5: ウマ L大腿骨近位部
6 : ウマL腟骨近位端
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0 5cm ---
第82図 切痕をもつ四肢骨 （ウシ）

1 : R肩甲骨、2: L肩甲骨、 3: L撓骨近位端、 4: R腔骨遠位端、5: R中足骨遠位端

6 : R中足骨近位端
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第27節貝類遺存体

出土した貝は32科89種で出土羅は、個

体と他の遺跡に比べたら少い。

最少個体数の算出方法は「喜如嘉貝塚」

1994年に準じた。 出土した貝の誠は、
（註l (註 2

ほぼ同時期の首里城跡や御細工所跡に比

べたら多い方であるが、発掘面積と比較

すると非常に少ない。

出土羅を層別に見ると第2層が最も多

く、次に第 3層と続く 。表採は総数にし

ては多いが、攪乱などを含めている。

貝種別にみるとチョウセンサザエが最

も多く 49個体、次にマガキガイ 34個体、

サラサバテイラ31個体、ウラキッキガ

イ28個体、オハグイロガイ 24個体、チョ

ウセンサザエ20個体である。

この時代において、貝類は食用の主流

ではなかったと思われるが、出土した貝

をみると前述の 2遺跡から出土する貝と

同じ貝が好まれて採取されていることか

.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・. 
. :-:-:-:--I-_ -3 :_a:,:,:,:,:.:-:-:-: 
1.:,:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-・ 
: : : ：： : ：：： : ：： : ::::::::::::::::-:-

第83図 生息地別出土状況

ら嗜好性を優先にして採集したと思われる。また、ヤコウガイは破片の数が多い。、これは首里城跡や御
(tt 3 l 

細工所跡、孔子廟などの近世の王朝関連の遺跡で目につく貝で、ほぼ同時期のヒヤジョウ毛遺跡等では非

常に少ない。 したがって、食用かそれ以外の用途があるのか、今後検討を要する問題である。

註

註 l 沖縄県教育委員会「首里城跡ー観会門 ・久疫門内側地域の復元整備事業に係る逍構調査」沖縄県文化財調査報告柑第88集

1988年

註 2 那覇市教育委貝会「御細工所跡」那覇市文化財調査報告昏第18集 1991年

註3 那覇市教育委員会 「ヒヤジョ ー毛遺跡一那覇新都心土地区画整理事業に伴う緊急発掘調査報告I-」那覇市文化財調査報

告苔第26集 1994年3月
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第VI章 公
い形 括

本地区は、標高約7.5mを測る微丘陵の北端に位置する。調査の結果、低地部分は 2次堆積層となって

おり、本遺跡に関する遺構は検出されていない。一方、微丘陵部分では各種の追構が検出されており、こ

の丘陵一帯で遺跡が展開していたものとみられる。以上のことから、本地区は湧田古窯跡の縁辺部にあた

ることが判明した。次に層位 ・逍構 ・遺物の状況についてみると、確誇、された迫物包含層は 4枚である。

第2層は調査区のほぽ全面を被毅しており、造物としては中国産陶磁器は17世紀後半から18世紀に属す

る福建 ・広東系の粗製の印青花碗 ．鉢類、 18世紀から19世紀に属する草花文 ・ 「寿」字文の碗類、仙芝

祝寿文を描く小碗などであり、沖縄産陶器は、湧田系の灰釉及び壺屋系の施釉陶器と壺・甕などの無釉陶

器が出土している。第3層は土取り場造構を被覆する層であり、第2層出土の遺物および、中国産陶磁器

では、明代に属する青磁・白磁 ・染付が出土している。第4層では、明代の陶磁器類と灰色瓦 ・埠・レン

ガ等の瓦類と摺鉢 • こね鉢 ・壺等などの瓦質土器が出土しており、迫構もこの層より検出されていること

からこの第4層が本地区の生活層と考えられる。第4層は焼土・灰混じりの簿い土層が幾重にも堆積して

おり、この層中より瓦列迫構・瓦敷遺構 ・ビット群が検出されている。またこれらの遺構群とほぼ同レベ

ルからサンゴ屑から成る固．＜締まった砂利面が広がっていること等からこの砂利面を含む遺構面が本地区

の生活面と考えられる。第4層中ではこの生活面はピット群に伴う追構面が同層の上面より、さらに瓦敷

辿構に伴う迫構面が下位のレベルで検出されている。但しこの 2枚の追構面にはレベル的な上下関係は認

められるが、これらの遺構面を包含する第4屑の堆積状況を考慮すると、時間的な差は極めて小さいもの

と考えられる。次にこの第4層検出の遺構についてみると、張床土堀、瓦列迫構、瓦敷遺構等はいずれも

瓦類を伴うことから瓦窯生産に関わる追構と見られる。追構の性格については瓦列 ・瓦敷迫構は何らかの

施設に伴う迫構であると考えられるが、詳細については不明である。張床土堀は、土堀内に灰色粘土が塗

られており、また土取り場跡と近接していることから、原料となる粘土の精製に関わる遺構であると考え

られる。

以上のことから、本地区の操業期間について考えると、生活層である第4層は、輸入陶磁器は、青磁で

は剣先蓮弁文碗、染付では蕉葉文碗や見込み花文碗など16世紀代に属する遺物で構成されている点を考

慮すると主たる操業期間は16世紀代と考えられ、その後この層を覆う第 2層の年代の上限が17世紀後半

代と見られることから、本地区における瓦生産は16世紀末から17世紀代までには廃絶したものと考えら

れる。最後に本地区と前回調査した行政棟地区との関係について言及すると、位置・遺構・遺物の性格か

らI地区からの延長と考えられる。
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第36表巻貝出土状況

出土地試掘表採第 1層 第 2 層 第 3 層 第5層窯内E層不明合計個
巻貝 b 砂利層溝状遺構 下部 体

号 科名 貝種名 棲息場所完形設頂破片完形殻頂跛片完形殻頂破片完形殻頂破片完形殻頂破片完形殻項破片完形殻頂破片完形殻頂破片完形殻頂：破片完形殻頂破片完形殻頂破片完形殻頂：破 形殻頂破 数
l キJカサがイ禾斗 リlりキ1りりJl'J 1-1-a : • • 1 : 0 ; 0 
2こツキりズ禾斗 こツキりス. I -2-a 1 0 : 0 1 .................... ........... ...........、......... ・:・・・・--..... ................. ................. ........... .... ..... . ー・・・....................... ................. ...........』...................... .....、................ : ..... : ..... .....、................. . 

う料りズ I -3-a ' , ・ ・ ・ ・ 1 : 0 : 0 1 .................... ........... ..... ; ・・・・・：・・・・・ ・・・・・,..... , ..... ..... , ..... , ..... ...... , ・・・・・｛・・・・・ ・・・・・,._... , .. ·• . ..... : ・・・・・,..... ..... , ..... , ..... ..... :,. ・・・｛・・・・・ ・・・・・：・・・・・,..... .... ・;・ ー・・・：・・・・・ ・・・・・：・・・・・i・・・・・ ・・・・・,..... , ..... ................. ..... .. 
．`／タカ／＼マ I -4-a 、 : 1 : 6 : 4 : : 1 1 6 : 5 7 ．．．．．．一．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．；．．．．．．＇．．．．． ．．．．．、．．．．．ヽ・・・・・・・・・・；..... : ..... ..... ; ..... ; ..... ..... : ..... ; ..... ..... : ..... : ..... ..... : ..... 呵:.....  .....  
サうサI¥.テイう I-4-a J : 1 : 2 : 15 : 4 : : 9 : 3 2 : .. ・・・:・.... ・・・s・: z's': ・ss・... s"C 

6リ1り切科 わりセンササl I -3-a 1 : • 4 : 13 • 5 2 • • 5 ; 12 ; 2 : : : : : : 2 : 5 • 1 : 1 ; : : : : 2: 2 : 1 16 : 33 • 9 49 .................... ........... ................. ................. ................. ................. ..... ; ・・・・・i・・・・・ ・・・・・,..... , ・・・・・・・..・:. ・・・・,..... ................. ..... ; ・・・・・・,・........ ・; ・・・・・｛・・・・・ ・・・・・............................. , . ................. ..... . 
わりセンサが Iの蓋 I -3-a : 2 : 2: 13 ; 7 : 1 20 
ヵ‘／キ＇ク
. .............. ........... ................. ...........、 .. .. .. : .. ・・・:・.... .....、............. --・:・・・・・:・ ・・・・ ・・・・・:..... : .. .. . . . : ..... : .. ・・・ ・・・・・ヽ・・・・・.... ..... : ..... : ・・・・・・・・・・：・・・・・:..... ..... :・・・・・:-.... ................. ................. .... . 

11-1-b 、 1: 3 : 12 : 0 15 ....................................、......................、.....・・・--:・・・--:--........................ : .... •:· •·-- .....、.........・・・・・:・・・・・:・・・・・...................... : ..... : .......... : ..... : .......... : ..... :--・・・.....、...................... . ..... . 
虹り力・-1 1-4-a : : 1 : 12 : ： 2 O:a:fr 8 
切りがイの蓋 I -4-a . 
................ ........... ..... , ..... , ..... ............ , ..... ..... ; ..... ; ..... ................. ..... ; ..... ; ..... ...... , ・・・・・........... ; ............ ..... ; ..... ; ..... ..... , ..... , ..... .... .. , ・・・・.. , ..... ..... ; ..... ; ..... ..... , ..... L .... ................. . ••.. 

: 1 : 2 : 11 : 1 : I : 7 : I 7 8 .................... ........... ........... . .. .....、..... . .. .. :・・・・・: ..... ................. . ・:・・・・・:・・・・・ ..... : .. ・・・: ... .. : ..... :. . . . : . . . :・・ : .... ..... : ..... : ..... ..... ; . : ..... ... ....... ..... ........ . ヽ・・・・・・・・・・
11 Jリダカサが l I -2-a : : : : 1 : 0 : 1 1 
12 lマオ7・*科 77*7"ネ 1-1-b : : : ： 1 : 0 : 0 1 
13ヤマクこリ科 村ナりヤマクこ'J V-8 : : : 1 : 0 : 0 1 
14 卜りがク切こナ科 卜りがクカりこナ IV-5.6 : : 1: : ・ ・ : : I : 0 : 0 1 
15 tこJ'JJがイ科 七}'JIがイ I -2-C : : : ： : 2: I o: 4; 3 4 

りりlミカこが1
● ● ● ● ● ● ● 一....................... ..... , ー・・・ー：・・・・・ ・・・・・1・・・・・,..... ..... , ・・・・・：・・・・・ ・ ・・・・；•・・・・・:・・・・・ ..... ; ・・・・・｛・・・・・..... , ..... : .. . .. ... , ・・ ・；・・・・・・ i ・-・+・・・ ···••i••··· ;·.. ・・ ···••i ..... ;. ・・・・ ・・・・・:・ . ; ・・・・・・・・,........... ................. ...... . 

I -!-a : I : 2 : 1 : 0 3 .................... ........... .......... ・・・・・・・ . ・・--:・・・・・:・・・.. ..... :・・・・・:・・・・・ ・・・・・:・・・--:・・・・. ..... ; ..... ; ..... ........... ; .... ..... ; ..... : ..... ..... :・ ・・・・；. ... : : : . :- ..... : <・・・・・ ................. ................ .... . 
3]リカこf:1/ I -2-c : I : 0 : 1 : 0 1 

I 8りミこナ科 ナクリ 田ー1-C : 1: o:z:o 2 ................... ........... ・・--・: ・・・・・：・・・・・ ・： ; . .... ; .... ; .. ..... · •• ..... ; ..... ; .. . ..... ; .... ;.. . .. ; ..... ; ・・・ ・ ； ..... ; ..... ..... , ・・・・・：・・・・・ ・・・・・；．．．．．；．．．．． ．．．．．；．．．．．；．．．．． ． ， ．． ． ．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．． 
19 f'/こlが-I m-o-c ・ : ： 0 2 : 1 2 

りミこナ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． .ヽ................................: ..... ; .......... : .... ・:----・ ..... : ..... : .......... ; .... : ......... : ..... : .......... ; ..... : .......... ; ..... : .......... : ..... : .......... : ..... : .......... : ..... : ........................... .. 

Il-1-c : ：：  1 0 : 3 : 0 3 .................... ........... ..... : ・・・・・:・・・・・・・・・.................. : ..... : ..... .......... .ヽ.... . : ・ ・・:・ ・・ . ... : ..... : .... • . ・: ..... : ..... ・・・・・:--.. :---.. ..... :・・・・・:・・... ・・・・・:・・・・・; .... , ..... :・・.. :・ ・ ・ ....... ....... .....、................. . 
イがりミこf ill-1-C : : 0 : 6 : 0 6 

22 スイリョりがイ科 ムカリクモトがイ I -2-C ; : 1 ; • • ; ・ ・ 1 : 0 : 0 1 .. . .. • . .. . • . .. • . •.. • .. .. .. .. ... . • . • ... • • • . ... • .. .. •. . ... .. • .. .. . • .. .. • ... .• . ... • • • • .•. : ..... : .......... ; .• . •. : • .. .. • . ... ... .. ... ... .. ... : ..... : .........、:..... : ......... : ..... : .•••..••. : .•.. : ....... : ••• .. : . •...•.•.• : ..... : .......................... .. 
23 7カ＇村が イ 1-2-c : : .. . . . . . .. . V . s ; -1 、・・ 1 . . ! . : ..!. ~ . ; . . .. . . .. L. ..2. 、 : . . . L . . . . 』 . . .L .. . . . . . . : . 3 ; 』 . . . . . : . ..  . . . . ..  . : ・ ・ ・ ・ ・ 』 . . . . ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ 』 . . . . . . . . L .L . . . . . 4 』 .3. 0 _ : .. 2 . . . . 3 ~ 
24 ネゾマカ→井がイ I -2-c : : • : 0 : I : 0 1 

イリ3り力いイ
.................... ........... ..... , ..... , ..... ..... , ..... , ..... . ... ; ..... ; ..... ...... , ・・・・・・,・・・・・ ・・・・・ i ••---i····· ... . ; .... ; ... , . . ; ..... i ..... ..... ; ... ; .. . i・ ・・・・i・., . .....'. ・・・・・i・・・・・ ・・・・・ i--·•- i ・・・・・ ・・・・ ，・・・.;..... ........... , ..... .... .. 

Il-2-c : 1 : 2 : 0 3 :: ―: ::::: ::::::、:::::::'. ―: ―:'.::::: :::.:;:::::'.::::: :::::j ::::;::.: : ・・:j::::t::: :::::j:::::L:T :::::j::::t::: :::::!:::::'.:::.: ::::t:::'.::::: :::::'.:::::'.::::: ::::::、りt力.-1 I -2-c ・ : ： 0 : 3 : l 3 
スイリゥカ・イ I -2-c 0 : 1 : 2 1 28 オ II り , ·aヵ•，・・イ ・・・ rr・.:'i.:・,=-・ .. ... '." ・ ・: ・ ・ ・ s" ; . . T . .. .. ・・ z" :-・ ・i-:・ ・・ ・s" t ・t ・・ ・ ・ ・ t•1· :・ ----・ ・ •i• •· •·j-·· ・ j・・・・・ ( ・ .. i . ;. ・ •• i ・ ・ ・ ・ ・ ・ i---・・ j・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . ; . . . .. ; .. .. . ・ .. ; .. .. . ; .. . .. . . . .. ; .. . . ; . . .. . ・・1 f:・ ・ T:・ ・・o・ ・・ ・24 

29タカうがイ科 ナ'JHドキ I -2-a I ; . 0 : 0 1 ..................................................... : .. ・.. :・・・--..... : .... ・:・・... ・・・・・:・・・・・:・・・・・..... :・--・・:・・. ····•:·· ... : .... ·· ••·:·.... :・--・・..... : .. ・--:・・--・..... : ..... : .......... :・--・・:--・・・--・・・:・・・.. : .......... : .....'.... ..... . ............ .. 
ス'/3'J-J. ターカう I -2-a ''1  :、:• I : 0 0 1 
Ifツ.l り夕•' 力う
........... .. . ...... ・・・・・・:・・.. ・:・ ... ..... ; .... ; . .. --i・・ ......... , .... ; ..... ; ..... ..... ; . ... ; ― : . . ; ・・・・ . ; . .. ; ..... ..... ; ..... ; ..... ..... ; .....'... . .. .. ; ..... ; ..... ..... ;.......... .. . ..... ....... .. 

I -2-a : ： 0 : 0 : 1 0 
c~f:a:: :::::'.:::::'.::::: :.:/:::!:::. :: ::!::::;!:::: ::::::::::::::::: :::::::::、 j:: ..'.: ・: 、＇ー、 1、i::::::i:::・:1:: ... :::::; ―: ―、:::::::::::u:t::::t:::::1ヤりゾマク・カう

H'/クそ力う I -2-a ＼・ナ・マii・キ;・・・ ....... ・・・・・・・・・・・ . :・・・・ :., ... ..... , ....• , ..... . . ・ :・ .. ・: . . .. 3 ;. ·i•i ・2 ・j . ・・j . .. .. i '. .. ; .. ・ <・ ·•• i , ... ・ .. ・・・・・: .... ; . . .. . . .. .. ; ..... ;. ... . ; .. ・・・； ．．．． ．． ．．；．．．． ；．．．．． ．．．．．． ．．． ．．．． ． ．．．．．．． 2 : 0 : 0 2 
I -3-a 5 : 2 : 2 7 .................... ........... ・・・・・、・・・・・・・・・・・ .....、................、.... ヽ・・・・・・・・・・ヽ・・・・・`．．．． ．． ．、....... . ........... : ..... ... : . : .... ・・・・: .... : .. ・・・ ..... : ..... ; ..... ..... ; . ... : ..... .... : ..... : ... ..... : . .. : ..... .. ..、．．．．．、．．．．．．．．．． 

35 1イロダカう(7'1ク令力）I -1-a : : '・ 1 : : 3 ; 0 0 3 .........................................、.......... ........... ............... . .................... :・--・・: .. ・・・..... : .. :. ; .... : ......... : ..... : .......... : ..... : ......... : ..... : .........、:..... : ................、............................
1tc・ うク、力う I -1-a : ： I: : 9: 0 0 9 

37 tiホJターカう Cf a --:;:::::; ・ ・・響::::::::.・:::・:::):: 、 '. •• :::: :::::: ::::::::: :::::j:::::!: 、1、、 :::.:::: ::Tc:o:::::o: ::.::i 
クカうがイ科不明 : ： 1 0 : 0 1 0 

39クマがイえ斗 リロ'11/7キトミがイ I -2-c : • : I ; I : 1 : 0 2 .................... ........... ................. ................. .............. ・・・・・ ・・・・・;..•.. ; . . . . .... ; ..... ; ・・・・・ ・・・・・：・・・・・i・・・ ・・・・ • ..... ..... ,: ・・・・・i・・・・・ ・・・・・｛・・・・！・・・・・ ・・・・・i・・・・・：・・・・・ ・・・ ・：ー・・・・：・・・・・ ・・・・・i・・・・・;..... ................. ..... . 
40 卜う夕・, Il-1-c : : I : 0 0 1 
41 オキこ：）科 ：Jリクfナルトギぅ I -4-a 
42 lッキがイ科 7カイカ.vイツ I -3-a • 0 : 0 : 1 0 

ツIvィッ
.................... ........... ..... , ..... , ..... ・・・・・:・--・・'--・・・ ..... :・・ 一ー・i・・・・・ ・ , ..... , ..... ... . ; . ; .. . .. .; . . . .;. ; .... . .. ; . .. ; ... . --・・・・: ・・・・・; . i・・・ ・>・・ ・< ..... ;... .. .. ; ..... ; ..... .............. . ... .. . 

I -3-a , : I ; 1 : 0 2 ................... ........... ..... ; ..... : ..... ..... ; ..... ; ..... ..... ; .. .. : ..... . ......... ... .... : ..... : .. ・・ ・・・ ・；．．響・.:... . 響：． ．．；．．．．． ．．．．．；．．．．．：．．．．． ．．．＊ ；・ ・・響：..... ..... ; .....、:.. . .. . . : ・.... : ・.... .. ... : ..... : .. . . . ................ ...... . 
:Jうクモがイ I -3-a 1 I : I 2 

45 オリイレ37/¥0イ禾斗 イ*"3711・ イ Il-1-c : : 2: : 2 0 : 0 2 
46 l'「I¥"イ科 c -J. 朽タ―マリ I -2-a : : 1 : : 1 0 : 0 I 
47 iiへ＇ッJりii_.f・・・・ if.::i.:.・c:"・..・・: : 、 、、、、 .; 、 ： i : .........、....; 、．．、、 2、 6":・・・s : .. o・ ・3 
48 イトマキずう禾斗 イトマキかう I -2-a : : : : 2 : S : 1 : ： 2 : S : 1 7 ,. 
4 9 t力、イトマキがう I -2-a : : 

...... ・・・・・・・・・・・................. ・:・・. : ... ; .... ; ........................ ; ..... : .......... ; ..... ; ........'. .. ・i・・.. ; .........) ..... ;.. ・>・・・・:・・・・・.... :・・ ・: ... ・・・・:・・・・・:・..................... 
: ： 1 0 : 1 I 

.』 ::、::::'.::::.. :::'. ;::::: :::::'.:::・:'.::::: :::::'.::.:/::: :::::'.:::::'.::::: :::::; ::::t:::: :c:::::::::: .::c: o::::t :: :z 50 リュりキ1り'JIマタがイ I -3-a : : 1 : : : : 
, JIマクt卜＇、キ I -3-a I : 0 ; 0 1 

52 7fがイ科 イf:7j'が-/ I -1-C ; : 1 0 : 0 1 
53代がイ科 りロミナツ I -2-c ・ 0 2 . I 2 .................... ........... ................ ... . : .... : . ..... : .•... : ..... .. ... ........ .. . : •·· :・・・・ ; ;, . . ・:・・・・ :···•· ..... :. ・・：・・・・・ ・・・・：・・ ・・; '. ..... : .... .. •.. : ..... :... . .. .• : ..... : ..... . ... . .. • ... .. 

り□7モドキ I -2-c I : 0. i O 1 .................................... ; ・・・・・：......... .. : ..... ; ...... : ..... : ............ ・・ ・・ ・・・ • : ........ ; .. ; . . ; ... ; . ..... ; .... ; ....... ; ..... ; ... ... ; . . ; ....... ; ; .. ... ; ... ,; ............ . ........... . 
マク＇うイ f: I -1-a ・ 2 2 • 0 4 .................... ........... ・・・・・、:..•.. ; ..... ........... " .... ...........、...... : ..... :.. .. . :・・ :・・・ .... ; . . . ; • ..; .• • :. ・・・・ ・・・.:.. ; . : . .. : .. 響.... .. : ..... : .... ..... ; . . : ... . .. .. : ... : ・・・・ ・ヽ・・・・... .. ..... .. 
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＊表採の中には壁、攪乱、ケープル砂層、 トレンチを含む。
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図版 1 作業風景



図版2 発掘の状況
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図版8 ピット群検出状況
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図版10 砂利敷遺構の状況
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図版11 瓦敷遺構の状況
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図版14 B区井戸の状況



図版15 B区ネコ検出状況



図版16 遺物出土状況
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図版17 青磁 1 (碗）
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図版18 青磁 2 (碗）
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図版19 青磁 3 (碗）
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図版20 青磁 4 (皿）
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図版21 青磁 5・7 (盤 ・ 香炉 • その他）
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図版22 青磁 6 (袋物）



図版23 白磁 1 (碗）



図版24 白磁 2 (皿）



図版25 白磁 3 (小碗．杯・袋物・灯明具）



" ~ 
I l ' 
¥ 

｀ ' _,,,,,:; --
f~ ' 

ヽ

6 

曇 心
¥,i,) 
7 薄

13 14 15 

-- -----・ —.' --, 
-.... ・-

""-・ 1ゞ

＂・一t~

図版26 染付 （碗） （上 ：外面、下 ：内面）
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図版28 染付 3 (小碗） （上 ：外面、下：内面）
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図版29 染付 4 (皿） （上：外面、下：内面）



図版30 染付 5 (皿 ・鉢 ・袋物） （上 ：外面、下 ：内面）
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図版31 染付 6 (小杯・小碗・高足杯・瓶 ・蓋） （上 ：外面、下：内面）
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図版32 褐釉陶器 1 (小型壺 ・茶入壺 ・瓶 ・摺鉢）
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図版33 褐釉陶器 2 (水甕 ・壺）
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図版34 色絵と三彩
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図版35 上：瑠璃釉、下：その他の陶磁器 （胄磁 ・鉄釉染付ー下左 ：外而、下右 ：内面）
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図版36 東南アジア陶器
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図版37 本土産陶磁器 1 (上 ：外面、下： 内面）
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図版38 本土産陶磁器 2 a (上 ：外面、下： 内面）
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図版39 本土産陶磁器 3 
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図版40 上：本土産陶磁器 2b、下：須恵器
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図版41 沖縄産施釉陶器 1 (碗）



20 21 

18 
19 22 

4頂

｀
 

＇
 

25 

23 

24 

28 

、＇、え、
f

心

~
 

• 32 
26 

30 

31 33 

18 

21 20 22 

口
24 

32 

23 25 

▼
28 

29 

27 31 30 
33 

図版42 沖縄産施釉陶器 2 (小碗）（上 ：外面、下 ：内面）
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図版43 沖縄産施釉陶器 3 (小杯）（上 ：内面、中 ：側面、下 ：外面）
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図版44 沖縄産施釉陶器 4 (小皿 ・大皿）
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図版45 沖縄産施釉陶器 5 (小鉢 ・大鉢）
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図版46 沖縄産施釉陶器 6 (鍋・酒器）
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図版47 沖縄産施釉陶器 7 (蓋類）（上 ：外面、下 ：内面）
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図版48 沖縄産施釉陶器 8 (乗燭・火取・香炉・火炉 ・花瓶・茶入）
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図版49 沖縄産施釉陶器 9 (水注 ・壺 ・油壺）
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図版50 沖縄産施釉陶器 10 (急須 ・片口鉢）
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図版51 沖縄産無釉陶器 1 (摺鉢ー外面）
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図版52 沖縄産無釉陶器 1 (摺鉢ー内面）
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図版53 沖縄産無釉陶器 2 (壺）
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図版54 沖縄産無釉陶器 3 (壺 ．瓶子）



47 

50 -
51 52 

I'll' 

一53 54 55 

56 

-~ 

、

し

叩
l

g; 

ヽ

48 

呵

贔

57 

63 

図版55 沖縄産無釉陶器 4 (水甕 ．厨子甕 ・水鉢 ・小鉢）
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図版56 沖縄産無釉陶器 5 (水鉢・花鉢 ・鍋 ・急須 ・灯明皿・小皿 ・香炉 ・火炉 ・急須の把手）
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図版57 沖縄産無釉陶器 6 (壺か甕の底部）
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図版59 陶質土器 1 (鍋 ・火炉）
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図版60 陶質土器 2・3 (鍋の蓋 ・水鉢 ・急須 ・蓋 ・撮 ・壺 ・球状製品）
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図版61 瓦質土器 1 (植木鉢）
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図版62 瓦質土器 2 (こね鉢）
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図版63 瓦質土器 3 (摺鉢）
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図版64 瓦質土器 3 (摺鉢）
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図版65 瓦質土器 4 (壺 ・鍋 ・深鉢 ・浅鉢）
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図版66 瓦質土器 5 (浅鉢 ・碗 ・水盤 ・大皿）
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図版67 瓦質土器 6 (火炉 ．篭・香炉）
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図版68 瓦質土器 7 (蓋 ・茶釜 ・香炉 ．碗 ・置き物 ・急須 ・鍔釜）
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図版69 青銅製品 ・骨製品
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図版70 古銭 （上 ：表面、下 ：裏面）
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図版71 上：古銭 （鳩目銭）、 下：キセル
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図版72 円盤状製品 （上 ：外面、下 ：内面）
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図版73 円盤状製品 2 (上：外而、下 ：内面）
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図版74 上左：紺渦、上右：石製品、下：土錘
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図版75 窯道具



図版76

上：カニ・魚

1 . オカガニ 可動指

2. メジロザメ科 脊椎骨

3. ネズミザメ科 脊椎骨

4. /ヽ タ科 右 歯骨片

5. フエフキダイ科 右 歯骨

6. ハマフエフキダイ 右 口蓋骨

7. ナンヨウブダイ 右 上咽頭骨

8. ブダイ科 右 歯骨

9. ハリセンボン科 顎骨片

下：トリ・イヌ

1. ニワトリ 中足骨右骨体含

2. ト＇） 中手骨右骨体

3. ト1) 大腿骨左遠位端

4. トリ 大腿骨右遠位端

5. トリ 腟骨 左近位端

6. トリ 腔骨 左骨体

7. 卜I} 中足骨左骨体

8. イヌ 下顎骨右 M2

9. イヌ 上腕骨右遠位端

10. イヌ 上腕骨左骨体～遠位部

11. イヌ 寛骨 左臼部
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図版76 上：カニ・魚、下：トリ・イヌ



図版77 ゴンドウクジラ

1・2. ゴンドウ クジラ 上顎骨右破片
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図版77 ゴンドウクジラ
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図版79 ウマ・ウシ

1 . ウマ下顎骨右

2. ウマ 下顎骨右

3. ウシ 撓骨 左近位端

4. ウマ撓骨（撓尺骨） 左近位端～骨体

5. ウマ 中手骨左遠位端

6. ウマ寛骨 右 臼部～下部

7. ウマ大腿骨左近位骨端はずれ

8. ウマ 大腿骨左近位端

9. ウシ 胚骨左近位端～骨体

10. ウシ腟骨右骨体～遠位部

11. ウシ腔骨左遠位端

12. ウマ 腔骨右遠位端

13. ウマ 距骨右完存

14. ウマ 中足骨左近位端～骨体

15. ウマ 中足骨左近位端

16. ウマ碁節骨右近位端

17. ウマ 中節骨左完存
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図版80 ブタ
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図版81 ブタ歯
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図版81 ブタ歯 （上 ：上顎骨、下 ：下顎骨）



図版82 ブタ歯
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図版83 ブタ
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図版84

上：ブタ
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図版85 ウシ歯

1 . ウシ 下顎骨 左 p3 

2. ウシ 下顎骨左 p3 

3. ウシ 下顎骨 左 p3 

4. ウシ 下顎骨 右 dm, 

5. ウシ 下顎骨 右 dm, 

6. ウシ 下顎骨 左 p4 

7. ウシ 下顎骨 右 M, 

8. ウシ 下顎骨 右 M, 

9. ウシ 下顎骨 右 M1 

10. ウシ 下顎骨 右 M2 

11. ウシ 下顎骨 右 M2 

12. ウシ 下顎骨 右 M2 

13. ウシ 下顎骨 右 M2 

14. ウシ 下顎骨 右 M2 

15. ウシ 下顎骨 左 M3 

16. ウシ 下顎骨左 M3 
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図版86 ウシ

1. ウシ頭蓋骨角心含

2. ウシ下顎骨右 p2 

3. ウシ肩甲骨右骨体～遠位端

4. ウシ肩甲骨右近位部～遠位端キズあり

5. ウシ肩甲骨左近位部～遠位端キズあり

6. ウシ肩甲骨右骨体～遠位端 （幼）

7. ウシ撓骨 右近位骨端はずれ （幼）

8. ウシ 中手骨左骨体

9. ウシ大腿骨左近位部～遠位部

10. ウシ距骨 右完存

11. ウシ距骨 左完存

12. ウシ 中心足根骨＋第4足根骨左

13. ウシ 中足骨右近位端

14. ウシ 中足骨左骨体～遠位端

15. ウシ基節骨右近位端～遠位部

16. ウシ 中節骨左完存
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図版87 巻貝

1. リュウキュウウノアシ

2. ニシキウズ

3. ムラサキウズ

4. ギンタカハマ

5. サラサバテイラ

6. チョウセンサザエ

7. チョウセンサザエの蓋

8. カンギク

9. ヤコウガイ

10. ヤコウガイの蓋

11. コシダカサザエ

12. アマオブネ

13. オキナワヤマタニシ

14. トウガタカワニナ

15. オニノツノガイ

16. クワノミカニモリ

17. ヨコワカニモリ

18. ヘナタリ

19. センニンガイ

20. ウミニナ

21. イボウミニナ

22. ムカシタモトガイ

23. マガキガイ

24. ネジマガキガイ

25. スイショウガイ

26. クモガイ

27. スイジガイ

28. オハグロガイ
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図版88 巻貝

29. ナツメダカラガイモドキ

30. スソヨツメダカラ

31. ハチジョウダカラ

32. ヤクジマダカラ

33. コモンダカラ

34. ハナマルユキ

35. キイロダカラ （フシダカ）

36. ハナビラダカラ

37. ヒメホシダカ ラ

39. シロヘソアキトミガイ

40. トラダマ

41. シワクチナル トボラ

42. アカイガレイシ

43. ツノレイシ

44. シラクモガイ

45. イボヨフバイ

46. ヒメホラダマシ

47. シマベッコウバイ

48. イトマキボラ

49. ナガイトマキボラ

50. リュウキュウツノマタガイ

51. ツノマタモドキ

52. イモフデガイ

53. クロミナシガイ

54. クロフモドキ

55. マダライモ

56. サヤガタイモ

57. ヤナギシボリイモ

58. アラレイモガイ

59. ゴマフイモ
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図版89 二枚貝

60. ベニエガイ

61. リュウキュウサルボウ

62. ソメワケグリ

63. クロチョウガイ

64. メンガイの一種

65. ニセマガキ

66. ウラキッキガイ

67. キクザル

68. リュウキュウザルガイ

69. カワラガイ

70. シャゴウ

71. ヒメジャコ

72. ヒレジャコ

74. イソハマグリ

75. マスオガイ

76. シレナシジミ

77. ヌノメガイ

78. ホソスジイナミガイ

79. アラスジケマンガイ

80. マルオミナエシ

81. オイノカガミガイ

82. シラオガイ

83. オトコエシ

84. オキシジミガイ

85. チョウセンハマグリ

86. サラサガイ

87. イナズマスダレガイ類の一種

88. カゴガイ
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